
        
            
                
            
        

    




































































ファイヤーガール




2 「白嶺の幻肢虎」上巻

















[image: ]

角川ｅ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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■１







「じゃね、東とう野やくん」

　下校時刻です。

　昇降口ではちあわせた少年に、日ひノの岡おか穂ほ群むらは靴をぶらさげた手を振ります。

　明日からは待ちに待った夏休み。

　開放的なムードにひたる青せい藍らん高校の生徒たちで下駄箱周辺はさわがしく、彼女もまたいそいそと上履きを巾着袋に収めて下校をいそぎます。

「きょうはお先っ、また二学期にね！」

「……あ？」

　声をはずませる相手に、責めるような眼差しを向ける東野。

　しかしそれをほむらは見なかったことにして、

「我々はぁ、これから夏休みの相談をいたしますのでぇ、多忙なのです！」

「聞いてないけれど、そんな話」

　一足先に下で待っていた友人の九く条じょう織おり江えがさらりと告げます。

「えーと、うん、だから帰りに相談したいなって」

「……ふうん」

「ふうんて」

　友人の薄い反応にもめげず、ほむらは「じゃっ」と東野に向けて手刀で宙を切りました。

　そんなほむらの背中にかかる、無慈悲な言葉のウィンチ。

「おまえ、夏の部活の予定、忘れてね？」

　うぃーん。

「……あああ待って、やめて思い出させないで」

「でなくてもさ、あれじゃね、補習の登校日とかあるんじゃねぇの」

　うぃーんうぃーん。

「聞きません聞けない聞こえません！　部活日程のメールとかはあとでちゃんと見ます！　だからこのたった今の、明日から何してもいいんだっ、ていう万能なる解放感を消さないでお願い！　だって私たち学校生徒が、毎日まじめに学校に通ってるのは、この日この時のためでしょ？　明日から無限の夏休みがスタートするんだっていう、この一瞬の！」

　呆れる東野。

　無表情で聞いていた九条。

　二人はしばし視線を交差させて───

「違うわ」「違うだろ」

　と前後からほむらを全否定。

「将来の自由のためでしょう───勉強どりょくは」

「知りたいからだろ───昔の人が蓄えたＴＩＰＳちえをさ」

　む、と意見の相違をみた二人がまた視線を交差させる狭間で、ほむらは両耳をふさぎます。

「もういいです。壊れた。私の夏休みドリームはヒビだらけで崩壊クラッシュした」

　がっくり前のめりになったほむらの足下から、巾着袋を拾いあげた東野は、勝手に上履きを振り落とし、九条に小さく頭をさげました。

「わりぃ、九条。こいつ借りてくぞ」

　無言で頷く九条。

「即答!?　ちょ、ちょっとこの人さらいに何か言ってやってください」

　そんな九条に助け船を求めたほむら。かすかに困った様子の九条は、

「さよなら日ノ岡さん。生きてたらまた二学期に会いましょう」

　と、取り付く島もなし。

「つ、つめたい。だいたいそれ私の場合、洒落にならないよぉ～」

　昇降口を離れて、廊下をずんずん進む東野。小脇には人質代わりのほむらのカバンを抱えて。

　あとからはほむらが半べそでついてきます。

「一生恨んでやる！　私と九条さんのデートを邪魔する奴は一生だ！」

「一生かよ。それこそ夏休みは長いんだからそんなに焦んなよ」

「九条さんは、なかなか捕まんないんだもん……」

　ぶつぶつと文句をたれるほむら。

　つと、予想外の方向へ曲がった東野のうしろで、きょとんと立ち止まりました。

「部室棟に行くんじゃないの？　てっきり藤森顧問モリちゃんの急な呼び出しかなんかかと」

「いや……実は部室棟そこだと都合が悪い」

「……個人的な話？」

「探検部のことだ。日ノ岡にも関係ある」

「だったら」

「まあ、問答無用で引っ張ってきたのは悪かった。ちょっとつきあってくれ」

「一体なんなの？」

「あいつだ───稲荷いなり先輩のことだ」




　東野がほむらを連れて向かったのは校舎三階にある生徒会室でした。

「ありがと、鞍くら馬まさん」

「いきなり邪魔してわりぃ」

　なんのなんの、と首を振る女子生徒。鞍くら馬ま貴き船ふねさん。

　来客であれば生徒でも教師でもハタ迷惑なＯＢでも、平等に麦茶を出してくれる生徒会の書記役です。

　二人が来た時には、まだ生徒会室には彼女一人のみでした。

「たしか……鞍馬さんは、東野くんと同じクラスだったよね」

「だよ」

「じゃあ、アメちゃんとも一緒だね」

「アメちゃん？　ああ、藤ふじ森もり雨あめ乃のさん？　うん。おかげで新聞ブログのネタに事欠かない」

　───と、たった今も作業中だったノートＰＣを指差します。

　校内ネットの生徒会のおしらせページ、その更新が彼女のもっぱらの日課。

　広い机の上には、各部の夏の予定表が山積みにされていて、なかなか忙しそうです。

　それを気にせずお喋りモードへ引きずり込むほむら。

「でしょー？　うらやましいなあ」

「日ノ岡さんのことも本当は色々書きたいんだけど、ね」

「私？　別にいいんじゃない？」

「全然よくないぞ。ていうか日ノ岡、雑談はあとまわしで本題に入るけどな」

「ハイハイ。言うと思った───で、稲荷先輩のことって」

「実はさ、今日あいつ学校に来てたらしい」

「───え」

　意外なニュースに目を見張るほむら。

「二年の稲荷さんが？　来てたの？」

　鞍馬も神妙な顔つきで椅子を寄せてきました。

　聞いててもいい？　と目くばせする鞍馬に東野はうなずきます。




　稲荷先輩は探検部所属の二年生です。

　本来なら探検部一年のほむらと東野の先輩として、一緒に部活動に明け暮れているはずの女子生徒です。ですが彼女は、昨年の暮れからずっと不登校なのでした。

　探検部の活動中に遭難事故を起こして以来、自宅療養となりずっと休学していたのです。それがどんな事故だったのか、ほむらたちも詳しくは知りません。関係者は皆口をつぐんで語りたがらないのです。

　探検部の部長をつとめる御み陵ささぎ先輩もまた、その時に遭難した一人でした。しかし彼女は事故以来、親友だった彼女と決定的な仲なか違たがいをしてしまいました。後輩たちには何くれとなく教えてくれる優しい先輩も、その事故のことになると塞ぎがちになってしまいます。

　どちらかといえばのんびりムードの探検部に、漠然とした不安として横たわっているのがこの事件と稲荷先輩の不在なのでした。




「───まだ学校にはいるの？　稲荷先輩は」と、ほむら。

「いや、もう帰った。聞いたところによると、来学期から登校を再開するから、その挨拶でクラスに顔を出したんだとさ。だから学校にいたのはほんの小一時間だ」

「一時期は入院してたって聞いたけど。どのくらい回復されたのかしらね……あとそれに、御陵部長はそのことは知ってるの？」

　鞍馬の問いに、東野は首を振ります。

「わからない。もし部長がこの話を知らなくても、俺の方からはちょっと……」

　伝えにくい報しらせだ、と。

　わざわざ部室をさけて生徒会室を間借りした理由が、ようやくほむらにもピンときました。たしかに稲荷と絶交中の部長の前では、おいそれとは口に出来ない話題です。

　しかし、それでもまだ腑に落ちないほむら。

「なにしょげた顔してるの東野くんは」

　ぺーん、と一発。

「いてーよ。叩くなよ」

「これって嬉しい話じゃないの？　ほとんど一年ぶりに、我が校の生徒がひとり学校に戻ってくるんだから。御陵部長だって、喜んでくれるに決まってるでしょ？」

「それはそうだろうけど」

　煮え切らない東野に気をもみつつ、ほむらは鞍馬に向きを変えます。

「鞍馬さんも稲荷先輩のこと気になるの？　同じ探検部の私たちも、まだ直接会ったことないのに」

「まあ、その、すこし…………だっ!?」

　ひかえめに肩をすくめた鞍馬は、扉の隙間からのぞくニヤニヤ笑いに、ぎょぎょっと椅子ごと後ずさりました。

「会長？　い、いたんですか!?」

「六ろく地じ蔵ぞう宝たからである」

「知ってますぅ」

「ふふふ。鞍馬は気になって当然だよねー。ねー？」

　むくれてニラみつける鞍馬をよそに、後ろ手に扉を閉め入室した六地蔵生徒会長は、思わせぶりに東野を見つめます。

「───で、その件については誰から聞いたのじゃな、少年よ？」

「俺だって上の学年に顔見知りの先輩くらいいますよ。べつに箝かん口こう令れいってわけじゃないんでしょ、この話題は。ていうか会長に聞きにきたんです。詳しいところを」

「そうだったのか。ごめんごめん」

　と自分の頭をぽふぽふしながら椅子にかけた生徒会長は、ふっとほむらを見ました。

　ほむらの後ろ髪をまとめるリボンにひょいと指先を伸ばして揺らしてみたり。

「日ノ岡さんはいつも可愛いな。さわやかで夏らしい感じだ」

「どうも」

　うんうんと腕組みすると、とたんにガラ悪く、椅子の背にもたれて振り返る会長。

「そこへいくと……きみはなんだ鞍馬ー。夏だというのに、そんなに髪もぴっちりまとめてセーターなんか着ちゃって、腕には袖抜きまで。オバちゃんか？　生徒会室のお局つぼね様さま気取りか？」

「誰かさんがエアコンをガンガン下げるもんですから、わたしなりの自衛手段ですぅ」

「出入りの激しい生徒会室うちは、これで適温なの。あーつまらん」

　そんな感じで無駄に高体温な会長にも、一応麦茶を差し出す鞍馬。

「わたしは部屋で座ってるほうが長いんですー。あっちこっち飛びまわってる会長とちがって」

　他愛のないやりとりの脇でしびれを切らして焦じれている東野に、吹き出して破顔する生徒会長。

「いや。ごめん。稲荷のことね」

「……会長は知ってたんすか？　今日のこと」

「朝礼のあとだ。学年主任の先生に、稲荷が学校に来るって聞かされたのは。結局、自分も直接会えたわけじゃないんだ。学校には親御さんが一緒に来られて、クラスメートと担任教師にそれぞれ挨拶したら、あとはすぐにひきあげたらしい」

「噂どおり、来学期から登校を？」と確認する東野。

「そう聞いたよ。それは本当に嬉しいことだ」

「……御陵先輩には？　まだ？」とほむら。

「自分も真ま世よには言えてない」

「なんで？　教えてあげましょうよ」

　食い下がってきたほむらに、六地蔵も東野も、そろってばつが悪そうな顔をします。

「ふーん、そうですか。ちょっと友達甲斐が無いんじゃないですか？　じゃあ、私がこれから教えてきますから」

「それはべつに止めないけど。真世ならもう帰った。家の用事で」

「えっ……え～」

　会長の言葉にがっかりするほむら。

　その胸に浮かんだのは───金魚とキツネコのスタンプ。

　以前、虚ヌ惑テ星ラのキャンプ地で御陵部長が教えてくれた、保存食の包装紙に並んで押されていた二人のマークです。

　あのときの御陵先輩の嬉しそうな顔を、ほむらは今も忘れられません。




　学校の帰り道を並んで歩く、ほむらと東野。

　じりじりと肌に刺さる午後の日差し。

　日陰を求めてふらふらと左右にぶれ歩きながら、ほむらはぽつり。

「べつにさ、学校へ来たくないって人を無理に来させなくたっていいんじゃないの？」

　そっけないほむらの言葉に、自転車を押していた東野の肩がガクッと落ちます。

「ね」

「ね、って。おま、薄情だな。さっき言ってたこととちがくね？」

「薄情については東野くんに言われたくないな」

「どういう意味だよ」

　と言いつつ、自分でも不甲斐ないと思っているのか、東野は渋い顔。

「そこまであの二人に東野くんが関わることないでしょ。放っておけばいいじゃない」

「……仮にも同じ部の先輩だろ？」

「んー、だからなに？……ってのも言い過ぎかもだけど、私は部活動自体がはじめてだから、そういう連帯感ってピンとこない」

「そんなもんか？」

「そりゃ私だって部長が困ってるなら力になりたいけど……稲荷さんって人は、なんだか自分勝手でめんどくさそうな人だなあって」

「……おいおい」

　会ったこともない相手にそこまで言うか、と面食らう東野。

「あれでしょ東野くん。つまるところ判断基準はぁ、御陵先輩のためなんでしょ？」

「まあ、な」

「……ん？」

　図星！　バレタカ！　そんな反応を予期していたほむらはイマイチな手応えに、恋する少年をチラ見。

　相手はあいかわらずハンドルを握り、まっすぐ前を向いたまま。

「───でもよ、俺たちだってさ、個人競技やってるわけじゃないんだぜ。あんな奴でも仲間だろ。このまま放っといていいわけない」

「仲間……ねえ」

　演技がかった様子で腕組みするほむら。

「そうね……仲間は大切だよね。私たち自身のため、とか……ひいては日本の将来が、いやいや世界の命運が……」

　東野はツッコミも面倒になってへばり気味。

　今日は特に部活動日には該当しない終業日です。とはいえ、部室に寄らずに直接帰宅してしまったのは、若干のうしろめたさも。

　誰か部室にいたかな、と気にしたりする東野に、神妙な顔で切り出すほむら。

「あ。ひとつだけマズいことが」

「なんだ」

「稲荷先輩が復帰したら……モリちゃんの車に乗れなくなる！　定員オーバー！」

「……あー、総勢六人になるからか」

「うん」

「アホか。そこかよ。……じゃあその時こそ雨乃はトランク行きか」

　えー。ひどい。

「それはひどい。あははは」

　屈託なく笑うほむら。

　どうみても深刻とは言えない朗らかにはずむ横顔。

　あふれた身軽さを、溜息混じりの微笑で受け取めてこんどは東野がぽつり。

「日ノ岡、このあと空あいてるか」

「え？」と、笑顔の殻だけ残してフリーズ。「……夜からはちょっと家族で食事に」

「ならあしたは」

「ちょ、あした？」

　こころなしか慌てるほむら。ポニーの尻尾がぴょんと跳ねます。

「ま、まあ、夏休み初日ですし空いておりますけど？　でも私、一刻も早く九条さんのアポを確保しないと───」

「あした稲荷の家に行こう」

　のけぞるほむら。

「なっ、なんで……!?　東野くん一人で行けばいいじゃない！」

「もう行ったんだよ。前に教えただろ？　玄関先で適当に追っ払われたって。今度は頼りない後輩が出来たぞって見せつけに行こうぜ」

「私をダシに、稲荷先輩を部に復帰させるつもり？　そんなの効果ないって」

「まあそれは無理としても───」

　あっさりと認められて逆にむっとするほむら。

「どういうつもりなのか、直接あいつに聞いておきたいんだ。うん、決めた。俺は一人でも行ってくるわ。来るんだったら、駅前に十時な」

「そんな早くから？　せっかく夏休みの初日なのに……」

「なんだよ。ランニングで早起きしてるだろ？」

「でもさあ……」

　せめてもの抗議で口をとがらせるほむら。

「……じゃあ、起きれたら……」

「二度寝か」

　そう言って笑う東野の横顔を、納得いかない顔でにらむほむらでした。




　で、翌日。

　朝から遠慮のないミンミン蟬の声を背に、住宅地を歩く二人。

「あっちーな。今日も」

「うん」

　とそっけなく答えるほむらは、夏らしい袖無しワンピースが意外と涼しげ。東野の手に提さがるかごをひょいと覗き込みます。

「なにそれ。フルーツドカ盛り？」

「これは、あー、一応、手土産」

「うわ、東野くん律儀ー。こういうの、ええっと『快気祝い』って言うんだっけ。物でつる作戦？」

「そういうことにしとく」

　しまらない顔で坂道をたどる東野。

　その数歩先を行くほむらは、並木の木漏れ日の下、くるくると首をめぐらせて、周囲を見渡します。日頃はひっそりとしている午前中の住宅地からは、夏休みを満喫する子供たちの声が聞こえてきます。

「日ノ岡のは───それ、部の備品のカメラだろ」

「そっ、予備のやつ。よくわかったね」

　くるりと振り返ったほむらの手には重たげなポーチ。

　中身は質実剛健なアナログカメラです。

　肩紐付きのポーチにしまったまま、覗き込んだファインダーに東野をおさめるポーズ。

「あんまり見た目がゴツかったから、入れ物は替えたけど。ふだんから持ち歩いとけって、モリちゃんに言われてさあ」

「こないだの現像した写真はひどかったもんな」

「うん。ひどかった」

「自覚はあるんだな。だてに雑誌の旅記事とか読んでないってことか」

「遊園地専門カメラマンだから、私」

「───あ？」

「私のレンズを通すと、戦場でも世界遺産でも、たちまち遊園地のアトラクションに!!　……って。虚惑星用のカメラを作ってくれた人に申し訳なくて……」

「別にカッコつけて撮らなくていいんだって。資料なんだからさ」

「せっかくならあとで見返して楽しい写真にしたいじゃない？」

「いや。だからな───」

　坂道を登り切り、側道に入ると、目当ての家が現れました。

　ヴィクトリアン調とでも呼ぶのか、アメリカ合衆国の港街にありそうな、お洒落な造りの一軒家です。丘の上の二階窓からの見晴らしはなかなかよさそう。

　玄関には確かに『稲荷』の表札が。

　カメラ付きドアホンのブザーボタンを前にして、ゴクリと緊張。

　東野とほむらは顔を見合わせて、ボタンを押す役を目線で譲り合います。ささっと果物カゴを奪ったほむらが、東野にボタン役を促しました。

「なんでダッシュの姿勢なんだ」

「だ、だって」

「小学生か」

　びー、と鳴らされるブザー。

　玄関脇をちらりと見ると、大型のオフロードバイクが目に入ります。

『───はい。どちら様でしょう』

　低めの男性の声。

　背筋をすっと伸ばして東野が答えます。実際には目前に誰もいないにもかかわらず。

「失礼します。自分は青藍高校の東野と言いますが」

『ああ、直すなおのクラスメートですか？』

「いえ、ではなくて───」

『ちょっとお待ちください。今、玄関に出ますから』

　モニターフォンの音が途切れて、誰かが家の中から出てくる様子。

　緊張しながら東野をうかがい見るほむら。

「……稲荷先輩のお父さん？」

「……じゃね？　たぶん」

「う、うちの娘をよくもー、とか怒鳴り出てきたらどうする？」

「あり……うるよな。これまでの経緯を考えたら、ってだから逃げんなよっ」

　ほむらの首ねっこを捕まえる東野。

　などと玄関先で騒がしくしているところへ、ひょこりと顔を出したのは、すこし瘦せ型の眼鏡の男性。

「元気でいいね。いらっしゃい、稲荷いなり直すなおの父です」

　日焼けした顔と腕。ぼさっとした髪。ひげ剃り跡が目立つ顎にはバンソーコー。

　ほがらかに微笑む、優しげな男性です。

　ポロシャツにループタイ、ラフに羽織ったサマーベスト、下はジーンズという格好は、夏らしいとはいえちょっと職業不詳な雰囲気です。

　ほむらたちが学年氏名を名乗って挨拶すると、稲荷先輩の父は、手渡されたカゴをのぞきながら礼を言いました。

「わるいねえ。ご丁寧にこんなものまで頂いちゃって」

「つまらないものですが。えへへ」

「持ってきたの俺だ」

「わざわざ来て貰ったことだし、あがっていくといいよ、うん。確かモルジブのおみやげがまだ……」

「モルジブみやげ？」

　ほむらは耳ざとく反応します。しかし東野は玄関に戻りかけた男性を呼び止めました。

「あっ、それには及びませんので」

「ん？　そうかい」

　ナゼデスカ？　と真顔で振り返ったほむらのおデコを東野がチョップ。

「あふ」

「最初の目的を忘れんな」

　───そう。あいにくと稲荷先輩は留守でした。

　残念ながら、すぐには帰ってこないだろうとのお話です。

「直はリハビリ中でね。今は体育館に出かけてる。わかるかな、市民体育館」

「はい。わかります」頷く東野。

「リハビリですか……もしかして稲荷先輩、まだ体調が？」とほむら。

「いやいやいや、心配にはあたらないよ全然」

　稲荷先輩の父は、安心させるように両手を振ります。ジェスチャーの大きい人です。

「よかった」

　ほっと胸をおさえたほむらを見る男性の笑顔が、すこし曇ったのに気づいて、二人はどきりとしました。

「……そうだね。全然って事はないか。これだけ心配かけてたんだしね。でもほんと、ありがたいよ。いやね、新学期になると僕が日本にいないもんだから、学校へは昨日のうちに挨拶に行ってきたんだ。もちろん直にしても、もとから再登校の決意を固めていたのは確かなのだけれど」

　東野は神妙に切り出しました。

「あの、俺たち。探検部の部員なんです」

「わかるよ」

　男性はこくり、と頷きます。

　几帳面な東野は、青藍高校の学生証と、探検部員に配付されるＩＤカードを男性に呈示します。ほむらも慌ててそれを見習って取り出しました。

「ずっと休学していた直に、見舞いにきてくださるほど親しい後輩がいるのも不思議な話だから」

「……で、ですよね」苦笑いのほむら。

　問題の探検部と聞いても、まだ男性は穏やかな態度を崩しません。

「実は───」

　東野が本題に入りかけたところを、ほむらのポーチに目をとめた男性が声をあげてさえぎりました。

「それ、アナログカメラかい。へぇー、今どき珍しい」

「あ」

　ほむらは肩紐をたぐり、前にやったポーチから中身を取り出して見せます。

　何度見ても飾り気のない、黒くて無骨なカメラ。

「わかっちゃいますか」

「重たいだろ？　僕らでもめったに持ち歩かないよ」

「んー、それっぽく見えないようにしたのになあ」

「ははは。おっ、いいのかな？」

　よかったら、と差し出したカメラを男性は嬉しそうに手に取ります。

　ほうほう、と感心しながら探検部の備品を観察したり構えてみせる姿は実にサマになっています。

「こうみえても……ん～、こうみえても、何にみえるかな僕は？」

　男性は顎を撫で、苦笑しながら尋ねてきました。

「おじさんのお仕事ですか？」

「そうそう」

　ほむらと東野は顔を見合わせます。東野は困り顔で、

「……カメラマンですか？　順当に予想して」

「ありがとう。そう言ってもらえるのが一番嬉しいんだ。でも現実はすこし違ってね」

「あ。ちょっと待って───？」

　自分の眉間を指先で押さえるほむら。

「もしかして私、見覚えが───ううん、おじさんのお声に聞き覚えが？」

「ん？」

「先週末の、衛星放送番組の、コメンテーターをされてた？　でもあの番組だとずいぶん髭モジャの……」

「じゃ芸能人とか？　番組内容はさ？」

「ごめん忘れた。もっぱら見てたのお父さんだし。なんだっけ……ヨーロッパの砂漠化対策がどうのこうの」

「それは再放送だね。収録したのは去年か。僕はね、こういうものです」

　男性は二人に名刺を差し出します。

　肩書きには『ナショナル　ゲオグラフィック日本支部　編集長』とありました。

　きょとんとするほむら。その一方で、目を見張る東野。

「ナショゲオ!?　俺この雑誌、毎月購読してます！」

「おお、ますますありがとう。きみはいい奴だ、東野くん」

「そうだったんすか……！　すんません、俺、編集に関わる人のコトまで意識した事なくて」

「いいって。冥利につきるよ。きみたちみたいな探検部員に読んでもらえるのなら」

「…………」

　一方、興奮気味の東野に置いていかれたほむらは興味薄に尋ねます。

「そのゲオなんとかって、どんな雑誌？」

「どんなって───極限の自然と野生動物の写真がたくさん載っててさ、すげえ探検家の最新のルポルタージュとか、それに宇宙での発見とかも───」

　ホワッツ？　ソレのナニがオモシロいノ？　天然マニア？

　……と、えぐるような疑念の視線を向けるほむら。

　教えるがわの東野の眉間にもたちまちしわが。

「とにかく、探検部員なら必読マストだ、必読マスト！」

「またマストがふえた……どんだけ必要スキルあるの、探検部は」

　そんな温度差のある二人のリアクションに男性は朗笑しました。

「いや、今年の新入部員さんたちは面白いね」

「……えっと、じゃあ記者さんですか？　正解は」

「そういう事だね、大まかには。元々はカメラマンやら翻訳業やら色々とやってたんだが、今は忙しくて。なかなか撮影旅行にも行けない」

「はぁ。大変ですね」

　愛想笑いしつつも、やはりピンと来ないほむら。

　なんでわざわざ危険な場所に出かけてまで写真を撮るのやら。まあ、他ひ人との事は言えませんけれど。手元に戻ってきたカメラをポーチにしまいながら、ほむらはふっと思いつきを口にします。

「あの～、いい写真を撮るコツとか～裏技～とか？　よかったら……」

「さすが日ノ岡。全然プロに教えて貰う態度じゃねーし」

「だって困ってるんだもの」

「いいっていいって。実際それはよく訊かれるんだよ」

　東野をなだめつつ、男性は親切に教えてくれます。

「そうだなあ。簡単なコツと難しいコツ、どっちがいい？」

「じゃ、じゃあ簡単なほうから……」

　───ウッドデッキのベンチに移った三人。

　カメラ談義が一段落して、好奇心を落ち着かせた東野が、再び尋ねました。

「こんな事をお尋ねできる義理ではないのはわかっていますが───」

「……ん？」

「稲荷先輩の……直さんの探検部での活動については、どう思われているんです？」

「そのことか」

　男性の一人娘、稲荷直は虚惑星で遭難し命を落としかけたのです。

　ですがまだ男性は、一度も探検部への非難の言葉を口にしてはいません。

　少し黙考してから真剣な眼差しで、

「僕は直を信じてるからね……直はもう、自分で決断する大人だ」と。

「……ふむ……してそのココロは？」とほむら。

　男性は態度一転、また大きな身振りでみぞおちを押さえました。

「心配で心配で胃がキリキリするね！　どんな修羅場でも平気だった僕の胃に孔あなが空きそうになった」

「…………っ……」

　東野は言葉に詰まります。

　男性のタテマエの振りをすぐに見抜いたほむらにも感心しましたが、それよりも東野を戸惑わせたものが───でもそれはまだ、はっきりと形にはならなくて。

　くだけた笑いを浮かべ男性は言葉を続けます。

「でもね、家にずっと閉じ籠もって箱入り娘にしておけば安心、なんてことも無い」

　嘆きと苦笑いとが混じった情けない素顔をさらけだして、男性はぼさぼさの頭に手を置きました。

「こんな事を言ったら、妻には確実にどやされるが───率直に言ってうらやましいんだ。探検部に欠員があるなら、僕が代わりたいくらいだ」

　それはある意味、父親らしくも大人らしくもない、この男性自身の本音でした。東野はだいぶ面食らいました。

「それ……直さんに、直接言われたことは？」

「似たようなことは冗談交じりでよく話す。もちろん僕の年齢では、転リ送ン環グの原理的に無理なのは知ってるよ？　それでも直は、僕と一緒に虚惑星へ出掛けてみたいと言ってくれたものだよ。うん」

　嬉しそうな男性。

「……それが探検部の活動が始まって半年過ぎるころには、虚あ惑っ星ちで僕の面倒を見なくちゃいけなくなるからやっぱり来るな、とも言われたっけ」

　渋い困り顔から苦笑がこぼれました。

　風変わりで面白いお父さん。ほむらはもっとここで話していても良いとさえ思いましたが、目配せする東野に合わせてベンチから立ち上がりました。

　去り際にほむらからも尋ねました。

「直先輩……探検部に戻ってくれるでしょうか？」

「それは、直に直接訊いてごらん。今日はそのために来たんだろう？」

　二人を見送りながら、男性は言葉を足しました。

「あー、また来てほしいんだ。それでよかったら探検部の話を聞かせてほしい。僕はあまり日本にいないけど、その時には飛んで帰ってくるよ」

「はい……えっと、俺らに出来る範囲だったら」と東野。

「だめだめ、何言ってるの東野くん。守秘義務だよ、守秘義務！」

「なっ、こいつ」

　身を乗り出して東野の前に割り込むほむら。

「お呼ばれでしたら、どうです私だけ単独取材で。ここだけの話、特ダネ間違いなしの情報が───」

「おめー全然洒落になってねーよ」

　ぱかん、とつっこむ東野。

「あはは、ごめんごめん。ぜひまた来ます」

「フゥ……ありがとうございました」

　ほむらの軽口にひやひやさせられながら、東野は礼を述べ、坂道を戻りはじめました。

　名残惜しげに玄関に張りついていたほむらが慌てて追ってきます。

「…………」

　東野の胸に留まるかすかなわだかまり。

　彼を戸惑わせたものは何だったのか。

　木漏れ日の瞬く並木道。よく喋るほむらの相手をしながら東野は、浮かんで去った想いをたぐり反はん芻すうします。

　それはたぶん───厳しい自分の父親とは正反対ともいえる稲荷の父の人柄を、無い物ねだりで羨うらやむ自分の気持ちだ、と……そう自分を納得させるのでした。
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　稲荷家をあとにした二人は、その足で体育館へ向かいました。

　冷房の効いた路線バスの車内でジュースなんか飲んでます。

　夏休み初日の車内は平日でもそれなりの乗車率。

「撮った写真、すぐ見られないとか不便だよね」

　東野の隣りでぼやくほむら。

　せっかく稲荷家を訪問したのだからとカメラ談義中に記念写真なぞ納めてみました。

　緊張気味の東野と、満面の笑みでピースする稲荷父という状況不明のツーショット。

　……が、撮れてるはずです。

「どうせ、フィルムの現像は機械任せなんだからいいだろ。探検部専用の自動現像機、けっこう値が張るらしいぜ？」

「そんなのは私が知ったことじゃないのだ。あ、モリちゃんたちは自分の手で現像やってたってイバってたなあ」

「モリちゃんがそんな面倒そうな作業やってたとは思えねえな」

「だよね。どうせ他ひ人とに押しつけてたに違いない」

　あり得ますね。

　もしかするとその人ひ物との苦労が虚惑星用写真機と自動現像機に結実してるのかもですよ？

　丘の尾根を縫って続く狭い坂道。車窓を流れていくのは夏らしい緑と快晴の空の色。

「体育館かぁ。学校行事とか、月つゆのチアリーディングの応援で行ったくらいかな。東野くんは？」

「ん？　ああ、それなりにな」

「……あっそうか。試合？」

　東野は頷きます。

　体育館といえば、チアリーディングのみならず、いろんなスポーツの大会予選が行われる場所でもあります。彼が見知っているのも当然。

「稲荷先輩のお父さん、体育館にはリハビリで、って言ってたよね。そういう施設とかあるのかな」

「どうだろな。俺もそこまでは知らね」

「東野くん、剣道やめたこと、後悔してないの？」

「あ？　いや、やめてねーよ」

「全国大会に出るような選手だったんでしょ」

「やめてねえって言ってるだろ。確かにもう選手じゃねえけどよ」

　眼鏡のブリッジを押さえてほむらをにらむ東野。

「引き留めようとする人もいたんじゃない？」

「あのな……いいや、結構さっぱりしたもんだったよ」

「そうなの？　でもそれって寂しくなかった？」

「今でも道場には顔出してるし。ただ、親父は残念だったみたいだ」

「ふうん……去る者は追わず、か」

　ちょっと考えこんでから、ぽつりとほむら。

「私たちがこれから稲荷先輩に会いに行くのって、まさにそれだよね。去る者の追っかけ」

「……うっ」




　市民体育館に到着したほむらと東野。

　やはりこの場所も人が多く、夏休みらしい活気にあふれています。

　それらしい施設や会議室を順にのぞいていきますが、稲荷先輩らしい姿は見あたりません。しかも、よく考えたら二人とも稲荷先輩の顔を知らないのです。

「意地悪そうな顔だろ。たぶん」

「どんな顔よそれ」

「……あっれ、アルバムでちらっとは見たんだけどな。女子更衣室に何か無かったのか？」

「匂いで嗅ぎあてろって？　東野くんじゃあるまいし無理だって」

「なんだよそれ」

　……などと互いの無計画をなじり、館内を行ったり来たりしているうちに、目標とランデブーしたのは意外な場所でした。

「……東野くん、ちょい待ち」

「……あ？」

　呼び止められ、示された方向を二度見する東野。

　それまでべつだん注意を払っていなかった屋内の小コート。

　バドミントンのような若干低めのネットが張られた練習場からは、外国語の威勢のいい歓声が聞こえてきます。

　東南アジア系の褐色の肌の競技者プレーヤーたちの真ん中で、小柄な姿が躍動しています。

「リハ……ビリ？」

「…………」

　素早くステップを踏み跳ね上がった少女が両脚を振り上げ、館内に響く鋭い声と共に蹴り下ろしました。

　合成樹脂で編まれたボールが、相手のコート深くに食い込みます。

　素早く跳んだディフェンダーは応じきれず、思わぬ方向に弾かれたボールは大きくラインを割りました。

「すごっ……あんな球技はじめて見た！」

「せ、セパタクロー？　なんだそれ!?」

　病み上がりの少女とアクロバチックに宙を舞う球技。

　予想外のコンボにほむらも東野も呆あっ気けにとられます。

　二人の観客をよそに、少女はチームメイトとハイタッチ。

　ポジション変わらず、そのままコート前に陣取った少女は、身長差もなんのその、周囲の大人たちに遅れをとることなく、攻撃にディフェンスに互角に渡り合っています。

　明るいアースカラーのウェア。ショートパンツからは、見かけによらぬ跳躍力を秘めた脚を惜しげもなく見せつけます。

　薄い色の髪はお団子にまとめられ、背中に一房垂れた髪がなんだかしっぽのようです。ほむらよりほんの若干、背は低いくらいでしょうか。

　まちまちな彼らのウェアから察するにアマチュアチームのようですが、実に見応えのある練習風景です。ところがひとたび少女に目が行くと、その身ごなしがあまりにあざやかで、エネルギッシュな躍動感にあふれていて、そんな彼女の活躍ばかり言葉もなく見入ってしまうのでした。

　練習試合も小休止となり、少女もまたコートサイドに戻ってきました。

　流れつたう汗をタオルでぬぐいます。胸を上下させ、ゆっくりと呼吸を整える少女。

　重力から解放されたような大技が、そこから何度も繰り出されたとはまだ信じ難い、華奢な身体でした。

「───なに？」

　初めて、ふっと、彼女がこちらを見ました。

　精神集中ゆえの不注意か、ほむらたちには全然気が付いていなかったようです。

　ずっと待ち構えていた二人を、輝く瞳が見つめます。

　じっ……と東野を───ほむらを。

　それは、相手の価値観も人格も見抜くかのような、透き通った視線でした。

　緊張気味にほむらが切り出しました。

「あの、稲荷さん───えっと、稲荷直先輩ですか？」

「そうだけど」

　スポーツドリンクのボトルをあおって、再び口を開く少女。

「あなたたち青あ藍お高こ校ーの生徒？」

「はい」

「俺は───」

「あ、その声。わかった。探検部の新入り」

　視線も合わせぬまま、ぴんと指を立てる稲荷。

「はい……前にうかがった東とう野や巧たくみ……です」

　だいぶ居心地の悪そうな東野。

　とっさにほむらも名乗り、東野から引き継いで挨拶を続けます。

「先ほどもご自宅にうかがって来たんです。それでこちらにいるって聞いて」

「へえ……ん？」

　そこへ、何ごとかセパタクローのチームメイトたちが集まり声をかけてきました。

　独特な響き。「ッ」と詰まる促音の多い異国の言葉です。

　稲荷は申し訳なさそうに首を傾け、身振りを交えて応じます。

「マアフ！　スラマッティンガルジュンパラギ！」

「？」「？」

　稲荷の言葉に、ほむらも東野もきょとんとするばかり。

「ダダサマサマ！」

「ダダサマサマ！」

　交わされた陽気な挨拶（？）を区切りに、チームメイトたちはまた練習に戻ります。

　稲荷先輩はといえば、床の荷物を抱えあげ、一人コートを離れて歩き出しました。

　慌てて二人はその背を追います。

「稲荷先輩、すごいですね！　外国語ペラペラ!?」

　感嘆が自然とほむらの口をついて出ました。

「ううん全然わかんない。適当。ナンチャラネシア語」

　がくりとするほむら。

「え、だって、あの足バレーの一員じゃないんですか？」

「ちがう。けど、前に見かけて面白そうだったから。時々ここに来て、仲間に加えてもらってる。いい人たちだよ。ナシゴレンも超美味しいし」

「ナシゴレン……」

　ナシゴレンとはインドネシア版のチャーハンです。

　さては彼ら、エスニックレストランで働く調理師のチームでしょうか。

「おっと、東野くんも好きだよね、エスニック料理」

「…………」

　そういえば、と思いつくままに話題を振ってみたほむらですが、東野自身はそれどころでは無いようで。

　稲荷の早足になんとか追いついて横に並び、あらたまって尋ねる東野。

「このあとお時間ありませんか？　稲荷先輩」

「無い」

「…………」

　思わず二人とも足が鈍ります。

　こういうツッケンドンさには、九条さんで慣れてきたほむら。

　もちろんそれでハートの防御力がアップするわけではないのですが……

　しかし稲荷は、キュッと室内シューズを鳴らし、その場で振り返りました。

「あたしまだ用があるから───ついてくるなら来れば？」




　体育館のエントランス。

　いったん更衣室に消え、エントランスに現れたと思いきや、猛然とダッシュする稲荷。「走れぇぇぇ!!」と命じられ、わけもわからぬままバス停留所に向かって駆け込んで、ちょうど停車した路線バスに飛び乗りました。

　再び市内を移動する車上の人となるほむらたち。

　なぜか稲荷を中央に、最後部の座席に陣取った三人。ぜいぜいと息をつぎ、行方もわからぬままバスに運ばれていきます。

　稲荷はバッグから、どっさり詰まったコンビニ袋を引っ張り出し、膝にのせるとそのまま中身をむさぼりはじめました。

　袋から覗くのは───おにぎりにサンドイッチ、ゼリー飲料にワッフル。ジュースの缶ボトル。甘いも辛からいも栄養バランスもなく、とにかく手当たり次第に商品棚からサルベージしてきた、というありさまです。なんとなしに注目していると、

「たべる？」

　と稲荷からエナジーバーを差し出されました。

　突然のことに、どきっとするほむら。

　彼女が動くとシャワーのあとの残り香がほんわりと香りました。

「あ、じゃ一個もらいますね！」

　髪をおろした稲荷はまた違った印象でした。

　ウェーブがかった絹のように細い髪。手入れに手こずりそうな。

　急いだせいで乾かし切れなかったらしく、まだ少し濡れた髪がぴょんぴょんと跳ねているのが気になります。

　こうして隣りに座って見ても、やはり先ほどまであれだけのアクロバットを見せていたとは思えないくらいの細身でした。

　稲荷は、向き直って東野にもエナジーバーを差し出します。

「あんたは？」

「俺は別に……さっきジュース飲んだんで……」

　言葉を飾る様子もなく、事実そのままを口にして辞退する東野。

　そんな東野に向かって稲荷の視界の外から必死に目配せするほむら。

　テレパシーの甲斐あって、いかにも、いかにも渋々と手を出す東野。

「……じゃあ……頂きます」

　ばしっ、と掌に叩き付けるように手渡す稲荷。

　また自前のカロリー源に向き直ると栄養摂取を再開します。

「───体動かすとお腹減る」

　実際には彼女は口一杯におにぎりを頰張りながら「はははふほはふほほははへふ」と唸ったわけですが、そんなふうに耳には翻訳されて届きました。

「また運動するから、エネルギー補給しておかないと」

　───へへふひーほふーひへほははいほ。

　えっ、また運動を？　と驚く二人。

　詳細を尋ねたいところでしたが、ようやく飲み込んで一息つくと、稲荷の方からこう尋ねてきました。

「ほむら、あなたは何で付き添っているの。生徒会かなんか？」

「付き添い、というか私も一応ごにょごにょ……探検部の……部員ですので」

「ふーん。今年は二人もいるんだ」

　そうなんです───と言いかけてぶるぶる首を揺らすほむら。

「も、もう一人いますよ？　一年部員は三人です」

　そうです。忘れてもらっちゃ困ります。

「だったら超豊作だ。去年はあたし一人だった」

「そっか……そうでしたね」

　リンゴジュースの紙パックにストローを挿すと、稲荷は車窓の景色を見やりました。

「ま、そんなのは過去の話───あたしには」




　三人がバスを降りたのは、路線の終点でした。

「動物園？」

　そこは県内でも有数の動物自然公園です。

　ほむらも何度か訪れたことがある場所ですが、園内にスポーツ施設があったとは初耳。

「───学生割引で、ふぁ、しゃ、三枚、へっくしゅ！」

　生徒証を窓口にかざし、入場チケットを購入する稲荷。

　二人のもとに戻ってくると、チケットを扇のように開いて「ほれ」と差し出し、それぞれ一枚ずつ握らせます。

「あっ、どうも……どうかしました、先輩？」

　ごしごしと、しきりに目頭をこすっている稲荷。

　首をかしげたほむらの前で、カバンから取り出したのは花粉用マスクです。

「先輩、俺、自分のぶんの入園料出します」

　そう言って代金を渡そうとする東野の声も耳に入れず、稲荷はずんずんと園内に分け入っていきます。

　しかたなく後からついていく、パーティのサブキャラ状態のほむらと東野。

　インド象の親子も、クロサイも、お山の猿軍団も、昼寝するカピバラも、フラミンゴの群れも、マレー貘ばくも、まったく構う様子なく脇目もふらずに園内を突き進みます。

　その間も彼女は、マスクの下で何度もくしゃみをしています。

　先輩の様子も気がかりなほむらですが、久々に訪れた園内にも興味をひかれます。

「ああああ……うさ……かわ……もるも……」

　小動物ふれあいコーナーに後ろ髪を引かれつつやってきたのは───

　高い壁で囲まれた空間に、青白い色調で海氷の立体的な構造を摸したプール。

　そこは園内でも人気の高いホッキョクグマを見下ろすブースでした。

　北極熊ポーラーベアー───またの名をシロクマ。

　中には放し飼いにされた二頭のシロクマがいました。

　ステンレスと透明アクリル製のフェンスに背伸びしてかじりつく稲荷。広いプールをきょろきょろと見渡します。

　ところが、真っ赤に腫らした目で探すお目当ては眼下の二頭ではありません。

「うー……いない……」

　あてが外れ、心底がっかりとした呻きをもらします。

　そんな先輩の横顔を心配そうに覗くほむら。

「先輩───大丈夫ですか？」

「だいひょうふ……だい……だいひょ……」

　……大丈夫ではなさそうな。

　その指先は求めるようにふらふらと宙をさまよっています。

　見かねて東野がポケットティッシュを渡すと、ずびーっと鼻をひとかみ。

「もしや……」

「先輩って……」

「「動物アレルギー？」」

　二人の後輩の指摘を当人は即座に否定。

「ちがうもん。花粉だもん」

「…………」

「…………」

　そしてまたくしゃみを連発。これは重度ですね。

　気の毒そうにフォローするほむら。

「……大変、ですよね……ここ、毛深い花粉が多いし……」

　ぐじゅっ、と頷く稲荷。

　表情には出さぬまま、ほむらは内心面食らっていました。おそらくは東野も。

　以前、虚惑星にて、御陵先輩が野生動物らしい痕跡を見つけた際に、稲荷直であればもっと詳しいことが判別できる、と口にしていたのを思い出します。

　なのに、この不可解な落差。まさか動物アレルギーとは。

　そのうちに、長靴を履いた飼育係の男性が敷地の中へと入ってきました。

　一段高い場所に立ち、提げたバケツから数匹ずつ、魚のアジを放り投げています。

　シロクマたちは、ざぶりと水面に巨体を躍らせて遊泳しながら、水中の餌を次々とキャッチします。

「シロクマって泳ぎうまいんだな」

　感心したままに東野は呟きました。

「そうだよ。東野くんもしかして、動物自然公園ここ来るの初めて？」

「いや。でも随分昔だったから」

「……あー……そっか」

　そのうちに、稲荷のくしゃみを聞きつけて、飼育係がこちらをついと見ました。

　シロクマのおやつの時間が終わると、係の男性は飼育舎に戻っていきます。タイミングを合わせて稲荷もまたフェンスから降りて移動しはじめました。

「ん？　先輩？」

「いくよ」

　向かった先は、氷山の内部にある飼育舎。

　その奥まった場所の、来園者が普通目にすることのない通用口へ向かうと、さきほどの男性がちょうど扉をあけて顔を出しました。

「こんにちは、直ちゃん。いらっしゃい」

　稲荷はぺこんと体を折り、丁寧に頭を下げました。

　稲荷との関係がわからないまま、つられて二人も頭を下げます。

「お友達かい。いつもの寝ね屋や川かわさんではないんだね。一応、関係者しか入れちゃいけないんだけど……」

　ちょっと困り顔でほむらたちを見た男性。

　胸の名札には「キトロ」とありました。変わったお名前です。

「こいつらは……学校の……後輩の、探検部」

「ほう！」

　もごもごとマスクの下で稲荷が呟くと、男性はきらりと目を光らせました。

「じゃあ特別だ」

　三人は手招きされ通用口をくぐりました。

　飼育舎に入ると匂いがぐんと濃くなり、室温も下がりました。

　人工氷山の中だけあって、ちょっと洞窟じみた場所です。窓が少ない探検部部室棟の雰囲気にも似ています。

　一行のしんがりについた東野が珍しそうに内部を観察していると、ほむらが声をあげます。

「あっ……」

　ほむらの視線の先。一頭のシロクマが飼育室の奥に座って、前後に身体を揺らしています。

　かすかにあどけなさが残る外見。それはほとんど成獣の頭身と変わらぬまでに成長した子熊でした。

「ポール……ポールだ？　こんなに大きくなってる！」驚きの声をあげるほむら。

　そう。子熊の名はポール。

　それまで名前ごとすっかり忘れていた彼のことを、ほむらは思い出しました。

　以前に動物園を訪れた時は、特別のガラス張りの飼育室にいて、ぬいぐるみのような小ささだったのですが。

　飼育係さんが頷きます。

「そうだね、大きくなった。今体重は二百二十五キロあるよ」

　その数字にほむらは単純に驚いたのですが、傍らの少女は沈んだ表情になりました。

「じゃ、だいぶ瘦せたね……ポールー！」

　稲荷が呼びかけると、鳴き声をあげて彼が近寄ってきました。

　扉についた鉄格子に鼻先を押し当てて、落ち着かない様子です。

「待って、ちょっと待ってポール」

　落ち着かないのは稲荷も同じ。懇願の表情で飼育係氏を振り返りました。

「キトロさん、すみません。お願いします」

「うん───場所はわかるね」

　男性の手からタグ付きのキーを受け取るやいなや、稲荷はほむらたちを置きざりにして、通路を小走りに行ってしまいました。

「あれっ、先輩？」

　ほむらが振り返るともう先輩の姿はありません。

　一方、東野は男性にあらためて礼を告げました。

「ありがとうございます、キトロさん。俺すごい興味深いですけど、こんな場所に入れてもらって……よかったんすか？」

「探検部員だったら、クマなんか慣れっこじゃないの？」

　キトロ氏の言葉に、東野とほむらは揃ってブンブンと首を振ります。

　そのシンクロ具合を笑うキトロ氏。

「ここが立ち入り禁止ってことはないんだよ、ぜんぜん。ほら、職業体験で小中学生を入れたりするのなんかは日常茶飯事だからさ。まあちょっと事情があってね。ネットに書かれたりするとマズいかもだから。その点、探検部員さんたちなら……」

　と、受け答えしながら、通路奥に耳をそばだてるキトロ氏。

　ロッカー扉が派手に開け閉めされる音が響き、程なく稲荷が戻ってきました。

　その異装に、ほむらは壁を背にぎょっと後退したほど。

「よっしゃぁ、バッチ来ーい！」

　バスン！　と両手の手袋ミトンが打ち鳴らされ、顔面を覆う大きなゴーグルとマスクの下から、くぐもった気合いの声がするまでは、それが稲荷先輩……というかニンゲンであるとは一瞬判りませんでした。

　上下つなぎの全身白ずくめ。まるで爆弾処理班が着用する防護服です。

　小柄でスレンダーな彼女はどこへやら、ずんぐりむっくりなミシュランのマスコットが、飼育室の扉の前で仁王立ちに───

　ほむらはもう我慢の限界を超えて爆笑。

「う、ぷっ、あはははは！　先輩そのギャグ体張りすぎ、あはははは！」

「おめえ、笑うとか……っ……」

　と、たしなめる東野も首をそむけて小刻みに震えています。

　稲荷はそんな後輩たちには我関せずで準備運動に余念がありません。

　キトロ氏にそっと促されてほむらたちが後ろへ退がると、白いぶかぶかモコモコは自分で飼育室の扉の閂かんぬきをスライドさせ、安全靴を踏みならして室内に飛び込んでいきました。

（───え？）

　腹を抱えて酸素不足になっているほむらの隣りで、思考停止する東野。

　さらにはキトロ氏が外から閂をしっかりと閉じます。

（え？　え!?）

　室内では子熊、といっても体重二百二十五キロのホッキョクグマが、声をあげて稲荷を出迎えます。

　飼育室に響き渡るのは稲荷の歓喜の声。そして時々くしゃみ。

「わはは、わははははは、ポールポールポ───」

　長い首に抱きついた稲荷が、ぐうんと振り払われた反動で吹っ飛びました。

　ボーリング球のようにローリングして盛大に扉にぶつかります。

「痛ぁぁーっ！　今の痛かったぁー！」

　と怒りの声をあげながら即座に跳ね起き、再びポールの懐に突っ込んでいきます。

　ここにきてようやくほむらも事態を理解して、爆笑の姿勢のまま硬直しています。

「…………噓……」

「な、なんだあいつ……金太郎？」

「ああ、クマを相手に相撲の稽古♪　か、うまいこと言うねきみ」とキトロ氏。

「それ微妙に歌詞が───」

「あのそれどころじゃ！　死にますよ先輩！　乾燥機の洗濯物みたいになってますよ？」

「そうだねえ」

　飼育係氏の吞気な反応に、いっそう蒼白になるほむら。

　左右にブレて聞こえる笑い声に振り返れば、首根っこをくわえられた稲荷ががくんがくん振り回されてまた恐ろしいことになっています。

「んにゃろ離せ、はーなーせーってば！　うらあああ!!」

　全身全霊でのスキンシップといえば聞こえは良いですが、それはどう見てもバイオレンスとストレングスのぶつかり合いでした。

　頰ずりしてはパンチで突き飛ばされ、背中に飛び乗っては仰向けにローリングした図ずう体たいに押しつぶされ───

　けれどもその一方で、稲荷もまた稲荷で反撃をおこたらず、両脚の蟹挟みでポールの首を挟んで後ろにのけぞるわ、壁を使って跳び蹴りをくらわすわ……めちゃくちゃです。

　ほむらがこのふれあいコーナー（ハードモード）にエントリーしたら、十秒とかからず血だるま確定です。真っ白でふわふわなシロクマは、そのぬいぐるみのような外見に反して、鋭い牙と濃い青みがかった舌の色が恐ろしい、まぎれもない野獣でした。

「あの可愛かったポールが……」

「すげーな……無駄に元気だな」

「うん。まあ、お互い疲れたら落ちつくだろう」

　よいしょと、手近な用具入れに腰をおろすキトロ氏。

　罵声とも爆笑ともつかぬ絶叫が響き渡る飼育室のことは、ほとんど放置です。

　稲荷の安否は気がかりながらも、ふと、あの子なら───鈴すず蘭らんだったらどうしていただろう、と想像するほむら。

　巨大な白狼にまたがって野山を駆け巡っていたあの子なら、稲荷先輩にも負けないくらい体当たり勝負でポールと遊べるんじゃないだろうかと、そんな共演を思い描いてみるのでした。

「……先輩、よくこちらには来るんですか？」

　壮絶なスキンシップの行方はひとまず追いやって、ほむらは尋ねます。

「うん。同じ探検部だったら、佐さ保ほクンなんかもよく来てるねえ」

「佐保クン……って、あっ、日吉坂高校ひよこーの秋あき穂ほくんかぁ」

　そうそう、と頷くキトロ氏。

　ほむらたち青藍高校の探検部員は、すばる姫との一件の後、お世話になったお礼も兼ねて、あらためて日ひ吉よし坂ざか高校の探検部を訪れました。

　その時に紹介された、日あ吉ち坂らの新入部員男子の一人が佐さ保ほ秋あき穂ほです。

　ほむらたちと同じ、虚惑星調査官のルーキーというわけです。

　鉄格子の向こうで繰り広げられる異種格闘技ショウにじっと見入っていた東野が振り返りました。

「よく来るって……佐保も、こんな稲荷先輩みたいな……？」

「うははは、これは直ちゃんにしか無理だよ。直ちゃんはポール専門だしね。佐保クンは探検部に入る以前からも、この園の常連でね。体調の悪い動物こがいたら、彼に教えてもらったくらいだよ」

「へえ。ちょっと意外」

「あれれ、そうかい？」

　佐保少年はなかなか個性的なキャラクターでした。

　初対面の佐保少年とほむらがメアドを交換してからというもの、彼からはたびたびメッセージを貰い、それがあまりに度を越していたので藤ふじ森もり顧問とコマ先輩からダブルでお咎とがめを受けたくらい。

　それというのもメッセージを読んだほむらが吹き出して、しばらく目の前の訓練や、放課後の勉強が手につかなくなってしまうからなのですが。

「直ちゃんには、しばらくスキンシップはお預けさせてたんだ。あれは可哀想だった……。ようやく先月からだね。希望通りにさせてあげられるようになったのは」

「…………先月から？　じゃ、それ以前は……」

　東野もキトロ氏のそばにやってきて脇の壁に背を預けました。

　東野と視線を交わしたほむらが、神妙に尋ねます。

「そのお話、聞かせてもらっても……？」

「そうだねえ」

　まあ、怒られることでもないか、とキトロ氏は承諾しました。

「───彼女がしばらく入院してたのは知ってるね？　直ちゃん、ずっと食欲が戻らなくてね。もう小枝みたいにガリガリで、僕が片手で持ち上げられるくらいに瘦せてしまっていた」

「食欲が戻らない……拒食症だったんですか？」と東野。

　それ、と頷くキトロ氏。

「でもね、ポールには無理を押して会いに来てくれた。一番大変な時は車椅子でね。さすがにあの様子では飼育室への入室を許すわけにもいかない。彼女もずいぶん努力して体力を取り戻して、やっとのこと先月から許可を出せるようになった」

「今でも……アレはどうかと思いますけど……」

　───背後ではいっそうけたたましい肉弾戦の音。

　ほむらの素直な感想に苦笑しながら、キトロ氏は話を続けます。

「まいったよ。ポールもなかなか難しい子だ。なんとかここの環境にはなじんでくれたようだけど、それでも体調を崩すことがしばしばある。直ちゃんのリハビリを見習って、ポールも元気になってくれたらいいんだが……あの二人は姉きょう弟だいみたいなものだしね」

「姉きょう弟だい？」

　と尋ねる東野。

「んーと、確かね、ポールは外国のどこやらで保護された───」

　ほむらは以前に特別飼育室で目にしたパネルの記憶をたどります。

「保護か……だったら本当は野生の生まれなんですか？」と東野。

「そうだよ。ポールはここで生まれたんじゃない。外国の動物園ですらない───」

「…………」

　それを聞いて、やはりほむらの胸をかすめるのは鈴蘭のことでした。

　一時期の衰弱から回復して、無事に母親のもとへと帰った鈴蘭。

　彼女は元気にやっているでしょうか。兄弟のように一緒に育った狼たちのいない日本で、寂しい想いをしてはいないでしょうか。

　彼女には、ただでさえ不慣れな生活が待ち受けているずです。学びおぼえることの多い彼女が、新しい家族との絆を培つちかう時間を作るために、なるべく、そっとしておくようにと言い渡されてはいるものの……とても気になります。

「実はね、まだ赤ん坊だったポールを保護したのは、直ちゃんのお父さんなんだよ。北極圏での取材中にね。詳しい話はお父さんに聞かせてもらうといい。結局、うちに受け入れが決まって環境が整うまでは、ポールは稲荷家で一緒に生活してたんだ。だから姉きょう弟だい」

「でも稲荷先輩、動物アレルギーじゃ……!?」とほむら。

「それが不思議とポールの前では症状が軽かったそうだ」

「なんと？」

「そんなことがあったんですか……」

　ほむらの脳裏に浮かぶ妄想の光景。

　幼い稲荷の背を、可愛らしさの結晶のような子熊がよちよちと追いかける姿。

　枕元で眠気をこらえてウトウトする子熊に優しく頰ずりする少女。

　そんな妄想の中の稲荷を、勝手に自分に置き換えて子熊と戯れるほむら。

　垂すい涎ぜんものです。

「私も生意気で腹黒い妹じゃなくて、ふわふわで真っ白なクマの弟がよかった……」

「おまえ……冗談でも滅多なことを言うなよ……」

　マジ引きの東野。

「ぬいぐるみはあんなふうに筋肉の塊に成長して、八百長無しガチのレスリングを仕掛けてこねえから…………ん？」

　話を聞くうちに、飼育室が静まりかえっているのに気付きます。

　東野に続いてほむらもはっとして、よもやよからぬ形で勝負が決着したのではないかと、おそるおそる扉を覗き込みます。

「…………っ……」

「…………寝てる」

　いつのまにか稲荷とポールは抱き合って寝息を立てていました。

　穏やかに肩を上下させて重なり合う二人。

　大きな弟と小さな姉の束の間の安息を、しばらく彼らは静かに見守っていました。




　夏休み初日の夕暮れ。

　フレッシュネスバーガー店内の一角に陣取った三人。

　動物自然公園を後にしたほむらたちは、本ほん町まちの駅前に戻りました。

　多忙のなか時間を割いてくれたキトロ氏に礼を残して、三人揃ってまたバスで引き返してきました。

　しばらく眠気が抜けずにぼんやりしていた稲荷はといえば、今は一転して、テーブルにずらりと並んだハンバーガーの隊列の前で、司令官のごとく腕組みしています。全メニューを制覇しようかという物量作戦です。

「今日は連れ回して悪い。二人ともお腹すいたでしょ。よかったら食べて」

　ごくんと唾をのむほむら。

　空腹のあまり思考がもたつきかけていた彼女には拒めるはずもなく。

「いいんですか？　って迷いますけど。じゃあテリチキを」

　いただきます、と遠慮なく手に取ります。

「それにしてもポール可愛かったですね。牙はちょっとおっかなかったけど……寝顔はまだまだ無邪気な子供で！」

　ふふふふ、と頷いてほんのり頰を染める稲荷。

　オレンジティーを飲みかけながら、東野の手が動いていないのに気付くと、ずいずずいとバーガーの大軍団を前進させます。

「あんたも食いなさいな、東野巧。ハンバーガー嫌いか？」

「コーラとハンバーガーの嫌いな男子高校生なんか存在しませんよ」

　と勝手な茶々を入れるほむらに、迷惑顔を向ける東野。

「普通にいるだろが」

「ほい」

　稲荷は二階建ての一番ボリュームのあるバーガーを、問答無用で東野に手渡しました。

　東野もまた空腹をこらえていたのは事実で、観念して稲荷に一礼します。

　ふん、と息をついた稲荷自身も、一番手近なバーガーに手を伸ばしました。

「ポールはいつもあの飼育室に？」

「そうじゃないけど……まだまだ目が離せない。なるべく外に出るようにはさせてるの。ただ、獣医さんの話だと、脳に異状があるみたいだって……」

　それを聞いて深刻な顔になるほむらに、稲荷は両手を振ります。

「でもね段々よくなってるんだから。大丈夫。心配ないって」

「早く外でいっぱい遊べるようになるといいですね」

「なるよ。そんなのすぐだよ」

　そう請け合った稲荷に、ほっとしてほむらは尋ねます。

「稲荷先輩、子供の頃は世界中を旅してたんですか？　お父さんに写真、見せてもらいました」

「うん。旅っていうか、住んでたんだよね。何ヶ月もさ。アフリカ、アマゾン、アジアの山とか草原とか、ポリネシアのジャングルにも。あと南極か。他にもあっちこっち行ったらしいよ。もう全然憶えてない場所もあるけど」

　アルバムの中の稲荷。

　動物アレルギーがなかった頃のまだ幼い彼女。

　ライオンの子供とじゃれていたり、ヒョウにべろべろ舐められて泣いていたり、頭に梟ふくろうを乗せていたり、巨大なトカゲにもたれながら臆することなく寝ていたり……

「動物の写真いっぱいで面白かった。とゆーことは探検部はお父さんの影響で？」

「別に動物が好きだからってわけじゃないよ。野外活動に抵抗がないのは確かだけどさ」

「じゃあ、何が探検部入部のきっかけだったんです？」と東野。

　ハンバーガー店のフロアは、探検部絡みの話をしたい東野には、不向きな場所なのですが、さいわい周囲に客はいません。

「そんなこと聞きたいの？　モリちゃんと部長に引っ張り込まれた」

「あっ、初代部長さんですか。まだ会ったことないんですよねー」

「……御陵先輩は？」と東野は怪訝そうに尋ねました。

「マヨ……？　マヨは乗り気じゃなかったみたい。あたしの入部には」

「えっ？」

　思わず声をあげたほむらの横で、東野も面食らった顔をしています。

「そりゃそーよ。だってべつにあたし、何も特別な技能や知識があったわけじゃなし、花粉アレルギー持ちだし。ＩＥ反応だって人並み以下だったし」

　そんな稲荷の回答はきっと正確な把握なのでしょうけれど、ほむらには謙遜としか映りません。

「で、でも御陵先輩は、私の時にはすごく熱心に入部を勧めてくれました。ま、まあ、私の知らないところでこっそりと、でしたけど。そもそも稲荷先輩は運動神経抜群じゃないですか！　見かけ倒しの私なんかよりずっと探検部向きの逸材だったんじゃ？」

「それは……だから……」

　口ごもった稲荷の手がバーガーを摑んだままぐるぐると泳ぎます。

「もういい！　そんな話をしにきたんじゃない！」きっ、と東野を見据えた稲荷はけんか腰に食ってかかります。「で!?」

「探検部に戻ってきてください、稲荷先輩」

「マヨに言われたな」

「違います。俺の意志です」

「なんだ。告白か。アイニージューI need youか？」

「先刻言ったように、うちの在籍部員は今は四人ですけれど、実質、探検に参加できるのは三人で、そのうち経験者は御陵先輩一人だけです。たった一人です。稲荷先輩がいてくれないと部活が立ち行きません」

「……………………」

　東野を睨みつけたまま、手にするベーコンオムレツバーガーを、もっしゃもっしゃと口に押し込む稲荷。そして即座にもう一個、今度は辛からそうなサルサバーガーをがっしと摑むと、ろくにその手元を見もせずにかぶりつき、攻撃的に喉に流し込みます。

　そのいかにも消化に悪そうな暴食ぶりにほむらは眉をひそめますが、依然、稲荷は視線だけは東野から外さず、東野もまた正面から稲荷と向き合っています。

　ごくんと嚥下して、

「部活が立ち行きません～～？　それって模範解答だよね。誰でも思いつく、つまんない答えだ」

　と、ほむらの差し出した紙ナプキンでサルサまみれの口元をぬぐいながら捲し立てる稲荷。

「ふん。タテマエなんかいいんだ。あんたの本音を聞かせなさいな。ここに来たのはあたしと仲良くお喋りするため？」

「……っ」

　一瞬口ごもった東野でしたが、すぐに意を決して告げます。

「必要だからです、稲荷先輩が。それは別に建タテ前マエじゃない。御陵部長を一人にしておけない。それに、俺は───」

　正面から受け止め、揺るがぬ真剣な眼差しで先をうながす稲荷。

「探検部がつまらないところだって決めつけられて、そのまま引き下がるなんて、そんなの悔しいんです俺は」

「一本取り返したいって？　あたしから」

　おっ、剣道少年だけに？　稲荷の返しにほむらは、ぽんと手を打ちます。が───

「あなたもそうなの？」

「えっ？　えっと私は───」

　急に矛先をむけられ、戸惑うほむら。ほむら自身は、ただにぎやかで愉快そうならオッケー……とは、どうやら言い出しにくい雰囲気。そこでふと心に引っかかっていた言葉が口をついて出ました。

「た、『探検部に深入りするな』って、どういう意味なのかなあって……」

「ん？　なにそれ？」

「以前、稲荷先輩が俺に言ったんじゃないすか。覚えてないんですか？」と東野。

「…………言った……ような」

　首をひねって天井のシーリングファンを見上げる稲荷。

　その隙にほむらも体勢を立て直します。

「御陵先輩と稲荷先輩は、一年間の部活動を通して助け合ってきたんでしょう？　そのチームワークを活かさないなんて勿体ないじゃないですか。第一、私たちだって困ってるんです。先輩たちの作ってくれたベースキャンプが壊れてしまって」

「けっ」

　けっ、って言いました？　この人。

　稲荷自身も厚く手をかけてきたに違いない、探検部の家のはずなのに。

　不遜な稲荷の態度に、ついついほむらも勇み足を踏みます。

「そ、それにですね！　すごい発見もあったんです！　それを聞いたら絶対戻ってくる気になりますよ」

　横で東野が先走るほむらを止めようと身じろいだのがわかりました。

「…………」

　ほむらの瞳を見返して腕組みする稲荷がぼそりと。

「虚惑星人ヌテラリアンでも発見した？」

　イエスは右回り。

　でもサイコロはぐっと不動のままで───

「アハハ、さあどうでしょ？　とにかくすっごい発見なんです……から……」

　相手の思わぬ即答に心中ではドキリと飛び上がりながらも、極力フラットな反応ではぐらかしたほむら。そんな自分の尽力は、横を向いたら完全に無意味だったとわかりました。

　愕然とこわばった表情の東野。それだけでも雄弁すぎる答えなのに、おまけに椅子からのけぞり気味に周囲を見回しています。依然、店内はほむらたちの貸し切り状態です。

「なんだ……。そんな事言いに来たのか」

　やれやれと体を伸ばして嘆息する稲荷も、さりげなく店内を観察しているのがわかりました。

「ちょ、東野くんね……」「いや、だってよ……」

　彼が隠し事に向かない性格と十分知っていた、これはまさにほむらの失態でした。

　しかしそれでも尚、稲荷の自然にみえる態度はほむらには疑問でした。

「稲荷先輩……知ってたんですか……？」

　声をひそめて、前に詰め寄るほむら。

　ほむらたちの属する青藍高校探検部パーティが、虚惑星の未知の人類、虚惑星人と地球人との混血である五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめと遭遇したという事実を。

　人類が初めて宇宙人と遭遇したに等しい、その衝撃的なニュースに対して、なぜこんなにも平然と？

　ほむらの疑問と懸念をよそに、どかりと椅子に背をあずけ、淡々と飲み物をすする稲荷。

「あんたたち……何にも教わってないんだな。舐められてんだぞ、マヨに」

「…………」

　相手は先輩とはいえ、そんな高を括った態度にほむらは、むっと苛立ちの色を隠せませんでした。抗議しようと椅子を蹴りかけた、そんなほむらの熱を冷ましたのは、動揺から脱した東野の言葉でした。

「ええ、まだまだ不勉強です。俺たちは」よく怒りをこらえた東野の落ち着いた声音。「でも、先輩はなんでも親切に教えてくれます」

「そりゃ当然、マヨに都合のいいことは教えてくれるに決まってんでしょ」

　ひらひらと手を振って小馬鹿にする稲荷。

「だったら……稲荷先輩も私たちを鍛えてください。教えてください。危なっかしいところがあったら、どんどん叱ってください」

　そんなほむらの言葉に、東野がちょっとおどけた様子で目を見張ります。

「日ノ岡からそんな言葉が出るとは……」

「ちょっと東野くん」

　二人の様子を見つめ、すこし表情をやわらげた稲荷でしたが、彼女の決意は変わりませんでした。

「マヨは間違ってる。あの頑固モノがそれに気づくまでは、絶対に探検部には戻らない」

「頑固モノって……どっちもどっちみたいな……」

　稲荷がそこまでこだわる理由が、ほむらにはわかりません。でも今ここで彼女にそのわけを根掘り葉掘り問いただしたとしても、求め願う穏和な関係よりは、むしろ遠ざかって、より険悪な雰囲気へ近づいてしまいそうに思えるのでした。

　東野もまた焦らず、辛抱強くその場はこらえました。

「俺はあきらめませんので。また来ますからね」

「どうぞ。でも三さん顧この礼れいなんて過分な話だから。ていうか、来学期からはあたしだって登校するんだからさ。普通に学校で会えるし？」

「それは、そっか。そうでした」

　そして学校で顔を合わせた御陵先輩と稲荷先輩のことを考えると、ほむらは今から居たたまれない気持ちになります。

　残ったバーガーをトレーに載せる稲荷。

「ご馳走様でした、先輩……それは？」

「やっぱ注文しすぎた。好きなだけ持ってって」

　と、ずっしりと重いトレーをほむらに押しつける稲荷。

「ふむ。じゃあせっかくなので山分けしましょっか。先輩はどれに？」

「あたしは……うっ……もういい」

　苦しげに胸を押さえる稲荷。

「ハンバーガーの嫌いな女子高生なんか存在しませんし。さあ、お一つ」

　にこりと。

「いや……だから……どれでも。どうせ味なんかしないし」

「じゃあ新発売のタンドリーチキンバーガーをどうぞ。私はこれとこれを。そして、売れ残りは東野くんどーぞ。ブルーチーズはちょっと苦手～」

「へいよ。その流れは予想ついた」




　日の落ちた駅前公園の脇道。

　ほむらと東野は駅へ。稲荷は駅前のバス停留所へ。

　小柄な稲荷のあとに続いて、短い帰路を同行する三人。

「ついでだ。頼りない不登校の先輩から一言」

　別れ際に、稲荷は二人に指先を突きつけました。

「マスコミの動きが活発になってる。身の回りに注意すること。あんたたち確実にチェックされてるからね。マスコミだけじゃない。乱暴な事件に巻き込まれないように、お互い気をくばって」

「それは別に今に始まったことじゃないですし、そういう注意事項はまさに御陵部長から教わってるんで」

「あっそ」

　東野のそっけない返事に、不機嫌そうにそっぽを向いて先へ歩き出す稲荷。

　苦笑しながらほむらはフォロー。

「でも私、今日もそうでしたけど、ついうっかり国家機密だって意識が緩みがちで……。東野くん、稲荷先輩はお父さんからの内部情報でアドバイスしてくれてるんじゃないかなぁ」

「えっ……もう、そこまでマスコミの包囲網が敷かれてる？」と東野。

「ふーん。さーてどーだか。あたしも現役部員じゃないし。そこまでは知らないよ。でも、そのうち嫌でも思い知るだろうけど」

　背を向けたまま、思わせぶりに告げる稲荷。それでも、ほむらはうっすらと肌寒いものを感じます。

　そして最後にふっと、それまでの勝ち気な先輩のポーズが抜けた、心細そうな一人の少女の顔で稲荷直は二人を振り返りました。

「東野巧───日ノ岡ほむら───」

　それがきっと、彼女が本当に伝えたかった小さな忠告。

「───虚惑星だけが現実リアルだなんて、思い込んだりするんじゃないぞ」
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　東京国際空港。

　通称を羽田空港。その出発ロビー。

「イェーイ！　飛行機イェーイ！　羽田イェーイ！」

「機内食イェーイ！　高度四万フィートイェーイ！」

　待ち合わせの時計の下で顔を合わせるなり、ほむらと雨乃の二人は満面の笑みでハイタッチ。

　早朝に家を出発したほむら。移動中の電車ではずっとうつらうつらとして、荷物のキャリーケースを車内に忘れかけたりもしましたが、空港に着いた途端、このハイテンションです。

　はしゃぐ二人を東野があきれて眺めているところへ、

「ほい。寝坊助ほむらの引率ご苦労さん～」

「おはようござい、ます」

　藤森顧問と御陵部長が合流し、青藍高校の探検部一同が無事勢揃いしました。

「おはようございます。藤森先生。御陵先輩」

　夏休みのレジャー客でにぎわうロビーでも、よく通る声で挨拶する東野。

　一方、ほむらを寝坊助呼ばわりした藤森自身は大あくびです。

「……部長も先生も、発表の資料作り大変だったみたいっすね」

「まあね～」

　英国製の旅行鞄グローブ・トロッターに浅く腰かけた藤森に、御陵が頭を垂れます。

「お疲れ様、でし、た」

「いやいやきみこそ。こっちの仕事まで色々と手伝わせてしまってすまない」

「結局、自分たちのことです、から」

「そうだが。やっぱり一年連中にもやらせりゃよかったかな」

「俺は最初から手伝うって」

　だってなあ、と何か言いたげな顔で視線をそらす藤森。

　見やった方向には、展望の開けた窓前に陣取り、離着陸するジェット機に歓声をあげるほむらと雨乃が。早くも大盛り上がりの二人です。

「なんなの、あいつら。沖縄にでも行く気か？」

「沖縄に行くんです」

　あきれ気味に断言して念を押す東野と、くすりと微笑む御陵。

　ほむらのスタイルは、トロピカルな柄のシャツに、レース付きデニムのホットパンツ、とバカンスを満喫する気満々。そして雨乃も、いつものどちらかと言うとボーイッシュな私服ではなく、大きな襟とリボンがアクセントの清涼感あるセーラードレス。

　特に雨乃のドレスは今回の探検部遠征を前に、「外出着なんかどうでもいい」と面倒くさがる藤森から財布をとりあげ、二人で本町のブティックを練り歩いた成果です。

　まだ着慣れず恥ずかしそうにしている雨乃と、はつらつとしたほむら、対照的な二人の格好ですが、どちらもよく似合っています。

　東野を思わせぶりな流し目で見る藤森。

「……何すか？」

「きみの雑念を推察してみるにだな、『御陵先輩はいつもの制服姿でがっかりだー』」

「えっ、はぁ？」

「『せっかくの夏休みだってのにつまんねーなー』……とか？」

「ごめん、な、さい……」

「ちょ、先輩も！　謝るところじゃないので。先輩には発表の大役があるんすから、学生らしい正装でなけりゃ。先生もからかわないでください」

「はい、ごめんなさい。あー、きみらはみんな機内持ち込みの荷物か。じゃあチェックイン済ませてくるから。その辺で待っててくれ」

　藤森はごろごろと旅行鞄を転がしながら受付カウンターへと向かいました。

　その場に残る東野が隣りの御陵に尋ねます。

「先輩はもう沖縄は慣れっこですね」

「はい。訓練の為に何度も通っていました、から」

「あっ、それに探検部の集会でも三回目ってわけか」

　はい、と頷く御陵は、ふと自分の荷物に目をやります。使いこまれた雰囲気のある革のキャリーバッグ。

「……ドレスもあります、よ？　懇親会用に、念の、ため」

　秘密を明かすような御陵のささやきに、どきりとする東野。

「え……って言っても高校生の集まりですよね？　俺も言われた通り、制服は持ってきましたけど、そんな礼服みたいのは」

「国連本部の方も来られ、ます、し、それに……負けられません、から」

　そう呟き、ぐっと意気込んでみせた先輩も、どうやらちょっとテンション高めなのでした。

　かたや窓側では興奮しっぱなしのほむらと雨乃。

「昨夜は、部長と稚ち鮎あゆさんのお手伝いを終えたあとも、なかなか寝られませんでした～」

「私も！　沖縄はじめてなんだ。すっごい楽しみで」

　ダウト───少なくとも睡眠については。

「ボクも待ちきれなくって、水着も着てきちゃいました。ふふふ、こちらもおニューです！　研究室の赤あか土どさんに見繕ってもらって───」

「それは気が早すぎるってさすがに。まだ現地入りもしてないのに、ってちょちょちょ、こんな場所で見せないでいいから！」

　スカートの裾を無造作にたくしあげる雨乃をあわてて止めるほむら。そこへ───

「僕も着てきた。ちょっと待って」

　と長髪の男子がふらりと歩み寄ります。

「わっ、って秋穂くん？　変態かっ、やめい！　もう～朝からいきなりだなあ」

　二人の脇に忽然と現れるなり、ベルトをゆるめはじめたのは佐保秋穂。

　先日の動物園でも名前を聞いた日吉坂高校の探検部の一年です。

「おはようございます、秋穂さん。日吉坂高校の皆さんも確か一緒の便でしたね」

「そうなの？　いいよねー青藍高あおこーはゆるくて」

「ゆる？　そうかい？」と首をかしげるほむら。

「日吉坂うちなんか全員制服出勤だもん。せっかくの南国遠征だってのに、地味ったらないよ───あっ、おはよう巧くん」

「おう、おはよう……って何ベルト垂らしてんだ佐保は」

「いや、おニューの水着をさ」

　そう言って挨拶に来た東野の前でまた脱ぎはじめる佐保。

「だから場所を考えてってば！」

　苦笑いしきりのほむらが一喝します。

　そんな彼女の後方から、日吉坂高校探検部の他の面々も揃って現れました。

　まっさきに目についたのは副部長、巨漢の多た賀が太た一いち先輩です。

　その前には楽器ケースを肩にかけた上かみ狛こま倖さち部長。つば広帽子にサングラスという、なにやら珍妙ないでたちで、挨拶代わりにその帽子をひょいと御陵先輩に向かって投げました。くるくる飛んだ帽子は御陵の頭にナイスオン。

　さらに各学年一人ずつ、三人の探検部員が続きます。日吉坂高校探検部は顧問を含めて総勢七人となる大所帯です。

　チェックインから戻ってきた藤森顧問が、日吉坂高の棚たな倉くら博ひろ介すけ顧問と合流しました。

「皆さん揃い踏みですね！」

「……ああ」

　はしゃぐ雨乃に頷き返す東野。

　二人の部長を中心に集まった探検部の輪を、彼は穏やかに眺めています。

（…………東野くん？）

　ただほむらには、日吉坂高校の一行が現れた瞬間、彼の表情が少しこわばったように見えました。視線の先にいたのは上狛部長だったのか、それとも多賀だったのか。

　今はどこか寂しげにも見えるその横顔は、きっと本当はここにいるはずの人を───御陵先輩の隣りにいるはずの稲荷先輩のことを考えているのだろうと、ほむらには思えたのですが。

　ちょっと静かになったほむらと東野の背を押して、じれったそうな身振りで佐保がせかします。

「さあ出でっ発ぱつ、出でっ発ぱつ！　楽しみだよねっ、探検部サマー・アセンブリ！」




　東京・羽田発、沖縄・那覇行きの機内。

　飛行機が離陸してしばらくすると、ベルト着用のサインが消えました。

　電子機器類の使用許可が出ると、ほむらはそっと自分の端末を取り出しました。

　あらかじめ端末にダウンロード済みのパンフレットを、また確認したくなったのです。

「ＳＡサマー・アセンブリの日程、です、か？」

　隣りの席に座る御陵が、ほむらの行動を察して尋ねました。

「あ……ごめんなさい。やっぱりここじゃまずかったですか……？」

「大丈夫です、よ。こっそり、なら」

　唇に人差し指をあててみせる御陵。

　そう心添えされ安心したほむらは、機内誌を読むふりをしつつ、中に挟んだ端末の画面に目を通し始めました。

　探検部の夏期の恒例行事となっている「サマー・アセンブリ」は、全国の部が一堂に会する大集会です。

　地区単位や部長クラスの会合はしばしば行われていますが、部員も含めて国内すべての虚惑星調査官が集合する機会というのはこのサマー・アセンブリだけです。

　西イリ表オモテ島の広大な訓練フィールドに併設された、国の宿泊施設。

　集会はその施設を借り切って、三泊四日の日程で行われます。

　期間中は、全員出席して本年度の新入部員を紹介する会合にはじまり、個別の発表会や、パネル・ディスカッション、調査官スキルの実演、体験型のワークショップなど、短期間ながらかなり中身の濃い内容になっています。

　そしてもちろん懇親会と称するパーティも！

　また自由時間には有志のメンバーで小会議室を借りて、独自の分科会を設けることもできます。そのためオンラインで共有された日程表は、出発直前までめまぐるしく更新が続いていました。

　そんな未経験の、ちょっとアカデミックな雰囲気に最初は恐々としていたほむらも、日程表の中から『虚惑星の山の幸を美味しく食べる！』ですとか『探検服の女子流アレンジ×33』なんて興味を引かれる単語を見つけてしまったら、それは気になってしまうというものです。

「けっこうお祭りっぽいよね……」

　と、パンフの詳細を読み込みながら納得してしまうほむらです。




　一方、ほむらと御陵から通路を挟んだ列。

　通路側の東野の隣りには、まだ離陸の興奮さめやらぬ雨乃がいます。

「そういや、雨乃は身体検査セキュリティのゲートはスルーだったのか？」

「ハイ、ちょっとした裏技をゲットしまして」

「裏技？」

　搭乗前のセキュリティチェックでは、雨乃は一旦東野たちの列から離れ、藤森顧問が同伴しながら、車椅子の客などが利用する優先レーンに向かいました。

「ふふふふ、御覧ください。国土交通大臣の特別認可証です！」

　懐からそっとパスケースを取り出してみせる雨乃。

　なるほど、と頷く東野。雨乃を挟む向こう隣りのシートでは藤森がぼそりと、

「……受託手荷物で預けた方が、チケット代も安あがりだったのにな……」

　むっ、として認可証を藤森の鼻先に突きつける雨乃。

「また稚鮎さんは～、そういう差別発言を～。泣きますよ？　荷物受け取りバゲージ・クレームのコンベアから膝抱えて出てきますよ、ボク？」

「ははっ、それは切ねーな。ていうか、他のお客さんがびっくりするって」

　東野の弁にも興味なさげに、またあくびを漏らす藤森。

「ほいじゃ変な騒ぎ起こすなよ？　幸いにして佐保のバカ野郎は遥か向こうのシートだが、どうだか……」

　と言い残し、持参のアイマスクを装着して寝入ってしまいます。

　藤森の言葉通り、日吉坂高校の部員たちは、東野たちからはだいぶ前の列にかたまっていて見えません。東野としてはちょっと残念です。

「よく眠れますねぇ、稚鮎さんはぁ。時速九百キロで成層圏を飛行中だというのにっ。氷点下マイナス五十度の空を、水着で！」

　と、またそわそわする雨乃。

「ところで……機内食はまだですかね？」

「あ？　機内食はねーよ？」

「えっ！」と口をあけて固まる雨乃。

「三時間弱で着くし───つったっておまえ、食べないだろ？」

「そうですけど、味はある程度解るんですよ？……それにぃ皆さんが空の食事に舌鼓をうつところを観察するのが楽しみだったのに……」

「変なとこに関心あるんだな」




　すこし日程表を読むのに疲れたほむらは端末をしまい、一冊の本を取り出しました。書店で購入した西表島の観光ガイドです。デフォルメされたイリオモテヤマネコの瞳がらんらんと輝く表紙。

　実際、探検部の宿泊施設は、島の主要港や観光名所からはまるで反対側で、地図を見る限りではまともな道路すらありません。しかしそれでもあわよくば、とほむらは目論んでいるのでした。

「星砂の浜……マリュドウの滝……マングローブ……ウミガメ……おお、石垣牛……のお寿司……イノブタの赤ちゃん可愛い……でも美味しそうで困る……」

　おみやげを買う算段だけでも立てなくては、とめくっていると、通路に長身の人影が立ち止まりました。

「フィッシュ・オア・ビーフ？───それとも俺？」

　そう問いかけてきたのは、客室乗務員ではなく、一人の青年でした。

　高校の制服姿。ワイシャツの襟元には緩めたネクタイ。がっしりとした肩。ちょっぴり天然パーマがかった髪。

　にやにやとほくそ笑んで、御陵先輩をのぞきこんでいます。

「───フィッシュ」

　と先輩には真顔で返されて弱り顔で唸る青年。

「かぁーっ、相変わらずのぼけ殺しやな。往生するでほんま」

　無骨な手の先に二個、器用に摑まれていたのは魚フィッシュでも牛ビーフでもなく、デザートの透明な容器でした。機内食メニューの一部らしい桃のコンポートゼリーと、パッションフルーツのパンナコッタ。瑞々しくて美味しそうです。

　けれどもそれを目の前にぶらさげられても、御陵はちっとも受け取る様子がありません。

　やれやれこれも予想通り、そんな表情で青年は奥側に座るほむらに容器を差し出しました。

「ほい新入りちゃん、これ食べて？　これ匙さじな。割とうまいで」

「あっ……どうも……あの、ありがとうございます」

　押しつけられるように渡されたデザートを、両手にちょこんと載せるほむら。

　その青年は初対面ながら、ほむらにも見覚えのある顔でした。

　が、どうしても今は手の上のデザートが気になってしまったり。
















「これはもしや……ファーストクラスのお裾分け……！」

　すなわち天上の果実。先輩に気兼ねしつつも地味に感動してしまうほむらです。

　かたや青年は、通路に立ったまま先輩のシートの頭部に腕を沿わせてもたれかかっています。青藍高校校内でも、ここまで不用意に御陵先輩に接近してきた男子は記憶になく、どきりとしました。

「なあ、真世。こないな窮屈なとこおらんで、こっち移ってきーや。まだ席あいとったで」

　そんな強引な誘いにも、澄まし顔で首を振る先輩。

「こっちの方が、いい、です」

「そうくると思っとったわ。まあええけどな。窮屈といえばさっきな、多賀が便所のドアにつっかえとって、大笑いしたわ。あいつあれ以上大きゅうなったらどうすんやろな」

　破顔してけらけらと笑う彼。記憶の中にあるのと同じ笑顔。

　横並びの席に座る、東野や雨乃たちをさっと見渡して彼はぼやきました。

「なんやあいつ。まだリハビリ中か？　しょーもないやっちゃな」

「……しょーもなく、ない、です。……彼女なら、もう退部しま、した」

「まだそんな事言うてんのか、ボケ。はよ復帰させんかい。お前の為やぞ」

　呆れ声で、大きく溜息をつくと、青年は御陵の額にデコピンを一発。

　ぴしっ、とほむらの耳にも届いたくらいの結構な音が。

「…………」

　それでも御陵は動じずに、前シートの背を見つめたままです。でもほむらは、先輩が唇をほんのちょっと尖らせて、むっとした表情をしたのを見逃しませんでした。

「な……っ」

　見かねた東野は眉をひそめ席を立ち上がろうとしました。

　しかしそれよりも早く低い声が告げます。

「───天てん竜りゅう、そろそろ自分の席に戻っとけ」

　いつのまにか藤森顧問がアイマスクを薄く持ち上げ、鋭い眼差しで様子を窺っていました。

　たしなめられた青年は、がっしりした肩をおどけたようにすくめ、おとなしく藤森の言葉に従います。

「ほな、お邪魔さん。またあとでな。───フィッシュか。かかっ」

「……！」

　ひそかに息を吞んだほむら。

　なにしろ去り際には御陵の頭に、ぽす、と手を載せていくという置き土産つき。思わずシートから中腰になって青年の背中を見送ってしまいました。

「あれが、天てん竜りゅう主かず馬ま……」

　そう呟いたのは懸念の晴れない様子でシートに座りなおした東野。

　名前を耳にして、ほむらもはっきりと思い出しました。

　───彼こそ日本探検部の顔と目される逸材。

　国際連合虚惑星開拓計画ＵＮＰＩＥＰ日本支部によって選出された、虚惑星青少年調査官の代表にして、大阪府立南な雲ぐも高校探検部の現部長です。

　置かれた立場上、国際的な活動に従事する機会も多く、報道攻勢から守られた調査官のなかでは例外的にメディアに露出しているのがあの青年、天竜主馬なのでした。

　つい先日のニュース映像でもほむらは彼の顔を見かけました。

　大勢の記者に囲まれてインタビューを受ける天竜。高校生とは思えない落ち着きぶりで、応答も歯切れ良く、何度も記者たちを沸かせるユーモラスなキャラクターはよく印象に残っています。

　機内の周囲の席でも、彼の登場と聞き覚えのある声に、おや、と注目した客はチラホラいたようです。会話を手短に切り上げさせた藤森顧問の判断も当然というところ。

　ですがほむらとしては話題の人物の観察が物足りず正直ザンネン。仕方なく、何事もなかったかのように平然としている御陵に手元のスイーツを見せます。

「あの先輩、これどうしましょう。貰っちゃいましたけど……」

「美味しいです、よ？」

　デザートに罪は無し、とばかりに御陵はほむらの手に一つを残して取ると、そのまま通路越しに東野の胸に押しつけました。隣りでは雨乃がひそかに目を輝かせます。

「い、いただきます」

「わたしは少し、休みます、から」

　と宣言すると、後ろの乗客に丁寧に断ってから椅子をリクライニングさせ、瞼を閉じてしまいました。

「……やっぱり怒ってる……」

　その寝顔がまたちょっとむすっとしていて、ついつい「可愛い……」と頰をゆるめてしまうほむらでした。




　二時間半ほどのフライトで、飛行機は那覇空港に到着です。

　あっという間の空の旅でしたが、むしろこれからが長いのです。

　一行はさらに飛行機を乗り継いで沖縄本島から石垣島へ。

　石垣島の空港から、今度は路面電車ＬＲＴで石垣港ターミナルへ。

　そして港から定期航路の高速艇に乗船して、ようやく最終目的地の西表島へと上陸することが出来ます。

　白波を立てて快走する高速艇。

　その上部の開放デッキに立ったほむらは、なによりも南国を実感させる淡い海の色に大感激。けれど肉体は正直で───

「暑……っ……あっ……つ～～～～！」

　申しわけ程度のデッキのひさしの下から、降りそそぐ日差しのまっただなかへと踏み出すほむら。瞼をぎゅっと閉じながら両腕を広げて、嬉しい悲鳴をあげます。

　それまでの旅路では、ずっと冷房の効いた場所を移動してきた彼女には、まるで太陽光が肌をぎゅうぎゅう圧迫するかのように感じられました。

　だからよけいに、ぼうぼうと吹き付ける海風が心地よく、こんなにも気温は高くて暑いのに、鳥肌の立つ感触をおぼえたほどです。

　乱れ舞う髪をかきわけながら、隣りにしゃがみこむ男子を振り返ります。

「大丈夫、秋穂くん？」

「………………」

　返事がありません。

　那覇空港で最初の飛行機を降りてからこっち、佐保秋穂はげっそり青ざめた顔で、ろくに言葉も発せられないでいました。いまや船の手すりにもたれて甲板にへたりこむ彼は、船の揺れにも完全に身をまかせて、もうどうにでもしてください状態。

「乗り物……弱かったんだね」

「…………」

　こく……と弱々しく頷く佐保にはさすがに同情。

　まあ、移動中に、藤森顧問が心配したような騒ぎにもならず一安心だったとはいえ。

「えっと酔い止めは……もう吞んだ？……でもゲーしちゃった？　あ、そう……大変だね……もうちょっとだから頑張ろう。うん」

「………………（こく）」

　船内には一般客の姿は数えるほどで、ほとんど探検部員の貸し切りとなっていました。雨乃の説明によれば、探検部員のために特別に増便された半チャーター船とのことです。

　乗船の際に、石垣港の桟橋の係の壮年男性が、御陵先輩の姿を目に留めて親しげに出迎え、先輩もまた微笑みながら深々とお辞儀を返していたのが印象的でした。

　ほむらたち的には秋穂少年よりも気がかりな心配のタネとして浮上した探検部の雄、天竜主馬ですが……その天竜は、関西から遅れて到着するという自校の部員たちを待ち、後発の便で現地へ向かうと告げて、那覇空港の飲食フロアへと消えていったのでした。

　その際、天竜に同行していたのが府立南雲高探検部の顧問。天竜と同じく、ほむらにも見覚えのある人物です。

　ただその男性が、ニュース映像で見た朗らかなおじさんとはだいぶ異なる印象で、随分といかめしい雰囲気だったのが意外でした。我が青藍高あおこー探検部の藤森顧問も教師らしく慇いん懃ぎんな目もく礼れいを返してはいましたが、特にお互い会話もなく、なんだか妙な雰囲気ですな、と首をひねったものです。

　なにやら自分の預かり知らぬ確執が……？　などとゴシップアンテナをめぐらせていたほむらでしたが、いざ同じ船に乗り込んでしまえば、そんな杞憂もどこへやらです（……いえ、問題の顧問は同乗してませんけれども）。

　船室は久々に顔を合わせた各校の探検部員たちがまざり合い、どっと沸き返りました。彼らを引率する顧問たちもまた同じく自分の立場を忘れて、古い戦友のように旧交を温めるのでした。

　それはそれでとてもほっとする光景だったのですが、さてそうなりますと若干手持ち無沙汰気味になってくるのが若輩の新入部員たちというわけで───

　デッキに残った佐保の具合をみてくるという口実で、ほむらは船室から出てきたわけです。

　そんなほむらの肩越しに、様子をのぞきこんできた女子生徒がいました。

「彼、大丈夫です？」

　くしゅくしゅっとした髪を顎くらいで整えたゆるいボブカットの女子です。

　初見の彼女を意識しつつ、ほむらは再度、佐保の瀕死具合を確認しました。

「あーうん、一応大丈夫かなぁ。今よりひどい状態には……ならなそう？」

「もはや今が最悪ってことですか。なるほど。たしかに、うちのワサ助すけをお風呂に浸つからせた時みたいな絶望の表情してますし───よかったらお水をどうぞ」

　女子生徒がその場にしゃがんでミネラルウォーターのボトルを差し出すと、佐保はぐったりとしつつも頷いて手にとります。

「地球だと自律神経強化の旋律フレーズも使えないし、不便ですよね」

　女子はあらためてほむらに向き直り、抑揚のとぼしい声で挨拶しました。

「はじめまして、同じ一年生ですよね。あたしは北海道の苫とま小こ牧まい電でん波ぱの姫ひめ川かわっていいます」

「青藍高校の日ノ岡穂群です。はじめまして姫川さん。よろしくお願いします───えっとそれで苫小牧……デンパ？」

「そです。ピッピッピッのデンパです。正式名は苫とま小こ牧まい電でん波ぱ工こう業ぎょう高こう等とう専せん門もん学がっ校こう。舌嚙んじゃいますよね。あたしたちも普段は『とまでん』とか『とまこーせん』って呼んでます」

　頭頂部からシグナルを発信する不思議な身振りを交えて自己紹介する姫川。

「それだったら、うちは『あおこー』。受け売りだけど───あ、でも御陵部長がそう呼んでるところは見たことないな」

「いいなあ」

「なにが？　どこが？」

　姫川のやぶからぼうな切り返しに戸惑うほむら。

「いいですね。青藍高校は日ノ岡さんの他にも女子部員がいて。苫小牧電波うちは女子部員があたし一人だけなので。他は、六人、全員、男子です。顧問も男性ですし」

「えっ、一人だけ!?　部員が多いのは羨ましいけど、男子六人のなかに女子一人？　それは大変すぎるよ……よくやっていけるね。大切にしてもらってる？」

「いえ、全然だめですね。毎日が不覚と鈍感とセクハラの嵐です。でも皆さん、基本ヘタレなんで───まあ、そこそこ慣れました」

　置かれた苦境をさらりと語る姫川。

「だからですね、せめてこのＳＡでは、ぜひ女の子の友達を作りたくって」

「そこは全く同感ですぞ」と、手を差し出すほむら。

　がしっと握手する二人です。

「さて、女子同士の親しん睦ぼくも深めましたし───乙おと丸まるくんも来てはいかがです？」

　と姫川が声をかけたのは、やはり一年生らしい小柄な男子です。

　呼ばれた男子は、それまで感嘆の声をあげて珊瑚礁の海を撮影していた端末をポケットにしまい、ほむらたちのそばにやってきました。

「ヒノオカって言ってた？　じゃあ青藍高校の日ノ岡さん？　俺、金かな沢ざわ浅あさ野のの乙丸っていいます。どもこんちは」

「あっ、姫川さんとは違う学校なんだ。うん、はじめまして」

　ほむらも名乗ると、それは嬉しそうに乙丸は目を輝かせました。

　きょとんとするほむらに、乙丸は熱のこもった調子で語りかけます。

「一年生なのに、先輩たちと一緒にレスキューにも参加して、要よう救きゅう部員二人とも生還させたっていう、あの日ノ岡さんだろ。すっげえよな」

「ど、どうも……。でも私、ほとんど先輩たちに言われたまま動いただけで、アシスタント役も満足にこなせてない気がする」

「そんなことないって。俺、楽しみにしてたんだ。あとで話、聞かせてください」

「あたしも興味ありです」と姫川。

「うはあ、は、はいい」と自分の頰を押さえながら照れるほむら。

　姫川さんと乙丸くんは以前からお知り合い？　と尋ねると、一応今日が初対面ですという答えが返ってきました。

「彼とは那覇からの飛行機が隣りの席で意気投合しまして。あれです。あたしの逆バージョンですね」

「ん？　逆バージョン？」

　首をかしげるほむら。腕組みして頷きながら乙丸が言い添えます。

「そーなんだよ。俺以外は全員女子でさ、うちの探検部は」

「おっと、それはまた」

　ほむらの脇で死んでいる佐保の瞳がキュピンと輝きます。

「話を聞くかぎりですね、どうやら彼の方がより深刻なケースらしく、失礼ながら気が楽になりました、あたし。うちは高専なので元々女子生徒の比率は低いです。でも、クラスにはそれなりに女子の友人もいますし」

「ふむ。とおっしゃいますと？　逆バージョンって？」

　姫川から乙丸に視線を移すほむら。

「金沢浅野うちは元々は女子校でさ、名目上はもう何年も前から共学制をうたってんだ。けど圧倒的に男子生徒が少ない。だから、当然探検部も───」

「女の園そのってわけなんだね？」

　ほむらの形容に、すこし疲れた笑いで頷く乙丸。

「なぜそんな学校に探検部を作るかな……」と同じく苦笑するほむら。

「それはほんと俺も聞きたい。でもとにかく俺が通える範囲では、金沢浅野しか選択肢がなかったんだ」

「そっかぁ……」

　乙丸の言葉に決意の重さを感じ、ほむらは神妙な気持ちになります。

「……それって、やっぱり探検部に入りたくて？」

「とーぜん」

「姫川さんも、同じ理由？」

「まあ、そうですね。探検部に興味はありました。それが志望動機の百パーセントではないですが」

　それはまたどういう……と理由を掘り下げて聞こうとすると、

「東野くんも、探検部の入部が第一条件だったと言ってましたね？」

　と姫川は、ほむらの足下に転がる死体に向かって話を振りました。

　はっとしてほむらは否定します。

「えっ？　いやいや違うよ、彼は秋穂くんだってば。えっとね───」

「おや、それは失礼しました。日ノ岡さんとご一緒だったので、てっきり。としますと、この方は───」

「やっぱ同じ一年の佐保だよな？　ほんと乗り物ダメなんだな」と乙丸。

　先を越されつつも、追いかけて紹介するほむら。

「───日吉坂高校の佐保秋穂くん、です」

　当の佐保は姫川とほむらの二人を弱々しく手招きします。

　結局全員でしゃがみこんで佐保をのぞきこみます。

「女子……女子が隣りにいさえすれば……平気だから……」

　絞り出すようにうめく佐保。

「なんだそりゃ。おい無理すんな。死んどけ」となだめる乙丸。「東野なら船室で話し込んでたぜ」

「もしかして乙丸くんも、東野くんと知り合いだった？」

　頷く乙丸。姫川もまた同様に頷き、

「チャット仲間です。だから日ノ岡さんの話も耳に挟んでました」

「ひい、ちょっと東野くん!?」と立ち上がって後じさるほむら。

「それがなにか？　あたしはビデオ通話フェイス・トゥ・フェイスには抵抗がありまして。東野くんの顔までは知りませんでしたので」

「へ……へえ、そっか。そういうことね。ど、どこまで、私の実態バラされてるのかな」

　動揺を隠せず挙動不審なほむらを、きょとんと見上げる姫川たち。

　そこへちょうど話題の主の東野が、そして雨乃も───残る青藍高校一年生の二人が連れだってデッキへのステップを上ってきました。

「日ノ岡、こっちだったのか。そろそろ到着だってよ」

「秋穂さんのご体調はいかがですか？」と雨乃。

　デッキに現れると、東野はすぐ他校の一年生の顔ぶれを察しました。

「よう、東野」と乙丸が手を挙げます。

「乙丸か───で、そっちはたぶん、苫小牧電波とまでんの姫川さん？」

「はい。ご名答です。こんにちは東野くん」

　そう会釈しつつも、姫川はもっぱら雨乃に目を奪われているようでした。

「あ……雨乃ちゃんだ……すごい……なまら動いとる……あの、佐保さんは軽口が叩けるくらいには回復しましたので、あとは基本放置でよろしいのでは」

「それはよかったです」

　と胸を押さえる雨乃に、また感激する姫川。

「放置プレイはやめて……」とひっそり嘆く佐保。

　雨乃が乙丸たちに自己紹介をする脇で、ほむらは、渋めの表情で東野に尋ねます。

「東野くん、姫川さんたちとはもうお互い知り合いだったんだね」

「ん？　ああ。直接、顔合わせるのは初めての相手ばっかりだけどな」

「いつのまに……どうやったの？」

「どうって、これに決まってるだろ」

　東野がポケットに手をやったのを目にして、姫川と乙丸も併せて取り出したのは、全調査官に支給されている携帯端末でした。

「それと、探検部ネットのコラボですね」と姫川が付け足します。

「コラボ？」

「コラボレーション・ツールの略です。高機能な掲示板みたいなものです。日ノ岡さんは登録だけされていて、個人プロフィールは白紙のままですが……」

「そんなのあるの？」

　呆れて見返す東野。

「……俺は、一度教えたような気がするんだが」

「ごめん。忘れた。わたくし期末試験前のことはすべて忘れました」

「そうか……それは致し方ないな」

　不承不承、納得した東野に対し、なぜか偉そうに腰に手を置くほむらでした。

「───見えてきましたよ！」

　デッキの手すりから身を乗り出しながら雨乃が一同を振り返ります。

　海は珊瑚礁の色でいっそう明るくなり、船の前方にはこんもりとした森が近づいてきました。西表島の天然記念物マングローブの森です。

　上陸の興奮に心躍らせながら、手すりに詰め寄った乙丸が声をあげます。

「そうだ！　写真撮っとこうぜ。記念写真」そう言って乙丸は端末をカメラモードに切り替えます。「虚惑星じゃないけどさ、初沖縄の俺たちには未踏の地じゃん？　調査記録ってことでさ」

「あっ、いいねえ。撮ろう撮ろう」と、言いつつ海風で乱れた髪を整えるほむら。

「じゃあ、皆さんどうぞ並んでください。ボクが撮りますので」

「えっ……雨乃ちゃんは、一緒に入らないのです？」

　寂しそうな姫川。

「交替で撮ればいんじゃね？　つっても、もう港に着いちまいそうなんだけど」と乙丸。

「五秒待ち」

　そう言って東野は、何かのバンドを取り出すと、素早く乙丸の端末をデッキ柱にくくりつけ、また手すり前に戻ります。

「じゃ雨乃、無線のリモートで適当にシャッター頼むな」

　東野の機転で、ほむらたちと並んでフレームにおさまることの出来た雨乃がうなずきます。

「了解です！……って巧さんもだんだんロボ使いが荒くなってきたような……それはともかく、ではいきますよ皆さん？　めんそ～～れ☆」

　（パシャ）

　───船の右舷、視界を占めてみるみると大きくなる西表島。

「………………れ」

　依然デッキの床にぐったり倒れ、手すりに寄りかかる佐保を囲みながらのささやかな集合写真です。




　まもなく船は、西表島の主要な玄関港の一つ、仲間港に入港しました。

　そこで一般客たちに続いて、意気揚々と波止場に降り立つ探検部一年生が数名……。

　そんな彼らを波止場の桟橋に置き去りにしたまま、船は再びエンジンを唸らせいきなり出航します。その他の探検部関係者、顧問と上級生を残らず乗せて。

　気の早い上陸組は「なんで!?」とおおいに慌てて、船をＵターンさせようと桟橋から絶叫。しかしデッキにも窓にも、それを聞き届ける者の姿は一切見えなくなっている……という絶望的状況。

　……むろんそれは、上級生と顔馴染みの高速艇船長が結託した、もはやお決まりのブラフだったのですが。

　そんな迂闊者たちを回収してから仲間港を発ち（ちなみに乙丸くんは船を追いかけて海に飛び込みました）、いつもの定期航路を離れた船は、西表島の裏側ともいえる西端部へと回り込みます。

　陸空海を乗り継ぐ移動の果てにようやく到着したのは、観光客向けとはいいがたい荒々しい磯場の小湾。国家に管理される、自衛隊と共用の訓練フィールドです。護岸から延びた桟橋がその港です。

　桟橋にはＵＮＰＩＥＰの旗がひるがえり、若き調査官たちを待ちわびていました。
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　翌日です。

　ついに西表島ＳＡサマー・アセンブリが幕を上げました。

　ＳＡ一日目のプログラムは、いきなり最重要コンテンツである各校ごとの調査結果の発表、そして新入部員の紹介です。

　発表に使われる講堂は、前方に演説壇を持つ、傾斜した扇形のホールです。ベンチ型の横長の席に各校ごとが集まり、百人を超える探検部関係者がひしめいていました。

　窓越しに目を楽しませてくれる海と森が無かったら、これが自然保護区のジャングルの中に置かれた施設とは思えない規模です。

「…………」

　開始の刻限まであとわずか。

　学校制服に身を包み、経験の無い緊張をおぼえながら、硬めの椅子に座るほむら。首から提がるＩＤカードの紐をしきりに直してみたり。

　昨日は、全国から三々五々到着する探検部員を迎えるたびに、宿泊施設はおおいにざわつき、結構遅い時間までにぎやかでした。……もちろんそれでほむらが寝付けなかった、ということは無いわけですが。

　ただ、施設内で、ほむらが知り合った顔とすれ違っても、各校それぞれ事前打ち合わせに余念が無いようで、のんびり相手と語り明かす時間を確保できなかったのは残念。

　今日こそは、と本業以外のところで奮起するほむらでした。

　そしてそんな彼女が先ほどから気になっているのは、隣りで机に突っ伏している少女。長い黒髪が放射状に広がって顔を覆い隠し、海坊主めいたちょっと不気味なシルエットです。

「…………」

　ほむらが座っているのは、講堂のやや後方。藤森顧問と御陵部長を筆頭に、青藍高校メンバーが並ぶ座席の一角です。

　その一番端に座るほむらの脇に位置するのは、お馴染みの日吉坂高校でした。

　隣りの少女も日吉坂高校の部員です。

　ＩＤカードは体で隠れて見えませんが、各々の座席に貼られた名札には、「日吉坂高校　一年　《鼎かなえ　結ゆ理り》」と記されていました。

　かすかに寝息も聞こえてくる、見事な寝っぷりです。名札の脇には折りたたまれた眼鏡も置かれていました。

（そう。確か、鼎かなえさん、だよね……彼女とは、まだ一度もまともに話したことが無い……）

　前回の救助のあと、日吉坂高校を訪問した時に、上狛部長からあらためて各部員を紹介されました。

　その時に、ぽつりと名乗った、それきりです。

　ほむらにはほとんど彼女から無視されていると感じられて、いまだにその印象を引きずっていました。それは、なかなか積極的に話しかけられないままでいるほむら自身のせいでもあるのですが……。

　ほむらと東野とで、佐保のようなお騒がせ部員を相手にしていたその脇で、臆せず彼女に接していく雨乃に、鼎が淡々と受け答えする姿は見た記憶があります。

　鼎もまた、ほむらと同じ新入部員。同じ一年女子。それも近しい日吉坂高校の一員です。

　ゆえに、今後の探検部の活動をスムーズに運ぶための人間関係を築く、という大義名分もありましたが───

　それよりなにより、彼女のまとっているミステリアスな雰囲気に、いったいどんな子なんだろう……という好奇心のほうが優るのでした。

　このＳＡはきっとそんな心の距離を近づけるチャンスなのです。

　恥と空回りの代償を払ってでも、九条織江と親しくなれたように。昨日とは違う自分の、ごくささやかな前進を、ちょぴり好ましく思えたように。

　そんなことを考えつつ、隠れた彼女の寝顔を想像しながら見つめていると、さらにその向こう二つ隣りの男子生徒と目が合いました。

　やはり日吉坂の二年生の「早はや瀬せ」という先輩です。

　その手前では、乗り物酔いから回復した佐保が、朝から端末を熱心に操作していて自分の世界です。

「（しーっ）」

　と、ほむらにウインクしてみせる早瀬は、自分の口に指を当て小声でささやきました。

　寝かせといてやれ、という合図だと受け取ったほむらは、アイコンタクトでこくりと頷いたのですが、それはまったくの早合点でした。

（……え？　ちょっと？）

　早瀬は自分の前のリサイクルカップを取ると、さっと中身のコーヒーを飲み干したかと思えば、席上で豪快にふりかぶり、思い切りこちらに投げつけたのでした。

　───コーン！

　ヒット性の痛打！　鼎結理の頭でカップは高々と跳ねあがり、ホールには快音が響き渡ります。低くざわめいていたホールがその一瞬、静まりかえったほどです。

「…………痛いたぁ……」

　のっそりと頭をもたげた鼎は、驚きで硬直していたほむらを、前髪のあいだからぎろりと、親の仇をみるような眼差しで睨みつけました。

「えっ？　違う違う……っ」

　慌てて必死に首を振るほむら。

　睨みつける彼女の目の下には濃いクマが現れていて、いっそう怒りの迫力が増します。

　悪いた戯ずらをしでかした張本人の早瀬をみると、何事もなかったかのように平然と前を向いて頰杖なんかついています。

（うわ、ひど……やり逃げだ……！）

　ほむらに弁解の時間は与えられませんでした。




　無情にも開会の時間がおとずれ、大スクリーンには光がともりＵＮＰＩＥＰ日本支部のロゴが表示され、壇上に数人の生徒が上がってきます。

　鼎もまた視線を切って前を向きます。仕方なく、ほむらも壇上に注目しました。

　先頭に立つ細身の青年を見て、会場を埋める部員たちが口々に囁きます。

「大おお嵐ぞれだ……」「大嵐先輩」「あれが魔術師ウィザードか……」

　機内で会った天竜主馬と同じ制服を着ています。

　青藍高校側の座席を見れば、東野は身を乗り出すようにして青年に注目していました。

「───おはようございます」

　タイピンマイクを介して、男子生徒の挨拶がスピーカーから届きました。

　それに全部員が応えて、びっくりするぐらいの声が講堂に満ちました。いつもの学校の全体朝礼で聞くような眠たげな唱和とは全然違います。

　ほむらもまたワンテンポ遅れて、おはようございます、と口にしました。我ながら間抜けなかんじです。

「では時間となりましたので予定通り、平成～～年度、第～～回サマー・アセンブリを開催したいと思います」

　開催を祝す、強く短い拍手。

　そんな拍手にも負けずに耳に届く、大嵐の低くて太い声。硬い印象だけれど緊張は感じられない、冷静そのものの。

　ほむらの見た印象では青年は「武将」でした。

　以前のニュース映像の中でインタビューに答える天竜主馬の脇に立ち、影のように付き従っていた姿をほむらは思い出しました。

「───大阪府ふ立りつ南な雲ぐも三年、探検部副部長の大おお嵐ぞれ岬みさきと言います。今回のＳＡでは司会をつとめさせていただきます」

　大嵐が隣りに立つ女子生徒に視線を向けました。

「司会の助手をつとめます、同じく府立南雲一年、なっ、長なが篠しの冬ふゆです。よろしくお願いします」

　少しうわずった声。大嵐とは対照的な。

　送られた拍手にも、微笑む余裕などなく、終始真顔です。

　小柄な女子生徒は、進行表がおさめられたタブレット端末をぎゅっと握りしめ、誰の目から見ても緊張しているのがわかりました。

　けれどそれもそのはず、自己紹介に続いて長篠は、講堂サイドの貴賓席に向かって一礼すると、傍聴に訪れた政府各省庁の局長、国連本部から派遣された国外の要人、この開催施設を管理する所長といったお堅い人物たちを順に紹介していきました。

（が、がんばって……）

　とまれほむらは、そんな大人たちの名前は一向に耳には入らず、ただ同じ一年女子として長篠の一挙一動に見入りながら自分のことのように緊張に胸を痛めるのでした。




　紹介が終わり、再び大嵐にメインマイクが戻ります。

「では、まず本年度の虚惑星調査の概略を述べていきたいと思います。念のため言い添えておきますが、この全体発表は映像で記録され、ライブラリに保存される資料となります。貴賓のための同時通訳も行っています。なので発表担当者は、なるべく明瞭な発言を心がけてください」

「別にテキトーでかまへんよー？」

　その肉声での発言の主は天竜でした。

　壇の脇のほう。最前席のさらに前に置いた椅子にどかりと腰をおろし、足を組んでいます。

「おんなじもんを文書でも提出させられるんやし？　どーせお偉いさんがたは数字しか見いへんからなぁ。それよりアレやで、どうやったらこの長丁場、居眠りせんで済むか、ウケ取る工夫に脳みそ絞ってほしいわ」

「……時間内での質問や意見は歓迎しますが、まず挙手をお願いします。私語はもってのほか、だっ」

　天竜をたしなめる大嵐の語尾に、地じが出ました。

　聴衆と同じく、ほむらもくすりと笑いを漏らしてしまいます。

　調査官の模範を示すはずの代表がそんな調子ですから、今回の司会を副部長の大嵐がつとめている理由も察せられるというものです。

　ただ、ふと目をやった隣りの鼎はというと、そんなやりとりにも別にニコリともせず、だるそうに椅子の背にもたれ、伏し目でスクリーンを見つめているばかりです。

　壇上では、完全に緊張が抜けきってはいないようですが、すこしだけリラックスした様子で長篠が続けます。手の中のタブレットを操作すると、スクリーン上に鳥瞰視点の日本地図が浮かび上がります。地図上には各都道府県の探検部の校名が点在していました。

「今回のＳＡでは、虚惑星滞在中の理由で欠席の学校はありません。全国十三校、全校が参加となりました。国内の虚惑星調査官は、学年ごとに───

　三年生、三十五名、

　二年生、三十二名、そして、

　一年生は二十九名、となり、計九十六名の調査官が現在活動しています。各校の発表の前に、まずは我々の新しい仲間である新任調査官を紹介していきたいと思います」

　と進行表の通りに、新入部員の紹介が始まりました。

　おおむね緯度の高い学校順に、呼び上げられます。ほむらの胸も高なります。

　当然その先発となるのは北海道、苫小牧電波の新入部員二人、その一人は船上で知り合ったあの姫川でした。

　一人につき十秒程度の単純な名乗り……だったはずなのですが……

「姫ひめ川かわ閑しず音ねです。よろしくお願いします。別名、虚惑星最北の女です。西イリ表オモテでは女子部員をたくさん捕獲して帰りたいと思います」

　───などと、天竜の勧めに従って笑いを取りに来たのか、ただ本人の素直な願望なのか、余計な一言を加えてハードルを上げて来ました。

　よけいな真似を～、とぎゅっと肩をすくめるほむら。ただそんな姫川も、例の淡々とした口調のままではありつつも、白い頰をほんのり染めていたのを発見して少しは気がはれます。ちなみに最北の女というのは彼女の冗談で、さらに高緯度の西欧諸国や北米にも、ちゃんと女性調査官が存在しています。

　二校の新入部員の紹介が済み、次にお隣りの日吉坂高校の番となりました。

　なぜか名乗るたびに変なヤジが飛びだすようになっています。しかし、

「鼎結理です。よろしく」

　隣りの少女は、それだけをさらりと言って着席してしまいました。

「……えっ、結理ちゃん、今のでおしまい？　いいの？　クールキャラで行くってこと？」

　鎮座したまま不動の鼎は、目つきの悪い市松人形のよう。そんな鼎にしつこくくいさがる佐保。しかしその頭は早瀬先輩にパカンとはたかれました。

「おめー、後ろがつかえてんだから早くしろ」

　もちろん嬉々として起立する佐保です。

「佐さ保ほです、佐さ保ほ秋あき穂ほです！　虚惑星原種動物保護の分科会やりますんで是非来てください！　男子は来ないでいいです！　それから───」

　まだ延々と続きそうな佐保の紹介は、またもや早瀬の介入で引きずりおろされました。

　───そして、我らが青藍高校の順番がやってきました。

（き、来たー）

　ぎごちなく東野と顔を見合わせます。と、まずは東野が立ちました。

「今年度の要よう救きゅう第一号になりました、東野巧です。その節はご迷惑おかけしました！」

　上狛部長や多賀先輩に向かって東野が頭を下げます。

「まったくだっつーの！　世界各国スイーツバイキングくらいじゃ全然足りないかんな？」と上狛が返すと、講堂は和やかな笑いに包まれます。

　東野もまた苦笑しながら、

「でも遭難すると一ついいことがありました。それは、たまには地球に帰ってもいいかなと思えたことです」

　以上です、と一礼して着席した東野に、いっそう大きな笑い声と拍手がかぶさりました。

　事後処理に奔走した管理官の藤森顧問だけが、渋い顔で腕組みしています。

　……とうとう自分の番です。

　妙に会場が静まりかえったように思えました。藤森が聞けば自意識過剰とたしなめられそうですが、そんな気がしてなりません。

「日ノ岡ほむらです。よ、よろしくお願いします───」

　雰囲気にのまれ、頭に浮かんだ言葉をそのまま語るしかないほむら。もちろん受け狙いの余裕などはゼロ。

「───虚惑星の土を踏んだのも、まだほんの数回です。じ、実は、いまだに探検してる実感とかがありません。もっといい攻略ルートがあったはずなのに、どこかでセーブし忘れたままゲームを続けてるような、ずっとそんな気持ちです。できるなら最初からやり直したいです。えっと、変なこと言ってすみません……」

　以上です……と尻すぼみに席に戻ります。

　一刻も早く押し流してほしい微妙な空気。そんななかで、

「俺も」「あたしもだな」

　そんなふうに、席上からぽつぽつと控えめな賛同があがりました。未だ知らない学校の、初めて顔をみる探検部員たちのつぶやきが。

「俺はちゃんとセーブしてるぜ？　でもセーブした場所まで戻れないんだよ」

　また誰かが言った冗談に、穏やかな笑い声が重なります。

　それはまったくほむらの意図せぬ笑いでした。

（………………ふぅ……）

　そんななか、笑いに混じって鋭い視線が向けられたような気もします。

　貴賓席に参列する国連の要人から？　それとも各校の部長から？　なんとも言えませんが、値踏みされるような感触があり、すこしぞくりとしました。

　しかしそんな感触もすぐに薄れて、続く新入部員が、すぐに参加者の注目を奪っていきました。まあ当然ですね。

「こんにちは、藤森雨乃です！」小柄な姿が跳ねるように立ち上がります。「国内で一番新参で一番若い部員です。こうみえてボク……実はロボットなのです」

　えへん、と胸を張ってみせた雨乃に、聴衆からは、いやぁ噓でしょ、アニメの見過ぎちゃうかジブン痛いわー、脱がねーとわからねーよなー、それはともかく萌える……等々なんともわざとらしい反応があがります。

　そんな言葉を感激の表情で聞く雨乃。

「ですよね!?　ボクも自分が人間みたいな気がしてたんです……よ……あれっ……」

　嬉しそうに打ち鳴らそうとした雨乃の手首が、唐突に片方、ぼとっ、と机に落ちました。

　手首の断面からは、いかにも機械然としたチューブやケーブルが露出していて、ご丁寧にこぼれた小さな歯車までが転がっていきます。見つめる雨乃は蒼白の表情で───

　ほむらもぎょっとして思わず身を引きます。ざわっと緊張の増した空気を本人は十分に堪能したのち、パーカーの裾から、しれっと本当の手を突き出してみせます。

「手品でした。手首だけに。えへへ」

「は、はいっ、青藍高校は以上ですね？　あの、皆さん仕込みは程々にしてください。次、浜はま松まつ中ちゅう央おう工こう業ぎょう、お願いいたします───って、なんでそんなマスク被ってるんですか!?」

　壇上で、何度も時計を確認していた長篠は、弱り顔で途方に暮れています。

　そんな和気あいあいとした雰囲気で、新入部員紹介は終了しました。




　紹介された全員が一年生とは限らず、少数ですが第二学年からの新入部員もいました。

　ほむらが驚いたのは、学校を持たない探検部員の存在でした。学校ごとにかたまっている座席のなかで、気になっていた一角があったのです。

　その彼らが司会の大嵐に促されて、一斉に起立しました。彼らもまた高校生には違いないのですが、立ち上がった九人ともが違う制服です。その学年もまちまちなのです。

　彼らは予備部員と自称しました。

　順に自己紹介を終えると、大嵐が補足しました。

「予備部員制度について簡単に説明します───

　予備部員の皆さんには、残念ながら、まだ探検部としての基地がありません。皆さんそれぞれ別々の異なる公立高、および私立高に在籍しています。

　それはなぜかというと、


・通学範囲に探検部を有する学校が無い、

・ＩＥ適性を満たす部員を確保できず探検部の設立に至らない、

・地域に対応する虚惑星の環境が基地を設営するには不適切である、



　などがその主たる理由です。ですが、数年前から施行されたこの予備部員制度によって、希望者には近隣校への出向という形で調査への参加を促し、


札幌地区の三名は苫小牧電波で、

仙台地区の二名は日吉坂高校で、

京都地区および奈良・和歌山地区の四名は府立南雲にて、それぞれ受け入れを行い、



在籍中の部員と共同で調査活動や実践訓練を行っています。

　虚惑星での調査活動を経験してきた皆さんには、言う迄もないことですが、これは将来の探検部設立に備えての非常に重要な準備でもあります。名称こそ予備部員ですが、彼らもまた正真正銘の青少年調査官です。ぜひ今回のＳＡでは、存分に交流を深めてほしいと思います」

　と大嵐が締めると、九人に盛大な拍手が送られました。

「…………へえ……」

　もちろん大嵐の説明についていけなかったほむらは、隣りの東野に何度も尋ねながら、自分なりに胸におさめました。

　つまり、まだどこにベースキャンプを張るか決まらずウロウロしてる最中の部員たちであると。仲間が集まるまでは自由にアルバイトをしているのだと。

「───ってことだね？　ね？」

「あ？　……そうなる、のかな」

　と確認しても、東野はどうも怪訝な顔をするのですが。

　とはいえ、ほむらにとって彼らは、過去、御陵先輩が青藍高校探検部が休部になっても、日吉坂高校へ出向しながら調査官を続けますと告げた（と東野から伝え聞いた）のと同じように、冒険への熱意あふるる眩しい存在には違いありませんでした。

「ま、せっかく本人たちがいるんだしさ、実際どんなもんか聞いてみようぜ」

「そっか。そうだね」




　いよいよ本日のメインプログラムである、各校の調査結果発表へと移ります。

　再び表示された日本地図上の各校を見ながら、ほむらは思いをめぐらせます。

「なるほど……ペア校、か……」

　新入部員紹介でも口にのぼっていた単語です。

　ほむら自身すでに体感してはいたことですが、ペア校という考え方があると、あらためて認識しました。部員たちにとってそれは当然の実態で、特別な説明はされません。

　ペア校は、基本的には虚惑星上で同じ地域を活動場所としている、日本地図上でも距離の近い学校です。

　たとえば「青藍高校と日吉坂高校」がそうなります。さらに校名を挙げていくと、

「富山県立越えっ中ちゅう高たか岡おか工芸と、石川県立金沢浅野」

「静岡県立浜松中央工業と、愛知県立三み河かわ寿ことぶき」

「大阪府立南雲高校と、兵庫県立灘なだ浜はま」

「広島県立宮みや島じまと、愛媛県立鷺さぎ谷たに」

「山口県立長なが門と水産と、福岡県立筥はこ崎ざき」

　以上がそれぞれ、ペア校としての実態を持ち、協力体制をとっていました。

　しかしながら地図上で見る限り、二校の距離にはずいぶんなばらつきがあります。

　さらに、一校だけあぶれているのは北端の苫小牧電波でした。

　発表はその苫小牧電波からのスタートでした。

　壇上に一人の男子生徒が立ちます。

「苫小牧電波、部長の伊い納のうです。え～、我が校の名誉のために宣言しておきますが、うちの部には決してセクハラも男女差別も存在しません。女性部員の扱いに慣れていないだけです」

　そんな自虐的な宣言に会場から苦笑が漏れます。

　スクリーン脇では、紅一点の姫川がアシスタントとして、ニコリともせずノートＰＣを操作しています。

「───今回は、期間的に事前の申し送りが間に合わず、これが最新の発表になります。我が部では世界に先駆けて、ベーグル、すなわち虚惑星の環わの摂せつ動どう周期を解明しました」

　一部で、おおっ、と声があがります。が、ほとんどの生徒にはピンと来ないようでした。当然ほむらも、また東野も首をひねっています。

　それを半ば予想していたふうに伊納部長が続けます。

「他校の新入部員のためにも、我が部の調査環境を軽く紹介します───」

　スクリーンには、白黒写真がスライド表示されました。

　それは、雪原からぽつんと切きり妻づま屋や根ねの突き出したログハウスで、白黒でもカラーでも大差ないような、雪深い風景でした。

「我が校のベースキャンプは、虚惑星の高緯度地域にあります。こちらはとても降雪の多い気候で、約六十日の年周期のうちキャンプが使用可能となるのは、虚惑星の夏期にあたる二十日ほどです。地勢もけわしく、キャンプ近傍から遠征し、調査を進めながら地図を広げることが困難です」

　一転、風景は夏期の草原になります。

　晴天の空にはベーグルが輝いていますが、ほむらたちの地域とはその見え方がずいぶんと違っていました。より広範囲に天空の面積を占めています。虚惑星と環の模型を頭に描いて考えてみれば、なるほど当然のことです。

　大量の薪を確保するために躍起になって森で斧をふるう部員たち。罠にかかった象ほどもあろうかという超大型の鹿の前で、記念写真を撮る過去の先輩部員。時折、冬の光景もまざります。束の間の息抜きのスノーボードで豪快なトリックをきめる部員たち。最後には怖気立つような深い裂け目クレバスのうがたれた雪原の写真が。

「過去には札幌方面、函館方面への長距離探査も行われましたが、いずれも断念しています。そんな経緯もあり、我が校では天体観測をメインとして調査活動を行っています。決して、好きで引きこもりやってるわけじゃありませんので……って、ちょっと写真おかしいんじゃないかそれっ？」

　思わず部長がスクリーンに突っ込みを入れます。

　ベースキャンプの室内で、昼間から床に雑魚寝している部員たち。

　どうやら暑さでまいった様子で、全員がだらしのない下着姿。そこには伊納自身も写っています。そして写真の端からレンズを覗き込んでいるのは、げんなり顔の姫川でした。

　なにくわぬ顔をして、姫川本人が隠し撮りした写真をまぜてきたようです。

「……はい、えーとまあ、とにかく試されまくる大地なんですが、高緯度地域での最大の負担は、重力の増加です。体質量にもよりますが、だいたい六百グラムの重りを両足につけて二十四時間生活すると考えてください。おそらく将来的にも国内最北端の基地であり続けると考えてよいと思います、が……」

　そこで伊納部長はなぜか言葉を濁します。

　スクリーンの映像は写真から、ＣＧの動画に切り替わりました。

　動画は、虚惑星とベーグルのシミュレーション映像でした。

「さて、発表の本題に移ります───我々の観測は具体的に何をするかと言うと、ベースキャンプに設置した大型の望遠鏡から、ただひたすらにベーグルと衛星の写真を撮影します。このネガ、と言うか分ド光ラ写イ真プ用レ乾ー板トを地球に持ち帰り、コンピューターで解析します。これは高緯度地点から白はく道どうを……衛星群の軌道を見下ろせることが精度向上にもつながっていますので、緯度が高いのも、辺境なのも良し悪しですね。

　───映像を見てください。これまでの虚惑星の天文学では、予想されるベーグルの総質量はかなり重く、非常に不安定な状態にあると考えられていました。が、実際には、よく安定しています。こちらはその不安定なケースのシミュレーション」

　時間加速されたシミュレーション映像のなかで、ベーグルはその縞模様を打ち寄せる波のように変化させていきます。やがてその両端からは光点が拡散していきます。

　特にベーグルの最も内側にある環は、虚惑星に降りそそぐ激しい流星雨となって、惑星を打ち据えます。なかには大気で燃え尽きることなく、地表に到達するものもあるでしょう。ぞっとしない光景です。

「───しかし実際の虚惑星の環のふるまいは異なっています。ベーグル由来の流星というのは非常に少ないわけです。さて、我々太陽系の土星にも衛星があり、これが環の安定に一役買っているのはご存じでしょうか。これら土星の衛星は『羊飼い衛星』と呼ばれています」

　そこで伊納部長は言葉を切りました。

「虚惑星の衛星もやはり同じ作用を、ベーグルに及ぼしているとみられていました。しかしそれを考慮しても、観測とシミュレーションの結果は一致しません───どうやら衛星たちは意図的に、みずから軌道を変えているようです」

　その推測には、さすがに多くの部員が唸り声をあげました。

「そうです。衛星が自発的に動いているんです」伊能が観衆に向けて頷きました。「ベーグルの反射光が、我々調査官の肉体に魔力を供給して、大きな変化を及ぼしているのは、既知の通りです。そこで我々はベーグルの反射率に注目しました───仮に『ベーグルの総質量の保存を目的として、衛星軌道を意図的に変動させることが可能であるならば』という仮定で、新しい摂動モデルを構築しました。このモデルでは、両者の振る舞いを高い精度で予測することが出来ました。つまり、ベーグルの反射と、衛星軌道には、一定の相関関係があることがわかったんです」

　ふたたび驚きの声が上がりましたが、聞き慣れない言葉がつづいたせいか、それは先ほどより控えめなものでした。それでも会場が発表に真剣に関心を向けていることは、天文用語に疎いほむらにも強く感じられました。

「観測された事実はここまでです───ここから先は推測にすぎませんが、その断りを入れつつ述べさせてください。つまりこれはベーグルの放射する魔力が衛星軌道に影響を及ぼし、衛星を操作することでベーグル自体の保存をはかろうとする、一種の恒常性システムとなっているのではないかと考えています。天体現象としては、ひじょうに異質ですが、魔力もまた虚惑星の自然の一部であると考えれば、これもまた起こりえないことではありません。報告は以上です」

　自然と大きな拍手がわき起こり、苫小牧電波高専に賛辞が贈られました。

　部長が頭を垂れると、部員たちも一斉に起立して続きます。

　彼らのそんな誇らしげな表情を、ほむらはずっとずっと憶えていることでしょう。

　ただ姫川のそれだけは多少、他ひ人と事ごとっぽい微笑だったのですが、それでも心の底から嬉しそうにしているのには違いありませんでした。

　あの天竜もまた椅子から起立して拍手しています。その横顔はこれまで見たことの無い真剣なものでした。

「───顧問の五ご稜りょう先生、ご協力頂いたナイコン光学工業、国立天文台の森もり多た教授に、深くお礼申しあげます。今後は個々の衛星の役割に注目しながら、より観測精度を高め、この大規模な天文学的な魔力の性質について解明していければと構想しています」

　質問の時間へ移行しようと、伊納部長が長篠をみました。

　長篠のアナウンスを待たずに、早速、貴賓席から白人男性の挙手がありました。それは国連本部から直接派遣された管理官で、合衆国のハイスクールでの探検部顧問の立場でもある人物でした。

　長篠が発言を促すと、その質問が通訳によって翻訳され、日本語で繰り返されました。

『おめでとうございます。本当に素晴らしい発見です。あなたがたは、まさに星空へと歩き出し、宇宙の地図を作図しましたね。そこでですが、今回の発見が、虚惑星宇宙の天動説仮説におよぼす影響インパクトについて、どのように考えていらっしゃいますか？』

　天動説、という言葉が出てきました。

　歴史の授業で聞いた言葉です。ガリレオ・ガリレイ……は地動説でしたっけ。

「…………」

　伊納部長は、顧問に視線で確認を求めます。

　そのちょっと不安げに見えた表情が、いかにも高校生らしくて、ほむらはなんとなくほっとするのでした。

　もっとも伊納部長本人は、男性の質問に、Aristarchusic systemアリスタルコシック・システムという言葉が出てきた時点で表情を曇らせていました。五稜顧問はほほえんで部長に回答を一任します。

「お褒めにあずかり光栄です。我々、苫小牧電波高専探検部では、天動説仮説については賛同も否定もしません、その、できません。今回の結果を含めても、まだ推測の材料は決定的に不足していますので、判断は保留しています」

　それだけ聞くと管理官は感謝を述べて、質問を終えました。

　一つの発表が終わり、ほむらがふうと息を吐き出します。

「……来てよかったな」

　と、その隣では目を輝かせながら東野が呟きました。

「……よしよし」と同意してうなずくほむら。「じゃ、もう海行っていいね？　制服も脱いでいいね？」

「はえーよ。脱ぐなよ。佐保じゃねーんだから」

「え、なに呼んだ？　ちょっと一泳ぎする？　オイルもあるよ？」

「座ってろ。海は逃げねえから」

　立ち上がる佐保を、隣りの早瀬がまた押さえつけました。




　もちろん発表は続きます。

　そのすべてを紹介していきますと際限がありませんので、特にほむらの印象に残った学校の発表を幾つか挙げていきましょう。

　ほむらにとって一番身近に感じられたのは「兵庫灘浜の従来の正多面体ループに代わる新しい魔法体系の発表」……ではなく、はたまた「日吉坂高校の最長距離遠征アタックの報告」……

　でもなく、どちらかというとずっと地味めな内容の越中高岡の発表でした。

　越中高岡の部長は眼鏡の女子生徒です。

「越中高岡の部長やってます、稚ち子ご塚づかです。うちは未踏地の踏破もやってますが、部としては虚惑星と一般人の関係をテーマに、調査官が社会に対してどんな貢献ができるかを研究してます。虚惑星調査の認知度のリサーチですとか、実際的なデモンストレーションの考案とかですね」

　ぞろ長い前髪の狭間で、眼鏡がきらりと反射します。

「───それでですね、ずばり言いますと、映像の訴そ求きゅう力りょくが非常に高いです。学術的な発見よりも、一枚の風景のほうがより強く記憶に残ってる傾向があります。たとえば地球の天文分野での貢献だと、美麗な天体写真を残したハッブル望遠鏡衛星なんかが有名ですね。苫小牧電波さんでも虚惑星の環の素ス敵テキ写真を公開してくれてますけど、うちらはちょっと違います。こっちです。風景写真」

　稚子塚は自前のアナログカメラを取り出してみせました。

　ほむらが普段使用しているのと同じものです。大きくて重くて厄介な、削りだされたジュラルミンとガラスの塊。

　さらに、越中高岡の部員が壇上に三脚を持ってきました。三脚の頂点にある雲うん台だいに載せられたのは探検部の御ご用よう達たしのカメラではなく、一般的なデジタルカメラでした。

「ハイ、撮りますよー？　最初の素数はー？」

　にーとか、さーんなどと席から声があがります。

　稚子塚部長が壇上から座席にカメラを向けてシャッターを切ると、即座にデータが送られて、スクリーンに静止画となって表示されました。当然ながらカメラを見つめる自分達の姿が映っています。ただし、白黒で。ちょっとした集合写真ですね。

「これ、今はデジカメを使用しましたが、私たちが調査記録に使用してるフィルムを現像するタイプのアナログカメラだと思ってください───で、初期の虚惑星での記録はたいがい白黒でしたが、最近のニュースではカラー写真も結構見かけるようになりましたよね？　あれはだいたいですね、昔の白黒映画なんかのリメイク技術を応用してまして、擬似的に着色されたものです。噓カラーですね。ちょっとやってみます」

　スクリーン上の自分たちの白黒写真が、その場で着色されて映し出されました。

　それは、白黒の画像から起こされたとは思えないほどの、かなり迫真の写真となりました。ただし限界は感じられ、決定的に細部の色が異なっていたり、個人個人の肌の色などはデフォルメされていて、本来の色彩を知っているだけに不自然さが際立ちました。

　部員たちが口々にアラを探して指摘します。

「ま、これで十分、という向きもあるんですが……。実は虚惑星でもカラー写真の撮影はできます。ただお手軽じゃないってだけで」

　虚惑星に対応した手軽なカラーフィルムはまだ開発されていません。

　スクリーンでは、見たこともない奇妙な形のカメラが、がっしりとした三脚に載せられていました。構えているのは外国の調査官です。

　ほむらたちと同じ高校生のはずですが、随分と大人びて見えます。

「これはですね、ドイツの探検部が開発した虚惑星用のカラー写真機です。えー、原理はすこぶる簡単です。この中には特殊なプリズムが入ってまして、手前のレンズから入ってきた光を振り分けて、三本のフィルムで同時に撮影します。分かれた光は、それぞれ対応する三原色のフィルターを通ってまして、赤アール、緑ジー、青ビーの光源に分けて記録されます。で、そのネガを地球に持ち帰りまして、コンピューターで合成するってわけです。三板式とも呼びます」

　ドイツの探検部が撮影した虚惑星の写真が、スライド表示されます。

　それは実に見事な写真群でした。

　なかには有名雑誌の表紙を飾った見覚えのある写真もありました。

「ただしこの特殊カメラ、まだ試作品ですが三・九キロもあります。フィルムも三倍必要です。手でホールドするには重すぎますし、かなり暗く写るらしいんで、三脚も必要になってきます。要するに持ち運びに不便で、機動力に欠けてるんですよね。シャッターチャンスには弱いと」

　やはりドイツチーム提供の失敗例が映されます。

　止まってくれない動物や、風に揺れる木の枝などは壊滅的です。

「彼らも回転式プリズムをカメラに内蔵させて小型化するなど試行錯誤しているみたいですが、なかなかうまくいかないみたいです。そこで、うちらは妥協点をさぐってみました」

　カメラケースから円盤状の薄い板を取り出しました。円盤の片側に丸い穴があり、その部分が色付きのレンズフィルターになっていました。

「『ターレットフィルター』っていいます。こいつをカメラの先にねじこみます」

　稚子塚は自分のカメラに取り付けて、実際の撮影の時のように構えてみせました。カメラの横にはみだしたフィルターは多少邪魔ではありますが、重さはそれほど変わらないようです。

「これ、バネ仕掛けを内蔵してまして撮影の時には自動的に回転するようになってます。もうわかりますね。実際に撮影してみましょう。普通はレリーズを使うのが無難ですかね」

　稚子塚は、フィルターをさきほどの三脚のデジカメに取り付けました。フィルターを逆回転させるとカチカチとゼンマイが巻き上げられます。さらにシャッターボタンに機械式のレリーズケーブルを接続して準備完了。ケーブルは連ブ動リ機ッ構ジを通して、ターレットフィルターの軸部分にもつながっています。

「ハイ、撮りますよー。ここは肘ひじ。じゃあここは？」

　膝ニーー、と答えたのはほんの数人。怖いもの知らずの佐保は「縞しまー！」などと。確かに片足を上げた瞬間、ちらっと見えちゃいました。

　ちょっと赤面した稚子塚がレリーズケーブルの先に延長されたシャッターを押し込むと、フィルターが回転し「カシャカシャカシャッ」と連続して三回のシャッターがおりました。三枚を撮りきるのに、しめて一秒ほど。

　その素早い動きが、メカ好きな部員たちの感性を刺激したらしく「へー」「ほう」と感心の声があがりました。

「一回ボタンを押すだけで、三枚連続してシャッターがおりるバースト撮影になります」

　三色のフィルターを通した画像が、またスクリーンに表示されました。三枚の画像はスライドして重なり合い、一枚のカラー画像になります。三色合成ですね。

　それだけを見せられたなら、なんてことのない普通の写真なのですが、こうやって仕組みを解説されると、ちょっと貴重なものに感じられてくるので不思議です。

　合成画像は人間の手先や顔の輪郭など、多少ブレている箇所もありましたがさほど問題には感じられず、背景についてはほぼ完璧に再現されていました。

「べつに目新しいものじゃないです。考案したのは、カラー写真の黎明期に活動されていたロシアのゴルスキーさんという写真家で───って、なにしてんですか、主馬クンは」

　スクリーン側を向いて、端末を操作し画像細部をクローズアップして見せていた稚子塚は、呆れ顔でこちらを振り返りました。

　写真の最前段に写っていたのは天竜代表で、その彼は六本の腕と三面の顔を持つ、奇抜な色の阿修羅像と化していました。

「わははは、ありがたいやろ？　なあ稚子塚、それ撮ってみせたんは、デジカメやろ。虚惑星だと実際はフィルム巻き上げんとあかんけど？」

「探検部支給のゼンマイ式ワインダー使ってください。ただあれだと、ちょっと遅いんですよね。なんでワインダーも改良しました……実はこれが一番手こずりました。ゼニもかかりました。なにしろロストテクノロジーでねえ」

　演技がかった溜息をつく稚子塚。

　越中高岡の部員が各席をめぐりながら、なにやら配ってまわっています。

「まずは試作品ってことで各校一セットずつおみやげです。ターレットフィルター、専用レリーズ、連動機ブリッジ、高速ワインダーのセット。フィルムは一般的な画像処理アプリでも簡単に合成できますけど、探検部で導入している自動現像機には、もうバースト撮影モードを追加しときましたので、各自インストしてもらえればオッケーです」

　ほむらの元にも一人の女子部員がやってきて、ボール箱を大切そうに手渡しました。

「あ、ども。ありがとうございます」

　さっそく箱を開いてみると、説明された機材の他に、取り扱いマニュアルの冊子が添えられていました。それがまた（変な方向に）凝りまくっていて、四コママンガあり、擬人化ゆるキャラありの力作でした。

「今後は改良を重ねつつ、他国にも提供していくつもりです。なんで、ぜひ皆さんの使用感を聞かせてください。慣れれば三脚レリーズなしでも撮れますヨ」

　思わずマニュアルのマンガを読みふけっていたほむらを、東野が小突きます。

「じゃ、まとめましょうか。今回の目標『手軽にカラー写真を撮影しよう』はこれで一応一段落のつもりです。今年はまた二年生の主導で全く別のことをやります───」

　一息切った稚子塚がすっと聴衆を見まわします。

「今回の制作や光学製作所さんとの協議にあたって、部員一同、考えさせられることがありました。……我々青少年調査官は、優秀なカメラマンを目指してるんでしょうか。いずれは本格的な記録映画を撮影するようになるんでしょうか。ありえますね。税金を納める国民が納得できるような、見栄えのいい成果を届けることが、我々自身の喜びとなっていく。確かにそれもあると思います。でも、自分たちの活動を否定するようですけれど……それだけが全てじゃない。もう虚惑星は、月面や、南極北極みたいな極地よりも近いところにある、我々の地球と地続きの世界であると、人々に実感してもらいたいんです。そして、そこに私たち人間がいることを知ってもらう、そのために調査官を務めているのだと思います。

　私たちは、手足の生えたカメラじゃありません。資源発掘のロボットでもありません。人間なんです。未知の世界に興味を持って、苦労をして、達成の喜びを得る、そんな一人一人の人間であると、その挑戦する姿を伝えていくことが大切なんだ───そう、思います」

　膝に手を置いた稚子塚は深々と頭をさげ、聴衆に感謝の礼を送りました。




　越中高岡の発表のその後。

　もう一つ、ほむらが興味深かったのは浜松中央の発表でした。

　こちらは興奮させられたといったほうが正確です。

　まずその登場が派手でした。わざわざ講堂外から、ツナギとプロテクターを着用し自転車で現れたかと思うと、高々と前輪を上げたウィリー走行で入室し、しまいには助走なしのジャンプで演壇の上へと飛びあがってみせました。

　部員たちは大喝采ですが、貴賓席は何事かと目を丸くしており、司会助手の長篠は涙目の大慌てです。

　ライダーがヘルメットを脱ぐと、日に焼けた男子生徒が顔を出しました。

「浜松中央工業の神かみ尾おです。俺たちのベースキャンプ周辺は丘陵か平野が多くて、ゆるやかな地勢です。そういう条件もあって、三年前から運用の試験ケースとして移動手段に、これ、マウンテンバイクＭＴＢを取り入れて活動してます」

　自転車から降りた神尾部長は、くっきりと色分けされた、がっしりと太いフレームのＭＴＢの勇姿を誇らしげに見せます。

「日本国内の探検部はご存じのとおり、基本的に徒歩の移動です。俺たちもまだ、未踏地へＭＴＢで乗り入れることは許されてません。それでも調査範囲は飛躍的に広がりますし、虚惑星の滞在期間を有効に利用できるのは確かです。

　実際、外国の探検部では色々な移動手段が取り入れられてます。水上ならカヌー、セイリングボート。空ならパラグライダー、ハンググライダー、あるいはごく一部ですが熱気球だとか」

（───ふむ）と、自分をあてはめた勇壮なイメージを膨らませるほむら。鳥のように風を切ったり波間を滑るように漕ぎ進んだり。しかし次の瞬間には、想像の中の自分は予期せぬトラブルに見舞われてもいます。

　虚惑星での体験や探検部の訓練を通して、どうやら世界は自分中心に回っているわけではないらしいことにも気付かされてきました。ガリレオ・ガリレイでしたっけ。

　神尾部長の発表に意識を戻します。

「えー、じゃあ陸上はどうか？　いまのところＭＴＢが最有力です。バッテリーの問題がある電動自転車セルフレームはもちろん不可ですし、オートバイや自動車はまだ燃料の問題をクリアできてません。

　国内初となった我が部のＭＴＢ運用には、見習わせてもらった学校があります。今回の発表は、その先輩校である合衆国テキサス校探検部との共同研究の成果です。テーマは『虚惑星で実用可能なエンジン』です」

　神尾部長による工学的な解説が続きます。

　虚惑星へのガソリン持ち込みや現地での精製は困難です。なので、いわゆるバイオマスエタノール燃料、つまりアルコールで動くエンジンの実現を目指して近年までは模索してきたそうです。

　ところが、アルコールを使用したエンジンは整備上の問題があり、そしてまた、質のよい燃料を常時確保しておくことが難しいのだそうです。また一見確保しやすそうな木炭を使用したエンジンも事情は同じでした。

　使用に適さなくなったアルコール燃料はどうしたんですか？　という、なにやら白々しい雰囲気の質問には、神尾部長もまた「はあ？　なんのことっすか？」ととぼけます。ぴくりと、御陵先輩がさりげなく耳をすませて身を乗り出したような気が。

「仮に虚惑星で自動車やオートバイを使い、徒歩で帰還できないほどの遠方にまで遠征して、そこでエンジンが故障してしまったらどうするか？

　僕ら浜松中央の部員は、車体のトラブルがあれば、その場で修理するだけの技術を学んでいます。でも、それを探検部員全員に求めるわけにはいかないし、非効率です。

　それだけじゃないです。運転に支障を来すような怪我を負うなんてのもゾッとします。一番起こり得るのは、いつのまにか運転の困難な地形に入り込んでしまって後戻りできなくなることです。

　これが、まだ国内では徒歩移動が推奨されている主な理由です。国外はまた別の理由があります。重力の大きい高緯度で、かつベースキャンプが比較的密集しているヨーロッパなどは、移動中の安全を犠牲にしても機動性を確保する必然性があるんで、また事情が違ってます」

（また重力のはなしかあ……）

　と、以前は主に体重方面で懸念していたほむらですが、ヨーロッパより緯度の高い国はどうなっているんだろうと、ふと思いをめぐらしてもみたり。

　そのうちに、浜松中央の部員が演壇上に金属製のエンジン模型を運んできました。

　模型の下部の、キャンプで使用するような固形燃料に点火すると、エンジンは軽快に回転をはじめました。

「スターリングエンジン───聞いたことがある人もいるはずです。内燃機関に対して、外燃機関とも呼ばれてます。このエンジンは、まだまだトルクは低いんですが、燃料を選ばないという、虚惑星においては大きな利点があります。

　テキサス校ではすでに、虚惑星に対応させた設計の改良を重ねていて、一人乗りの小型軽量車サイクルカーを走らせることには成功されてます」

　スクリーンには軽量車サイクルカーの走行風景が映りました。テキサス校撮影の映像です。こちらはなんと動画です！　小型撮影機で撮ったものらしく、画質はそれほど良くはありません。前世紀のサイレントムービーの風ふ情ぜいです。

　乾燥した平地を走っているのは、骨組みフレームがむきだしの、アポロ計画の月面車を彷彿とさせる小型四輪車です。

　一人用運転席の背後は荷台となっていて、食料や薪といった荷物を載せ、人がランニングするくらいの速度でトコトコと走っています。

　うらやましい！　と羨望の声があがりました。

　ただし、続く静止画の記録では、一筋縄ではいかない様子もわかりました。

　坂道では探検部員たちが押して登らなければいけないようです。不整地では足をとられて横転していました。

「地形によりますが、資材を運搬するためにベースキャンプ間を往復するような用途ならこれはうってつけです。怪我人の搬送にも有効ですね。地形を選び、安全な走路を確保さえすれば、虚惑星での運用も実用段階に入っているといえます。

　最後に紹介するのは、テキサス校の成果を参考にして、我が部の有志と愛媛鷺谷の宮みや田たくんたちで進めてたプロジェクトです」

　慎重に取り扱われながら壇上に持ち出されたそれは模型飛行機でした。

　プロペラを回す動力は、超小型のスターリングエンジンです。

「この飛行機は、地球だと推力が足りなくて飛ばせませんが、虚惑星なら、小型カメラを載せて飛ばすこともできます。エンジンのシリンダー内の気体ワーキングガスとして、魔法で変質させた高圧力のガスを封じているのが工夫です」

　続くスクリーンの映像で、飛行機は空を大きく旋回して飛行していました。

　ラジコンのように遠隔操作できるものではありませんが、それはなかなかすがすがしい光景でした。

「人間が乗れるような、虚惑星版ライトフライヤーを飛ばすまでには、まだまだ幾つも超えなければいけないハードルがあります。無線網も、飛行場も無いこの虚惑星で、安全に飛行機を飛ばせるところまでは、相当、苦労させられるはず。けれど虚惑星の圧倒的な大地を征服するには、人間の足に代わる移動手段がどうしても必要なんです。我が部では今後も、その方面の可能性を追求していきます───このスターリングエンジン機の報告は、また個別に分科会をやるそうなので、ぜひそちらを」
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　宿泊施設の食堂ホール。

　長机にランチのトレーを並べて食事をとる、ほむらたち青藍高校探検部。

　本当は屋外のテラス席が良かったのですが、すでにそちらは満席になっていました。テラスに並ぶパラソルの下では探検部員たちの賑にぎ々にぎしい会話が飛び交っています。

　そこにいるのはすでに自分たちの発表を終えた学校の部員ばかりで、見るからに解放感が違います。

　午後からの発表を控えている各校は、騒がしいテラスではなく、ホール室内にそれぞれかたまって打ち合わせに余念がありません。

　そんなのはお構いなしに、ガラス越しの陽光は燦々と差し込んできます。潮の香りと、そしてかすかな潮騒の音も。

「…………むむ……何かが間違っている……」

　落花生ジーマミ豆腐のもちもち食感を堪能しながら目を細めるほむら。

　椰子の木の合間から覗くのは西表島の青い海と白い波。

「こーんなすぐそばに、あーんな綺麗な海がざぶーんしてるのに……いつになったら私ら泳ぎに行けるのでしょうね？」

　と、窓の外に羨望のまなざしを向け、大げさに耳まで澄ましてみせます。

「定番のアレもまだ実行しておりませんし？」

「……定番のアレ？」首をかしげる東野。

「あっ、ボクわかりました」ピンと来た雨乃。

　隣りのほむらと手を結び、いっせーのーせで振り上げ、

「「海だーっ！」」とひとしきり表情を輝かせたあとに、ぱたりとテーブルに落ちる手。

「……って水着でジャンプするやつ」「です」

「………………」

　いつものあきれ顔になる東野でしたが、そこには多少の同情の色も浮かびます。

「気持ちはわかるけど、明るいうちは無理じゃね？　午後もまだまだ発表が続くし。それに次はいよいよ俺たちの番なんだしよ」

　そんな正論のつっこみなどはもう、したり顔でいなすほむら。

「ま、冗談ですけど───にしてもすごいよね。みんな色々仕込んでくるし、お土産も頂いちゃうし。圧倒されっぱなしさぁー」

　ほむらが口にする感想に、雨乃も感激を隠さず頷きます。

「面白かったですねー。一校一校は短い発表でしたけど、まだ公開部誌にも載ってない新情報もあって、ホント楽しくて仕方がないです、ハイ！　ボクは特に、長門水産高探検部の沿岸生物の発表が興味深かったです」

「私あれダメだった……お魚のＣＧは綺麗だったけどヌメヌメ系はちょっと無理……」

「そうですか？　可愛いじゃないですか？　それにほむらさんには生き物の毒性や調理技術もチェックしておいていただかないと」

「そんないきなりイロモノ系は勘弁して……」

　発表された映像を思い出しただけでゾクゾクと鳥肌が立つほむら。

「イロモノは失礼だろ」と、こちらも雨乃に劣らず感激していた東野。「なんつーの？　発表そのものが一足飛びにセンセーショナルなわけじゃなくてさ……、普段からの活動内容が濃いんだよな。だから俺は面白かったってよりは、正直ショックだったよ。我が身を振り返らされたっつーか」

　そんな言葉にちくりと胸が痛みながらも平然を装うほむら。

「いいじゃない。私たちのペースで行けば。私たちの調査はまだまだ始まったばかりって感じするし」

「いやそこは引け目を感じてくれよ。だいたい日ノ岡は自分が壇上に上がらないからって吞気だよな」

「そんなこと言われたって、現にやること無いんだもの。御陵先輩がスピーチ、東野くんは資料映像のプレゼン係───で、私は席に引っ込んでるんでしょ？」

　それはたしかに事実。

　残る雨乃は発表用資料の整理で忙しくしていたり。

　そんなわけで昨夜の部内の打ち合わせでは、疎外感しきりだったほむら。

「日ノ岡は余計なこと言わねーよーに、黙ってるのが仕事だな」

「あ、ひどい。私だって青あ藍お高こ校ー探検部の一員なんですからね」

「そうだったっけ？」

　かちんと来て、東野のトレーからパパイヤのゼリーをひとつ強奪するほむら。

「あっ、てめ」

「ん～。まーさいびーん……そういえば三河寿高だったっけかな……外国人さんいた。すごく馴染んでたんで、しばらく気がつかなかったけど」

「ああ、その人なら昨日、船のなかで少しだけ話した。二年生の先輩だぞ」

「英国イートン・カレッジからの交換留学生さんですね」と情報を披露する雨乃。「数年前から受け入れを始めたそうですよ？」

「イートン？　ブーツと関係が？」それはムートン。「動物記？」それはシートン。「……ま、いいや。とにかく留学生でいらっしゃいましたかー。探検部でもそういうのあるんだねっ」

「なんだよ。いずれは日ノ岡だって行くかもしれないぜ？」

「外国の学校に？　あはは、ないないそんなの。なんくるないさぁー」

「そうだぞ。ぜんぜん他人事じゃないからな。日本支部だけで済む発表でもない」

　豚の角煮を頰張りながら、藤森顧問がつぶやきました。

「ここだけの話、うちが本命だ。午後から貴賓席のゲストは倍になる」

「……そうなんですか？」

　きょとんとするほむらに、神妙な顔で頷き返す藤森。

「青藍がですか？　え……まだ五校も残ってるんですけど……」

「疲れました、か？　日ノ岡さん」

　脱力したほむらを、御陵が気にかけます。ほむらは、はにかみながら頷きました。

「ちょっとだけ……疲れました。座ってただけですけど、あはは。その、話を聞いてても、ちんぷんかんぷんというか……たぶん私の知識も想像力も足りないせいで、発表そのものは、なかなか頭に入ってこないんですけど。でも───」

　同じテーブルについた、青藍高校探検部の顔ぶれに目をとめながら、ほむらは言葉を続けます。

「探検部にも色んな人がいるんだなって、そこが一番面白かったっていうか、その、新鮮でした」

「とてもいいと思い、ますよ」本当に嬉しそうな、御陵先輩の笑顔。

「……ありがとうございます、先輩」

　ふとみると、御陵は食事にほとんど手をつけていませんでした。

　それは東野も気になっていたらしく、

「先輩、食べないんですか？　もしかして沖縄料理、苦手だったとか」

「あまり、食欲が、無く、て……」

　そんな心細げな御陵の微笑が、ほむらの胸に留まります。御陵の隣りの藤森もすこし心配そうにしていました。

　そういえば、居眠り中にカップを投げつけた疑いをもたれてしまったであろう鼎結理の誤解もまだ解けていません。今、食堂を見渡しても彼女の姿はなく、やりにげ犯の早瀬先輩の姿もありません。

　なんとかこのＳＡ中に誤解を解消しておきたいほむらでしたが、しかしここからは、そんなイタズラどころではない抜き差しならぬ事態が彼女を待っていました。




　時間通りに午後の発表が始まりました。

　講堂の後方には本来の記録用のほかにも、さらに数台のビデオカメラが増えています。

　藤森の見込みどおり、すでに貴賓席は満席で、予定外の来訪者は壁際での立ち見となっていました。それもまた駆け込みで増えていきます。もとから報道関係者の姿はこの場にはありません。政府と国連の虚惑星関係者だけでこの人数です。

「ほんじゃーぼちぼち行きますかー───」

　そんな物々しい雰囲気のなか、壇上にとんと飛び乗ったのは天竜代表です。

　司会の大嵐はぴりぴりと張り詰めながら目を光らせています。

　そんな副部長の心配も気に留めず、機内でみせたリラックスした雰囲気のまま天竜は口を切ります。まずは日本探検部の代表として、新たな来賓たちに歓迎の挨拶をのべながら、このサマー・アセンブリの第一義が、国内調査官の相互の状況把握と交流を目的とした会合であると、あらためて了承を求めました。

　詳細な質疑や各省庁からの要請の聞き取りについては、この後に再度時間を確保して行われます。

「───ほい。では午後のトップバッター、青藍高校の御陵真世部長、よろしく」

　天竜本人はマイペースながらも、それでもやはり随分ハードルの上がった空気のなかで発表が始まります。

　壇上へ進む青藍高校探検部のメンバー。

　席上のほむらは、自分がそこにまざっているかのように、手に汗握って壇上を見つめました。隣りでは同じく席に残った雨乃が身を乗り出すように熱い視線を注いでいます。

　しずしずと壇上に歩みを進め、中央の机前に立つ御陵部長。

　脇に控えて腰掛け、ノートＰＣを開く東野。こちらはどうもぎごちない感じです。

　藤森顧問はあくまで助言役の立場で、後方の離れた椅子につきます。ビール片手に野球観戦にでも来たような、だらしない座りっぷりは普段の授業とかわらない行儀の悪さ。

　ただほむらは、そんな藤森顧問の登壇と同時に、視界の端のゲスト席で示された反応に目ざとく気付きます。それは馴染みの顔を見つけたかのように微笑んだり、強敵に相対したかのごとく眉をひそめたり、と国の内外を問わずさまざま。

（…………やっぱり、こっちじゃ知られた顔なのかな？　モリちゃんは）

　かたや隣りの日吉坂高校の席へ首をめぐらせれば、午前中まで億劫そうに椅子に背をもたれていた鼎結理の姿がありません。

　視線の先にいた早瀬は、ほむらの疑問を察したのか「逃げられた」とばかりに肩をすくめます。

「───こほん」

　不在の理由を早瀬にたずねる暇もないまま、可愛らしい先輩の咳払いの音が、スピーカーを通じてホールに響きます。あわてて前方に意識を戻すほむら。

「青藍高校の御陵です───」

　そう言ってしとやかに頭を垂れた部長が、なんだか小さく、すこし頼りなげに見えてしまったのは、ほむらの素直な感想でした。

「各部長には通達をしていましたが、あらためてここでお伝えします。

　我々、青藍高校探検部の調査官、および日吉坂高校探検部の調査官は、日本時間～～月～～日、虚惑星時での第三春期～～日に、日本国活動地域～～大陸、関東～～対応地域にて虚惑星人に遭遇しました───」

　御陵の口から発せられた公式な第一報に、おおーっ、と反射的に歓声があがります。

（き……来たぁー！）

　その歓声こそ、ほむらがずっと待ち望んでいた反応でした。

　───ところが、その声は思ったよりもすみやかに静寂に吸い込まれていきました。

　それもそのはずで、各校のほとんどの上級生たちは、御陵の発表を聞いても一言も声をあげなかったのです。

　これまでの発表のノリとはだいぶ違っていました。すでに彼らが、この発表の内容を見越していたとしても、それでもあまりにも極端な沈黙でした。

　雨乃はきょとんとして会場を見渡しています。思わず勇み足で立ち上がってしまった一年生は（乙丸くんです）気まずそうに席に戻りました。

（……なに……この空気……？）

　ほむらばかりが感じたものではない戸惑いの感触を残しつつ、一年生のまばらな歓声の余韻は消えました。午前中までの和気あいあいとした雰囲気は何だったんだろうと思うくらい、張り詰めた空気が会場を包みます。

　発表をつづける壇上の部長にも、藤森顧問にも動揺した様子はみられません。ただ東野だけが、実にわかりやすく腑に落ちていない表情で会場を睨んでいました。

　心に浮かぶ困惑はほむらも同じです。

　確かに重要だけれど、そこまで深刻になるほど、騒ぐのが不謹慎とされるほどに触れがたいような内容だったろうか？　と逆に勘ぐってしまいます。

（なんだろ…………ヘンだな……）

　気をとりなおし、慣れない雰囲気に自分の手を握りしめながら、御陵先輩を見つめます。

　先輩がいつもみたいなぎごちない口調ではなく滑らかにスピーチをこなしていると気付いたのもしばらくあとのことでした。

「───彼女、その虚惑星人はみずからを『昴すばる』と名乗りました。これは日本語の名前です。英名ではプリヤードに相当します。日本の古典、枕草子に登場する『星はすばる』と同じ、天体を意味する名前です──────」

　報告の内容はほむら自身も経験した、まだ記憶に新しいものです。

　発見から、交渉へと至った経緯。

　虚惑星人の外見的な特徴。住居と生活の様子。

　非常に長命であること。

　すばる姫個人は長期間、単独で生活を送っていたこと。

　虚惑星人は地球人との混血が可能であり、すばる姫は江戸時代の日本人との間に生まれた子孫であること、などなど。

　───それらはすべて概要ではありましたが、現状判明している事実が整理され述べられていきました。通訳による同時翻訳も行われます。

　中にはまだ現段階では確証の無い、調査官としての経験上の推測や、すばるから聞き及んだだけにすぎない情報もあります。それもまた断りを添えて語られました。

　ほむらが撮影した写真も大きくスクリーンに映し出されます。

　鈴蘭を迎えに訪れた日に撮影した一枚の写真。

　記録写真というよりは気楽なスナップショットのような、水平もとれていない一枚。

　純白の巨狼と共にたたずむ、和装の姫君の姿がスクリーンに投じられると、会場全体が吐息をのんだ様子がほむらにも肌で感じられました。

　それこそまさに期待の反応で───

　撮影者として見返せば、決して出来のよろしくはない恥ずかしい写真でしたが、虚惑星で刻みつけられた感銘がよみがえるものでした。

　報告には、ほむらや東野の個人名は出てきません。

　虚惑星で遭遇した遭難者、鈴蘭についても、未成年の行方不明児として簡潔に紹介されただけです。

　唯一、関係者の名前が直接挙げられたのは、御陵部長自身が、問題の虚惑星人と時間的に隔てられた血縁関係にあるということでした。

　なめらかに続けられた青藍高校の発表。

　御陵先輩はそこで一旦、スピーチを区切りました。

　なんだかずっとカチコチしている印象の長篠が、いっそう張り詰めた様子で、聴衆に向けて質疑応答の開始を告げます。

　ほむらも予想はしていましたが、会場はしーん。

　じっくり情報を吟味するような、はたまた互いの出方を窺うような、そんな空気が漂う中、ふにゃふにゃと左右に揺れながら一本の手が挙がります。

「どうぞ、七久保ナナ先せん輩ぱい───あっ、じゃなくて七なな久く保ぼさん……」

　つい普段の癖が出て赤面する長篠に促され、ヘッドホンを付けた長髪の女子がふらりと立ちあがりました。

　眼鏡の奥にはキツめの眼差し。

「府立南雲二年の平ヒラ部員の七なな久く保ぼすー。だいたい概要はわかりましたー。そんで、青藍高校さんとしては、これからどうするんすか」

「はい。まずは急務となるベースキャンプの再建、を優先しま、す」

　……いつもの部長の口調が再発します。

「新しい転送環の創造について、は、すでにＵＮＰＩＥＰ本部に打診しま、した」

「チャンドラー博士の転送鍵発行待ち、と。じゃあ虚惑星人最寄りの基地の場所はまだ未定ってことすか。それじゃあその先っすね。青藍高校の二年一年はどう考えてるんすか。今後の探査のビジョンとかあるんすか。それとも未踏地の調査はやめて、文化交流にシフトするんすか」

「まだそれ、はわたし達だけで決定すべきことではないと考えていま、す」

「あそーすか。せやけど、なんにせよ調査にあたる調査官が血縁てことは、公平な立場とは言えないすよね。相手に不都合なこととかあったら調査しにくいんじゃないすかね」

「な、七久保さん。別の質問でしたら一旦着席をお願いします」と長篠。

「みんな聞きたがってることやと思いますけどー？」

　長篠の注意を、七久保は涼しげに流してしまいます。

　見かねた大嵐がくぎを刺します。

「どういうつもりだ七久保。司会に協力するつもりが無いのか？」

「そのへん一番、突き詰めたがってたんは大嵐さんやよね？」

「それはまた別の話だ」

　わずかな沈黙の間。

　口を引き結んだまま見返す大嵐の威圧感に、七久保は不服そうに腰をおろします。

（…………）

　七久保と大嵐の短いやりとり。それは、見ているこちらの肝が冷えるような、府立南雲内の確執のように映りました。

　けれどほむらは、副部長の威圧感に押されて着席させられたあとも、七久保が腐った様子もなくまっすぐ大嵐を見ているその横顔に、単純な反抗心だけではない、期待のこめられたニュアンスも見て取るのでした。

　ただ政府関係者の前で部員たちがコントロールされていない姿を見せてしまうことが、自分達自身にどんな影響を及ぼすのか……。まだ、そこまではほむらには考え至りませんでしたけれど。

　あたかも七久保を支持するかのように、しばらく挙手はありませんでしたが、やがてまた一人が後に続きました。

　司会に促され、ほっそりとなで肩の女子生徒が起立します。

「金沢浅野、部長の白しら菊ぎくです。今後の虚惑星人関連の調査について提案があります。各校の代表を受け入れてください」

「勿論、です。そのためにも転送環の増加、と、安全な基地が必要、です」

　思わず御陵は承諾してしまいましたが、そのやり取りは少し行きすぎているものでした。

　すばやく司会助手の長篠が、発言記録の削除と、質問者への注意を求めます。

「白菊部長、具体的な要請は今夜の部長会議でお願いします。今は基本的な質問に留めてください」

「質問は、私が、金沢浅野高かなこーの部員たち自身が、虚惑星人本人に直接してみたいんです」

「…………っ……」

　思わず絶句した長篠。会場には賛同の頷きが広がりました。

　当惑しながら東野が振り返るのですが、肝心の藤森は頭の後ろで手を組んで、変わらず椅子にふんぞりかえっています。

　どうやら口を挟む気はまったくないようです。

　ここに来て、ほむらは完全に当てが外れました。

　まずはとにかく、異世界の住人である虚惑星人のすばる姫のプロフィールに、興味が集中するものだとばかり思っていました。そう、たとえば映画女優や、有名セレブのように。

　御陵部長も概要を説明してはいましたが、あくまでそれは要約で、皆の好奇心を満足させるにはまったく十分ではありません。

　そもそもほむら自身が、未だすばる姫とは満足に交流できていないのです。

　───五い百津之おつ美み須す麻ま流るノの姫ひめ。

　鈴蘭には「ヒメ」と呼ばれていた、千年の孤独を生きてきた女性。

「まあ、待ちや。みんなの不満はもっともやけどな。ここで南極条約前の、大国のぶんどり合いを繰り返しても意味ないで」

　仲裁するように天竜が割って入ります。

　が、その時、大きなくしゃみ一発───

「っぅ……意味なんか無くたって、意地はあるでしょ！　ここで黙っていたら損だってね！」

　ほむらにも聞き覚えのある声が会場の後方からとどろきます。

　誰？　見えねーぞ？　と、会場がざわつきます。

　ホール後方の立ち見の人垣をかきわけ、現れた小柄な少女が、最後部の席に立ち上がってまた声をあげました。

「あんたらさ、自分たちがまんまと出し抜かれたからって、マヨを羨ましがるのも程々にしときなさいよ？」

（…………稲荷先輩！）

　息を吞むほむら。それはたしかに稲荷直でした。はじめて見た青藍高校の制服姿の彼女は、そのままダンダンダンと机の上を走り渡っていきます。

「まず机から降りろ。稲荷」と大嵐。

「見えないって言うから、登ったのに！」

　ひょいと通路に飛び降り、こんどは壇上に悠然と向かっていく、見覚えある小さな背に、口々に声がかけられました。

「稲荷ぃ!?」「直ちゃん……！」

「おせーよバカ！」「なにしに来たんだよチビっ狐こ！」

「修学旅行の迷子かー？」「誰か飼育係呼んでくださーい。特別天然記念物が逃げましたー」

　……などなど、その内容はおおむね容赦の無いものです。七久保などは露骨に舌打ちまでしていました。けれど、ほむらにはそんな声の一つ一つに、親愛のぬくもりと、嬉しい驚きがこめられていたように思えました。

「稲荷……さん」

　御陵は壇上で立ち尽くしながら、思わずその名前を口にのぼらせていました。

　あっけにとられた長篠が、ようやく口を開きます。

「青藍高校の稲荷さん……ですよね。復部されたんですか？　ていうか、もう大丈夫なんですか？」

「ピンマイク貸してくれない？　こいつらに怒鳴りまくるの疲れるから」

「は、はい」

　迫力に押され、あわてて予備のマイクを渡す長篠。

「あの、念のため確認なんですが稲荷先輩、一応これ国家機密の会議なんですが、きょ、許可は───？」

「あたしが呼んだ」と、今度は藤森が。

　小さくかかげられた手には、調査官とは色の異なるゲスト用のＩＤカードがぶらさげられていました。

「おかえりさん、稲荷───せやけど、御陵の発表の途中やで」

　そんな稲荷に天竜が落ち着きはらった様子で声をかけます。

「……あんたまで……？」

　きつく天竜をにらみ返す稲荷。

「天竜……あんたはどっちの代表なの？　ここにいる調査官みんなの？　それとも、大人にかつがれた薄っぺらな看板？　違うでしょう？」

　そして今度は、御陵先輩をじっと見つめます。唇を結びながら手元の原稿に視線を落としている御陵の横顔を。

「マヨ……」

　───壇上にしか届かない、絞り出すようにこぼれた稲荷の懇願。その小さなつぶやきを、ほむらは耳にしたような気がしました。

　マイクを指先につまんだ稲荷は、結局、会場に響き渡る大声で怒鳴ります。

「なんだかんだ言って、波風立てたくないだけ？　そんなの大人の言いなりじゃない。どいつもこいつも、わざわざ日本中から、何しに集まったってのよ」

　鋭いまなざしで天竜を、大嵐を、そして会場全体を挑戦的ににらみ渡した稲荷は、今度は自分の脇へ向き直りました。

「よし東野！　Ｑ＆Ａのレジュメあんだろ貸して！　あとほむら！　なんであたしがこっちにいて、あんたがそこに座ってるの？　こっち来なさい！」

「……っ……えええ!!」

　がたっ、と立ち上がったほむらは、一身に注目を集めてしまいます。

「ククッ、あいつが来たからにゃ覚悟するしかないって」

　笑う上狛が、戸惑うほむらの背を叩いて押し出しました。

「だったらボクも上がってもいいですよね？　ねっ？」

　待ちきれないように、雨乃がほむらの背を押しながら壇上まで運びあげます。

　おそるおそる壇上に近づくほむらをまっすぐに見ながら、稲荷は告げました。

「調査官でしょ、ほむら。あなたは虚惑星に行った。行かされたんじゃない。自分の足で行ったんだから！　あなたが苦労したこと、辛かったことぜんぶ、ここで話してあげればいい。みんなそれを聞きたがってる」

「えーっ、私の苦労話なんて……それに私、原稿とか何も用意してないです！」

「けっ。そんなの要るかっ」

「あります」

　今度は御陵部長が言い切りました。またちょっぴりむっとした顔の彼女。

「───日ノ岡さんの、原稿、も、あり、ます」

「うえっ」

　いつのまに……と啞然とするほむらの前を横切って、御陵の前に立つ稲荷。

「やっぱり。こっちが本物なんでしょ……まったく……」

「…………」

　稲荷は、黙りこくっている御陵の手から原稿を取り上げると──ちょっと未練がましく抵抗されましたが──自分のマイクと共に、ほむらにその紙片を突きつけました。

　───それは、これまで語られた発表の行間に隠れていた、日ノ岡穂群と東野巧の二人の冒険の記録でした。

　地球に無事に帰ってきたふたりが、あの学校の部室で、御陵と雨乃に語って聞かせた内容です。机にお茶菓子をひろげて、互いに冗談を言い合いながら、下校時間を過ぎても語り明かしたおしゃべりの記憶。

　そんな、部長日誌にも載せることをためらうような、脱線話だらけの心のメモを、御陵自身が大切に書き留めたものなのでした。

「え……えええ……えっとぅ……ととと、東野くん……？」

　どこから取りかかっていいのやら、待望していたはずの聴衆の興味をあびながら、全くしどろもどろのほむら。

　助け船を求めて東野を見ても、彼自身おおいに困り果てた様子でほむらを見返します。

「ごめん、日ノ岡……ギブアップしたら途中で交代すっからよ」

「ギブアップ」

「まあ頑張れ」

　───かたや司会助手の長篠もまた弱り顔で、この場の責任者たちに確認を求めるのですが、大嵐はもう天井を見上げていて、天竜は肩をすくめてにやりとするばかり。

「だ、大丈夫なのかしら……じゃあ、続けてください……」

　不安いっぱいのまま、胃の辺りをぐっと押さえる長篠でした。
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　波乱の発表のあとも、各校の発表は続きました。

　一年生はすくなからず面食らっていましたが、先輩たちはそんな悶着も予定に織り込み済みだったかのように、平常運転で。

　青藍高校の発表の直後に挟まれた小休憩のタイミングで、藤森顧問と御陵部長の二人は今いる講堂を離れ、府立南雲の顧問と連れだって別の会議室へと移りました。午後から殺到していた訪問者の大部分もそちらへ席を移します。

　雨乃いわく、虚惑星人との遭遇のさらに詳細な報告はそちらで続行とのことでした。

　講堂には蚊か帳やの外に置かれたらしい、ほむらと東野、雨乃、そして稲荷の四人が残されるのでした。

　せっかくの成果発表なのに、ギャラリーが目減りしてしまってがっかりするやら、他校に申し訳ないやら、気を回してしまったのですがどうやらそれは取り越し苦労でした。

　残る発表はむしろ、自習を言い渡されたクラスのように活気づいて、さらに盛り上がったのでした。もともと貴賓席など眼中に無かったとでもいうように。

　ラストの発表となった愛媛県立鷺谷高校に拍手が送られると、最後の締めとなる挨拶を求めて、大嵐が恭うやうやしくその人物の名を呼びました。

「虚惑星イマジナリーアース対策特別委員会委員長、御み陵ささぎ義よし寛ひろ参議院議員、宜しくお願いいたします」

　スーツ姿で白髪交じりの男性が立ち上がり、杖をつきながら壇上へ向かいました。

　思えばその男性は貴賓席のいちばん目立つ場所に座りながら、ずっと口を挟むことなく、ただ穏やかに会場を見つめていた人物です。

「ぎ……議員さん？　御み陵ささぎ……って言った!?」

「…………（こくこく）」

　そーだよ今更なにいってんだ？　と目で訴えながら東野は頷きました。

　まだ信じられないほむらの隣りから、戻らない鼎の席に間借りして、壇上を頰杖をついて眺める稲荷がぽつりと、

「……マヨの父親だ。それにしちゃ年と齢しいってるけど」

「会ったことあるんですか？」

「うん、何度か。ＳＡには去年も来てた」

　そんな偉い人の前で、私はやらかしてしまったのかー、と頭を抱えるほむら。

　しかも御陵部長のお父さん？───ギインって、国会議員!?

　ということは、あのすばる姫とも血縁の子孫でもあるわけで……。

　混乱するほむらは、長身の男性に目を奪われていきます。

　杖を立てかけ、壇上に凜と立った御陵議員が、会場をすっと一瞥しました。

　ぐっと生徒達の視線を引き寄せるような、不思議な瞳でした。

　ほむらは一瞬、自分と視線を交わしたような錯覚すら覚えました。

「今年もまた、虚惑星調査官の皆さんと再会できたことを嬉しく思います」

　静まりかえる聴衆を前に、口を開きます。

　弓の弦のように心地よく響く声。

「虚惑星イマジナリーアースという極限の地へ。何の安全の約束も無く、何の保護も届かない惑星に向かい、一人の命も失われることなく、こうして現地の報告に耳を傾けられることは我々の喜びです。皆さん一人一人の笑顔が我々の誇りです」

　議員に視線をそそぐ部員たち。

　コマ先輩も、多賀先輩も、タブレットを握る長篠も、直立不動の大嵐も、頭の後ろで手を組んでガムを嚙んでいた七久保も。発表の間はずっと椅子に背をあずけていた天竜さえも、居住まいを正し腕組みしながら真剣に耳を傾けています。

（…………あれ？）

　ほむらの隣りの稲荷だけがぼんやりと、片頰杖に体重を預けたかしいだ姿勢です。突然のちん入者らしいといえばらしい態度ですが。

　けれどもそんな彼女の瞳に映るのは、御陵部長の父ではないようでした。ましてや窓の外の景色などでもなく、なんとなく視線を追った先には、さきほど激しくやりあった彼の横顔がありました。

　それがなんとなく気にかかりながらも、心に染み入るような議員の語りに意識が自然と戻ります。

「───退屈な挨拶はこれくらいにして。各校探検部の部長と三年生の皆さんとは、後ほどお話できる時間がありますね。そちらを楽しみにしています。

　この場では、私から調査官の皆さんに心にとめておいてほしいお知らせが二つあります。

　まずこれは、この場だけの話になりますが、現政権は近々閣僚の名簿を刷新します。日本の各省の大臣が交代するということです。

　あわせて国会でかねてから審議中だった法案の通過もほぼ確定し、新行政機関の設立に向けて両院とも調整の段階に入りました。年末には内閣府の外局として『虚惑星開発局』が発足します。我が国の虚惑星調査の取り組みは、新たな段階に入ったといえるでしょう」

　虚惑星開発局───ともすれば野暮ったく聞こえるその名前を耳にして、多くの部員たちが一斉に身を乗り出したのがほむらにもよくわかりました。それは、刺激の薄かったコンサートでついに流れだした、待ち焦がれたヒットナンバーのような、そんな始まりの予感でした。

「同様の政府機関としては、アメリカ合衆国、中華人民共和国、インド共和国に次いでの発足となります。初代局長には、僭越ながらこの私が就任する見通しです」

　湧き起こった大きな拍手にこたえて議員が一礼します。

「ありがとう。ここまでは長い道のりでした。といっても、私自身は虚惑星の地面を踏んだことはありませんが。これは、これまでの調査官の皆さんの踏破の努力があったからこそです。探検部代表の天竜君や大嵐君の手助けがあったからこそです。今後は、より迅速に皆さんをバックアップする態勢を築いていけるでしょう」

　寡黙に頭を垂れ、答礼を送る大嵐。しかしその隣りでは、天竜がまた羽目を外す寸前の、首をかしげた妙な姿勢で腕を組んでいたり。

「もう一つは、もっとずっと喜ばしい知らせです。

　ＵＮＰＩＥＰ日本支部が、新たに探検部を迎えます。仙せん台だい青あお葉ば高校の鹿か妻づま君、そして石いしの巻まき河か南なん高校の福ふく田ださん、よろしいですか───」

　議員に名前を呼ばれて二名の生徒が起立しました。予備部員の紹介の際に顔見せのあった男子と女子の生徒です。

　移動した二人が壇上の議員の隣りに並んで立ちます。

「さきほど大嵐君からもお話しがあったように、彼らは主に日吉坂高校に出向し、予備部員として活動していました。

　二人は日吉坂高校の調査に同行しながら、三千キロを踏破し、虚惑星の仙台地区に対応する地域に、ベースキャンプ設営用地の橋きょう頭とう堡ほを確保しました。

　まずは二人の探検部として、鹿妻君は初代の部長、福田さんは石巻からの出向、という形になりますが、来年度新学期から新入生の探検部員を迎える準備が整いました。

　調査によれば同地区では現在、ＩＥ反応の条件をクリアし将来の探検部への入部を希望する受験生が七名確認されています。まずは有望といってよいでしょう。

　これまで、日吉坂高校や、越中高岡工芸高校、青藍高校の長距離遠征によってしか判然としなかった、東北地方の対応地域の調査がいっそう進展するものと期待しています」

　自然と拍手が起こりました。

　二人の生徒は三年と二年のはずです。ということは初代部長と呼ばれた男子の先輩は、来年の新入部員を迎える前に、卒業してしまうのです。

　緊張した様子ながらも二人は、誇らしげに会場を見つめました。

　彼らに微笑みを向けられたのは日吉坂高校の席。

　中央に座る上狛部長は、感極まり泣いていました。さきほど東野をからかったような軽口が飛び出すかと思いきや、彼女の頰をつたうのはひとしずくの熱い涙でした。

　みずから拍手を送り、そして何度も手の甲で涙を拭う上狛。それはほむらが見たことのない、誇りと寂しさの入り交じった表情でした。

　隣りには気遣う眼差しで多賀が上狛を見下ろしています。

　壇上からの離れぎわ、仙台地区の二人は頭を垂れ、議員へ、そして日吉坂高校の部員一同に一礼しました。

　議員は鷹のように精悍な微笑を会場に向け、スピーチをしめくくりました。

「この発表の場で、私は幾つもの喜ばしい成果を聞かせていただきました。ですが、本当にかけがえのないものは、皆さんがたの失敗です。失敗こそ皆さんの宝であり、皆さんがたの真まことに輝かしい成果です。失敗は恥ずかしく、心を痛めつけ、足をすくませるものです。幾年たってふりかえっても、美化など出来るものではありません。とても幸運なことに、我々日本の虚惑星調査団は、いまだ死者という犠牲を出してはおりません。しかしいずれ、必ず、その代償をはらう時がやってくるでしょう。挑戦のある場所には失敗があります。その時に、我々はどう犠牲に向き合えばよいのか───それは、我々大人たち、そして皆さん方の、日々の挑戦と失敗への態度によって示されていくものとなるでしょう」




　一連のプログラムが終了すると、稲荷のもとに幾人もの他校の部員たちがやってきました。

　ところが稲荷は旧知の彼らにも取り合わず、足早に会場を出て行きます。

「ちょ、ちょっと、稲荷先輩───」

　慌ててほむらはそのあとを追います。またこれです。

　久しぶりで恥ずかしがってんのか？　そんなからかい声が背後から届きますが、飛び出したら止まらない稲荷の奔放っぷりを知っているほむらにしてみれば気が気ではありません。

　どうにか廊下で彼女に追いつき、必死に引き留めます。

「先輩ったら、何処行くんです？」

「帰る」

「帰るってそんな、来たばっかりじゃないですか！」

「観光に来たんじゃない。あたしの仕事は終わったんだ。青藍高あおこーの助っ人って仕事は。おまえら頼りない一年生をなんとかしてくれってな」

　歩みを止めぬまま問答する二人に、東野と雨乃も追いつきました。

　稲荷のセリフに雨乃はくわっと目を見張って食いつきます。

「お仕事を？　それって稚鮎さんとの間でどんな取引が？　現金ですか!?　いくら積まれたんです!?」

「あーうるさい、そいつ黙らせろ東野！」

「もうこの時間じゃ船がないっすよ」

　持てあまし気味に、とりあえず事実を指摘する東野。

「歩いて帰れる」

　歩いて!?　と仰天するほむらに、雨乃が「確かに仲間港までなら林道があります」と補足します。いやいやいや。

「そ、それでも、もう夜になるのに無理ですって！　ていうかそこまで嫌なんだったら、どうしてわざわざこんな場所まで───」

「ディナーは沖縄料理ですよ？」

　わらわらと、ほむらと雨乃が両側から稲荷にとりつきます。

　鬱陶しげに稲荷が怒鳴りつける直前、扉から顔を出したＵＮＰＩＥＰの外国人関係者が、口に指をあてて「シーッ」と注意しました。

　とある会議室の前です。

　ちょうど扉から覗いた壇上で着席し、関係者と対面していたのは、御陵先輩と藤森顧問。そしてＵＮＰＩＥＰ日本支部所属管理官の代表である府立南雲の顧問でした。

　あれからまだ虚惑星人発見の報告は続いていたのです。

　隙間から垣間見ただけでも質疑応答は白熱しているようでした。とても踏み込んでいけそうな雰囲気ではありません。

　稲荷もほむらも、ふとその場に立ち止まり、しばし見入ってしまいました。

　摑んでいた稲荷の肩から腕をおろしたほむらは、溜息混じりに願い出ます。

「……せめて御陵先輩とお話ししていってくださいよ」

「やだ。別に話すことなんかない。あたしは藤森先生モリちゃんに呼ばれて仕方なく来てやったんであって、別にマヨに会いに来たわけじゃない」

「こんな場所まで来て、まだそんなこと言ってるなんて……」

　またずかずかと歩き出した稲荷。

　宿舎の玄関ホールから外に出ると、南国の空は濃い夕焼けに染まっています。

　しつこくすがってくるほむらたちを振りはらって、稲荷は憤然と言い渡します。

「ここの宿舎に世話になるつもりも無い。別に渡し船なんか無くたって、あっちの港の宿まで行けるんだからね」

「島の反対側ですよ？　夜のジャングルを横断して帰るんですかぁ!?」

　悪いか？　とほむらを睨みつけていた仏頂面が、ふう、と溜息をついてほぐれます。

「あんな発表に浮き足だってるなよ」

「え……」

　稲荷は、ふっと真剣な表情になり、ほむらと東野を見据えました。

　夕陽がそんな稲荷の横顔を照らします。

「壇上で発表してた他校の連中、みんな格好いいって思えたろ。他の人には出来ない大切な役目を果たしてるって、そんなふうに見えた？」

「……はい」

　それはその通りで、ほむらは頷くしかありません。

「でも……先輩だって手伝ってくれたじゃないですか」

「あんな表彰台にのぼって褒められて、拍手されて、気分が悪いわけない。でも、別にあたしらは選ばれた特別な人間なんかじゃない。虚惑星に放り込まれたら、誰だってやるしかないんだ。そうでなけりゃ生きていけない」

「……お互い監視しあって、抜け駆けを許さないカルトだって言いたいんすか」

　と東野。

「そーだよ！　東野、あんたには思い当たるところはあるんだな？……人の役に立つ地道な努力とか、未来の道を切り開くとか、わっかりやすい。そんなのボランティア以下のアリのフェロモン行進だ。その道は自分で選んだわけじゃない」

「で、でも、立派なことじゃないですか」

　ほむらは、先ほど目にした誇らしげなコマ先輩の笑顔と涙を、一生忘れられそうにありません。

「ああ立派立派。高校生には過ぎた偉業。そんなの当たり前だ。でも、鼻先にぶらさがった餌には絶対たどりつけない。三年間がむしゃらにやってもあとは何も残りゃしない！」

　それだけ吐き捨てると、森に向かって振り返り、ずんずんと去っていく稲荷。

「ちょっと、東野くんもあの人引き留めてよ。もう日が暮れちゃうし」

「ってもな……ハブの五匹や十匹くらいは一人で何とかしそうな雰囲気じゃね？　あの金太郎女なら」

「そんなわけないでしょ!?」

「そうですとも。お待ちください直さん！」

　小さくなっていく稲荷を、雨乃が声高に呼び止め、走り寄ります。

　説得を試みているらしい雨乃。懐から何かを取り出して、熱心に語りかけています。

　しかし一分もたたないうちに、傍観していたほむらたちの元に戻ってきます。

　稲荷はまたもや森へ向かい、薄暗い林道の入り口に消えていきます。

　ほくほく顔で戻ってきた雨乃に、ほむらは啞然として尋ねます。

「……どしたのアメちゃん」

「ありがたい恩に着る、って言われちゃいましたー！」

「あ？」

「林道はさぞかし足下が暗かろうと案じましてぇ、こんなこともあろうかと持参していたライトに救急キット、あと、お水をお渡ししてきました！」

　にこやかに頰を染める雨乃。

「止めてあげてってば！　背中押してどうすんの？」

「……ったく、しょうがねえな」

　東野は頭を搔きながら、手元の端末で時間を確認して歩き出します。

「日ノ岡と雨乃は戻っててくれ。俺がなんとかする」

「私も行く……」

「いいって。おまえたちまで、変な意地の張り合いに付き合うこたねーよ。すぐに戻るから、モリちゃんに言っといてくれよ」

「ゆ、夕飯は？　沖縄料理の豪華ディナーはー!?」

　遠ざかる東野の背中は、ほむらの問いには答えず、取り出した端末のライト機能を確認しがてら頭上で輝かせ林道へと消えていきました。

　憂い顔のほむらを、雨乃が安心させようとします。

「巧さんに任せておけば大丈夫ですよ。端末があれば、全島で連絡も取れますから」

「……ほんとかなあ……？」




　再び宿舎の食堂です。

　結局、雨乃と二人きりで食事をとることになってしまいました。

　しかも当然ながら雨乃は食事をしません。

　ＳＡの発表初日だというのに、なんともさびしい晩餐です。

　せっかくの郷土料理づくしの献立も一人では味気なく……。

　窓の外は、半月に照らされた暗い森、そして遠方に漁船や貨物船の明かりが瞬く水平線。

　ほむらの向かいの椅子にかけた雨乃は、無邪気にほむらの食膳をのぞきこんでいます。

　そんな雨乃は、壁のコンセントから持参の給電ケーブルとアダプターを経由して、着用のパーカー内にその先を引き込んでいます。

「それってバッテリーに充電してるんだよね？　アメちゃんのご飯ってことだよね。まだ部室では見たことなかったけれど」

「あ、はい。普段の生活でしたら、稚鮎さんのお部屋か、開お発う室ちでする夜間充電チャージだけで、十分活動できますので」

　アダプターの表示にはまだ五割以上の電力残量があります。

「ふうん、一日一食ってことか。それはさすがに私には無理だな……。沖縄の電気ってちょっと味が違ったりする？　どんな味？」

「はい……独特ですね。パワフルですけど、今夜はこの施設での消費が多いせいか荒々しい感じです。本土のきめ細かい味とは違います。ほむらさんも味見してみます？」

　そう言って、ごそごそとパーカーの下から、白い三角形の端子を取り出してみせます。

「いやいやいや、あんまり刺激的なのはちょっと」

　雨乃が充電するには、腹部の皮膚の一部に導電性のポイントがあり、端子をそこに貼りつけるのだそうです。

「あっ、虚惑星では大容量の特別な空気電池に換装しますので、もっとずっと稼働時間は長いですよ？」

「でもさ、虚惑星ってバッテリーが壊れちゃうんじゃないの？　今日の発表でも、その場所で電気が使えたら全然楽なのになぁって内容のが結構あったよね」

「そのバッテリー壊れちゃう問題をクリアするのに五年かかったそうです。まだ今のところ、解決できるのはボクのような自律的な光回路を搭載した虚惑星探査機だけなのです」

　えへんと、胸をはる雨乃。

「アメちゃんだけ？　それってどういう仕組みなんだろ？」

「詳しいお話に興味がありましたら、本ほん馬ば技ぎ研けんにいらっしゃるといいですよ。開発主任さんも、ほむらさんには関心のあるご様子でした」

「本馬技研はアメちゃんのおうちだね。……って、私に？　開発主任さんが？」

　こくりと頷く雨乃。

　稚鮎さんのお許しがあればですけど、と苦笑いも交えて。

　雨乃はパーカーの下に手をもぐらせて端子をまた貼りつけ直しました。

「ほむらさん達が普段意識なさらずに利用されてるような、公共の非接触型の給電エリアでも、その場しのぎのつまみ喰いくらいにはなりますけど」

「それって喫茶店とか、電車のシートとか、バス停のベンチとかに、電源マークのシールが貼ってあるアレ？」

「はい。こうやって掌てのひらから。ちょっと行儀は悪いですけど」

　薬指と中指を開いた、Ｖの字の形の手をちょこんと机に置きます。

　ほうほうなるほど、と頷くほむら。

　そんなふうに街の各所に給電エリアがあるせいか、ほむら自身は、携帯型の電子機器でのバッテリー切れを経験したことはまずありません。数年間いじらず放っておいたとか、よほどの長期の不使用期間が無い限りは。

　なので充電行為を特に意識するとすれば、せいぜい電動自転車セルフレーム用の駐輪所くらいです。

「一番、美味しいのはガススタンドの電気自動車ＥＶレーンですねえ。あれはこってりと濃厚かつゴージャスな味覚で病みつきです……最近は燃料電池車ＦＣＶに押され気味で、稚鮎さんの給油先でもなかなか遭遇しないんですけど……」

　うっとりする雨乃。

「でも遅いですね、皆さん。このぶんだと部長と稚鮎さんは発表のあとも部長会議へ直行でしょうか」

「えっ、もうそんな時間？」

　確かに、役職持ちの三年生を中心とした部長会議の開始時刻は目前になっていました。

「東野くんと稲荷先輩も全然戻ってこないし。まったく……なにやってんのやら」

「……気になります？」

「なにその目」




　心許ない夕食の後、食堂を離れて、宿舎内をみてまわるほむら。

　ほとんどの探検部員たちは部屋に戻ってしまったのか、ひっそりとしています。

　部屋に戻る気にもなれず、ぶらぶらとするばかり。

「日ノ岡さんじゃん。一人？　東野はよ？」

　と声をかけてきたのは、金沢浅野の乙丸です。

　隣りには苫小牧電波の姫川もいました。

「こんばんは、日ノ岡さん」

　見知った顔ぶれを見つけて、ほっとするほむら。

「こんばんは二人とも。東野くんはお出かけ中なの」

「お出かけ？　こんな夜に？　どういうことそれ」

　ほむらは稲荷を追っていった東野のことを説明しました。

　部内の込み入った事情を隠しながら、自由すぎる稲荷のことを性格破綻者でも無いように説明するのは至難のわざで、聞き手の二人もわかったようなわからないような。

「乙丸くんと姫川さんは何かお仕事？　部の用事？」

「いや、俺たちはついそこでたまたま」

「部長会議とも無縁のあたしたちは、なんだか手持ちぶさたですね」

「この時間枠はワークショップも無いしな。でも、なんかヘンなんだよな。急に放り出されたみたいでさ」

「ですね。同感です。なぜか井い口ぐちさんと一緒に置いてかれちゃいました。先輩たちは浴場に行ったようですけれど」

「井口もか？」

「はい」

　井口は金沢浅野高の一年生ですから、乙丸とは同輩の女子部員です。乙丸もまた似たような境遇らしく。溜息をついてぼやくほむら。

「こちらは事情は違うけど、ひとり抜け、ふたり抜け、いつのまにやらソロプレイなんですけど私……寂しい……」

「喫茶スペースの売店に特製シークァーサーアイスがあると教えていただいたので、日ノ岡さんも一緒に食べませんか。乙丸くんもどうです」

　一も二もなく頷くほむら。乙丸も断る理由はありません。

　移動しながら、おずおずと姫川が尋ねてきました。

「ところで日ノ岡さん、雨乃ちゃんは？」

「雨乃ちゃん？　アメちゃんは部長会議に同席しなくちゃとかで、藤森顧問モリちゃんのとこに行っちゃった。だから私も一人になっちゃったの」

「そうですか。それは残念ですね……なまら残念でした……」

　なにやら決意をこめて、ほむらに向き直る姫川。

「日ノ岡さん。今晩よかったら、青藍高校のお部屋にお邪魔してもよろしいでしょうか」

「おっ？　そういうのってアリなの？」

　姫川に向けたほむらの問いを、乙丸が引き受けました。

「アリっていうか、男女別の部屋割り調整でそうなってんだ。俺も苫小牧電波とまでんに居候してるし。虚惑星で男女雑魚寝すんのだって珍しくないのに、今更って気もするけどな。あ、でも姫川は金沢浅野うちの女子部屋に来んじゃねーの？」

「金沢浅野の白菊部長には、もうお話をしてありまして。せっかくですから今回の三泊は、毎晩順繰りに、違う学校の女子部屋にお邪魔しようかと。先生には内密ですが」

「あっ……姫川さんの女じょ子し友とも捕獲作戦だね!?　いいよいいよー、是非来てよ。お部屋のお布団は全然余ってるから」

「ありがとうございます、日ノ岡さん。目下遂行中です。御陵部長にもお伺いしてみてください」

「うん。わかった」と陽気さを取り戻し、嬉しげに頷くほむら。

「へえ。そういうのもいいな」と乙丸。

「乙丸くんも我が苫小牧電波とまでんの男子陣に辟易したら、遠慮なく他のお部屋へ離脱していただいて構いませんよ」

「いや、やっぱいいよ。今のままで十分楽しいし……だいたい先輩たち相手にそこまで言うか」

「いけないでしょうか」

「いやだって姫川おまえ、怒らせると赤い雪が降るとかなんとか魔神みたいな言われようだったぞ。なんでも───たたんだ下着が五ミリずれてただけでシチューから肉が消えて水で溶いた絵の具みたいになったとか───使途不明の撮影済みフィルムの円パ筒ト形ロ容ー器ネが出てきて、その被写体を正直に明かすまで、吹雪の夜にキャンプから閉め出されたとか」

「それは事実ですが」

「事実なんだ……」

　乙丸も負けじと自分の切ない苦労話を語って聞かせます。

　そうこうするうち三人は、帰りの遅い東野たちが心配だという話になり、様子を見ようと宿舎のエントランスホールに出て行きました。喫茶スペースは後回しです。

　そこへ階上の踊り場から声がかかります。

「ちょい待ちーな！　そう、あんたら！」

　スカートで手すりを滑り降りてくる、跳ねっ返りの上級生。

「うーっし、おったな姫川。あとそっちの一年連中も」

「───はあ」

　呼び止めたのは府立南雲二年の女子部員、七久保です。そのカラーフレームの眼鏡と多機能ヘッドホンですぐにわかります。

「……七久保先輩？」

　と思わず名前を口にしたほむらが、ぎりっと睨みつけられます。

（うっ……怖い……）

「べつにあんたの先輩じゃねーっての。ええか、ジブンらウファラの浜に集合な。顧問にはチクんな。チクったらキツいで。集合は一八：四五。ビーコー装備。遅れんな」

「えっ、何ですいったい」

「うっせ。ええから黙って来りゃええねん。乙丸は井口にも言っとけ。桑くわ園ぞの……はさっき会おうたから……日ノ岡は東野担当な。あと佐保のアホにも伝えとけ、あいつ全然つかまらん。ほんま男子部屋におるんか？」

　性急な話に戸惑いつつも、ぎごちなく頷くばかりのほむら。ウファラの浜は、宿舎からそう離れていない小さな海岸の名前です。ただ一つわからなかったのは、

「ビーコー装備って何ですか？」

「ハァ？　稲荷にでも聞いとけ。こっちはめっちゃ忙しいっつーの。あーあ、まったく貧乏クジや……」

「あのっ、東野くんと稲荷先輩は……！」

　しかし二人の不在を伝えるよりも前に、七久保はさっさとその場を離れていってしまいました。

　七久保に追いすがろうとする硬直姿勢がほどけて、がくりと肩を落とすほむら。

「え～、な、なんなの～？　わかんないよ～～」

「ビーコーはたぶん、ビーチコーミングの略です。簡単に言うと磯遊びですね」

「磯遊びって……じゃあ、ビーコー装備って、水着に着替えろってこと？」

「そうなるんでしょうか。はて」

　姫川もやはり事態が飲み込めず、首をかしげています。

「こんな夜にかよ？　船で礁池ラグーンに出向くワークショップなら、明日ちゃんと時間があったぜ」

「ふむ……七久保先輩は変わっていますね」

　そう言う姫川も大概だけど、と苦笑しながら乙丸はぼやきます。

「府立南雲はなんかギスギスしてる感じで苦手だわ、俺」

「うん。私もちょっと……」とほむら。

　質疑応答の時のやりとりで、ほむらも良い印象は持てませんでした。その苦手という印象も徐々に、怖い、に近づいてきたような。

「そうですか？」そんな二人に姫川は淡泊に返します。「でも憶えてくれてました。あたしたち全員の名前。七久保先輩」

　妙に度胸が据わっているのか、単に鈍いのか。感心しつつも、ほむらは、

「先輩命令じゃ行くしかないのかな……一年生ばっかり秘密に呼び出されるとか、すごく嫌な予感がするんですけど……」

　不吉な連想ばかりが先だち、不安でいっぱいのほむら。待望の海水浴がこんな心臓に悪い形でやってくるとは。

　悶々としつつも、ひとまずエントランスを出てみたほむらたち。

　すると実にタイミングよく、目当ての二人が宿舎の建物に向かって帰還してくるところでした。

「稲荷先輩！───東野くん!?」

　二人の惨さん憺たんたる格好に驚いて、七久保からの伝言が頭から飛び出してしまうほむら。とにかく駆け寄ります。

「ど、どうしたんですかそれ!?」

「ふんっ！　どーもこーもないわー!!」

　稲荷はほむらの脇を抜け、泥水を滴したたらせながら宿舎に入っていきます。その髪にはシダの葉と、マメ科の植物のつるまで絡ませて。

　後に続く東野。一緒に居合わせたのは、宿舎内外の警けい邏らについていたＵＮＰＩＥＰ日本支部所属の警備員が二人。そして迷彩柄の（破れかけた）カメラジャケットを着用した不審な男でした。

　男もまた、頭から泥をかぶったありさまで、両脇からがっしりと警備員に取り押さえられて連行されていきます。そこへ、

「これは───洗濯代だっ！」

　と、怒りさめやらぬ稲荷がダッシュで取って返し、男の背中に跳び蹴りをくれます。

　ぐえっ、と蛙のごとき無様な呻き声が男の肺から漏れました。

「まったく報道の風上にも置けぬ不逞の輩めがっ」

「せ、先輩っ、青藍高あおこーは二一四号室です！　これ部屋の鍵……！」

　そしてまた玄関に戻ってきた稲荷は、ほむらが差し出したカードキーをひったくり、ぶっかぶっかとくぐもった靴音を鳴らしながら行ってしまいました。

「いったい何事が……」

　それでもどうやら怪我は無さそうで、元気の有り余っている様子でした。

　不審な男の引き渡しを見届けた東野も、啞然としていたほむらたちに合流します。

「遅くなって悪わりぃな、日ノ岡。すっげー腹へったよ」

「ごめん先に食べちゃった……って、どうしたのいったい？」

　泥だらけの顔を覗き込むほむらに苦笑いを向け、汚れた眼鏡を外す東野。

「うん。パパラッチっつーのかな。スクープ狙いの盗撮カメラマンだ」

「ええっ」

「森の中を隠れて逃げようとしてたところを見つけてさ───」

　東野いわく───

　稲荷を追って林道に向かった東野は、森の中で彼女と口論になったそうです。

　言い合いながら林道を進んでしばらくして、稲荷が物音に気付きました。道を少し外れた場所から聞こえた音は、野生動物の立てる足音では無いと稲荷は主張。

　なんにしろ危険だから警備員に任せようと端末で通報する東野。ところが稲荷は単身茂みに突っ込んでいったそうです。

　仕方なく東野は彼女を追いました。

　結局、物音を立てたのは無許可の侵入者だったわけですが、逃げる相手を、しかも密林に不慣れなその侵入者を追って、二人はどんどん森深くに分け入る羽目になり、しまいには、とっつかまえた相手と共に沢の斜面を転げ落ちました。

「それで捕まえたの……？　二人で？」

「すっげー！　お手柄じゃん、東野」とはしゃぐ乙丸。

「いやいやいや無茶でしょう!?　無謀でしょ!?　怪我とか……大丈夫なの？」

　顔の泥をハンカチで拭おうとするほむらの手を、面倒そうに押し返しながら、東野は悔しそうに眉をひそめます。

「いや、駄目だ。手遅れだった」

「手遅れ……？」

　東野の言葉の意図がくみとれずに、いぶかしむほむら。

「……あー、東野くんの言う通りですね」

　盗撮という単語を耳にしてから、すぐに自分の端末を取り出して操作していた姫川が、また淡々とした調子でつぶやきました。

「探検部ウォッチャーのブログにはもう情報が出回りはじめてます。キーワード：虚惑星人ヌテラリアンのヒット数が大爆発です。すぐに一般のトップニュースにも載りますね、これは」

　そういって見せられた端末の検索結果画面では、リアルタイムで拡散していく記事タイトルが滝のようにスクロールしていきます。

　ぎょっとするほむら。

　乙丸は顔を覆って天を仰ぎました。が、すぐに立ち直って、

「───つまりは、だ。国連の公式発表の先を越された、ってことか。でもそれなら大した問題じゃないよな？　どうせすぐにＵＮＰＩＥＰ本部から、ちゃんとした情報がさ───」

「漏出したのは盗聴のテキストだけですか？……動画は？」

　乙丸に比べて姫川の声色はすこし深刻でした。

　東野は小さく首を振ります。

「わかんねーよ、そこまでは。今ごろは報道協定無視の非合法イリーガルなニュースサイト相手にバイヤーが価格交渉してる頃かもな。どのみち、もう俺たちが手を出せることはねえな」

　進行中の事態の大きさが摑めないまま、ほむらは頭を抱えてしまいます。

「そ、そうだ。こんな時になんなんだけど、私達、呼び出しが……うっ、もう時間があんまり無いよ？」

「呼び出し？」

　慌てて東野に説明するほむら。七久保から一年生に謎の招集がかかった経緯を聞くと、東野は意外にも「面白そうだな」とばかりに、にかっと口端を持ち上げました。

「そっちは、日ノ岡頼む」

「えっ」

「いやだって俺、部長会議に出席しねえと。って、もうすぐ開始時刻だ。ここで服乾かしてる場合じゃねえ」

　あっそうか、と乙丸たちも納得して頷きました。

　ほむらだけが、きょとんとしてます。

「日ノ岡……またお前、話を適当に聞き流してたな？　会議は基本、各探検部の部長・副部長・顧問の三人で出るんだよ。青う藍ちは副部長は未定なわけだけど、今日のところは俺が仮の副部長をやる……って決めてあったろ？」

「そうでしたかしら。……あの……でも……」

「呼び出しだか何だか知らねーけど、べつに取って食われるわけじゃねーだろ？　雨乃につきあってもらえよ」

「でもでもアメちゃんも会議に出なきゃって言ってたよ？　今日は本馬技研の虚惑星探査機代表です！　とかなんとか張り切って」

　今度は、あっそうか、と東野が頷きました。いよいよもって眉をひそめるほむら。

「あの～、私一人じゃ心細いのですが～」

「問題ありません、日ノ岡さん。あたしも行く決意を固めましたから。一緒に体育会系縦社会のシゴキを受けましょう」と姫川。

「えー」

「俺もいるし。っていうか、そろそろ井口のやつ呼びにいかねえとやばいな───んじゃ、東野は部長会議がんばれよ！」と乙丸。

「おう。あとで話聞かせてくれ」

　乙丸と姫川の二人はそれぞれ、自分と同学年の部員と合流しようとその場を離れます。

　残されたほむらと東野。

「………行ってしまった」

　その肩にぽんと手を置こうとして、さっとほむらに避けられる東野。乾きかけとはいえ、まだその手は泥だらけ。

「一人いるじゃん」となんだか嬉しそうな東野。

「誰が」

「一年生みたいな二年生が」
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　海岸へ向かう夜道。

　ウファラの浜に続く砂地の道を、二人並んで進むのはほむらと、稲荷です。

　七久保に釘を刺された通り、顧問に見つからないようにこっそりと宿舎を出てきましたが、すでに部長会議は開始していて、そんな心配も無用でした。

　逆に、あえてそんな顧問不在の時間帯を見計らっての呼び出しなのだと見当が付いて、ますます不安になります。

　稲荷は自分の体をぴったり包んでいるセパレートの水着をつまんで、ぶつくさ言っています。

「なにが『お嬢様、お着替えをお持ちしました』だよ。水着じゃないか。サイズぴったりじゃないか！」

「お気に召しましたでしょうか、お嬢様」と恭うやうやしく応じるほむら。

「どこから持ってきたんだ……？」

「なかなか大変でございました」

　部屋付きの浴室でシャワーを浴びようとしていた稲荷に、泥だらけの制服の洗濯と、着替えの調達を頼まれたほむら。

　元々部屋に置いてあった浴衣はすべて大人用で、ほむらにも大きすぎるくらいのサイズでした。雨乃のジャージを借用することもできましたが、そちらは若干小さくて、なによりほむらの企みには不都合だったので、都合良く存在を忘れます。

　そこで、ピンときたのは佐保秋穂でした。

　すでに宿舎を離れようとしていた彼に、運良く追いすがったほむらは頼み込みました。

「水着を借りたい？　いいけど？……日ノ岡さんが着てくれるんじゃないの？」

　と、こともなげに対応する佐保。

　なぜ佐保が女子用の水着を持っているのかは、かなり重大な問題ですが、この際それは置いておいて───なぜ各サイズ取りそろえているのかについても、まあともかくとして───とにかく、お膳立てされた水着は、稲荷には丁度良くフィットしました。おそらくは上狛部長か、あるいは鼎結理に合わせたサイズだったようです。

　ほむら自身も水着に着替え、上にはパーカーを羽織っています。

　不満たらたらの稲荷。

「発表の助っ人だけじゃ飽きたらず、こんな座興にもつきあわされるとはね」

「まあまあ、そう申されましても、先輩もここまで来てしまったわけですから、乗りかかった船ですよ。ゴーヤを喰らわばチャンプルーですよ」

　自分も水着に着替えてから、七久保の呼び出しに同行して欲しいと頼み込むと、稲荷は無言でほむらを見つめ、まずはサンダル履きをビーチシューズに履き替えさせ、夜だというのに帽子を被らされました。

　はぁ、と溜息をつきつつ、稲荷もまた同様に自分の格好をととのえます。

「去年はこんな呼び出しあったんですか？」

「あった」

「あったんですか……いったいどんなサプライズが……姫川さんはシゴキとか言ってましたけど……」

「……今は言えない。行けばすぐわかる」

「もしかして七久保先輩とは仲悪いですか？」

「うっさいなあ。行けばわかるっつーの」

　森の中をしばらく海岸と平行に進むと、徐々に視界が開け、波音も高くなってきました。

　道の前方にうっすらと人影が見えます。

　侵入者騒ぎがあったばかりということもあり、身構えてしまったほむらですが、すぐにその相手はわかりました。

　稲荷の手にするマグライトが、相手の顔を照らします。

「なんだ。早瀬くんか」

　道の先を同じ方向に進んでいたのは日吉坂高校の早瀬と、そして鼎結理でした。

　やはり目的地は同じのようです。

　ただし、一つだけ気になったのは、早瀬は二年生の上級生だということ。稲荷を連れてきた自分もあれですが、招集は一年生だけだったはずでは……。

「稲荷さんも来たのか。そういや、資格ありだもんな」

「あたしはやらない」

「へえ。いいの？　ヤバくない？」と早瀬。

「黙りなって。喋りすぎたら七久保ナナのやつに迷惑かかる」

「あー、それはそうだね」

　久々に言葉を交わしたはずの二人は、ブランクを感じさせない雰囲気です。

　稲荷の休部以前は、ペア校として探検部の活動を共にしていたのですから、おかしなことではありません。

　ただ、その二人から離れて、なんとなく面白くなさそうにしているのは鼎です。

　ＳＡに参加してからも会話の機会が無かった鼎に、ほむらはなんとか接点をつくりたいと近づきました。

「鼎さん。私、日ノ岡ほむらです。あの、青藍高校のっ」

　鼎はじろりと見返します。

「知ってます」

「だ、だよね。ですよね。はい」

　会議直前に向けられた鋭い目つきを思い出してたじろぐほむら。

「鼎さんも七久保先輩に呼ばれたの？　私、なんだかわからなくて、ビクビクしちゃってるけど……鼎さん大丈夫？」

「イヤに決まってる。でも仕方ないじゃない……」

「え……仕方ないって？」

「………………」

　ぱたりと黙り込んでしまう鼎。

　聞こえた呟きは、この状況にはふさわしくないようにほむらには思えました。

　ただそれでも、鼎もまた自分で水着を持参していたのを知って、それなりにきっかけがあるんじゃないかとも推測してしまうのでした。

　そんなほむらの背後から、早瀬の声がかかります。

「日ノ岡さん、日ノ岡さん。結理は、見ての通りのコミュ障だから、もっと遠慮なく構ってあげていいぜ？」

　と無責任な助言を投げかけます。

「は、早瀬先輩は午前中の誤解をといてくださいよう」と泣きつくほむら。

「あー、ごめんごめん。犯人は俺でした」

　と、またぞんざいな謝りっぷりです。

「またくだらないイタズラ？　少女の敵め」とあきれる稲荷。

「おいおい、なにそれ。そんな呼ばれ方したこと無いだろ？　後輩に変な先入観を与えるのよくない」

「ハッ」

　背後では稲荷と早瀬のやりとりが続いていますが、イタズラ被害者の鼎自身は無関心を貫いています。

　そんな鼎がふと、ほむらを向いて、ぽつりと口を開きました。

「───雨乃は？」

「え……アメちゃん？　雨乃ちゃんなら───」

　姫川に伝えたのと同じ説明を鼎に返します。雨乃は部長会議に同席するために来られないと。

「そう」

　それだけ聞くと、鼎は小さく頷き、また無関心な様子にもどってしまいます。意図の汲めない呟きだけを残して。

「そうね。そもそも装備が合わないし」

「…………装備？」




　そこからすぐに目的のウファラの浜に到着しました。

　目印のライトがぽつぽつと灯ともり、すでに何か声高に説明している声が聞こえます。

　ほむらたちは集合した最後のグループだったようです。

「遅いで！　時間厳守ゆーたやろ！」

　と激しい剣幕でくってかかった七久保が、はっとたじろぎます。

「……ばっ……早瀬、本当に来るやつが……っ」

　早瀬をにらみつける七久保。そして、またその隣りの小さな姿を見て、露骨に口元をゆがめます。

　何か言いたげな相手に先んじて稲荷は、落ち着いた様子で告げます。

「七久保ナナ。あたしは、日こノい岡つを見送りに来ただけだ」

「……っ……さよか」

　周囲には、各校の一年生たちが集まっていました。

　長篠がいます。佐保がいます。姫川と乙丸も、部の同輩を連れて砂浜に立っていました。

　総勢三十人弱。これだけの人数が宿舎からいなくなったら怪しまれそうなものですが……

「……ちょっとほむら、メガネは？　東野は？」

　同じく一年勢を見まわしていた稲荷がほむらに尋ねました。

「東野くんも、雨乃ちゃんもいませんよー。みなさん同じこと聞かれますよねぇ……よほど私ひとりだと頼りなく見えるんだな……二人とも部長会議で来られないのですが」

「にゃに？　それを早く言いなさいって。ゴーレムはもとより戦力外としても───ぬっ」

「はうっ」

　ライトの光が稲荷を、そしてほむらの顔面を順に照らしました。

　七久保は手元の名簿と首っぴきで、再度、出欠を確認しているようです。

　そんな七久保もまた水着を着用。首には双眼鏡。肩からは大きなトートバッグをさげています。しかしトレードマークのヘッドホンが無いことにもほむらは気付きます。

　薄暗いなかで、つい見過ごしていましたが、七久保の隣りには府立南雲の二年、池いけ場ばと門かど島しまの二人も同伴しています。

「時間が無い。手短にいくで」

　バッグに差し入れた七久保の指先が、無造作に頭上に振り上げられたとき、一年生たちは思わず息を吞みました。ほむらもまた同じです。

　夜の砂浜で、青白い燐光を放つそれは一つの指輪でした。

（転リ送ン環グ───！　どうして？）

　見違えようのない指輪の輝きに目が吸い寄せられます。持ち出し厳禁。各部で厳重に管理されているはずの、探検部の最重要アイテム。

「説明するまでも無いわな？　転送環や。こいつはもう十年近く前に紛失したことになっとる。部長会議の終了予定時刻直前までの一時間、あんたたち一年生には虚惑星に行ってもらうで」

　明かされた内容にさすがに驚きの声が押さえられず、騒然となる一年生たち。

　振り返ると、早瀬はにやにや笑いで、稲荷は腕組みの仁王立ちで七久保をにらみつけています。

　七久保が時計を確認します。

「虚惑星あちらさんはちょうど夜が明けたとこや」

　二人の二年生が一年生の間をめぐりながら、順になにやら手渡していきます。

　それはライフジャケットと、ペットボトルのミネラルウォーター（体に留めるバンド付き）。ウエストポーチに同梱された手帳と筆記具、そして救急キットでした。

「で、でも、七久保ナナ先輩、虚む惑こ星うの天候の確認をしないと……っ」

　とまどった様子で声をあげたのは、府立南雲の長篠でした。

　七久保と同部の彼女はどこまでこの事態を予期していたのか。

　知識のないほむらにも、これがかなり常軌を逸した事態であることはわかります。

　しかし、後輩の問いかけを七久保はつっぱねます。

「質問は受け付けん───ただし、辞退してもええで」

　挑発の笑みを浮かべる七久保。

「ええか？　これは各校対抗のレースや。詳しいルールは向こうで説明する。参加者は各校からきっかり二名。まからんで」

　各校の一年生たちは互いに顔を見合わせました。

　二人よりも所属人数の多い学校は、二名にまで絞るという取捨選択を迫られたわけです。

　そして逆に青藍高校のほむらはといえば、一年生は自分一人だけで、二名に満たないのですから、このままでは出場前からダイレクトに門前払いの運命です。

「勿論、うちも行くわ。審判役としてな。転送に必要な魔力は、たっぷり蓄えられとるから心配せんでええ」

「あのゥ！」

　裏返り気味のほむらの声は思ったよりも砂浜に響きました。

「賞品……は？　レース……ってことなんでしたら……」

　そう口にしてから、質問は受け付けないと言われていたと思い出したほむら。

　とはいえ既に口にしてしまったものは仕方なく。

　しかし、その説明についてはわざと最後に取っておいたのか、七久保はニヤリと微笑みました。

「欲張りさんやな。賞品は、べつに、無いねん。形のあるもんはな。ただし───」

　思わせぶりに言葉を切る七久保。

「───このレースで、いち抜けたぁ、しよった部は、部長会議でなんでも一つだけわがままが通せる。他校の部長もそれを黙って認める。全部長にはそれで話がついとる」

「な、なんでも、って……」

　目眩がしました。

　御陵先輩からはこんな探検部ならではの秘密の慣習があるとは、聞かされたことがありません。まわりの興奮した様子をみれば、他校もまた同様のようです。

「各校それぞれ、人選と心の準備に五分とる！　そしたら出発や！　端末はこっちで回収するで！」

　緊迫感を高める七久保のアナウンスを聞きながら、各校の新入部員たちはもうてんやわんやです。

　ほむらも稲荷に詰め寄ります。

「こんなのバレたら大変なことになります！……って東野くんなら言うんじゃないんでしょうか」

「バレてないんだからいいじゃん」平然と答える稲荷。

「えっ、そういう問題？」へなへなと砂浜にへたりこむほむら。「……藤森先生といい、この思いきりヤバそうな対抗レースといい、なぜ探検部はここまで私をびっくりさせることに熱心なのだろうか……転送環まで用意するなんて……」

「…………」

　腕組みして他ひ人と事ごとの様子でほむらを見ていた稲荷のもとに、七久保がやってきました。

　じっと睨みあう二年生ふたり。

「……稲荷、あんた、どうすんねん」

　ざわざわとした喧噪のなか、七久保が問います。

　無言のまま、飄々とした微笑で七久保を見つめ返す稲荷。

「……ほんま戻ってきいひんのか」

「去年の今頃あたり、やめるやめる逃げたいって騒いでたの、七久保ナナじゃなかったっけ？」

「……相変わらず、むっちゃ腹立つわ。あんた」

　稲荷の減らず口に、苦々しい想いをぶつける七久保。

　稲荷に注いでいた視線を切ると、今度は砂上に正座しているほむらを凝視しました。

「日ノ岡───おい、あんたレースに参加する気ある？」

「う……わ、わかりません……」

「こいつ引きずりこめ」

「───え？」

　砂の中にですか？　アリジゴクですか？　と喉まで出かかったほむらが見上げる七久保は、イライラと親指で稲荷を指し示します。

「こいつは、去年の残され組や。向こうには行っとらん。だから二年生でもこのレースに参加できるで。新入部員のおらん学校かて珍しいもんやない。普通は一年に機会を譲るもんやけどな。そら、虚惑星に慣れとる二年のほうがダンゼン有利やけど、病み上がりでフラフラの稲荷やったらむしろハンデやろ」

「なんだとぅ!?」

　七久保に嚙みつく稲荷と、怪訝な顔のほむらではテンションがだいぶ異なります。

「あの、どっちかというと、私の決心のほうが問題で～……」

「───先輩命令や。ええなっ」

　七久保は冷ややかな一瞥だけを残し、ろくにほむらの返事も聞かずに行ってしまいます。

「ふーん。あいつも偉くなったもんだ」

　そんな揶揄する口ぶりでも稲荷は確かに感心していました。

「稲荷…………センパイ？」

「は？　やだからね。あたしは」

「……このジャケットってなんで渡されたんです？　もしかして、すごーく危険な場所だったりします？」

「知らない」

「そうですか」

　またいつもの稲荷の、にべもない拒絶。

　その彼女も残され組と呼ばれていただけあって、転送先の様子までは知らないようです。

「……せめて挑戦するフリだけでもしません……？　きっとこんなんじゃですね、帰ったときに部長に顔向けできませんし、東野くんにも怒られるし？」

「フリじゃ意味なかろーが。やるからには勝ちなさいよ」

　えっ。

「む、無理。無理ですよぅ。我が校は探検部のなかでも最弱……」

　その場にしゃがみこみ立ち上がる機会を摑めないほむら。そんな彼女の弱気な顔を覗きこんでくる一年男子がいました。

「いたいた。日ノ岡さんも不参加でしょ？　せっかくだから夜のお散歩でも行こうよ」

「へっ……秋穂くん？」

　なんで？　と不思議がるほむら。

「あっ、稲荷先輩、水着すっごく似合ってます！　最高ですね！　着心地いかがですか？」

「着心地？　いいけど」

　ウヒャハァーとはしゃぐ佐保。

　その背後でようやく立ち上がるきっかけを得たほむら。夜の散歩とやらに稲荷まで誘いはじめた佐保の軽口を聞きながら、脚の砂を払うと、おもむろに彼の首根っこをつまみ、ぐるんと自分に向き直らせます。

「わあ」

「ねえ、佐保秋穂くん？　秋穂くんは鼎さんとのペアで参加するんじゃないの？　日ひ吉よ坂こ高ーの一年生コンビとして」

「ああそっち？　うーん、結理ちゃんはなんか珍しくやる気みたいだけど。でも僕、海の生き物ってたいして興味ないし。それより日ノ岡さんと一緒のほうがいいもの。だから、先輩に譲っちゃったよ」

「先輩って」

　佐保がしれっと向けた視線の先。

　ライトを振り回して集合を叫ぶ七久保のもとへ向かう鼎結理。

　その隣りには何食わぬ顔で同行する二年生。その姿を目にして、ほむらも驚きましたが、稲荷もまた絶句。

「……早……瀬……？　あんた大人げな……っ……いや、そういう事か……あいつ……」

「あの、先輩？……直すなおお嬢様？」

　不穏な空気を感じつつも稲荷の顔色をうかがうほむら。

「悪いけど、ほむら。気が変わった」

「参加するフリしてくれる気になりました？」

「あいつらに負けんな、ほむら」

「微妙に意見がすれちがってませんか？　私の命と安全は大丈夫ですか？」

　立場は逆転し、もはや完全に稲荷にひきずられていくほむら。そんな彼女をポーズばかりは励ます佐保。

「へえ、日ノ岡さんチャレンジするんだ？　結構ムボーなんだねー」と目をぱちくりさせます。「散歩は延期か。残念。競争相手っていう立場上、僕からは応援できないけど気をつけてね？　ちなみに結理ちゃんなら、昼間はどうせ調子あがんないから平気なんじゃないかな」

「はぁい……ご忠告いたみいります……残る方々によろしくお伝えください……」

　闘争心ゼロの死んだ瞳で別れの手を振るほむらでした。
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　思いがけぬ転送の高揚───

　ほむらにとっては、鈴蘭を迎えるために訪れて以来の虚惑星でした。

　それがこんな、まるで心に準備の無い形での再訪になるなんて。

　これだけ多人数での転移の経験も、さらにはセルフイメージが大切と言われていたわざわざ制服に似せた探検服を着用しないで挑む転送も、とにかく初めて尽くしです。




　全十三校から各二名ずつ。辞退の部はありません。

　二十六人全員の参加です。各々のやる気の差はともかくとして。

　七久保と他二人の二年生が同行し、全体では二十九人という集団です。

　二十九人全員が手をつなぎ、一つの大きな輪となって、西表島の砂浜から忽然と消えるというのはどういう光景なのでしょう。

　当事者の一人となってしまったほむらには、それを客観的に見ることはあいにく叶いません。

「……ひゃ……」

　シューズが水に浸ひたる感触に、一瞬ほむらは焦りました。

　その下にしっかりとした砂地があるとわかって安堵します。

　西表島の海岸に対応する虚惑星の地形もまた海岸でした。

　それは高い岸壁に囲まれた、直径百メートルほどの円形の砂浜で、海に向かってトンネル状にうがたれた穴からは、明るい水平線をのぞくことができます。

　ほむらたちは、そのトンネルの出口に近い水際に出現していました。

　静かに波の寄せ返す音だけが響く、神秘的な場所でした。ずっと後方には陸地にのぼっていける傾斜があります。

　まったくの自然の砂浜で遺跡やキャンプのような人工の建築物は見あたりません。

　海水の感触の次に感じたのは、夜から昼へと移り変わった気温の変化。それでも岸壁が日差しを遮っているこの場所は、まだ涼しいようでした。

「ホントに来ちゃったかぁ……」

　空を見上げるとお馴染みのベーグルが、駆け出しの調査官たちを出迎えて、ここは地球ではないと告げています。

　そのベーグルも青藍高校のベースキャンプで見上げたあの白くゆるやかな円弧と比べると、ずっと細く、見上げる角度もぐっと高くなっています。

「そっか……緯度が低いから……」

　ぱちゃぱちゃと水音。

「───ほむら。ほむら。集合」

　ぼんやりと空を見上げていた彼女の背後から、稲荷の声がかけられます。

「あっ、はい了解で……ってうわ！　うわっ！」

「なにさ」

　振り返ったほむらは、びくっとあとじさりました。

　背の高さと声は稲荷先輩のものに違いないのですが、その雰囲気は一変していました。

「それ……耳……ですか？　本物です？」

「これ？　そうだよ」

　───一言でいえば変身。

　そろそろと伸ばした指の先で、ぴくっと耳が跳ねました。

　しっとりとしたさわり心地の良い毛並みと、温かな体温を感じました。

　このＳＡを訪れてからは、虚惑星上でそういった著しい外見変化の傾向を持つ者たちを、まとめて憑格者トランスと呼んでいる場面をよく耳にしました。さらに具体的な分類では、動物格所有者ＴＡＰＣ【Trans Animal Possessed Case】ですとか、精霊格所有者ＴＳＰＣ【Trans Spilit Possessed Case】といった分類があるようです。

「もしかして稲荷先輩、しっぽも……？」

「あ、あるけど……やめてよ……そんなじろじろ見るなってば」

　自分のお尻を押さえながら逃げる先輩。その背後にまわりこもうとするほむら。

　ひゅっ、と跳ねてほむらを避けたそのサイドステップが、まるで瞬間移動したかのように素早くて。

　それでもその背中からは、ふさふさとした毛並みの尻尾がしっかりとのぞいていました。

「なに、あんたは……あ、あたしの虚こ惑っ星ちでの写真くらい、部室で見たことなかったの？」

「はい。実は初めてでございましてな……それであのう……ちょっとモフらせてもらっていいですか？　悪いようにはいたしませんので」

「やめれって！」

　大きな耳はたとえるなら狐ですが、鋭い目もとと丸っこい顔の輪郭はどことなく猫のようでもあります。体格もより引き締まって精悍な印象に。

　ほむらに知識があれば、アフリカの砂漠に棲むというフェネックを連想したに違いない風貌なのですが。

「それどこじゃない。ほれ」と、稲荷が顎で示した先。

　部員たちは皆、七久保の先導で海とは反対側の岩場を登っていきます。
















　置いて行かれそうなほむらたちは慌てて彼らの後を追いました。




「転送酔いの者もんおるー？　楽にしながら聞いてええで」

　再度、点呼とチェックを終えると、七久保がレースの説明を始めました。

　転移してきたのは、虚惑星の南洋に浮かぶ孤島でした。

　そのとある岬の高台。視界いっぱいに広がる水平線のパノラマを眼下におさめながら、彼らは集結していました。

　転送前に比べれば、いくぶん焦りの抜けた七久保。

「レースっちゅうのは、『オリエンテーリング』や。アドベンチャーレースとも言う。部活の練習でやったことのある者もおるやろ」

　問われたわけではありませんが、浜松中央の二人が勢いよく手を挙げます。他にも数校で挙手がありました。探検部ではそれなりにメジャーな練習メニューのようです。

「そーかそーか。今夜やってもらうのは──こっちは午前やけど──その規模の小さめな奴や」

　オリエンテーリングとは、北欧で生まれた、自然を舞台とするスポーツです。

　競技者には競技フィールドの地図が与えられ、フィールド内に設置された複数のチェックポイント（コントロールポスト）をめぐって、その時間を競うというもの。

　また、伝統的なオリエンテーリングが個人競技であるのに対して、アドベンチャーレースはチーム戦という特徴があります。与えられる地図の情報が乏しかったり、時には人類未踏の地が舞台となることもあるというアドベンチャーレースのほうが、今回の変則的なレースには形式が近いでしょう。

「うちらがいるのは無人島や。ま、当たり前か。全周は五十五キロ。西表島より小さいが、伊豆大島よりはでかい。見ての通り、山もあるし谷もある。淡水の川もある。どっかには池もある」

　七久保が指差した方向に、岩を利用した無骨な記念碑が建っていました。風雨にさらされながらも、それなりに形を留めている日本国旗も掲げられています。

「元々はこの島は、ＵＮＰＩＥＰ日本支部の前身『惑星公団』の活動拠点として、転送環が創造された場所や。ところが、見ての通りの絶海の孤島や。大型の陸生動物もおらん。遺跡も見つからんかった。外洋に出るには危険すぎる。つまりハズレを引いてしまったんやな。一通りの調査はすぐに終わってしまって、あとは虚惑星研究者からの要請があった場合と、調査官の訓練フィールドとして使われる予定やった」

　現在のほむらたち調査官は──きわめて荒い画質とはいえ──あらかじめ衛星写真を通して虚惑星を観測できます。この島は、まだそういった予見が難しかった時代の、なかば出たとこ勝負の探検結果ということなのでしょう。

　こちらへ転移してくるなり、海のまっただ中に現れて海の藻屑とならなかっただけマシだったと、今さらながらにほむらは胸をなで下ろしました。

「……ところがその矢先に、転送環は紛失された。この紛失事件は裏で一騒動あったそうや。なにせ地理的にはお隣りさんとの国くに境ざかいやからね。ま、今はそれはええやろ。昔の話や。戻ったら顧問にでもそれとなく聞いてみて。とにかく転送環はうちらの先輩が無事に取り戻して……それで、ちゃっかり預かることにしたんや」

　七久保があらましを語り終えると、おお……と、感心の声があがりました。やべえ、と危惧する声ももちろん。政治に疎いほむらにすら、随分と剣けん吞のんでキナ臭い話だったように聞こえましたし。

「記録上紛失扱いのこの転送環は、代々の探検部代表が秘密で受け継ぐきまりや。今はあたしが天竜代表からの一時預かり。どうせ、このＳＡの時期だけ、一年に一度しか使われんから魔力もたっぷりある」

（ええー、なにそれ……）

　御陵部長の救出時に、転送環に残る僅かな魔力でやきもきさせられたほむらにとっては、なかなか衝撃的な話。

「話をレースに戻そか。そんなわけやから、この島はうちら探検部の庭と言ってもええ。が、虚惑星時間で都合六年間、放置されとった自然の島には違いない。山道トレイルらしい山道トレイルも無い。いくら身体能力が向上しとるからって、レース中は気を抜かんほうが自分の為やで」

　七久保はそんな注意を自分にも言い聞かせるようにして、転送環を自分の指にしっかりとはめました。

「さて今朝方、うちらはこの島に一度転移して来て、もうチェックポイントを設置しといた。これや」

　そう説明しながら、七久保はカバンの中からチェックポイントを取り出しました。

　それは布製の三十センチほどの三角柱で、自然のなかでは特に目立つ赤と白の二色で塗り分けられています。

「これを目印に島を廻ってもらう。スタートはここ。ゴールもここ。それ以外のルートの選択は自由。あとでスタート前に全員に地図を配るけど、通常のオリエンテーリングとは違うとこもあるからよう聞いてな。まず、これらのポイントにはそれぞれ点数がある。そして六時間の間に、どれだけ点数を稼げたかで勝敗が決まる。もし同点なら、早くゴールに着いたほうが勝ちや。

　───どや？　だいたい飲み込めたか？」

　とある一年部員から挙手がありました。

「魔法の使用は？」

「何を使ってもええ。あんたらのレベルで魔法をレースに応用できたらたいしたもんや。なんなら取っ組み合いバトルロワイヤルを始めてくれてもええで。ただし！　二年生は魔法使用厳禁や！　使い魔もあかんからな」

　は～い、と食えない調子で、早瀬が了解しました。

　ほむらの傍らの稲荷は腕組みをしたまま、きっと七久保を見据えています。

「降こう雨うがあったらレースは続行しますか？」

　そう質問したのは長篠でした。

　空はまったくの快晴で、一同にとっては思いも寄らない質問でしたが、七久保の表情は残念なような、でも微妙に誇らしいような───どちらにせよそのような質問を予期していた顔つきでした。

「ひひ」とせせら笑い、「せやな。降雨ちゅーか、驟雨スコールはありうるで。かなり猛烈な奴が。もし、このゴール地点で雨が降ったら、その時はこのレースは中止や。ただし、山の方では局地的な小雨はいつでもある。それはなんとかせえ。方位は基本的に───」頭上を指差します。「───ベーグルを見ればわかることやけど、雨や、曇り空になったら、その時はコンパスの出番になる」

　方コ位ン磁パ針ス？　以前、虚惑星で狼の群れを追跡したときにお世話になったツールです。しかし、もし長篠が質問しないまま、驟雨スコールに遭遇していたらどうなっていたのか……。あえて主催側が隠していることがまだありそうな雰囲気で、ほむらはいっそう不安になってきました。

「……他はないな。だったらいくで」

　了～解～、と肯定の返事があがります。さすがに各校二名ずつに絞られた時点で、みんなある程度の決心はつけてきた模様。

　レース経験者は全体の半数程度でしたが、未知の自然の踏破とくれば、探検部員なら誰でも経験していることです。

　七久保が手元のゼンマイ式の時計を見ます。

「ほれじゃレース開始といくで！　まず地図とコンパス、記録カードを配る！　ああまだやで、まだ出走したらあかんで！　スタート前に十分間の時間をとる。ええな、今から十分たったら合図するで！」

　そう宣言すると、七久保は胸に提げた笛を、ピッ！　と短く一吹きしました。

　レース補佐役の二年生が、コピーされた地図の束を掲げると、一斉に各校部員たちが群がりました。

（はっ、えっ、既に始まってる!?　十分間って───？）

　直後はぼさっと立っていたほむらも、とにかく周囲の行動を見習って、もみくちゃにされながら地図とコンパスを確保しました。

「稲荷先輩！　先輩のぶんも貰ってきましたよ！　……あの、先輩？」

　ほむらが戻ってくると、七久保の話が続いている間はしっかりと立っていた稲荷が、うつむき加減で足下の草地に座り込んでいました。

　ピンととがった耳も今はわかりやすく寝そべってしまっています。

「大丈夫です……か？　もしかして……転送酔い？」

「ちがうもん」うなだれたまま首を振る稲荷。「ナナの長話で……眠くなっただけだもん……」

　と、稲荷は子供っぽく強がっていますが、どうやら久々に経験した転移のために、ひそかに転送酔いを起こしていたようでした。

　一過性ではあるものの、転送酔いの症状は人によってはかなり重いようです。極力他人に頼ることは避ける東野ですら、以前は観念してほむらの肩を借りていたくらいです。それを気付かせなかった稲荷の精神力には、かえって感心してしまいました。

　彼女の様子をうかがいながら、膝をおずおずと寄せるほむら。

「あの……私、このレースの重大な問題を発見しちゃったんですが……」

「……問題？」片目だけでほむらを睨む稲荷。

「水はもらいましたけど……ほら、食べものがありません。行動食が無いです。これじゃ途中でへばってしまうんじゃ」

「……燃料カロリー補給もレースのうちなんだろ。そのへんの虫でも食えばいいじゃん」

「虫はちょっと……」

　稲荷先輩、本気で言っている？

「そんなことより……ほむら、あんたどうする？」

「はぁ……勝てる自信はゼロですので、レースはサボって散歩したり海岸をぶらぶらしませんか？　稲荷先輩さえよければですけど……あ、駄目ですか？　目が怖い」

「…………」

　その場にあぐらをかいて、ほむらを見据える稲荷。

「……いいの？　それで。このレースの賞品だっていう、部長会議にかけられる議題、想像つかない？」

「ん───？　なんです？」

「ほんとになんの見当もつかないの？」

　詰め寄る稲荷から逃げるように、思い切り首をひねるほむら。

「……むむむ。今回のＳＡで痛感しましたけれど、私たち青藍高あおこー探検部って、他の学校のレベルに全然追いつけてないですし……」

「だからこそ───」

　競ラ争イ相バ手ルたちとも近い場所にいるにもかかわらず、稲荷が声を荒げます。

「他校が狙って来るのは、虚惑星人との交渉権に決まってる。すばる姫って言ったよね。みんな彼女を狙いに行くに決まってる。東野にも言ったけれど、あんたたち吞気に構えすぎ。なんでもマヨに押しつけんな」

「……っ……」

　思わず絶句するほむら。

「え……それはちょっとマズいんですけども……」

　冷や汗が浮かんできました。

　ほむらが漠然と描いていたのは、青藍高あおこーと日ひ吉よ坂こ高ーとで共同で交流を深めていく未来でした。だったのですけれども……

「あんまりにも見つかった宝が大きすぎて、第一発見者も学校の距離も関係無いぞ。国外からだって強引に接触してきて、下手したら、すばる姫の居住区域ごと隔離されるかもしれないんだ。あんたらの感傷には構ってられないってな。早い者勝ちだ」

「そ、それは……部長会議できっと、御陵部長や東野くんたちが何とかして……」

「…………」

　多少は転送酔いが薄れて楽になってきたのか、稲荷の表情も和らいできました。

「……そっか。そういう狙いもあるのか。この肝きも試だめしは」

「どんな狙いです？」

「お互いの利害に関わる問題は、将来を担う一年に決めさせようってこと」

「……っ……将来？」慌てるほむら。「そ、そんなの責任重大すぎますよぅ！　ど、どうしましょう!?　どうしたら？」

　こんなことなら、副部長として会議に参加した東野と役割を交代していればよかったものを。口もとに拳をあて思案していた稲荷は、ほむらに手を差し出します。

「地そ図れみせてみ……ほむらは他の連中の計画プランをのぞいてこい」

「了解らじゃぁ」

　びっ、と敬礼して立ち上がると、ほむらは周囲をうかがいます。

　各校のペアがそれぞれ散らばってレースの算段をつけているようです。

　ほむらと視線が合うと、さっと視線を外したり、じっと見つめ返してきたり、反応もまたさまざまです。

「…………たしか……」

　顔なじみとなった苫小牧電波の姫川も虚こ惑ち星らに来ていたはず……と目を凝らすのですが、なかなか見あたりません。

　すると部員たちのなかに、稲荷と同じ、動物化の変容を示し憑格者トランスとなった一年生男子が目に入りました。その男子は、興味をひかれたほむらが視線を注いだだけで、びくっと全身を震わせ、おびえはじめます。

（───？）

　見たところ稲荷ほど顕著な変容を遂げてはいません。それでも縦に伸びた細くて長い耳はとても目立ちます。

「ウサギさん？　カワイイ！」

　そのウサギ少年は、とある女子生徒の背後に隠れてしまいました。

　手元の地図から顔をあげた女子生徒は、ほむらを認めると、小さく会釈して歩み寄ってきました。

「───大変なことになりましたね、日ノ岡さん。どうです、そちらはやれそうですか？」

「……あっ」

　抑揚の薄い口調と声音には、はっきりと聞き覚えがあります。

「も、もしや……姫川さん……!?」

　こくりとうなずきます。

　陽光を凍らせるような青白い肌。ウェーブがかった純白の髪。

　染め抜いた着物を思わせる抽象的な紋様が、水着の下の肉体に浮かび上がっています。

「……御陵先輩みたいな妖エ精ル種フとはまた、ぜんぜん違うんだね？」

「ハイ……このようなタイプは、国内では今のところ、あたしだけみたいです。体に模様があらわれたり、兆候は以前からあったんですが……大きい形質変化が現れてきたのはつい最近のことでして。どうもまだ慣れません───」

　そう言いながら姫川は、腰のあたりにすがりついていたウサギ少年を、ぐいと押して遠ざけます。

「国内で自分だけということなら、名前も勝手に新設して、雪妖精スノーエルフ───といきたかったんですが、北米の調査官の男子に前例を見つけました。そちらではウェンディゴ種とかサスカッチ種というふうに分類されてまして」

「どっちも聞き慣れない不思議な名前だけど……」

　姫川が肩をすくめます。

「不思議というより、不気味、ですね。雪男とか風魔みたいな、伝説上の妖怪の名前です。差し詰めあたしの場合は雪女ですが……まあ、この際ウェンディゴということで仮登録しておきました」

「とっても格好いいね！」

「……ですか？　ありがとうございます。日ノ岡さんにそう言われると嬉しいです。稲荷先輩もなんとも素敵ですよね。それに比べて……うちは……」

　懲りずに姫川の腕につかまっているウサギ少年のパーカーを引っ張って、しゃんと立たせます。

「ううぅ……閑しず音ねさん……本当にやる気なの？」

「同部の桑くわ園ぞの釉ゆうです。あたしと同様の憑格者トランスで……見ての通り、度胸の据わった性格でして……苫小牧電波とまでんの一年生は二人だけです。だから……」

　言葉を濁す姫川。だから、嫌でもこの二人で参加しないといけない、と言おうとしたのでしょうか。

「よろしくね。桑園くん」とほむら。

　慌てて頭をさげた少年の耳がぺたんと前に垂れました。

「もうあまり時間もありません」

　挨拶もよそに、姫川が声をひそめて真剣な調子で切り出してきました。

「日ノ岡さん。たぶん想像はついてるでしょうけれど、今回の皆さんの狙いは青藍高校の新設されるベースキャンプになりますよ」

「……姫川さんも───苫小牧電波とまでんもそうなの？」

　ちょっと複雑そうな顔をした姫川。

「いいえ、苫小牧電波うちは違います。苫小牧電波うちにはまだまだやらなければならない観測がありますし、あの北端の基地を離れられません」

　もちろん個人的には虚惑星のお姫様に興味大ありですけども、とは付け足しつつ、

「だから、今回あたしは全力でこのレースに挑戦してみることにしました」

「ふぇええぇ。どうしてそうなるのぉ……？」

　意気込む姫川に対して、震えながら涙声を漏らす桑園。

「もしあたしたちが勝てたら、うちのキャンプにシャワールーム付きの女子寮を申請してやりますよ」

「…………うんっ」

「あ。雨乃ちゃんのような虚惑星探査機をひとり、優先的に配備していただくというのも捨てがたい」

「あははっ、それはいいね」

　姫川はあえて言葉にはしませんが、それは青藍高の今後にとってマイナスの結果にはならないはず。とはいえプラスというわけでもなく、振り出しに戻るだけとも言えます。

　ともあれ、彼女のパートナーの桑園を本当にレースに同行させてしまっていいのかは、少々不安にはなりますけれど。

　それでも意欲的な姿勢の姫川は、ほむらの手をしっかりと握ります。おっと。

「だから協力もできませんけれど、日ノ岡さんたちを応援はしています。フェアに戦いましょう」

「うん……ありがとう、姫川さん」

「それで日ノ岡さん。ペア校の日吉坂高とはなにか連携を？」

「あっ、いけない。それだ。それです───ありがと！」

　苫小牧電波の二人のもとを離れて、日吉坂高校の早瀬先輩と鼎結理の姿を探します。

　周囲ではすでに、島を見渡しながらじっくり地図を読み込んだり、筆記具を使いながら二人であーでもないこーでもないと踏破ルートを検討したり、それぞれの準備風景が繰り広げられていて───そんな中で、ほむらの目当ての二人は、ある意味とても目立ちました。

「あっ、いた。鼎さん……むむ？　寝てる!?……転送酔い？」

　海岸の高台の地面に寝そべる鼎。

　そういえば転送の直前、秋穂少年が鼎について何か言っていたような。

　一瞬、傍らに座っている早瀬が鼎を、前方に投げ出した脚で膝枕しているかのように見えたのですが、それはほむらの見間違いでした。でもけっこう密接な距離です。

「あの早瀬先輩……？　鼎さん……大丈夫ですか？」

「日ノ岡さん。がんばってねー」

「他ひ人と事ごとだ？」

　またもやマイペースの早瀬です。

「きっと浜松中央、越中高岡あたりは本気で狙ってくると思うよ。ペア校を含めるなら三河寿と金沢浅野もだね。やばいじゃん」

　金沢浅野といえば、乙丸の所属する高校です。

　人の良い彼ともしのぎを削って争わねばならぬのか、と思うとほむらの胸は痛みました。

　けれどＳＡの発表での、白菊部長からの鋭い質問と要望も印象に残っています。

「そうですよね。それでなくともタダで負けてくれる義理もないですし……」

「そうそう」

　のんきな早瀬。もうスタートまで一、二分を切っているはずですが、地図に目を通す素振りすらありません。

　これが二年生の余裕なのか、それとも……。なにより気になるのは、

「早瀬先輩、一年縛りの空気も読まずに秋穂くんと交代までしてもらったのに、そんな調子でいいんですか？」

「ん───こいつ？　あ、俺のほうか。まあ、なんとかなるっしょ」

　早瀬が見下ろしていた鼎は、岩場のわずかな草地に、早瀬の羽織っていたウインドブレーカーを敷いて、その上に横向きに丸くなっています。大きな帽子がパラソルがわりに顔に載せられていました。

「……また寝てる…………ん？」

　鼎は地球にいるときとは肌色が異なり、やや暗い色合いに変容しています。

　まださほど強くはない朝の日差しでも、早速日に焼けてしまったのかと思いかけたところですが、そうではありませんでした。

　どうやら彼女もまた憑格者トランスです。けれど、ほむらがその姿をまじまじと見ることになるのは、まだ先のこと。

「こいつ、昼間は弱くてさ。暇さえあれば寝てんだよ」

「へ、へえ、虚惑星でもですか？　だけど、いまはそんな場合じゃ───」

　なかなか早瀬の調子に慣れないほむら。

「日吉坂高校だって、虚惑星人の───すばる姫との遭遇では青藍高うちと同じくらい貢献してるじゃないですか。他の部にあとから変な口出しをされたくない気持ちは一緒ですよね？　このままじゃ、コマ先輩や多賀先輩にも合わせる顔が……」

「気にすんなって。どうせお祭りレースだし。気楽に行こうぜ」

「そりゃ、早瀬先輩はそうかもですけどぅ……ああいや、そんなはずはっ」

　とにかく何か相談しようとしましたが、七久保の鳴らす小刻みな笛の音が、作戦タイムの終了を告げます。仕方なく、稲荷のもとに駆け戻りました。

　その先で稲荷がすっくと立ち上がります。

「よっし。行こっかぁ」

　転送酔いからはすっかり回復したようです。

　握っていた地図は、持ちやすそうに折りたたまれて、さらに磁北を示す線や、ルート上のメモなどが書き込まれています。

「まさか、地図をほとんど頭にインストールしちゃったとか!?」

「そんなマヨみたいなこと出来るわけなかろー。コースの検討でせいいっぱいだ」

　再び七久保を中心に、参加者たちが一つの輪になりました。

「ええかー、最終確認や。レースは今から六時間。コース取りは各チームの自由。スタートはここ。ゴールもここ。六時間後に二人揃ってここにおらんかったら失格やで」

　それまではレースの調整役を嫌々やらされてる感をひしひし漂わせていた七久保ですが、ここに至って後輩たちの不安顔を眺める、ある種サディスティックな余裕を取り戻してきました。

「それから言い忘れとった、一時間ごとに合図するで！　最後の残り三十分、残り十五分にもな。ギリギリまで粘る気ならしっかり勘定しときや」




　ピュリリリリリリリッ！

　高台に高い笛の音が響きわたり、各校探検部対抗レースが開始されます。

「アレ！Ａｌｌｅｚ！　アレ！Ａｌｌｅｚ！　アレ！Ａｌｌｅｚ！」

　スタート直後。奇抜な歓声をあげ勢いよく駆け出したのは、やはりというか浜松中央の男子二人組でした。

　ほむらはその場で足踏みしながら、そわそわと稲荷を振り返ります。稲荷はその場に立ち止まってこそいませんが、ゆっくりと歩いていたり。

　その一方で、

「焦ることないって。あいつらについてこーぜー！」

　そんな、やんちゃすぎる声をあげたのは早瀬でした。

　浜松中央の二人が驚いて振り返りますが、ランニングを止めるわけにもいかず、

「やーめーろーよー！」「きったねー！」

　などと抗議の罵声を残しながら、先陣を切ります。彼らもすでに地図と首っ引きになり、後方の様子を振り返っている余裕などはありません。

　そんな浜松中央の二人の背中を悠然と眺めながら追っていくのが、日吉坂高校の早瀬先輩でした。

　その早瀬に手を引かれながら、ふらふらと鼎が危なっかしくついていきます。

　虚を突かれた展開に、いったん顔を見合わせたレース参加者たちでしたが、そのまま早瀬たちに続く学校も現れました。

　もともとのコース取りが同じだったということでもあるのでしょうが、道を探しながら進むのと、ただついていくのとでは、精神的、肉体的にも負担は大違いです。




　一方、浜松中央とは大きく異なる方向へ舵を切ったチームもありました。

　ほむらは与えられた地図を見よう見まねで、方位に合わせて構えます。

　この島の全体の地形は、おおよそアルファベットの小文字の『ａ』です。

　現在地のスタート／ゴール地点は、この孤島の南東端、地図の右下付近です。

　ａの下中央部は森林です。北方にむかってなだらかに高度は上昇し、やがて丘陵となってそびえているのがスタート地点からもうかがえました。

　ａの右上、つまり北東側から海へ向かって湾曲してせりだしている部分は、細長い岬となっていました。

　浜松中央および彼らに追随した集団は島の北方をめざし、もう一方の集団は島の西方へと向かいました。

「二手に分かれましたね、稲荷先輩」

　二集団の動向を後方から観察する稲荷とほむら。

「うん。ここまでは予想通り。時計まわりグループと反時計まわりグループか」

　地図を指先でなぞり、二つのルートを示す稲荷。

「ご覧、ほむら。レースフィールドの全体でポイントのばらつきに傾向がある。───わかる？」

　いまだに足を速めることなく散歩するように進む稲荷。

「…………」

　内心、気をはやらせながらも、ほむらは地図を再び見つめます。

「どちらかというと……海岸より内陸のほうが得点が高いような？」

「その通り。上出来。どうしてだと思う？」と稲荷が問います。

「…………ふむ、やってくれますな。犯人め」

　一見シリアスな表情───実は全くわかりません、という張りぼての頷きを稲荷に返すほむら。稲荷はそんな彼女の頭を地図でパカンとはたきます。

「なぜなら！　海岸のチェックポイントは見落とさない。海岸線をたどっていけば、いやでも見えてくるから。地形も明瞭だし。───それに対して、内陸部はジャングルに視界を遮られてる。それでも目に付きやすい場所には設置されてるんだろうけれど。仮に見落としてしまった時に、気付かず行きすぎてしまう可能性が高い。それは現在位置を見失うもとだ」

「おお、なるほど。さすがですな！」

「他には？　何か気付かない？」と再び尋ねるジト目の稲荷。

「……得点が公開されてないポイントの《？》が気になりませんか!?　これって一発逆転要素でしょうかね？」

　そんなゲーム的な場所ばかりが、ほむらは気になっていたり。

「まあ、確かに設定されてるけどさ……。島の岬の北端とかね。でも絶対罠だよこれ。このへんの遊び心は、あたしもわかんないな」

　ハイッ！　とほむらが挙手します。

「妙案があります、警部。二手に分かれましょう！　私が時計まわりで、稲荷先輩が反時計まわり！　二人でポイントを集めれば得点二倍ですよ！」

「無理。地図は人数分もらったけれど、記録カードが一枚しかない」

「うっ……じ、冗談です。私にそんな勇気あるわけない」

「勇気って。普通のオリエンテーリングだったら一人でやんだからね？」

　呆れる稲荷。

「そういうわけで、あんたもちゃんと地図を読みなさい───ああ、やっぱいいや！　役割分担発表！　ほむらは見る係！」

「見る係ですか？　そんだけ？」

「まずは自分の進む場所に危険が無いか、そして何か特徴的な場所が無いか、あたしが捜索を指示した地形が見あたりはしないか───それから勿論チェックポイントもだ！　目を凝らして探しなさい」

「了解らじゃりました」

　またもや敬礼でこたえるほむら。

　そんな二人の背中にかかる、キレ気味の怒鳴り声───

「はよ行けやぁ青藍！　なにノロノロしてんねん！」

　はるか後方から七久保が大声で発破を掛けてきました。

「はーい。行ってきまーす！」

　レース実行役の二年生男子二人と共にスタート地点に残っている七久保。そんな彼女にほむらは大きく手を振って応えました。

　自分にとっては全く未知の無人島……しかも見通しの悪いジャングルのレースということで、いったい何から取りかかったものかと、心細かった彼女ですが、いざこうやって稲荷に命令されて自分のとるべき行動が具体的に細分化されてみると、意外と不安が薄れていくのがわかります。

　隣りの稲荷もまた、両手をメガホンにして七久保に向かって呼びかけます。

「七久保ナナー！　ハンデはこのくらいでいーかー!?」

「──────！」

　遠ざかった七久保先輩の声は、もう海風に流されて届きません。

　隣りの男子にぶつかる勢いで腕をぐるぐる廻しながら怒鳴っています。

「あはは、何言ってんだろ」とほむら。

「ビリだったらしばいて砂浜に埋めて一晩置いてけぼりにする、ってさ」

　七久保に向けていた稲荷の大きな耳がぱたぱたと動きました。

「そ、そんな昔の刑罰みたいな罰ゲームは願い下げですよ！」




　ほむらと稲荷が選んだのは、時計まわりのコースでした。

　浜松中央や日吉坂の早瀬たちが向かった反時計まわりのコースには、チェックポイントが集中していて、一見すばやく得点を稼げそうです。ただし、傾斜面を登っていくコースであり、内陸部のポイントが多いのです。

　そんな疲労した状況で、難しい地形判断を迫られることは、最悪の状態である現在位置の消失、迷いロストに繫がりやすいだろうと考えました。

　一方、ほむらたちの時計まわりのコースは、傾斜のアップダウンはゆるやかなものの、ポイント間の距離は広く、長距離の移動を迫られます。

「───あっ、発見！　発見しました！　あれですよね？」

「どこ？」

　ほむらの指差す方向に稲荷が目を凝らします。赤白の三角柱。

　海岸からやや離れた、森から突き出た見晴らしのいい場所に、ほむらたちにとっての第一のチェックポイントがはっきりと見えていました。

　稲荷は地図を確認しながら、

「高台の上の方か……よし。ほむらはここにいて」

「いいんですか？」

「すぐ戻ってくる。このまま、この高度で進もう。あそこに登ってから下りていくと方向を見失うかもだ」

「はい」

　それに、ほむらの消耗の軽減にもなります。

　自分だけ楽して悪いなと思いつつもほっとしたほむらを残し、記録カードを手にした稲荷は走り出しました。

　枝から枝へと飛び渡り、岩場を駆けのぼっていく稲荷の驚異的な身ごなし。

　言葉通り稲荷は五分もせずに戻ってきました。

「ほい───【Ｈ】チェックポイントゲット」

　記録カードをほむらに見せる稲荷。

　チェックポイントに置かれていたらしいスタンプが、カードの最初の枠に、しっかりと押されていました。

　スタンプには【Ｈ】の文字と点数が、そして周囲はボーダー柄の特徴的な模様で囲まれています。その模様が各所のスタンプそれぞれで異なり小細工を防いでいるのだと推測しました。

「……５点……点数低いですね」

　この地点の点数は地図にも記載されているので、わかってはいたことです。

「まだ一個目なんだから、ちゃっちゃと行くよ？」

「はーい」




　三箇所目のチェックポイントに近づいた頃。

　突然、稲荷の耳がピクッと動き、後方を振り返りました。

　ぱぁぁぁぁん……

　という破裂音の反響が、ほむらの耳にも届きました。

　浅い森の中を進んでいた二人。

　後方の木々の切れた場所から、垂直に白煙が上昇していくのがなんとか見て取れました。

「……なにあれ？」と稲荷。

「一時間経過の合図ですよ、きっと。そろそろでしたから」

　なるほどと頷く稲荷。

「にしても、狼煙のろしの魔法……？　そんな便利なものあるの？　あんた知ってた？」

「えっと、一応───といっても知ったのは今日です。兵庫灘浜の発表で紹介されてました。使ってるのは誰でしょうね」

「ナナじゃないの。へー。日進月歩だな」

　今見たものは白煙でしたが、そのうちに発色の異なる煙を出せるようになるだろう、とも解説していました。

「発煙銃くらいなら、あたしも使ったことあるけど。あれさー、時々、不発だったりして怖かったんだよね。ほむらも教えて貰えば？　なかなかいいんじゃない」

「なんですけど、扱いに注意とも説明してて……特訓とかどうしようかと」

　便利そうなのは確かですが、煙の魔法ばかりが得意になる、とも言われたくなかったりするほむらです。




　それから程なくして、島の南西、地図の左下のほうにまでやってきたほむらたち。

　チェックポイントの回収は好調ですが、ここまでのところで、先に向かったチームを一度も目にしていません。

　自分達がどれだけ出遅れてしまっているのか不安になります。

　さらにここで一つ問題がありました。

　地図上では、南へと岬が続いているのです。さらにその岬の先端付近には、得点不明のチェックポイントがあるのでした。

　地図とコンパスを手に、ほむらと稲荷は額をつきあわせます。

「どうしましょうか……行って帰ってくるのって……ロスですよね」

「そうだね……高得点だったらいいけど。もしそうじゃなかったら……むむむ」

　……目も当てられない徒労、ということに。

「まだ経過は一時間半くらいのはず。予定ルートの三分の一は過ぎている……これからきっと難所が増えてくるだろうけど、ペースとしては悪くない。さて……」

「岬の先端ってことは、見つけにくい場所なはずは無いですよね」

「うん。たしかに───」

　ふっと顔を上げた稲荷が、森の奥の一方向を凝視します。陽光が顔に当たって反射的に瞳孔が細くなります。

「誰か来る」

「───た、探検部員ですか？」とびくつくほむら。

「違ったら怖いでしょ」

　ほむらたちが話題にしていた岬の方向から北上してくる者たちがいました。

　ばっと鉢合わせた相手。それは府立南雲の二人組でした。

「……わっと、長篠さん？」

「あっ……日ノ岡さん。それに───」

　こちらを素早く確認したのは、ＳＡで司会助手を務めていた長篠です。

　長篠は思い詰めたような緊張感のある態度を崩さないまま、小さく会釈すると、そのまま先を急いで行ってしまいます。

　連れの男子の方は、肩越しに振り返りながらにこやかに手を振っていました。

「行っちゃった。せわしないな。あのペースで行かないといけないんだ」

「誰だっけ？」と稲荷。

「府立南雲の長篠さんですよ。もう一人の男子はたしか、平ひら岡おかくんだったかな」

　一瞬、長篠は稲荷をずいぶんと厳しい眼差しで睨みつけていたような。

　一年で今年入部したばかりの彼女が、ずっと休部していた（そして今も継続中の）稲荷のことを直接知っているはずは無いのですけれど。

　しかし、そんなことに思いを馳せる間もなく、またほむらに声がかかります。

「そっか───ところでまた来たよ。これって岬からの折り返し組だ」

　長篠たちを追うように現れたのは、苫小牧電波の二人でした。

（……姫川さん……と桑園くん……）

　こうして密林の中で外見が変容している二人を目の当たりにすると、慣れかけていた異世界の感触がまた強くせまってきます。

「姫川さん」

「日ノ岡さんも、こちらに来たんですか」

　ほむらは、息をはずませる姫川と手を合わせました。

「だめです。南のポイントはハズレでした。大失敗です」

「あちゃ」

　淡々とした口調のせいで、あまり失敗したようには見えない姫川。

「詳しく言うのもレースの興を削ぎますのであれですが、おすすめしません」

「わ、わかった」

　了解を求めて稲荷に目配せするほむら。稲荷はすぐさま頷いて同意します。

「足止めしちゃってごめん。行こうっ！」

　かけ声をあげるほむら。その場から走り出す苫小牧電波と青藍の四人。

　並走しながら、語りかけるほむら。

「長篠さんを見たよ!?　なんか泣きそうな顔で」

「わかります。この結果は結構きついです。モチベ的に」

「ちなみに何点だったの？　得点不明チェックポイント」

　とずばり尋ねてしまうほむら。あらら。

「あまり具体的に言うのも何ですが、たった３点です」

「ぎゃあー」

「非常に手に届きにくい場所にあって、思いのほか手間取り、苦心しました。長篠さんたちは、あたしたちより遅れて到着して───」

　息の切れそうな姫川のせりふを桑園が引き継ぎ、

「そのまま無言で行ったら可哀想だから、閑音さん、教えてあげたんです。点数」

「あたしは独り言を言っただけですよ」

　すると、長篠たち府立南雲チームは、その場のポイント獲得は放棄して、すぐさま引き返したのだそうです。

「お礼も言われなかった」と、肩ならぬ耳をすくめる桑園。

「いいんです、それは別に」

　姫川さんは本当に気にしてないようですね。

「……ところで日ノ岡さん、そろそろ本気で走りますけれどいいですか？」

「えっ……これ以上速く？」

　虚惑星に現れた調査官は、一般的に筋力が増強され、バランスを司る平へい衡こう感覚も強化されます。今いるような足下が不確かで起伏の多い密林を走れるのもそのおかげです。

　それまで、ほむらたちは互いに声が届きやすいように並走していたとはいえ、結構な速力を保っていました。

　けれど姫川は桑園と視線を交わすと、

「では、また」

　と断って、さらにぐんと加速します。

　姫川も桑園もその一歩一歩が飛ぶようです。

「おー、ありゃあすごい。あたしもあのペースで走り続けんのはムリ」

　感心する稲荷。

　ほむらも出発前のあのコンビへの印象はくつがえり、ちょっと安心。

　二人の素晴らしいスピード。それと、詳しく尋ねることはかないませんでしたが、頭上のベーグルもコンパスも確認せず走っていた姫川は、御陵先輩と同じように、地磁気を目視する能力があるのでしょうか。方位をしっかり把握していたようです。

「憑格者トランスって、いろいろメリットあるんですね～。やっぱりうらやましいなあ～……」

「脚力のこと？　だったら、それは違うって」と首を振る稲荷。「あれは、連中が高緯度の重力に順応してるせいでしょ。もしかしてほむら気付いてない？　この無人島は、青藍の担当地域と比べたって幾分かは重力が───海の波の形だって───」

　そんな稲荷の話の途中で、ゆるゆるとペースダウンしてしまうほむら。

「先輩……お腹が空きました……」

「なぬぅ？　もうっ。それでへろへろしてるのか」

　稲荷はパーカーのポケットから、小ぶりな卵くらいの薄緑色の果物を三つ取り出すと、それをすべてほむらに手渡しました。惜しげもなく。

「さっき、チェックポイントを廻る時に見つけて穫とっといたやつだよ。レンブとかデンブーとか言ったっけ。もちろん食べられる。味はまあまあ。地球のより甘いな」

「全部私にくれちゃうんですか？　先輩はいいんですか？」

　そう聞くと、口元を押さえながら稲荷は視線をそらします。

「あたしはもうたくさん食べたし」

「なんですと？　先輩ばっかりずるい!!　それで元気いっぱいだったんだ!?」

「よく森を観察しろって言ったでしょーが」

　果物は水気は乏しいですが、シャクシャクとした食感でなかなかの美味でした。




　その後、ほむらたちは島の西側を北上していきました。

　時計の文字盤で言うなら８時から11時に向けての前進です。

　海岸のポイントは確実にゲットし、それまで同様、大きくコースをそれない限りは内陸部にも侵入を繰り返しながら、というジグザグのコース取りです。

　これはほむらだけでなく、稲荷にとってもかなり消耗する行程でした。

　ジグザグ道での高低差が厳しくなってきたことと、コース全体としては徐々に登っていかなければならず、見通しがよくないのです。

　しかし幸運なこともありました。

　コースの途中でほむらたちは、早くも島を半周してきた金沢浅野チームとすれ違いました。乙丸少年が在籍する、実質女子校に近いという共学制高校の探検部です。

　遭遇時、乙丸のパートナーである女子生徒の井口は、露骨にほむらたちをライバル視して、情報交換しようとする乙丸の腕を強引に引っ張っていこうとしました。

　それでもなんとか乙丸は踏みとどまってくれて、ほむらは感激。

　もしかすると厳正なレースの結果より、こんな交流の機会のほうが貴重で得がたいものなんじゃなかろうか……と。それらも含めての秘密の呼び出しだったというのなら、上級生たちの演出ぶりに恐れ入ります。

「俺たちは『諦あきらめた派』なんだよ。やっべぇー、早瀬先輩にハメられたかも!?」

「『諦めた派？』」

「マル！　マルくんってば！　もうすぐ三本目の合図があがるんだよ!?」

　と、けたたましい井口。「マル」は乙丸くんの通称ですね。先輩たちからはオマルなんて不名誉な呼ばれ方をすることもあるようですが。

「じゃ、じゃあ『諦めない派』は？」

　脇からせかされながらの手て短みじかな乙丸の報告によれば───

　北岸部に丘陵が横たわっていたのは、全員、周知の通りですが、いざ実際にその場まで到達してみると、地図上の記載よりもずっと切り立った、険しいものだったそうなのです。さらに北方の岬部分とを分断するかたちで断崖絶壁となっているのだと。

「それがわかってたら、もっとゆっくり接近しながら、地形を観察して、迂回する道を探しながら行ったはずなんだ。けど───」

「早瀬くんが浜松中央の後ろから焚きつけたから、ね？」と呆れ気味の微笑を浮かべる稲荷。

「そうっす。それでいきなり絶壁とぶつかってしまって、突破口がすぐには解らないんですよ」

「もう……地図が間違ってるなんて……」と悔しそうな井口。

「───ん」

　その時、稲荷が遠い空の一角を指差しました。

　ほむらたち一年生は誰も気付かなかったのですが、そこには上空の風に流されてたなびいていく狼煙の跡がありました。

（───三本目！　もう、レースの半分の三時間が経過した！）

　ほむらは慌てて、乙丸に向き直ります。

「それだけ教えてくれれば、ホントじゅうぶんだよ。ありがとう、乙丸くん。井口さんも。もう行ってください」

「はいはいどーいたしまして！」と井口。

「俺たちは内陸を突っ切って、全ポイント回収していくわ。もう逆転するにはそれしかないと思うしよ」

「皆まで言うなマルっち！　あーやだやだぁー！　虫キライー！」

　ほとんど悲鳴に近い井口の叫びを残して、金沢浅野チームはジャングルに飛び込んでいきました。

「き、気をつけてー！」

　見送るほむら。

　ほむらたちですらあえて避けていた森林の奥地へ向かうとは……

「地図が間違ってるなんて酷いですね……」

「よくあることだって。つまり、ほかの『諦めない派』は、まだ断崖絶壁の突破を狙ってるってことね」

　冷静に状況を把握しようとする稲荷。青ざめるほむら。

「ろ……ロッククライミングですか？　あっ、道具を持ってないからフリークライミング？　ボルダリング？」

「そうなるかなあ……だとしたらすごい」と稲荷。

　ごくり、と唾を吞むほむら。先へ向かった長篠や、姫川たちの動向も気になるところですが、それよりも自分たちの身の振り方です。

「乙丸くんの言ってたように、慎重に接近すれば抜け道が見つかっていたかもしれないんですか？」

「うん。地図が間違ってることに早く気がついていたら、あるいはね」

　これはきっと、七久保先輩があえて言わなかったことの一つだな……

　と、ほむらは地図を睨みながら思いました。

　稲荷という心強い味方はいるものの、チームとしてはスピードには劣り、すでに何校にも先行されています。逆転をはかるとすれば、難易度の高いポイントへ向かうしか無いのですが、金沢浅野のように密林に突入していくのはどうしても気が引けます。

　となれば、残るは北側の岬の点数不明のポイント。

　それもまた突破できるかどうかわからない断崖絶壁の向こう側ときています。

　最終決定権は一年生しゅやくのほむらにある、とばかりに稲荷はほむらが戸惑っているあいだも苛いら々いらせずに、じっと待ってくれています。

（……東野くんのやり方とはまた違うな。御陵部長とも）

　この場に一緒に居たのがもしも東野だったら、たぶん、自分からさっと合理的な道筋を示して、ほむらの妄想の逃げ道は塞がれてしまった気がします。

　御陵部長だったら……？　いいえ、そもそも先輩には頼れない状況なのです。

　とはいえ自分で決断しなければいけないのも、それはそれで大層不安。

　ほむらは意を決して、おそるおそる稲荷の反応をうかがいつつ、一つの思いつきを口にしました。

「実はデスネ……気になっていたことがありまして……」

「ん？」
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「潮しおの干かん満まんかー」と稲荷。

「カンマンですよ」とほむら。

　地図上ではチェックポイントが設置されていない北西側の岸辺。

　本来ならばレース中は立ち寄る必要の無いエリアです。

　青藍高校チームは、ほむらの提案で、あえてその場所へ近づいてみることにしました。正攻法ではおぼつかないと考えた上での窮きゅう余よの一策でした。

　今度は一転、下り始めた傾斜地を用心しながら進んでいく二人。

「自信が無い時の私の勘は、なかなかのものなんですぞ？」

「それは全然心強いね。大船に乗ったゴジラのきぶん」と稲荷は聞き流しながら、前方の枝をはらいのけます。「さて、海まで出てみたものの……？」

　木々が切れ、目前に広がった光景。

　二人は海に面した崖上に達しました。ここに陸終わり海始まる、です。

　右手の方向には、北方へせり出す岬が四、五キロ先の向こうに横たわっています。

「うーん……釣りには良さそうな場所だけど」

「…………」

　照りつける日差しに、磨かれた刀身のように空を横切るベーグルの輝き。それらをまぶしく反射してぎらつく視界いっぱいの波間。

　溢れる光線から目を守りながら、ほむらは眼下の磯に目を向けます。

　地図上では断ち切られるように崖になっていて、岬の根元へ向かう道はありません。

　眼下には荒々しい岩場が広がっています。ただ完全に人の侵入を拒んでいるほど足場に乏しいわけではありません。

　それでも、依然として危険そうな場所ではあります。

「ハイ、問題です稲荷先輩。今、潮は満ちてきてるでしょうか？　引いてるでしょうか？」

「下げ潮。潮は引いていってるところ」

「よくわかりますね」

　答えもわからぬまま出題したほむらは感心しきり。

「磯場に、いくつも潮だまりタイドプールが出来てるでしょ。ああいう場所が、満ち潮の時に海に浸ひたって、海水と魚が残されるんだ。ほら」

「ほほう───正解です！」

「へいへい……まったくヘンな奴」呆れる稲荷。

「あとどのくらいで干かん潮ちょうですかね───ていうか、虚惑星の潮の満ち引き間隔ってどうなってるんです？」

「青藍高あおこーの調査では海はまだ未経験だったから……。とにかく、地球よりずっと複雑ってはなし。虚惑星の自転と公転、衛星の配列、ベーグルのなんたら摂動周期と、あーもう、そういうのはあたしは詳しくないんだ。だいたい十二時間周期だよ」

　たとえ周期がわかったところで、七久保のいる場所からここまで離れた島の反対側では狼煙の確認が出来ません。

「……海がずいぶん明るいですね？」

「まったく。紫外線で目やられそ……サングラス欲しかったな……」

「いえ、そうじゃなくて、明るい色だなって」

「んー？」

　二人並んで目をすがめて海を眺めます。

　まぶしさには慣れませんが、確かに、西表島へやってきた時のようなグラデーションが海を彩っているのがわかります。

「ふむん。確かに。意外と遠浅なのかな？　こういう地形なんつったっけ。誰かに教わったな。えーと」

「…………誰か……海の上を歩いてる……」

「あ、そうそう、礁池ラグーンだよね、礁池ラグーン……ええっ!?」

　驚いて聞き返した稲荷。ほむらが目を凝らす左手方向───

　岬とは反対側の海面上に、確かに波の輝きに埋もれたシルエットとなって、人間の姿がありました。

　ほむらたちが慌ててそちらへ向かってみると、偶然にも、崖を降りていく天然の階段道にいきあたり、潮の引いた磯場へと降りることが出来ました。

「───誰だろ？」

　人影はどうやら男子二人組のようです。とすると……

　新入部員紹介を思い出しているほむらに、興奮気味に稲荷が語りかけます。

「これってさ……！　もしかして礁しょう縁えんを渡っていけるんじゃ!?」

　崖下の磯場から海へと伸びていく礁縁。

「ふふふ。私の狙いに気がついていただけましたか？」とドヤ顔のほむら。「ところで礁縁って何ですか？」

「礁縁はサンゴ礁の縁ふちだよ！　見たかんじ、ちょっとした海の道になってる！　……あんたのプランでは島沿いの磯場に抜け道を探すはずだったでしょうが。これじゃ全然逆方向じゃないの」

「水があったかいですね！　なんか海の中がキラキラしてません？」

「そんなはしゃぐと危ないって、コラ！　ほむら！」

　そんな稲荷の注意も、せっかくの沖縄諸島で開放的なバケーションの機会を奪われたほむらには届きません。




「よう」

「ちわー」

　海上を歩いていたかのように見え、実際にはふくらはぎまで海面に浸かりながら、礁縁で待ち構えていた二人が挨拶します。

　あ、俺たちここの地元民なんで───みたいな平然とした少年たちの態度。そして抜けるように青い空と鮮やかな海のコントラストが、非現実的な雰囲気を際立たせます。

「ほれみろよ。やっぱ青藍の人たちだろ」

「そっち側は深いから近づかないで。あぶないよー」

　礁縁の上に立っていたのは、長門水産高校の男子生徒たちでした。

　雨乃が大いに興味を引かれていた、ヌメヌメ系沿岸生物の発表をした学校です。

　両名の名前は名な草ぐさ、そして石いし見み。

　よろけたほむらを注意したのが石見。その場にしゃがんで尻まで海に浸かり、海中を覗き込んでいるのが名草です。

「島に戻ったほうがいいよ？」

「もしかして俺たちがここにいたせいで、心配させちゃったんなら悪かったけど───」

　予想とは異なる彼らの言動に、ほむらは目をしばたたかせます。

「え？　なにしてんの二人とも？　レースは？」

「僕らは、別にレースは興味無くって」

「こんな機会、逃すわけにいかないじゃない？」

　平然と答える海の生き物マニアさん二人。よく日に焼けた男の子たちです。

　稲荷が目を輝かせながら、二人に向かって尋ねます。

「もしかしてさ、この礁縁って、北の岬の先端まで続いてる？」

「ええ」「もちろん」

　二人はこともなげに頷きました。

「ここ、大きな湾になってるから。完全な干潮になったら、あちこち露出してくる礁しょう原げんもあるんじゃないかな。楽しみだなぁ！」と名草。

「それまでには出発点に戻ってないとやばいけどな」これは石見。

　名草より石見のほうが、ほんの少ーしだけ慎重なようです。

　ほむらは、石見に思いつきを尋ねてみました。

「ねえ。私たち、礁縁の上をずーっと渡っていけるかな？」

　と足下から北の岬の先端までを指先で辿ります。

「ムリじゃないかな。ここは浅いけど、全部がそうじゃないだろうから」

「ちょっと泳げば行けるって」と名草。

「いや。海流がやべえよ。下げ潮だぜ。下手したら外そと海うみに流される」

　穏やかな海上で話している間にも、潮位は下がり続けていました。

　湾を形作る礁縁のライン上に、点々とサンゴ礁が頭を覗かせはじめます。

　『ａ』の字形だった島の地形は、礁縁の点線でつながり、いまやギリシア文字の『θテータ』に近づきはじめています。

「日ノ岡さんて、魔法使い志望だっけ。流動体系の魔法使える？」

「限定イコサモデル正二十面体の？」残念そうに首を振るほむら。「でも、そうだね。先輩だったら───」

　そう言うと長門水産の二人が、稲荷に視線を向けました。

　当の稲荷はつんと顔をそむけます。慌てて手を振るほむら。

「あっ、違うのです。先輩っていっても、もう一人の先輩の、御陵部長だったらってこと。得意技デス、って言ってたし」

　稲荷が魔法が大得意だ、なんて話も聞かされたことはありません。

「俺、ついてこーか？」と名草。

「やめろよ。そこまで派手に協力したらレース妨害になるだろ」石見がたしなめます。

「魔法使えるの、名草くん？」

「うんにゃー。でも泳ぎは得意。救護訓練もやったよー」

「そんなの足しになるかよ。レースだからってやばいぜ。いくらライフジャケットあったって、沖に流されたら戻ってこれねーかもだし」

「それで、流動体系の魔法ってこと……？」

　石見がうなずきます。

　確かに、水流を扱える魔法があれば、それをエンジンにして水中でも移動できます。

　以前の冷たい湖上での漂流が記憶に新しいほむらにしてみれば、それが生死を分ける条件になるかもしれないのは肌で感じられました。

「ウミショウブの花だー！」

　そんなやりとりをよそに名草が目を輝かせます。

　透き通った水面を漂ってきたのは、さきほどのキラキラの正体です。

　よく見ると、米粒ほどの真っ白な花が、周囲の海を埋め尽くしています。

　それは素晴らしくファンタジックな光景で、レース中でもなければ、ゆっくりと眺めていることもできたのに……とほむらは心底残念に思いました。

「ほむら、ジャケットちゃんと着用」

「え、はい」

　稲荷がほむらのそばに寄ります。

　ゆるめに羽織っていたジャケットのバックルを閉じて、ベルトもきっちりと締め直します。さらに自分自身の装備も再確認して、稲荷は気合いを入れます。

「行きますか……？」とほむら。

「やったろーじゃないの」意気込む稲荷。

「じゃあ、行けるところまで行ってみるってことで……」

　ほむらが自分で描いたプランの延長ではあるものの、これはかなり無謀なのでは……と思わざるを得ません。

　けれど、もしうまくいったなら難関の北端の岬に辿り着くことが出来ます。

　いまだチェックポイントの点数は不明ですが、他の学校の状況次第では、逆転の可能性もあります。

　長門水産の二人の声援を背後に受けながら、ほむらたちは礁縁を進み始めました。

　そんな無事を祈る声に、

「二人ともサメに気をつけてよー？」と冗談を返すほむら。

「礁池にサメなんか来ねーよ！」と石見。

「いいよねー、サメ。俺、サメ大好きー」と両手をあげる名草。




　対岸までは約三キロほど。

　海中に没した湾曲した道のりです。干潮に近づくにつれて、徐々に海上にその道も現れてきます。見込みが出てきました。ただ、

「どうやって戻ってくる気です？」

「んー……岬を踏破して戻ってくるのがベストかな。岬の途中にも高得点のポイントはあるし、迷いにくい場所だし、逃す手はないでしょ」と稲荷。

「それも結構無謀かもですね。時間的に厳しそうですし……そろそろ四本目の狼煙が上がった頃かなあ……？」

「いや、それよりもさ、岬の戻りの───」

　何かを言いかけた稲荷でしたが、まあいいやと首を振り、海中のサンゴ礁を踏みしめ、ざぶざぶ足で水をかきわけます。

　途中、腰付近まで体が没する場所もありましたが、干潮が迫って潮位が下がっているせいもあり、海中の道はどんどんと歩きやすくなってきました。

　やってきた礁縁の道も、残り一キロほどを残した地点に来たところで、ほむらたちは立ち往生しました。

「……っ……」「おっと……これは……」

　海面を漂うウミショウブの花が海流で吸い寄せられ、おかげで礁池の海水が、外海方向へと流れている様子がはっきりとわかります。

　目前で礁縁の道は途切れ、その三十メートルほど先でまた海面に露出して続いているようでした。

「もう少し潮がひくのを待てば……歩いていけ……なそうですね……」

　途切れた場所の水深は十メートルほどはあるようです。海流は勢いよく流れ、外海側では渦になっているのが見てとれました。かなり危険な雰囲気です。

「…………」

　稲荷はその場に座り込むと、海中を睨み、さらには海面に顔をつけて、明るい海中の様子をさぐっていました。

　顔をあげた稲荷が、海水をはねとばしながらほむらに尋ねます。

「ほむら……潜水は得意？」

「ご、五秒くらいなら……？」

「そんなの顔洗ってるだけじゃないの」再び、進行方向を確認する稲荷。「ちょっとしたトラバースだな……」

　決意とともに立ち上がった稲荷。やおらライフジャケットを脱ぎ始めます。

「ど、どうするんですか？」

「いい？　あなたはここにいて、ほむら。あたしが向こうに渡ったら、これ投げて渡してね」

　と脱いだジャケットをほむらに押しつけました。

　そして深呼吸をすると、稲荷はざぶりと水中に飛び込みました。

「泳いでいくんですか!?」というほむらの声が届いたかどうか。

　海上の道が再開している目指す前方の礁縁にはまっすぐ向かわず、右側へ、礁池の内側方向へ四十五度の角度をつけ、素潜りで潜っていきます。

「…………っ……」

　ほむらのいる場所からも、稲荷が頭を下にして魚雷のように進んでいく姿はよく見通せました。

　その稲荷の小さなからだが、海中でふわっと浮き上がります。

「先輩、流されて……！」

　大きく浮き上がりかけた瞬間、稲荷は、はしっと、海底のサンゴ礁に手をかけました。

　そのまま数秒間、流れをこらえていると、今度はじりじりと腕の力を使って、水中を這うように進み始めました。

　そうしてかなり深くまで潜ると、稲荷を押し流そうとする海流は無くなったようです。

　手を離してサンゴ礁を蹴ると、今度は勢いよく斜め左方向に泳いで浮上しはじめます。

「…………ふぅぅぅ」

　反対側の、海上に露出した礁縁の上に稲荷が現れて手を振ると、ほむらは深い安堵の息を吐きました。

　ぶるぶると体をふるわせて水を飛ばす彼女の仕草が、いかにも動物アニマルチック。

　言われた通り、預かっていたジャケットを稲荷に向けて投げ渡すと、ほむらは自分のジャケットのベルトに手をかけました。

「よし……次は私の番……！」

　海の流れを挟み、意気込むほむらに向かって、稲荷が声をかけます。

「ほむら！　あんたは戻んなさい！」

「ええー!?」

「北側の岬はあたしが一人で廻ってくる！」

「そんなあー!?」

「この流れは、あんたじゃ無理。それに、あんたの足に合わせてたら、きっと間に合わない」

「ひどい！　でも了解！」

「っ……ちょっとは遠慮して抵抗しろ！　こんな時ばっかり素直だな！」

「スナオは先輩でしょ!!」

　いいのです。

　頼れる時は思い切って人に頼ってしまうのがほむらの性分。頼れない時でもとりあえず頼ってみるのがほむらの愛想なのです。

「Ｎポイントで合流しよう。いい!?」と稲荷。

「はいっ、Ｎポイントですね！　約束ですよ!?」伸ばした小指を振り上げるほむら。

　Ｎポイントは、北西側の海岸へ大きく迂回の決意をする直前に目指す筈だった目的地でした。さっそく礁縁を引き返しはじめるほむら。

「───ん？」

　海面を何かが横切ったような？　けれど振り返っても水中には何も見えません。

「海藻……かな？」




　驚きの脚力でみるみる遠ざかっていく稲荷の後ろ姿を名残惜しく眺めながら、ほむらはきびすを返します。

　名草と石見は、先ほど出会った場所にはもうおらず、広い礁池の内側へと移動していました。彼らの言っていた礁原が、湾内のところどころに現れだしています。

　ほむらが足をすすめるたびに、その動きに反応した蟹たちが猛然と礁原から走り出して、逃げていきます。

　潮だまりタイドプールには、天然の絵の具のチューブが命を持ったような、小さな色とりどりの魚たちが取り残されていました。

　一刻も早く、稲荷との合流ポイントへと向かわねばならないほむらでしたが、初めて見る光景の連続に心奪われ気味です。

　名草と石見が観察ポイントを移したのはより深い場所のようです。とんぼ返りに引き返してきたほむらのことは、まるで気がついていません。

　穏やかな水面にビーチシューズで幾重にも波紋を重ねながら駆けていくほむら。

　周囲は三百六十度のエメラルドグリーンの海です。

　ついついハミングさえこぼれてきます。

　稲荷先輩が、ここまで力を尽くして協力してくれたのは意外でした。

　彼女自身は頼りないほむらを手伝ってやってる、という態度を崩してはいませんが。

　稲荷がなにやら怪しんでいた、早瀬先輩が何か企んでいるのでは……？　という反応の理由も、ほむらにはまだ納得いかないところがあります。

　このレースも、日吉坂高校と協力できたらよかったのでしょう。

　レース開始早々の他校を扇動するような行為も、結果的には功を奏したようですが、こんな未知の場所でどこまで計画的だったのかはわかりません。

　そもそも、早瀬と鼎たちの日吉坂高校は、他校を道連れに自滅したも同然で、勝利はさらに遠ざかってしまっています。まあ元々、夢遊病のような鼎のあの様子では難しかったかもしれませんが……。

　まだ自分には隠されている秘密うらじじょうがあるのかな……と。ふと勘ぐってしまうほむら。

「……わっ！」

　そんな物思いにふけった拍子に、干満に削られた滑らかなサンゴ礁に足をすべらせ、潮だまりタイドプールに飛び込んでしまうほむら。派手な波が撥ね上がります。

「う～……せっかく気持ちよかったのに……」

　さいわい怪我はありません。

　潮だまりから、上半身と両足を突き出している間の抜けたポーズのほむら。

　誰にも見られなかったかな……と、恥ずかしそうに周囲を見渡します。

「…………？」

　礁池の深い場所で、素潜りを繰り返しながら、熱心に観察を続けている、名草と石見の姿が目に入ります。

　そして、その後方から水面を近寄っていく青黒い背びれ……

　───えっ、背びれ？　サメ？

　それ以上、確かめる余裕もないまま、正体不明の背びれは名草たちの方へ向けて悠然と加速しながら潜行していきます。

「……えっ？　ちょちょちょ───」

　大慌てで潮だまりから、跳ね起きるほむら。

　その拍子に突き出ていたサンゴ礁に肘をぶつけます。

「……あっ、痛っつつ……」

　びりっとしびれた片腕の感覚が一瞬麻痺します。

「な、名草くん！　石見くん!!」

　しかし運の悪いことに、ほむらが呼びかけたちょうどそのタイミングで、二人は同時に水中に潜ってしまいました。

「さ、サメだよ！　サメーッ！　って、聞こえないのか！」

　人騒がせな狼少年、ならぬ鮫少女と呼ばれてもこの際構いません。ほむらは大声で呼びかけます。

　とにかく近寄ろうと、水上のサンゴ礁の道を選びながら、飛び渡っていくほむら。

　決して器用なジャンプではありませんが、彼女に出来るせいいっぱいの速さで。

　サンゴ礁に囲まれた、二十五メートルプールほどの空洞。

　二人のライフジャケットが、無防備にサンゴ礁の上に置かれています。

「ぷぁ───」

　ほむらがその間近まで駆けつけると、先に水面に顔を出したのは石見でした。

「石見くん！」

「うわ───なんだ日ノ岡さん？　戻ってきたの？」

「それどこじゃないよ、サメだよ、サメがいる！」

「あっはは、見まちがいじゃね？　こんな礁池に───」

　立ち泳ぎしながら笑った石見が、あらためてほむらの様子を見て、はっと目を見張りました。

「日ノ岡さん、腕、腕！　血出てる」

「…………」

　石見の言葉も耳に入らず、ほむらは水上から海中を見渡して、もう一人の名草の姿を探します。

「いた───」

　発見した彼は海中にきりたったサンゴ礁の壁面にじっと見入っていて、後方の注意はおろそかになっています。

　名草の姿を見つけてほっとしたその直後、ほむらはぞっと肌が粟立ちました。

　礁池のハイウェイとなった水路を、なめらかに体をくねらせ近づく魚影───

「……そんな、マジかよ」

　必死に海中を指差すほむらの形相に、ようやく悪ふざけの疑いを捨てた石見。

　大きく息を吸いこむと、壁を蹴って名草のもとへと再び潜ります。

　猛然と潜行した石見が名草の肩を荒々しく叩くのと、海中からせりあがってきた鮫の鼻面が名草の素足をかすめたのは同時でした。

　その感触と衝撃に思わず吐きだした息の泡が、ぶわっと名草の前に現れます。

　鮫はあきらめることなく、何度も顎を突き出して名草の足に歯を立てようとします。

　がむしゃらに暴れた名草の足が鮫の横面にヒットすると、一瞬、鮫はひるみました。

　石見が腕を引きあげ、そのまま二人は海上へ戻る足がかりのある岩棚へと引き返します。

　サイレント映画のように映るその光景を、海上から固唾を吞んで見つめるほむら。

　怖じ気づき震える足を叱咤して、一歩前へと踏み出します。

「Ｈｉハイドラ───」

　ジャケットのバックルに手をかけながら、呪文を紡ぐほむら。

　一度距離をとり、そしてまた悠然と旋回してきた鮫が、再び二人に狙いをつけて海中で勢いを増します。

　岩棚に向かって泳ぎ急ぐ石見と名草───ですが、たとえ辿り着いてもその場所には二人が同時に登れるだけの手がかりは見あたりません。

　間に合わない……

　ほむらはもどかしくジャケットを投げ捨て、助走をつけると、二人の後方めがけて足先から飛び込みました。

　───静けさに包まれた青い世界。

　海中の伽藍にゆっくりと沈みながら、恐ろしい追っ手の影を求めて体をひねります。

（Ｏｘオクスィ…Ｐｈフォスファ…）

　その姿を捉えた時はもう目の前に。

　腕を突き出し、ほむらは最後のパターンを完成させます。

（───Ｍｇマグナ！）

　海中に顕現する、灼熱の輝線。

　それは幾何学的にゆらめきながら自みずからを編み上げ、バレーボール大の球体になります。数少ないほむらの呪文、火球の魔法です。

（……っ……！）

　発せられる異音が耳を圧したのも束の間───

　輝く球体はすぐに銀色に濁にごり、鏡面を持つ塊かたまりとなりました。それはあたかも大きな泡のようで、熱も感じず、まったく脅威とは映りません。

　鮫はただ火球をひょいと躱かわし、しぶとく名草たちを追尾します。

（だ、だったら───！）

　次の瞬間、銀色の火球を中心に、水中に猛然と泡がたちのぼりました。

　構わず突進した鮫は、がくんと鼻先を下げて、下方へ進路をそらされました。

　あえて集中を解いた火球が、パターンに欠損を生じ、無数の輝線となって爆散したのです。

「ぷはっ───」

　泡立つ海面に顔を出したほむら。

　自分が思ったよりもうまく泳げていないことを悟ります。

「日ノ岡さん、こっち───！」

　誰かが再び飛び込む水音。

　石見か名草か、声が背後から届きますが、振り向く余裕はありません。

（そういやシューズを履いたままだった……）

　見失った魚影に恐々としながら、立ち泳ぎで重い体を背面へと運びます。

　そのうちに、ほむらははっきりとした異変を感じました。

　まずは皮膚で。そして視覚で───

「……なっ、なに？」

　礁池の水面、その見渡す限り一面に、幾筋もの渦が生じています。

　うねりたわむ水面は、筋肉のような生物の繊維構造にも似て、あるいはゴッホの絵画の筆致のような異質なディテールを礁池に与えるものでした。
















「きゃ───」

　水流が文字通りほむらを手摑みにします。

「うわ」「ちょ───」

　名草たちの短い悲鳴。それもたちまち水流に没します。

　荒々しく攪かく拌はんされ、天地のさだまらない水中で翻弄されるほむら。

（海水ごと……持ち上げられてる……！）

　めまぐるしく移り変わる視界。四方八方に飛びゆく水平線と太陽とベーグル。

（……っ……!?）

　なすがままのほむらは、逆転した視界のなかで、岩場に立つ長身の人影を捉えます。

　数分にも感じられる息苦しい時間、実際には数秒ほどの時間が過ぎて、ほむらは生きた水流の塊から放り出されました。

　べしゃっと落ちた先は、銭湯の浴槽ほどの潮だまりでした。

「うぇぇぇ、げほっ、げほっ……ひどい目に───」

　咳き込みながら、ほむらは潮だまりの脇に立つ人物に気がつきました。

「お……大嵐先輩……？」

　それはまさしく府立南雲の副部長、大嵐でした。

　冷ややかに横目でほむらを見おろすと、ぶっきらぼうに言い放ちます。

「───不用意に虚惑星の動植物に危害を加えるな」

　ＳＡで壇上にいたときそのままの制服姿です。

　ネクタイを緩みなく締めた顔面には、ぽつぽつと汗を浮かばせていますが、とにかく表情だけは冷静そのものです。

　しかしそれよりなにより、大嵐はこの場に居ないはずです。

「……あの、どうやって来たんですか？　ぶ、部長会議は？」

「休憩時間だ」

　なるほど……。それでも、転送環は？　とか、どうしてこの場所が？　などもっと尋ねるべきことがありそうですが、それよりほむらが気になったのは、

「あ、暑くないんですか……？　その、学生服のままで……」

「…………暑いが……」

　はっ、と二人の上に重なってゆらめく陰影に気付き、振り仰ぐほむら。ほむらと大嵐の頭上には、巨大な水球が浮遊していました。

　それは礁池からほむらをつかみあげた魔法の本体です。

　正確には浮遊ではなく、幾つもの礁池や潮だまりから代わる代わる海水を吸い上げながら、水球を串刺しにして支えているのです。

　全体で軽く百トンは超えていそうな、青く透き通った水の彫刻。

（すごい……）それを啞然と見上げるほむら。

　そこから立て続けに、吐き出されるように放出されたのは名草と石見です。

「おーっと！　おかえり！」

　あわててほむらは潮だまりから身を避けます。

　訳も分からず生還した三人は、間の抜けた顔を並べて大嵐の魔法を眺めます。

　まっすぐに差し出された腕の先で、巨大な水球は空中を移動し、悠然と離れていきます。

　その中には、自分たちを襲ってきたあの鮫が、水族館の水槽にいるかのように、すっかり無害そうに遊泳しているのでした。

　礁縁を超えて外海に達した水球は、静かに高度を下げ、最後まで形を乱すことなく海面に沈み、また一体となりました。囚われの鮫も傷つけられることなく、海に放されたようです。

　これが魔術師ウィザードの魔法……

　ほむらはすっかり感心して、大嵐を見つめました。

「大嵐先輩。すんません」

「ありがとうございました！」

　石見と名草が、大嵐にぺこぺこと頭を下げます。

「……」

　大嵐はかすかに頷いて、誰もいないはずの二人の背後に視線をやりました。

　はて？　と二人が振り返ろうとすると、

「また大嵐さんに美味しいところを……」

「ひっ」「うおう」

　すねたつぶやき声に驚き、リアルに飛び上がる少年二人。

　礁池には再び海水が流入して戻ってきています。声はその中央から届きました。

「お二人とも……なぜこんな所でパチャパチャされてるんです……」

　一瞬、気温が下がったような印象。

　水着の上にライフジャケットを着用した女子部員が、流れ込み、うずまく海流のなかでも、とても落ち着いた様子で水面に座っています。

　バランスよく彼女が横向きに腰掛けていたのは、背びれの背もたれのついた、全長八メートルはあろうかという白黒ツートンカラーの椅子───

　いいえもとい、大型海棲ほ乳類のシャチでした。

「す……周す防おう部長……!!」

　息をのむ名草と石見。

「最初から敗退覚悟ですか……あなたたちの連携が無いと、福岡筥崎の子たちも大たい儀ぎーでしょう？」

　淡々とたしなめる相手に、二人はわかりやすく震え上がります。

　それは長門水産高校探検部の部長、周防でした。

　すらりとスレンダーなスタイル。黒地に鮮やかな水色のラインが入った競泳用水着に身を包み、艶やかな長い黒髪は、濡らさないように手早く後ろにまとめあげてあります。

「よ、吉よし尾おたちなら、心臓強いから、だ、大丈夫ですって」と石見。

　二人が責められている脇で、ほむらはシャチに興味津々です。

「もしかして、つ、使い魔ですか、その子───？」

「そうです、日ノ岡さん。この子はシャチのボビー。我が部の忠実なしもべたちです───その腕の怪我、大丈夫？」

　はっと自分の様子に気がついたほむら。

「あっはい、すこし擦りむいただけで───それより、しもべ、たち？　他にも？」

「ええ。群れが来ているの」と頷く周防部長。

「シャチの群れが！」

「そっかぁ、ボビーの群れの回遊先に、この島も入ってたんすね!?」

　と合点して手を打った名草を、きっとにらむ周防。あやしい手つきで手招きされ、また二人が青ざめます。

「石見、名草の両二名？　きみたちはこちらへ乗りなさい。戻りがてら、ゴールの南の岬まで届けるから。このままここに放っておくと不安です。当然、今回のレースは失格ですから、いいですね。あとちょっと、お仕置きします」

「い……異議なーし」と力無く答える名草。

「了解ですけど……彼女は？」

　気遣わしげにこちらを見た石見の視線に、自分が置かれた状況を思いだして、はっとするほむら。

　大嵐もまた控えめに口添えします。

「日ノ岡はまだレース継続中だな。復帰するなら急げ」

「え───も、もちろんです……よ？」

「稲荷は？」と大嵐。

「稲荷先輩でしたら、単独で岬のポイントへ……」

「そうか。わかった」

　大嵐に周防が呼びかけます。

「大嵐さんもこちらへどうです？　まだ乗れます」

「いや、俺はいい。時間までには戻る」

　と、こともなげに返す大嵐。

　そんな大嵐と周防に、ほむらは頭を下げました。

「ご迷惑かけてすみませんでした、大嵐先輩。周防先輩───私、もう行きますね」

　駆け出すほむら。そんな彼女の背に声がかかりました。

「日ノ岡さん！」

　周防部長を一番後方にして、シャチの頭の上にまたがっている石見と名草。

　その二人が手を振ってくれています。

「ありがとうな、日ノ岡さん！　ホント助かった！　レース頑張って！」

「地球あっちに戻ったらなんかオゴるよ～！」

　微笑み返すほむら。

「だったら、特製シークァーサーアイスを！」




　やがて、ようやく合流地点のＮポイントに辿り着いたほむら。

　迷いにくいシンプルなコースではありましたが、ずっと丘陵部へと向かう登り道で、息は切れ切れです。

　そうして見つけたポイントの下では、おおいにぶすくれた稲荷が、ほむらを待ち構えていました。

「遅い…………」

　ほむらを見るなり、ぎろりと睨みつける稲荷。

「遅いったら遅すぎ！　あんたねえぇ～～何やってたのよ!?　あたしが全身全霊を賭して稼いだリードはなんだったの一体！」

　猛烈な癇癪をぶつける稲荷。

「虫には刺されるわ、水着は脱げるわ、崖からは落っこちるわ……」

「ま、まあまあ、これは不可抗力というやつでございまして───」

　自身の乱れた息を落ち着かせながら、稲荷をなだめるほむら。

　見れば稲荷のライフジャケットは既に穴だらけ。髪には小枝が絡まり、体のあちこちにはすり傷が。

　けれど、短い間にぼろぼろになった記録カードには、北の岬を見事に制覇した証のスタンプが燦さん然ぜんと並んでいるのでした。

　島の最北端の得点不明のポイントは───なんと55点!!　でも、

「今からじゃ……今からじゃ絶対に間に合わないじゃないっ。もうっ、泣けてきた」

　本当に涙ぐんでいる稲荷。

「の、狼煙の合図は……」

「とっくに五本目が上がったっての！　もう直線で全速で走ったって無理！　あ～、こんなことにまで手を出して、結局……ナナに馬鹿にされちゃう……」

「…………ごめんなさい」

　しんみりと頭を垂れるほむら。

「……お詫びにたくさん貼らせていただきますので……」そう言って、せめてもの償いにと、ごそごそポーチをまさぐります。

「虫刺されパッチでしょそれは……」

　ほむらの謝意と冗談の境界線を測りかねて、溜息をつく稲荷。

「……ところで……何を脇に抱えてんの。それ」

　先ほどからほむらが抱えている棒状の物体に、稲荷がジト目を向けます。

「これは……虚惑星人の……魔法の……杖？」

「……はあ？　マホーの杖？」

「はい。ストック代わりになる物を探してて、谷川のそばで見つけたんです。ただの木の枝じゃないんです、これ。手彫りなんです。それも相当古いみたいで……先輩、森をよく観察しろって言ったじゃないですか」

「言ったわよ。言ったけど……ちょっと貸して？」

　稲荷がほむらの手の中から木製の棒を奪います。長さは一メートル二十センチほど。バットのように握り手があり、反対側は扁平になっています。ほむらは気がついていませんでしたが、その握り手の底には、アルファベットで『Ｈ・Ｔ』のイニシャルが刻まれていました。

「…………誰？」首をかしげる稲荷。

「これって何かレースの得点になりませんかね!?　ねっ！」

　怪訝な顔の稲荷に向かって、鼻息荒く意気込むほむら。

「………………」

　なにやら考えを巡らせたのち、じろ、とほむらを横目で睨んだ稲荷。

「……どこで見つけたって？」




　島の南側のゴール地点には、続々と各校のチームが到着していました。

　岩陰に簡易休憩所を置いて、疲労困憊で走り終えた参加者たちを水や果物でねぎらっています。

　たった今、到着したのは、金沢浅野高校。

　密林を縦断すると言って飛び込んでいった、乙丸と井口のチームの帰還です。

「金沢浅野、ゴール！　おつかれさんっ」

　時計を片手に仁王立ちで構える七久保が宣言します。

　乙丸が記録カードを差し出すと、七久保は日陰を指差します。

「集計はうちの池場が順にやっとる。今は休んどき。食い物もある」

「はい」

　そんな汗みずくの乙丸に、一人の女子生徒が近寄りました。

「───ご無事れなりよりれす」

「……姫川……？」

　乙丸を出迎えたのは、先にゴールに到着していた苫小牧電波の姫川でした。

　ずっと走り詰めでやってきた乙丸よりも、なんだかふらふらしています。

　そんな姫川からレースの状況を聞かされた乙丸は目を見張りました。

「えっ、青藍、まだ来てねーの？　絶対俺たちが最後だと思ったのに」

　乙丸のパートナーを務めた井口は、その場にしゃがみ込み、地獄でも見たような蒼白な顔でぶつぶつ呟いています。

　乙丸の記録カードを見せてもらっていた姫川もうなだれました。

「よかったれすね……金沢浅野が二位に浮上れす。残念、また逆転されれした……」

「……なんか外見変わってるせいかよくわかんねーけど、顔色、変だぞ？　姫川」

「したっけ大丈夫れすよ」

「閑音さん、ひ、日陰で休んでないと……」

　心配そうにパートナーの桑園が駆け寄ります。

「閑音さんとかじゃないのですよもう釉ゆうくんは───」

「はい。ごめんなさい……」

　乙丸と桑園の二人は、朦朧としながらぼやいている姫川に、水とラムネ味の塩分タブレットを与えて日陰に座らせました。

　少し離れた場所で話を引き継ぐ桑園。小柄な桑園がますます身を縮め、姫川を気にしながらこそこそと乙丸にささやきます。

「熱中症みたいです、閑音さん。無理して走ったから倒れちゃって……」

「おおっと……そりゃ大変だったな。怪我はなさそうでよかった」と乙丸。

「棄権しようって言ったんですけど……」

「聞いてくれなかったって？　いつでも冷静なのかと思ったら、結構強情なんだな。でも倒れたって───それ、その後どうしたんだ？」

　乙丸の問いに、ますます申し訳なさそうに答える桑園。

「あの、僕が担いできました……」

「……！」

　乙丸には、姫川の意外な無茶ぶりよりも、むしろそちらのほうが驚きでした。が、それは言葉には出さずに胸に秘めて、レースの話に戻ります。

「そっか……そっちも結構壮絶だったな。現在一位は？」

　乙丸も気になっていることを尋ねます。

「福岡筥崎だって……」と桑園。

「えっ、マジ。じゃあ最初に丘陵部へ向かった連中は、総崩れか……」

　到着している一年生たちを乙丸が見渡すと、大の字になってぶっ倒れている浜松中央の二人や、がっくりうなだれている長篠が目に入りました。視線の先を察して、桑園が言い添えます。

「長篠さんたち府立南雲が現在三位だそうです。……苫小牧電波うちは四位になっちゃったな」

　福岡筥崎も、乙丸たちと同じ『諦めた派』ですが、絶壁を目にするなり最も早く島の北側を離脱したチームなのでした。

　失格となった長門水産の名草と石見も、周防先輩の使い魔のシャチに運ばれて、島の沿岸をぐるりと廻り、すでにゴール地点に送り届けられていました。

　そのビリ確定の長門水産と、優勝候補の福岡筥崎チームは吞気に語らっています。

　七久保が手元の時計を確認するペースがあがりました。残り時間十五分の合図は、乙丸たちの到着以前に、とっくに青空へ向けてうち出されています。

「……………………」

　一段高い岩場の上に腰をおろし、青藍高チームが帰還するはずの北側の森を息を殺して見つめる乙丸と桑園。

　やがてそこに渋々といった様子の井口や、長門水産の二人も加わりました。

「あと三分」七久保が呟きます。「……どこで油売ってんねん、あいつ。またすっぽかしよるんか」

　七久保を補佐する府立南雲の二年生たちは、事故を懸念して相談を始めます。そんな仲間たちをすこしつらそうに横目で眺める七久保。

「……な、何か……あったんでしょうか……」とぶるぶる震える桑園。

「まさか!?　稲荷先輩だってついてんだし。それに日ノ岡さんて、なんか妙にしぶとそうじゃん」と乙丸。

「……で、ですね……」

　不安をもらす桑園を乙丸が励まします。




　間もなくして、声は乙丸たちの背後からあがりました。

　自分たちの転移してきた円形の砂浜。その渚に、岩のアーチをくぐって外洋から進入してくる、ほっそりとした船影が───

「なんだあれ、シーカヤックじゃん」「カヌーじゃないの？」

　わらわらと集まってきた野次馬の誰かが叫びました。

「あれって……日ノ岡さんたちですよね……？」

　遠目に二人の姿をみても、まだ不安の抜けない桑園。

「だ、だよな……？　どこで拾ってきたんだ、あんなの」と目を見張る乙丸。

　たしかにそれは二人乗りのカヤックです。

　カヤックは西表島のビーチでもレジャー用のものを見かけましたが、それよりは布に覆われた面積が広く、波かぶりにも強そうな構造をしていました。

　前席にはほむら、後席に稲荷。かなりへばった様子でパドルを握っているほむらに、後ろから稲荷が檄を飛ばしています。

　その二人もすぐに、稲荷の号令でカヤックから降りました。

　ひっくりかえるようにして渚に投げ出されるほむら。パドルを杖がわりになんとか起き上がります。

　二人はカヤックを手で引きながら、そのまま渚から上陸してきました。

　そのまま普通にこちらへ走ってくるかと思いきや、なぜかカヤックをかつぎあげ、頭から被ってやってきます。今度は稲荷が先頭です。

　四本足の不思議なフォルムの生き物が、岩場を登ってくる光景はなかなかシュールでした。

「………………アホか」

「七久保ナナ先輩……時間は……？」

　呆然とそれを見つめていた七久保に、長篠が注意を促します。

「あっ、やべ」

　慌てて時計を確認した七久保はすぐさま笛を吹き鳴らしました。

　ぴゅりりりりりりり───

　合図と同時に、待ち構える部員たちの前にカヤックが到着しました。

　地面に放り出したカヤックの上に、二人の少女は並んでぶっ倒れ、ぜいぜいと胸を上下させます。

「ちょ、ほむら……なんで船まで運んでこなきゃなんないの!?」と息もきれぎれに唸る稲荷。

「……だって……ここまで私たちを運んでくれたんですし……」

　そんなほむらの前に立って、手を差し出す七久保。身を助け起こしてくれるのかと、手を伸ばすと、ぺしっとはたかれます。

「あ、カードですか……」記録カードを求められているのだと察して、ほむらがへろへろと手渡します。「七久保先輩……間に合いました、私たち？」

「ふざけたゴールインしよって……腹立つわ……」

　受け取ったカードのポイントをチェックしながらぼやく七久保。

「このカヌー？　カヤックって言うんですか？　川の上流で見つけたんです。稲荷先輩が言うには、昔の調査官が残していったものだろうって」

「そんくらい想像つくわ！　次回からはゼッタイ船は禁止や」

「あらら」




　珍しそうにカヤックの周囲に集まっていた一年生部員たちを、七久保がきぜわしく追い立てます。

　危うい場面はそれぞれありましたが、なんとか全員無事にレースを終えた参加者たちが、再び七久保を取り巻きます。

「お待ちかねや。レースの得点結果を発表するで───

　まず三位、府立南雲チーム！　長篠・平岡ペア。～～ポイント。

　次に二位、金沢浅野チーム！　乙丸・井口ペア。～～ポイント。

　それと……同点は青藍高校チーム！　稲荷・日ノ岡ペアや！　カヤックで川下りしてくるとは、こっちも予想外やった。そんなもんが島に残されてたとは、うちらも知らんかった。ちぃっ」

「え、じゃ……反則ですか？」と尋ねるほむら。

「島にあるもんを使うのは別に構へんやろ。次回からは禁止にさせてもらうけどな。そんなもんがあったら、他チームと差がつきすぎる」

「やったぁー！　でも二位か。いや、これはこれでなかなか？」

　気遣わしげに姫川や乙丸が顔を向ける先で、さっぱりとやりきった表情で頭をかくほむら。

「残念、届きませんでしたね、稲荷先輩。でも二位なら、ね？」

「それじゃ意味ないだろ……これじゃ、何しに来たんだあたしは……」

　隣でがくりと肩を落とす稲荷。

　さらにその横では稲荷以上に悲愴な雰囲気を漂わせて、泣き笑いでうなだれている井口。

「ハハ……無駄？　無駄なの？　ぶよぶよわさわさぐねぐねを死にものぐるいで私が堪こらえたのもぜんぶ無駄……？　アハハ、ハ……」

　そんな井口の絶望を憐れみながら、七久保は順位発表を続けます。

「一位は福岡筥崎チーム。吉尾・霧きり島しまペアや！　ようやったな、おめでとさん。残りの順位はカードに書き込んで返したるから、各チーム勝手に確認してや」

　福岡筥崎高校の両名が拍手に包まれるなか、勝者の一人である吉尾は、しれっと勝者コメントを述べはじめます。

「どーもどーも。まさに漁夫の利でした。最初に想定したルートにこだわらず、早めのあきらめが肝心でしたね。あ、でも俺たち。賞品とかは辞退しますんで。二位に譲ってください」

「───はぁ!?　なんやて!?　そんなん許されるわけないやろ!?」

　自分たちのレース準備の労力を馬鹿にされたように、怒りをあらわにする七久保。

　七久保だけでなく、敗退した部員たちからも「そーだそーだ！」と抗議があがります。

「そんじゃ、青藍高校に権利をゆずるから」ともう一人の勝者の霧島。「日ノ岡、長門水産の石見たちを礁池ラグーンで助けてくれたんだろ？」

　福岡筥崎は心臓が強いという話でしたが、確かに動じてませんね。

「……えっ、う、うん。でも───」

　いきなり話を振られても戸惑うほむら。胸の前でぶんぶんと両の掌を交叉させます。

「それはこのレースとは関係ない話だしっ……それに、私がいなくたって魔術師ウィザードの大嵐先輩と、周防先輩がどうにかしてくれていたに違いないからっ」

　ふっと注目の視線が集まってどぎまぎとするほむら。

　七久保は躍起になって話をさえぎります。

「そんなんあかん。うちが許さんからな！　どうしても権利放棄すんなら、順当に二位に譲れやアホ」

　と胸をどつかれながらも、腕組みして思案する福岡筥崎の二人。

「じゃあこれは？」なにやら思いついた吉尾が懲りずに手をあげます。

「サメ退治のぶんで青藍に〇・五点あげてやってください。それくらいならいいでしょ？」

「……〇・五点？　あかん、そんなん逆転してしまうやろ？　青藍と金沢浅野は同点なんやから、先着の金沢浅野が勝ちや」

「そうよ。私たちのほうが先に着いたんだから、繰り上がるなら金沢浅野のほうが優先でしょ!?　最初から、青藍は三位なんだから！　府立南雲は四位！　発表の仕方がおかしいの！」と、いきどおる井口。

　是が非でも先輩たちのもとに勝利の手土産を持ち帰りたい井口もまた譲りません。

　そんな彼女に実際の順位をはっきりと言われて、長篠はさらにずーんと落ち込んでいます。

　成り行きを黙って聞いていた乙丸が、口を開きました。

「その礁池ラグーンの件が無かったら、俺たちきっと逆転されてたよな……それでなくても、北の岬の先まで行って、時間内にもどってこれたのは青藍だけなんだから、凄えよ。それって、結構探検部らしいんじゃねえの」

「ちょ、ちょっと、このオマル！」と井口。

「ほんと大変だったんですよ」うんうん、と謙遜もせずに頷くほむら。

「こらー、ほむら？　岬でポイントを拾ったのは、あたしだってのに」

　それまで紛糾する順位決定を静観していた稲荷が、たまりかねて口を挟みます。

「───それで、どうするの七久保ナナ？」

「ナナナナやかましい。あー……せやったら、もうジャンケンや！　あんたらジャンケンで決めな！」

　え～～～～、と全員からひとしきり抗議と諦めの声があがった後に、観念する両校の部員たち。

「勝ちなさいよマルくん！　勝たないとひどいから！」

　すごむ井口に渋る顔の乙丸。

「どうひどいんだ。つか、俺がやんの？　ジャンケンの勝負まで責任とれねぇって」

「結局じゃんけんか。まー、七久保ナナらしくていんじゃない」

　なぜだか少し嬉しそうな稲荷。まかせる、と言いたげにほむらの背を押します。

「えっ」

　そんなわけで、一同の前に出て、にらみ合う乙丸とほむら。

「最初はグー！　じゃんけん──────」




　勝者は青藍高校。

　まず七久保は転送環を使い、彼女自身とほむらを連れて地球へ転移しました。

　真っ暗なウファラの浜にはもう人の姿はありません。

　これから七久保だけがとんぼ返りで虚惑星へと戻り、撤収中の部員たちを回収するという段取りです。

　そんなふうに一つの転送環を駆使して少人数の転移を繰り返すことで、虚惑星側での事前準備をしたり、レース中に視察に訪れた大嵐副部長と周防部長を送り届けていたのでした。

　七久保はレースの進行とあわせて、探検部部員だけの極秘事項となっている転送環を預かり、地球の時間とも合わせた分刻みのスケジュールで運用しなければならないのですから、それはカリカリもしようというものです。

「───会議に出たら『部室にカラオケ』って言え。その符丁で伝わる」

「え、カラオケ？　あのっ……なんでも一つだけわがままが通せるんじゃ？」

　ほむらが呼び止めると、七久保が気ぜわしげに答えます。

「どうせ虚惑星人ヌテラリアンの件ちゃうん？」

「で、ですけど」

「ならぐちゃぐちゃ言わんとそう伝えとき！　ホラ急がんかい、部長会議終わってまうで！　それにうちがはよ戻らんと皆が心配するやろ!?」

「はいっ」

　宿舎へ戻る道に向かって突き出され、慌てて走り出したほむら。そんな彼女を、今度は気まぐれに七久保が呼び止めました。

「……日ノ岡。おおきにな」自分の両手を握り合わせ、胸の前に輪をつくる七久保。「最後はまぐれやったけど、あんた頑張ったやん。稲荷も連れ戻してくれたしな」

「…………はいっ」

　それは単独の転移の姿勢です。ほむらは初めて見ました。

「それがすいません、七久保先輩。稲荷先輩は虚惑星には行っても、探検部に戻るつもりは無いって───」

「な、なぁ……!?　この期に及んでか……なんて往生際の悪い……」

　まぶたを伏せて精神集中する七久保。

「そうなんです、七久保ナナ先輩からも言ってくださいよ！」

「ナナナナやかましわ……」

　転送環を塡はめた指からパルス状に拡がった光が駆け巡り、水着にパーカーを羽織った七久保の体そのものを輝かせます。

　まばゆさを増した光は、吸い込まれるように指輪に向かって収縮します。

　次の瞬間、空中にぽつんと滞空した指輪は、ふっと消えました。

「……でも、ありがとうございました。先輩」




　到着した夜の浜を離れ、部長会議も終盤にさしかかろうかという宿舎へと急ぎ向かったほむら。

「ふぅ───」と、会議室の扉の前で深呼吸。

　室外に立つ警備係に伝言を依頼し、入室許可を願い出たところです。

「………………う……」

　虚惑星から急かされるままに直行した彼女でしたが、よくよく自分の姿を見れば、実に場違いなひどい有様です。

　髪は濡れたまま。足の先は砂だらけ。シャワーもあびないまま来たので潮の香りをぷんぷんさせています。

　そもそも水着にパーカーを羽織っただけという、いかにも夜のビーチで遊んでいましたと言わんばかりの格好なのですから、何をかいわんや。

　やがて入室の許可が下り、ほむらは会議室内に通されました。

　広い会議室の、ゆるい弧をなす二対の長机には、各探検部の部長と副部長、そして顧問たちがずらりと列席していました。

「──────」

　全員の注目が、ほむらの一身に集まります。

　正面にはプロジェクターが備えられ、スピーカーからわずかに環境音が聞こえます。

　日吉坂の上狛部長と、多賀副部長がいます。

　苫小牧電波の伊納部長がいます。越中高岡の稚子塚部長がいます。金沢浅野の白菊部長がいます。

　つい先ほどまで虚惑星を訪れていた大嵐副部長と周防部長も、なにくわぬ顔で着席していました。

　正面には御陵参議院議員が静かに腕を組んで座っています。

　府立南雲の顧問など、じろりと、まさに闖入者を見る目つきでほむらを睨んでいます。

　耐え難い緊張感に、ほむらは青藍高校の顔ぶれをさがしました。

（……いた……！）

　いました。机の一角に、副部長代理をつとめる東野、虚惑星探査機としての代表（？）である雨乃、藤森顧問の三人が。そして最後に御陵部長が、突然この場に顔を出したほむらを意外そうに見返しました。

　ただ、東野や藤森のはた迷惑そうな顔と、御陵部長の表情はまるで違っていました。

「………………」

　御陵は思わず小さく開いた口元に指先を添え、目を丸くしています。

「───なんや特別な提案があるって？　青藍の新入りちゃん？」

　ついつい固まってしまっていたほむらに声をかけたのは天竜代表です。

「……はっ、はい、あの！　あっ、青藍高校一年の日ノ岡ほむらです！　会議中、失礼いたします！」

　慌てて頭を下げるほむら。唾を飲み込みメッセージを口にします。

「一年全体からの要望です。ぶ、部室に、カ、カラオケを置いて欲しいんです」

「カラオケな。わかった、検討しとく」

　そう、こともなげに天竜は返しました。

「なんだっ？　そんなことで邪魔しにきたのか？」

　声を荒らげる府立南雲の顧問を、日吉坂の棚倉顧問が、まあまあと穏やかになだめてくれます。

　恥ずかしく、消え入りたい気持ちで、退出の礼をするほむら。

　それでも───

　おなじみの呆れ顔を浮かべる東野の隣りで、誇らしげな微笑をくれた御陵部長の輝く表情を、ほむらは見逃しませんでした。見れば、他校の部長たちも肩の力を抜き、諦めとも安堵ともとれる雰囲気がそこには現れていました。

　必要以上に何度も頭を下げ、会議室を退出しようとしていたほむら。

　そんな彼女を呼び止める声がありました。

「───ねえ、待って」

　声はプロジェクターと連動するスピーカーから届いていました。

「あなたがファイヤーガール？」

　それまでまるで意識していなかったプロジェクターに映し出されていた人物が、ほむらに語りかけます。

　すこしだけ発音に癖のある日本語で───そう、リアル・タイムで。

　まさかビデオ通話中の画面になっていたとは知らず、ほむらは面食らいます。

「ミス・ヒノオカ、でしょ」

　その相手は、金髪に浅い褐色の肌をもつ、とても利発そうな少女でした。

　青い瞳を輝かせる、その非現実的な第一印象に、戸惑うほむら。

　国連のものらしい制服に身を包んだ少女は、落ち着いて、とても大人びて見えます。

「ねえ、チア。その子なんでしょ？　フリーズしてるけれど」

　チアと親しげに尋ねられて応じたのは、我が青藍高校探検部の藤森顧問でした。

「そうだ、ミス・チャンドラー。彼女だ」

　どこかなげやりな藤森の返事にかちんと来たほむらですが、それよりも……チャンドラーといえば、ほむらにも聞き覚えが。

「コングラチュレーション、ミス・ヒノオカ。はじめまして、私はメイヴェル・シュリニヴァーサ・チャンドラー。アーナンド・アジャーイブ・チャンドラーの娘です」

　長い名前を一気に名乗られて混乱するほむら。

（チャンドラ……チャンドラ……チャンドラー博士！）
















　探検部とはゆかりの深いその名前。

　虚惑星を発見したあのチャンドラー博士の他にいるはずがありません。

　ただそのチャンドラー博士に、これほど若い娘がいたとは知りませんでした。後で聞いたところによればまだ十四歳だとか。

「本当は直接お祝いを伝えに行きたいけれど、北京からでごめんなさい」

「北京って……中国にいらっしゃるんですか？」とほむら。

「ええ、名前はホムラで正確？　ホムラと呼んで構わない？」

「は、はい。もちろん」

　戸惑い気味のほむらに、脇から天竜が口添えします。

「ミス・チャンドラーは見ての通りのマセジャリや。けどあれで実は、ＵＮＰＩＥＰ本部、国連代表の監査官なんや。今は中国で、あちらの調査官グループの監査任務中。遊びたいさかりにご苦労さんやな」

　そんな天竜には、人が変わったように冷ややかな微笑を返すメイヴェル。

「自分が幼いという事実は否定しないけれど。テンリュウ、あなたに言われるとなぜかとても気分が悪いわ」

「かかかっ。そらすまん。せやけど、そんなんイジらんとかえって失礼やからな？」

「それはどうも。日本の調査官代表をミスター・オオゾレではなく、あなたが務めている理由をいまだに何一つ見いだせないわ」

　メイヴェルはまた天竜に向かってきつい視線を向けましたが、それを振り払うと、握手するようにカメラに向けて手を差し伸べます。

「失礼。あらためて、おめでとう、ホムラ。あなたは触れあう二つの球体の無限小のキスマークよ」

「き、キスマーク？　そ、それってどういう意味でしょう？」

「虚惑星人との初の邂逅ファーストコンタクトを果たした、歴史的な人物になったってこと───」

「れ、歴史的……だ、だったら、二人です」

「二人？」と聞き返すメイヴェル。

「私と、そこにいる東野くんで二人ですから。私たち一緒に、虚惑星ですばる姫と出会いました」

　と、さきほどから席上で心配そうに眉をひそめている東野をふり返るほむら。ちょっと誇らしげな顔で。

「まあ、ごめんなさい」と驚いて口元に手を置くメイヴェル。「非礼を許してくださいな。ではお祝いをもう一つ。おめでとう、ミスター・トウヤ。あなたが無事に地球に生還してくれたことを心から嬉しく思っている人間は、この私だけではないことを覚えていて。この上なく幸運なお二人に、未来がありますように───」

　肩をすくめて照れるほむら。

「そ、そんな……ありがとうございます」

　東野も席から立ち上がって、メイヴェルに深々と頭を下げます。

「ありがとうございます。ミス・チャンドラー。光栄です」

　御陵と雨乃も、席上で我が事のように微笑みました。

　ただ藤森だけは、しっしっ！　と、ほむらに邪険に手を振って、一刻も早く会議室から追い出そうとしています。勿論、そんなのは見なかったことにして、

「え～……こ……幸運って言いますと～」

「なに？」

　もじもじするほむらの様子に、ニッコリと首をかしげる褐色の少女。

「それって……どのくらいの幸運レベルだったのかなぁ、なんて……。ピノをあけたら、箱の中六個ぜーんぶ星形のピノでした！　ラッキー！　ってくらい、すごい幸運だったりして？」

「───ピィノ？」青い目をきょとんと丸くするメイヴェル。「なにかしら、ピノって。でもそうね、星形の定義によるけれど、円形でなく星形であれば、ちょうど二点で接する最短距離の解もあるわね」

　きょとんと年相応の子供っぽい顔になったメイヴェル。ほむらは、はっとして付け足しました。

「あ、インドにはピノ無い!?　暑いから溶けちゃうかな。ピノってのはですね───」

「はいっ！　はい退場！　伝令ご苦労！」と駆け寄った藤森。

「え～～」

　脱線の黙認にも限界が訪れた藤森が、ほむらの腕を摑んで、会議室から連れ出します。

　連行されながら名残おしく会議室を盗み見ると、まだしぶとく雨乃がピノについて説明しているところでした。

「ピノはですね。無脂乳固形分十パーセント、乳脂肪分八パーセント。主に脂質と豊富なカルシウムが……」
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　翌日。

　ＳＡも二日目になりました。

　船上のほむらたちを迎えた西表島の空は、本日も快晴です。

　双胴のクルーザー、二隻のボートの間にデッキを渡したようなスタイルのカタマラン船は高速艇ほどではないにせよ、なかなかの乗り心地。

　向かっている先はとても小さな無人島です。なんでも、島の全体が堆積したサンゴの殻で出来ているというお話。

　このミニツアーは多彩なＳＡのプログラムからほむらが選択した海洋学ワークショップの一環で、難易度も低く、一年生向きの内容という触れ込み。しかも担当は顔見知りの日吉坂高探検部の顧問、棚倉でした。

　そんなわけで無人島へ向かう参加者は一年生がほとんどで、昨夜レースを競ったばかりの、長門水産の石見や名草の姿もありました。

　我が青藍高校からは東野と雨乃、そして御陵部長の姿も。

　御陵は日吉坂高の、桃もも山やま雅まさ巳みという三年の先輩男子と語らっています。

　見たところ、船上で三年生はあの二人だけのようです。普段はあまり喋るところを見ない桃山先輩ですが、とても嬉しそうです。

　そんな先輩たちの耳には届かないように、声をひそめて東野が尋ねます。

「───稲荷のやつ、アサイチの船で帰ったんだって？」

「ふが」

　船室内のベンチで少しうとうとしていたほむらが顔をあげます。

「……うん。そーなのよ」しょんぼりと頷くほむら。「姫川さんとも協力して引き留めたんだけどね」

　昨晩、姫川閑音は、ほむらと約束したとおり、青藍高校の女子部屋に厄介になりました。

　昨日のレースの疲れよりも、どちらかというと姫川と雨乃とで、三人で深夜まで話し込んでいた寝不足のほうが響いているほむら。

　そんなほむらでも、起床時間前に起き出して室内で身支度を始めた稲荷の様子に気がつき、すぐさま出立しようとする彼女をなだめはしたのです。

「シロクマ相手に相撲とる人に、寝技もどきを挑むのは無理だった……」

「朝っぱらから何やってんだ……」

「藤森先生は泥酔して戻ってきたきり役に立たないし」

　またですね。

「あー」だいたい察したふうの東野。「でも顧問は寝る部屋違うじゃんな。一昨日の発表資料の準備で集まった時の癖で、また来ちまったんだな」

「そうみたい」

　ハァ、ともっともらしく溜息をついてみせたほむら。

　東野がまた神妙に尋ねます。

「稲荷、あいつちょっとは御陵先輩とも口きいたのか？　同じ部屋だったんだろ？」

「うーん……それがねぇ……」

　宿舎であてがわれた部屋の端と端に、距離をとって布団を敷いた御陵と稲荷の二人は、その縄張りを一歩も出ることなく、エアコンの温度を変えるにも、お茶請けの菓子をつまむにも、真ん中に挟まれたほむらを経由。「明日は晴れんのかね、ほむら」「……さあ。天気予報を見る暇が無くて」「ＳＡ中は台風の心配はないそうですよ、日ノ岡さん」「……晴れるそうです」なんて会話すら、ほむらを伝令役にして行う始末。

　そうしてほむらが孤軍奮闘しているあいだも、藤森は畳の上で大いびきでまったく頼りにならず───

　かたや姫川は、頰を染めて訛りを乱発しながら雨乃と大盛り上がり……という。終始淡々としている姫川にしてみると、かなりのテンションで。

「なるほど。ちょっとした地獄絵図だな」腕組みして頷く東野。「結局、先輩と稲荷の会話は一言も無しか。その場にいなくて悪りぃな。女子部屋とはいえ」

「青藍高うちの赤裸々な楽屋裏を姫川さんに目撃されて、私は恥ずかしかったです……」

「……うん……いや、そんなことはねえよ。確かに変な雰囲気だったろうけど、姫川にはいい思い出になったって。きっと」

「そんなものかな」

「そんなもんじゃね？」

　自信ありげに請け合う東野も、ＳＡ中は日吉坂高の男子部屋に泊まっています。

「───そんなもんですかぁ」

　あちらの部屋で何か印象深い出来事でもあったのでしょうか。彼にしては思わせぶりなことを口にしたものです。

　考えてみると、日ひ吉よ坂こ高ーはいかにも探検部らしい顔ぶれが揃っていて、ちょっとうらやましいほむら。無い物ねだりじゃ意味がないな、と頭ではわかっていても、ペア校だからこそ比較してしまいます。

（バランス取れてるよね……最高点ハイスコア攻略向けっていうか……）

　小柄ながらリーダーシップにあふれる上狛部長。

　問答無用のパワー担当の多賀副部長。

　飄々とした早瀬先輩は実は弓が得意と聞きました。ふざけすぎな嫌いはありますが、話はしやすい印象で虚惑星では頼りになりそうな。

　そして一年は、お調子者だけど愛嬌があって楽しい佐保秋穂くん。鼎結理さんはいまだに謎めいています。

　御陵先輩と話している桃山先輩についても、おとなしそうな性格という以外にはまだほむらはよく知りません。

　それでも、こうしてはたから見ているだけで、御陵や上狛たちといった上級生と共に、探検部で培ってきた親密な空気を感じられました。その親密さの輪の中に、かつては稲荷もいたはずです。

　かたや、我らが青藍高あおこーの探検部をふり返ると───

（いやいやいや……）

　目の前で流れていくエメラルドグリーンの海に似つかわしくない、ネガティブな想いを打ち切り、今度はほむらが東野に尋ねました。

「ねえ、東野くん。そっちの午前のコマはどうだったの？　『激闘南海頂上決戦！』だっけ？」

「ちげーよ」

　正確には『虚惑星の大型獣対策ツールを模索するパネル』でした。

　それは探検部で使われているサバイバルツール群を開発する装備課が主催した集まりです。担当教師は我が青藍高の藤森顧問です。

　装備課といえば、二刀流の東野のために特別製の剣を鍛えてくれたり、ほむらも大いに頼りにした虚惑星対応のクマ用撃退スプレーを日々改良していたりと、なにかと世話になっている課です。

　今回のＳＡでは、東野がとても楽しみにしていた集まりでした。

「面白そうだね。東野くん、ああいうガジェット系っていうの？　好きだものね」

「ああ。よかったよ」満足げに頷く東野。「多賀先輩と天竜代表の組み討ちとか、見られるとは思わなかった」

「そんなことやったんだ……！　多賀先輩と、天竜代表が？」

「大型獣対策のデモンストレーションで、実践してみないと感覚がわからないってさ。多賀先輩がクマ役で、天竜代表が特殊なゴムとワイヤーのネットを先につけた伸縮槍を構えてさ」

「ほほう……それはそれは……」

　ほむらに想像はつきませんが、

「迫力あったろうね。でも、いかに演技でも多賀先輩が相手では……天竜代表って、なにか武道やってるの？」

「知らねえの？　いや、普通知らないか。試合に出てるわけじゃねえもんな。あの人は新しん陰かげ流りゅうの宗家の家柄だよ。直系じゃないけど」

「なんと」

　ちらりと御陵部長に目をやって、また視線を戻すほむら。

「東野くん、完全に負けてるね」

「うるせーよ」

　微妙な顔つきの東野。

「まあ、なんにせよ三時間くらいじゃ全然足りなかったな。そっちはどうだったよ。行ってみたんだろ？　魔法使いクラスのディスカッション」

　がくーんと、わかりやすく落ち込むほむら。

「……一ミリも……一ミリも理解できませんでした……魔法使いサマの集まりは私には高レベルすぎました……」

　両手に顔をうずめて涙ぐむほむら。

　一般調査官向けに平易にされている各校の発表でも、魔法関連ではついていくのがやっとという彼女。現役魔法使い同士のリミットを外したやりとりとなると、魔法使い見習いのそのまた見習いを自認するほむらでは、もはやフェラーリと亀ほどにかけ離れています。

「なんなの～あの人たち。ぜったい高校生じゃないよ。モ……モ……モックテータ関数？　がどうの、モンスターの軍団がどうの？　あの人たちですよモンスターは……」

　今回ばかりは同情的な表情を浮かべる東野。

「まあ無理ないか。数学オリンピックの常連が何人も顔を並べてるんじゃな。それでもなんかしら収穫はあったんじゃねーの？」

「これ……参加賞」

　ほむらは膝に置いたトートバッグをまさぐると、真っ白な立方体を取り出しました。

「ルービックキューブか？　色がついてないじゃん。どうやって揃えるんだ？」

「持ってみて」

　白い立方体を手渡された東野はすぐに合点がいきました。

「ああ───なるほど───点字か」

　それはそれぞれキューブの表面に点字が刻印された、元は視覚障害者向けに作られたというパズルでした。もちろん指先の触感を頼りに、ほむらや東野にも遊ぶことが出来ます。

　手の中のキューブには、さらに探検部向けの改造が加えられ、面を揃えたり特定のパターンを操作すると電子音が鳴るようになっています。

「触覚と聴覚だけでキューブを操作するのに慣れておくと、虚惑星でも、脳内でルービックモデルを構築するのに役立つ……って」

「ふーん、考えたな。じゃあまずはそれで特訓だな？」

「うへぇ……私いったい何の部に入ったんだろう」




　程なく、カタマラン船はサンゴ礁の島に到着しました。

　ほむらたち探検部一行も揃って島に降り立ちます。

　噂通りの海面に盛り上がった砂州のような、五十メートルほどの細長い島です。

　そこはシンプルな景観の美しさとは裏腹に、かなり歩きにくい場所でした。

「なかなか綺麗だけど、ビーチシューズは脱がないほうがいいよ」

　つやつやぽっちゃりとした顔の汗を拭きながら、棚倉顧問がやってきました。

　さすがにいつもの白衣ではなく、南国らしいデイゴの花柄のアロハを着ています。

　遠慮がちに日傘を手に提げていた女子生徒を、構わないから使ってと促します。

「いや、まぶしいね。実は白状すると、座学でもよかったんだけど。せっかく西表島まで来たんだからね。こっちのほうがいいと思って。時間が余ったら、ちょっと泳いでいこうか」

　当然ながら参加者はみんな、服の下には水着着用です。

　やったーと浮かれる部員もいるなか、とんでもない！　と意気込んで首を振るのは、長門水産の石見と名草です。いつのまにか二人のあいだに立っている雨乃などは、海の自然を観察する道具で完全武装。

　どっちみち海に入る気満々か……余計な真似をしおって……とほむらは、にこやかに三人を睨みます。

　特に前置きもなく、棚倉の話が始まりました。

「───虚惑星では化石が見つかっていないという、話は聞いたことがあるかな。虚惑星産の恐竜やアンモナイトの化石とかは、まだ知られていないね。確かに、これはその通りなんだけど、ある意味とても変な話だ」

　棚倉は胸のポケットから人差し指ほどの、白い円柱を取り出しました。

「これは白はく墨ぼくというものなんだけど……もしかしたら、みんなの中には知らない人もいるかも───あ、知ってる？　よかった」

　すこし不安そうに部員たちを見渡した棚倉が、ほっとして胸をなでおろします。

「そう、チョークとも言うよね。学校がどこも電子黒板になる前は、これを使って板書してたんだ。日本でおもに使われていたのは、だいたい石灰岩製品、つまり炭酸カルシウムで出来ている。石灰岩といえば───」

　棚倉は自分たちのいる島を見渡しました。

「この沖縄地方一帯には琉球石灰岩という地層があるんだ。まさにこんなふうに珊瑚が海底に堆積してできた地層だ。ただチョークの本来の意味はすこしちがう」

　もう一度、手の中の白墨をみせる棚倉。

「チョークという英語は、もちろんこの白墨も意味するけれど、本来は白はく亜あという意味だ。白亜は白亜紀の白亜。英国のドーバー海峡なんかで有名な、真っ白な岸壁のことなんだ。このチョークは英国製で、その白亜の粉末で作られている」

　そこで棚倉は、使い込んだ医療用のタブレット端末を取り出しました。普段学校で使われているものよりも少し画面は大きめです。

「これは、このチョークを顕微鏡で拡大してみた写真」

　端末を胸の前に支えて、期待まじりの微笑で、部員たちを見渡す棚倉。

「……………………」

「…………あれ」

　しかし何も反応がありません。

　部員たちは両目をぎゅっと薄目にしたまま、じっと棚倉を見つめています。

「……あ……もしかして、まわりがまぶしくて、画面が見えない？」

　こくこくと頷く探検部員一同。

「ごめんごめん。じゃあ、みんなもっと前に寄ってくれる？　日傘の人たち、ちょっと陰つくってくれるかな。プリントアウトしてくればよかったね」

　というわけで、膝をついた棚倉顧問にあわせて前のめりになり、揃ってタブレット画面をのぞきこむ一年生たち。

　ちょっとした驚きの声があがりました。

　膝にあたる珊瑚の痛さに躊躇しながら、ほむらもその輪に加わろうとします。ふっとふり返ると、御陵と桃山の二人は後方の珊瑚殻の小山に腰をおろし、おとなしく見守っていました。

　ほむらと目が合い、御陵部長がほほえみました。

　御陵から若干間隔をあけて隣りに座っている桃山は、ちょっと落ち着かなさげです。

（ははあ……）

　東野くんも大変だなあ、と妙な感心をしつつ、遅ればせながら棚倉が示した端末画面を覗き込むほむら。

（───うっ）

　油断していたほむらは、そのビジュアルにぎょっとさせられます。

　無数の輪状の物体。歪んだワッシャーのようでもあり、自動車のホイールのようでもあり。それらが互いに重なり合って、丸まり、幾つもの球体を形作っているのでした。

　ほむらがなんとなく予想していた地味な鉱物写真などとは全然異なる、もっとウイルスのように生々しい、いわば生理的な嫌悪感をひきおこすものでした。

　一通り部員たちが目を通すのを待ち、棚倉が話を続けます。

「かわいい形だろう？……かわいくないかな？　これはココリスという、石灰質の殻を持つプランクトンだ。ドーバー海峡一帯は、このココリスが何十万年もかけて堆積した地層だ。だからね、ドーバーの白い崖は、いわばとてもとても大きな化石なんだ」

　プランクトンという非常に微細なものが、ブリテン島の輪郭をつくるほどの仕事をなしとげるとは、なんとも泣かせる話ではないですか。

「福岡筥崎高校の部員には、きっとなじみがあるはずだね。博多湾で発生する白潮の正体がこれです」

　あ～～、と迷惑そうな声が福岡筥崎の部員からあがりました。あっという間に評価は急降下です。

「虚惑星にもそういったココリスの堆積した地層が当然あるはずだ。そう考えて、地質調査が行われている」

「見つかったんですか？」

　誰かが尋ねました。棚倉はこともなげに頷きます。

「うん、実はぼちぼち見つかっているんだ。あれ。まだ化石が見つかっていない、という話とは矛盾しているね。───で、見てごらん。これはなんと虚惑星製品のチョークだ」

　棚倉はもう一本のチョークを取り出しました。

　へえ、と部員たちから声があがります。

「これの材料となった石灰岩を虚惑星で採取したのは、そこの桃山くんです。どうもありがとう」

　おー、と一年生たちの視線を受ける桃山。

「実際にチョークを作る必要はなかったんじゃ……」

　と、照れながら苦笑いです。

「桃山くんもノリノリだったじゃないか。白墨としては地球上にはこれを含めて数本しかないんだからね。貴重だよ。はい、手にとって見ていいよ」

　区別がつくように緑色のテープが巻いてあるそれを、棚倉は目の前の部員に手渡しました。さきほどの普通の白墨と、小さな黒板も一緒にです。

　中には初めてチョークを手にして珍しそうに観察している部員もいました。

　チョークといえば、ほむらの印象としてはアンティークなアイテムで、洒落た喫茶店のサインボードなどで見かけることがありますし、自分で落書きしてみたこともあります。

　順番に廻し渡されて手にした虚惑星産のチョークは、何の変哲もないチョークでした。

「別に普通だな」

「普通だよね。地球上に数本しか、って聞くと貴重な気がしてくるけど」

　東野とほむらにも別段、感動はありません。

　実際に書き比べてみると、ほんのわずかに異なる感触があります。が、海の湿気の強いこの場所ではどれだけ正確に比較できているやら。

　石見が手をあげて質問しました。

「これもココリスで出来てるんですか？　虚惑星の生物の化石で？」

　待ってましたとばかりに、神妙な顔でまたタブレット端末を持ち出した棚倉。

「………………」

　ふたたびみんな前方に集まります。

　怪談でもはじめるような顔で棚倉がすごみます。

「これが、そのチョークを拡大してみた写真だ……」

「………………」

　そこに映されていたのは、さきほどの英国のココリスとはまるで異なる映像でした。

「これ……ほんとうに、プランクトン？」

「ＣＧじゃないんですか？」

　すこし興奮してきたのか、部員たちも口々に所感を述べます。

　それは先ほどの歪んだワッシャーとはまるで違います。円柱やドーナツ、多角形の角柱が、折り重なっています。まるで積み木箱をのぞきこんだような、といえば近いでしょうか。

　ほむらにとってはむしろ、こちらのほうが想像に近い、鉱物らしいビジュアルに感じられました。

「……そうだね。ごく単純プリミティブな立方体を組み合わせたＣＧのようにも見えるね。しかしこれは実際に撮影された写真なんだ。もちろん、サンプルを地球に持ち帰ってから撮影されたものだけれど───」

　これが書き味の違い？　いえ、それよりも……と首をひねったほむら。おそらく全員に共通のその疑問には、すぐ棚倉が応じました。

「───これが本当にプランクトンなのかどうかは残念ながらわかっていない。生き物ではないのかもしれない。ただ、生物無生物に限らず、ミクロマクロにかかわらず、地球上にもこういう幾何学的な形状を見せる場面は枚挙にいとまがない」

　棚倉が引き合いに出したのは、誰でも知っている水晶の結晶から、蜂の巣のもよう、ある種の細菌、雪の結晶、迷路のような複雑な凹おう凸とつをみせるビスマス鉱のかたまり、アルメニアの柱ちゅう状じょう節せつ理り、海岸に六角柱が立ち並ぶ北アイルランドのジャイアンツ・コーズウェーなどなど。

「こんな鉱物もある」

　と言って、棚倉がまたもや取り出したのは、黄おう鉄てっ鉱こうと呼ばれる鉱石の結晶でした。立方体のサイコロを二つ組み合わせた、としか言いようのない形状。さきほどの積み木箱の中身と変わらない、すばらしく整然とした結晶です。これもまた天然に産出したもの。

（これは……「ドデカモデル正十二面体」!?）

　ドデカモデル───魔法では音階再現に特化しているという一般的なモデルです。

　ほむらが手に取らせてもらったのは、きっちりと正五角形を組み合わせられた正十二面体でした。ここまで精巧に出来ていると、本当に自然が作り出したものだとは信じられません。

　やがて棚倉は、虚惑星のチョークと、地球の白亜の写真を並べて見せました。

「もし僕が、初めてこの二枚の写真を見せられたとしたら、おそらく白墨の原料にはこちらの、幾何学的な鉱物っぽいほうを直感的に選ぶだろう」

　ほむらと同じ感想です。

　それからしばらく、虚惑星と地球の自然を比較する棚倉の話は続きました。

　虚惑星の神秘にもまさる不思議が地球にもまだまだ隠されている、虚惑星で発見されたからといってそれが虚惑星特有のものだと決めつけるのは早計だ……という、なかなか興味深い話でしたが、そのうちに切り上げて自由時間となりました。




　一年部員たちがはしゃぎ海に飛び込みます。

　彼ら彼女たちが、一般の海水浴客同然となってほむらを誘いますが、「いえ、結構です」「間に合ってます」「ええっちゅーねん」とかたくなに拒否するほむら。東野はまだ棚倉と話し込んでいます。雨乃と石見と名草などは、一抱えもあるナマコを捕まえて、嬉々としてほむらに見せびらかしに来ました。

　八分袖のチュニックを引き伸ばして、しっかりと帽子をかぶりながら、島の上から海の風景を眺めるほむら。

「泳がない、んです、か？」

　そんなほむらに、御陵部長が声をかけました。

「いえ、ちょっと……夜にしよっかな……なんて」

　やはは、とどっちつかずの笑いを浮かべ、口をにごすほむら。

　そんなほむらの態度は気にせず、御陵は両手を膝に揃えて小さく頭を垂れました。

「ありがとう、日ノ岡、さん」

　きょとんとしているほむらに、御陵が付け足します。

「昨日のこと……」

「あ…………」

　もちろん、昨夜の各校対抗レースと虚惑星の無人島での出来事を忘れたわけではありませんが、七久保から厳しく言い渡された箝口令で、レースについての会話は禁止。

　同じく虚惑星に向かった石見や名草たちも、何事もなかったかのように振る舞っています。ほむらもつい意識の下に追いやりがちでした。

「いえ、部長のお役に立てたなら……私も嬉しいです」

「……はい」

　しんみりと海の風に吹かれる二人。

　東野もまた、昨夜の部長会議に突然現れたほむらのことを「どんな罰ゲームだよ？」と笑いながらからかいました。

　それでも、直前まではなかなか難航していた会議の様子が、ほむらが顔を見せた後は、あれよあれよとすんなり進行したのだとか。そうして一番厄介な事案だった、虚惑星のすばる姫の城下でのベースキャンプ設営も、青藍高校と日吉坂高校の主導で進められることに決まったのでした。

　いずれ東野自身も、他の一年生たちが言外ににじませる雰囲気で、何かがあったと気付くはずですが、いまはまだ。

　ただ、ほむらはほむらで、また別の勘ぐりをしてしまいます。

「あの、先輩もしかして……ほかの先輩たちのもとにいづらくなって、それでこちらに来られたんですか？　私のせいで……」

「いえ。違い、ますよ？」

　御陵にしては大げさに手を振りました。

「会議の場では、皆、立場があります、から───かかる責任で、厳しくもなり、ますが、普段はみんな、とても優しくて、気持ちのいい人たち、です。私のことも、気さくに接してくれ、ます」

「ホントですか？　本当にホント？　よかった……」

　何度も頷き返す御陵。

　ずっと気になっていた不安が消え、ほむらは胸をなでおろします。

　そんな彼女を御陵がまた真剣にみつめます。

「こちらに来たのはただ、日ノ岡さん、に、お礼を言いたく、て」

「先輩…………」

　その先輩の気持ちは、本当に泣きたくなるほど嬉しいものでした。

　ただ、それでもまだ一つだけ心にひっかかる、大切なことが。

「ねえ、先輩。それは稲荷先輩に伝えてあげてください」

「…………」

　御陵自身も、稲荷がレースに参加した事情はだいたい察している筈です。

　ほむらが自分一人で、無人島を踏破するレースをやりきるだけの実力が無いことも。

「御陵先輩のこと大好きです、けど、私───」自分の言った言葉で淡く赤面してしまうほむら。「───私、稲荷先輩のことも好きです。最初は苦手でしたけど、好きになりました。きっと尊敬できます。だから、そんな二人がまた仲直りしてくれたらいいなって。東野くんだって、真剣にそうなってくれたらって思ってますよ？」

　御陵はつらそうな表情でうつむいたまま、答えません。

　それでも、稲荷直がどれだけ探検部のために奮闘してくれたか、親友のマヨのために、どれだけ力を尽くそうとしてくれたか、その瞳で見てしまったほむらは、言葉を止めることが出来ませんでした。

「……藤森先生は二人の問題だからって、口を挟みませんけれど……もう二人だけの問題じゃなくなってます。だって、私たちは───」

「……ごめんな、さい。日ノ岡さん」

「せめて、何があったか教えてくれませんか？　先輩の口から聞かせてもらわなくっちゃ。私も東野くんも納得できない……」

「そうです、ね……お話しします。ちゃんと。ただ、待ってくれませんか」

「はい」

　御陵の返事を聞き届けたほむらは、日差しのなかで身震いします。

「どうしまし、た……？」

「その、私もですね……シリアスなお話をいっぺんにされると許容量が……」

　たはは、と緊張でしびれた自分の頰を押さえながら情けなく笑うほむら。

　そのとき御陵の返した、今にも泣きくずれそうな微笑みが、ほむらの胸に深く残りました。




　ＳＡ最終日の夜。

　宿舎では探検部の懇親会として立食形式のパーティが催されました。

　部員は皆もちろん、高校生らしい学校制服を着用。

　女子部長はそれぞれ華やかに着飾っています。

　男性部長陣も全員タキシードというわけではありませんが、正装です。

　天竜代表などは、和装の羽織袴を着用してきました。

　テーブルに並ぶ料理も、さすがに高級ホテルのオードブルとまではいきませんが、食べ盛りの高校生を満足させる豪勢なものでした。

　とりわけ目立った料理は、地元で獲れたという、大きな魚の煮付けでした。

　皿の脇にはカードが。魚の名前は沖縄特産のスジアラ。大変美味な高級魚として有名です。しかも、それは天竜代表の釣ちょう果かだと書き添えられていました。いつの間に釣りあげてきたのやら───

　かぐわしい香りをただよわせて大皿に横たわるスジアラは、じつに見事で、見事すぎて、なかなか誰も手をつけられません。互いに間合いをはかりあっていたのですが、その皿に平然と箸を伸ばしたのは藤森顧問だったり。その後はもうピラニアに襲われたかのように、またたくまにスジアラは骨だけになりました。




　御陵先輩は、ふわりとした青のディナードレスで、今宵の宴をいっそう華やかにすべく一役買っています。その着付けはほむらも手伝いました。一部レースでシースルーとなっている膝丈のスカートも、編み上げたバックの大きくあいたデザインも、少し大胆すぎはしないかと心配になるくらいでしたが、先輩自身はこういった宴席には慣れているのでしょう、難なく着こなしていました。

　負けられませんから、と本人は意気込んでいましたが、ほむらの脳内の着こなし町奉行を呼び起こすまでもなく圧勝です。どちらかというと、背伸びせず少女らしいスカート丈にとどめたことで、手加減してしまっているような。

　それよりも、なによりほむらが安堵したのは、他校の部長や先輩たちが、御陵部長を挟み、寄り添うように語らっている姿でした。ＳＡ中には辛辣な言葉もあびせてきた彼女たちが、高校生らしいうちとけた雰囲気で話し込んでいます。和気藹々ぶりに、こちらが疎外感を感じてしまったほどでした。

　ほむら自身も、誘われるまま、人の輪を転々とします。

　次から次へと会話の顔ぶれが変わる、エネルギッシュな空気にすこし疲れてきたころに、懇親会会場の一端で動きがありました。

　大嵐のエスコートでステージ上にかりだされたのは、三年生の女子です。

　ほっそりとしたイブニングドレス。愛媛鷺谷高探検部の古ふる町まち部長。

　その女子生徒は、各部の発表でも、ほむらがお邪魔した部長会議のなかでも一際、目についた麗人です。御陵部長を高原に咲く一輪の花とするなら、古町部長は清せい漣れんの寄せる水辺にたたずむ優美な鳥のイメージ。

　高校生とは思えない大人びた雰囲気です。

　そんな古町が、〝ソングバード〟と称される、魔法使いと吟遊詩人バードを兼ねるクラスで、幾つもの音律の魔法を使いこなす抜きんでた賢女と知ったのは後のことです。

　すでにさきほどからステージ上では、生演奏演出をきどって、ムードのあるＢＧＭを披露していた部員たちがいました。古町がステージマイクの前に立つと、さらに伴奏として、上狛部長をはじめとする吟遊詩人バードクラスの面々が、自前の楽器を持って駆け寄りました。

　静かにたかまる会場の期待をうけて、古町は歌い出します。

　沖縄民謡の『てぃんさぐぬ花』───それは、いかにも異国の響きをもって迫り、この小さな旅の旅情をぞんぶんに引き立てるものでした。

　沖縄らしい琉球音階での演奏を三サン線シン以外の楽器で耳にするのも新鮮で、上狛先輩のつまびくリュートの音色も、重なり合う他の吟遊詩人たちの弦楽器のユニゾンも、二度と決して聴けないのではないかと思うような、胸に染み入る美しさでした。

　会場の控えめな冷房ではもう用をなさないくらい加熱してしまっていた空気がやわらいでいきます。

（………………）

　ちょっともったいない気もしましたが、ステージに注目が集まっているうちに、ほむらはひとりこっそりと会場を離れることにしました。

　すこし、じぶんの気持ちを整理したくなって───

　会場のすぐ外で、廊下の壁にもたれて棚倉と話している藤森顧問と目が合いましたが、特におとがめはなしです。藤森は、酒も無いのによくあれだけ盛り上がれる、なんて勝手なことをボヤいていました。




　夜の宿舎の外で、目に入ったのは、新設探検部の元予備部員の二人でした。

　男子はたしか仙台青葉の鹿妻、女子は石巻河南の福田。二人とも上級生です。

　ほむらごときが値踏みするのはあれですが、なかなかいい雰囲気で、これは邪魔してはまずかろうとその場を避け、庭を縁取るフットライトをたどりながら別棟の庭へと足を伸ばしました。

　宿舎からせりだしたテラスの下に、芝生の斜面があり、少しですが木々のあいだから夜の海が望める場所を見つけます。

　涼しくて良さそうな場所と感激して、ほむらはその斜面に歩み寄りました。

　すると───

（…………！）

　誰かが斜面の暗がりに、制服のまま寝そべっています。

　少女ははだしでした。白い脚が剝き出しになり、人の字となって投げ出されています。

　履いていた革靴は放り出され、傍らの少年のそばに乱雑に転がっています。

　すわ、事件、との連想も働いて、ついつい目が釘付けになります。

　───それは早瀬と、鼎結理でした。

　むろん顔見知りの相手ですが、なにか二人の雰囲気にただならぬものを感じて、ほむらは思わず、息をひそめて建物の陰に隠れてしまいました。

　鼎も早瀬も、ほむらの到来には気付いた様子のないまま、夜の潮騒とけだるい昼の残熱の中に身を横たえています。

　だらんと伸ばした鼎の腕先に触れるくらいの場所にある、早瀬の肩。

　その肩に、彼女はつまんだ細い小枝の先端を突き刺すように押し当てています。

　ぱき……ぱきり…………ぱき……

　ぐっと力をこめて押すたび、その小枝は折れて短くなり、またそれをしつこく押しつけるのです。

　早瀬もそれなりに痛いはずです。小さく出血くらいはしているでしょう。

　が、彼はそれを彼女にさせるがままにして、何も口答えなどしません。

（………鼎さん……？）

　すぐに立ち去るか、でなければ二人の目の前に出て行って、お邪魔さま！　とでも声をかければよかったのですが、そのタイミングを失い、隠せぬ好奇心も頭をもたげてきて、つい、ほむらはその場に留まってしまいます。

　小枝を短くするのにも彼女が飽き、

「───痛い」

　ようやくそんなふうにつぶやいたのは、早瀬ではなく鼎のほう。

　同じく寝そべる早瀬が、すこし首を持ち上げて答えます。

「薬ある」

「塗って」

「自分でやれよ」

　早瀬の言葉には従う様子はなく、ただ草むらから上半身を起こした鼎。

　草の上に両手をつき、瞼をとじたまま無言で口を開けます。

　小さな嘆息と共に、早瀬は鼎の傍らに寄り添い、その顔にかかった髪をうなじに寄せてから、口をのぞきこみました。

「暗くて見えねえって」

「…………」

　またもや無言で自分の頰を指差す鼎。

　そんな鼎に、早瀬は取り出した薬を、見当をつけながら頰の内側に塗っているようです。ほむらからもはっきりとは見えません。わかるのは二人が間近に顔を寄せていることだけです。

　そのあいだずっと、高貴な女王か、はたまた生気のない人形のように、ただされるがままにしている、少女、鼎。

（な……に……なんです……か？　何してるの、あのふたり？）

　こうなると必死に息を殺しているしかないほむら。

　薬の塗布が済んだのか、また草の上にぱたりと横になった鼎はぽつりとつぶやきます。

「苦にが……」

「いい歳して口内炎とか、恥ずかしいやつ。菓子ばっか食べてんだろ」

「…………」

　とがめる早瀬に、何も答えない鼎。

　いらっとした雰囲気だけが伝わります。

「唇も荒れてる。ちゃんとしろよ。おまえほんと女の自覚ないな、ユリ」

　少女は一方的に言わせるまま。

　そんなことは全然無いのですがっ、と全力で否定にまわりたいほむらでしたが、とてもあの二人のあいだに突っ込みにいける雰囲気ではなく、そんな度胸も、権利もなく。

　寝返りをうつように体を倒した鼎が、早瀬に背を向けながらつぶやきます。

「早く終わってくれればいいのに。こんなの。暑いし、ベタベタするし、沖縄料理なんかちっとも美味しくない」

「俺はけっこう楽しいぜ」

「…………噓ばっかやわ」

　吐き捨てるように、相手を見透かした言葉をもらす鼎。

「楽しい雰囲気にひたってるのが楽しいだけでしょ。ほんとうは自分自身、心の底では、なんとも思ってないんだリョウは。なんでもそうよね」

「…………」

　今度は早瀬が無言になります。

「……かなんわぁ、はよぅ帰りたい」

　寝そべったまま膝を胸にひきつけ、鼎は小さく丸まりました。

　そんな彼女を横に見ながら早瀬は声をかけます。

「あんな言いつけのこと、怒ってるのか？」

　早瀬にしては真剣なトーンの問いでした。

　それにずいぶん間をあけてから、鼎がつぶやきます。

「イヤだな……あたし。あのひとを助けるのなんて……」

「………………」

　……あのひとって、だれだろう。

　何の話をしているのか、ほむらに察しはつきません。

　けれども、あの二人が、なにか強くて大きなものに苦しめられているように感じられて───ちょっと変わってはいるけれど、スマートで颯爽としてみえるあの二人が、とてもかよわい存在になったように感じられて、落ち着かない気持ちになるのでした。




「呼んでますよ、ほむらさん？」

　どきっっっ、と心臓が口から飛び出そうになりました。

　背後からほむらに声をかけたのは雨乃でした。

「皆さんが、すばる姫に直筆の手紙を渡して欲しいとですね……って、どうしてこんな所に？」

「ちょ、ちょっと日焼けがヒリヒリしてね……」

　と、苦しい言い訳のほむら。

　そんな彼女の肩越しに、宿舎の庭をのぞきこむ雨乃。

「───あちらにいらっしゃるの、早瀬さんと……ユリさん？」

「も、戻ろっか、アメちゃん」

「はぁ」

　雨乃の背を押して、会場へときびすを返します。

　たぶんこちらの雨乃との会話は、鼎たちにも筒抜けだったことでしょう。

　ひたすら恥ずかしく、罪悪感にさいなまれながら、ほむらは再び宴に加わりました。




　───それがほむらにとって、ＳＡ最後の、記憶に残る出来事となりました。

　翌日の帰路。

　羽田へと飛ぶ機内でも、また日吉坂高校の部員とは同じ便となりましたが、鼎も早瀬も、ほむらと顔を合わせてもべつだん反応はなく、すました顔で───

　というか、ぐっすり寝てしまっていて、ほむらもまた疲れと眠気に襲われ、東野少年ともども、機上のまどろみのなかに沈んでいきました。
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　夏休みも折り返し地点。

　西表島でのＳＡが波乱のうちに幕をおろし、それから数日後のこと。

　ほむらと東野の二人は、本馬技研からの直々の招待を受けました。

　本馬技研は、その正式名称を「本馬技術研究所」───自動車やオートバイの製造で世界的に有名な大企業です。

　探検部にとっては、虚惑星で運用されていく予定の人間型探査機の開発元という密接な関係があります。

　国内でも急速に普及を始めた家庭用介護ロボットの分野では、まだまだ本馬技研のシェアは低めなのですが、開発にはとても積極的で、高機能なロボットを市場に投入して巻き返しをはかろうとしています。

　そんなロボット部門の研究開発施設のひとつが、青藍高校から数駅のそう遠くない場所にあります。

　すなわち雨乃の開お発う室ちが。




　郊外の静かな駅に降りた二人は、到着の時間を間違えていたことに気付きました。

「あー……送迎バスが来るまであと四十分強あるな」

「どうりで他のお客さんも見あたらないわけね」

　タクシーの一台も停まっていない、のどかなロータリーを見まわすほむら。

　本馬技研の部品工場へは、現在ほむらたちのいる最寄り駅から見学者用の送迎バスが発着しています。同じ敷地内に併設されているという開発室の建物にも、その送迎バスに便乗しながら訪問できたはずなのですが……。

「よーし、じゃあいっちょう歩きますか！　たいした距離じゃないんでしょ？」

「めっずらし。俺は別にいいけど、おめー暑いのとか苦手なんじゃ……？　あっ」

　駅舎の暗がりから、真夏の陽光の下へ進み出たほむら。そんな彼女を眩しく見ながら、東野は何かを察して口をつぐみます。

「…………なにかな？」

「いや、またこんがりと焦げ目がついたな、ってさ」

「……ぅ……焼き魚ですかい、私は……」

　うなじや脇腹に視線を感じ、恥ずかしそうに体をひねるほむら。

「……そうねっ。東野くんはぁ、ＳＡでは会議会議で大変でございましたねぇ！」

「まだ言うかそれを」

　さっそく剝むけてきた皮の境界線が気になるほむら。スキンケアクリームでごまかしてはいますが、こんな不用意な失態は小学生以来です。

　さらにライフジャケット焼け……とでも名付けましょうか。他者には説明しづらい珍妙な日焼けの跡が致命的。ここ数日の外出頻度も激減。毎日毎晩、着替えやお風呂に入るたびに対面させられるのが憂鬱です。

　他校探検部の女子部員は、先輩からひそかに日焼け止めを処方されていたと後から聞き及んで、それがまた口くち惜おしくもあり。

「日ノ岡も根に持つよなあ。しかもそっちで起きたトラブルの肝心なところはボカして教えてくんねえし」

「だって……来年まで口止めされちゃったんだもん……」

「何で？　何を？　虚惑星絡みなんだろつまり。いいよな、俺、けっこう羨ましがってんだぜ？」

「ぐぐ……言ってやりたい……ぶちまけてしまいたい……。だが、まだきみにもチャンスはある、とだけ伝えておきましょう」

　上から目線で東野の肩に手を添えるほむら。

「そっかそっか。期待しとくかんな。ほら行くぞ」

　落ち込みつつもほむらは東野に連行されていきます。

「とにかくぅ、今更少々の日焼けは気にしておりませんの。むしろこの色むらを解消したい……」

「だよな。パンダなのかマレー貘なのかはっきりしてくれ」

「ひ……ひどいな東野くん。いちおうこれだって南国の素敵な記念ですよ？　いうなれば、街をトロピカルに彩る都会のエンゼルフィッシュですよ？」

「シマダイの煮付けとか美味いよな」

「そうね」




　二人が駅前の住宅地を離れてしばらくすると、周囲には耕地が広がりはじめました。

　歩きはじめた直後は、逃げ水の這うじっとりとした暑気に包まれ、オーブンレンジで脂あぶらを絞りおとされるローストチキンの気分をあじわっていたほむらでしたが、こうして見晴らしのよい場所にまで来てみると、ぐんと風の吹き抜けがよくなって、暑さがまぎれます。

　いつもの市街地から数駅移動しただけで、こんないかにも郊外らしい風景が待ち構えていたとは、ほむらには少し意外でした。

　用水路脇の土手の道をたどりながら、なにげなくほむらは尋ねます。

「東野くんのお母さん、帰ってきた？」

「いや。全然───なんで突然その話題なんだ？」

「……えっと、お盆シーズンだから」

「べつにうちの母ちゃんは死んじゃいねえって」

　笑う東野。

　ぼんやりとほむらは、お盆シーズン＝親族の集まる行事、というだけのイメージで思慮のない発言をしてしまいました。

　じぶんの粗そ忽こつを恥じつつも、やはりそれは、どこかでほむらの胸にひっかかっていた、小さくはない疑問符だったと気づかされます。

「……東野くんのおうち、帰省っていうか、実家に帰ったりする？」

「ああ。去年は受験勉強で行けなかったから、今年は顔見せに行くつもり。親父はまあ、仕事で来れたり来られなかったりだけど───」すこし眉をひそめたほむらを見て、先回りする東野。「一人で遠出するのも結構楽しいぜ。向こうじゃ、いとこ連中にも会えるしな」

「お母さんの方の田舎も？」

「ああ、行くよ。順繰りに」

「ふーん。うちもそんな感じ」

　ということは、と思いを巡らせながら、再度ほむらは慎重に尋ねてみたり。

「……お母さんって、今は実家にいるの？」

「いや、どこかフラフラほっつき歩いてるらしい。時々、実家に立ち寄ったりもするらしいんだけど、じいちゃんばあちゃんにどやされそうになると、またこっそり出ていくんだと」

「はあ。そうなの。ちゃっかりした野良猫みたいだね……聞けば聞くほどフリーダムというか。それにしても、どうやって家出……えと、旅？　してるの？」

「バイクでツーリング」

　東野は両手を前に出し、透明なハンドルを握ってみせました。

「おっかしいよな、いい歳してさ。元は白バイ乗りなんだよ。両親とも警官」

「へえー。白バイって、パトカーのオートバイよね。取り締まり中の交差点とかで見かける、あれでしょ？」

「んん？　まあそう。だから俺は警官だけはなんねーわ。東野家は警官になるしか能がねーのかって言われたらやじゃん？」

「あはは」

　それまでほむらが勝手に想像していた、家出中の神経の細そうな女性像よりは、なんだかずっとワイルドなイメージです。

　そして、東野はしれっと語ったものの、女性の白バイ隊員がどれだけ希少な存在かは、よく知らないほむらでした。

「交通機動隊つったかな。まあそっちの仕事は俺もよく知らね。随分昔の話だから」

　東野の父親は現役の刑事です。

　だったら職場結婚だね、寿退社かあ、なんてあいづちが浮かびもしましたが、東野家の現状をかんがみるに、どうにも明るい話題にはなりそうもなく、なんとか言葉を飲み込みます。

「そ、そういえば、うちのお母さんも昔は二輪の免許持ってたとかなんとか？」

「えっ!?　あの人が!?　すげー意外。全然想像つかねーけど」

「だよね。私もだ。月つゆなんか今だに冗談だと思ってるし」

「マジびっくりしたって。ほんと意外だな」と感心して腕を組む東野。「……んーそうか……そうでもないか……つなぎのスーツとか似合うかもな……」

　と、思案げに顎に手をやる少年を、ひとの母親で何いかがわしい妄想してんの！　とばかりにほむらは肘を食らわせました。

　ゆるい風に、かすかに化学薬品の匂いが混じってきました。

　一面緑の麦畑の向こうには、工場のプラントが点在していて、煙突から白い煙をたなびかせています。

　そんな光景を横目に見ながら、ほむらはまたなんとなく思いつきを口にしていました。

「ねえ、東野くん」

「ん」

「明日さ、九条さんとプールに行くことにしたんだ。市民プールじゃなくて、屋内ドームのスライダーとかスパとかオープンテラスとかもあるレジャープールね」

「やったじゃん。デート成功だな」

「初デートゲットです（ぶい）」

　両手でピース。真顔で念願の首尾を報告するほむら。

　携帯越しに九条織江のしぶしぶの了承を引きだした時には、ガッツポーズを取りながらベッドから転げ落ちたほむらです。

　なのですが、なぜそんな余計なオプションプランを提言してしまったのやら───

「……東野くんもさ……よかったら来ない？」

「あ？　やだよ。どうせたいして泳ぎもしねえで、甘い物ばっか食べ歩いたり、買うんだか買わねえんだかわかんねえ買い物につきあわされたりすんだろ？」

「お───」

　と一時停止したのち、強い遺憾の意を込めた反撃へと移るほむら。

「おーおーおー、あんた超高校級ＪＫ二人のお誘いを、よくもそんな簡単にへしおってくれますね」

「なにが超高校級だよ。じゃあ、おまえも来週来るか？　うちのクラスの土ど居いと、おまえんとこの守もり口ぐちと、自転車で江ノ島三段ロケットツーリング」

「はぁ、江ノ島？　鎌倉のもっと先の？　馬鹿じゃないの？　何十キロあんのよそれ、電車で行きなさいよ。意味わかんないし」

「真夏にわざわざ屋内プールに行くおまえのほうが意味わかんねっつーの。しかも西表島帰りで」

「なんですとぅ」

「いいから。九条と二人で行ってこいよ」

「…………」

　なんだか納得できません。

　できませんが、道端に伸びるススキを引き抜いて、フェンシングのように振り回している東野はなんだか楽しげで。

　余計な気をまわしてしまったかなと思い直したほむらでした。

「……稲荷先輩を連れてってみる、とかはどうよ」

　と、いきなりそんなプランを提示してくる東野。

「九条さんと……稲荷先輩？　むむむ。それはどういう化学反応が起こりますやら、この私も想像がつかないのですが」

「だよな。ごめん、言ってみただけだ」

　そういえば稲荷もまた上狛先輩のように、何でもはっきり口にするタイプです。意外と九条とも気が合うかも、などと想像してみたり。

「……稲荷先輩が来たら東野くんも来る？　そういえば、まだ先輩の水着姿は拝見しておりませんな？」

「絶対行かねえ」

「稲荷先輩も一応年上だよ？　可愛かったよ？　じゃあうちのお母さんだったら？」

「なんでだよ！」

「むうう……御陵先輩が参加しても来ないと言うのかね!?」

「それは行くに決まってん、だ、ろ！」

　ススキの剣を、高い青空へ向かってひゅっと一振り。

　もちろん、いつも忙しく、探検部の活動に全身全霊を傾けている御陵部長が、そんな気安くは時間がとれないだろうことは二人とも承知しています。

　それでもつい御陵先輩がプール遊びに加わるシチュエーションを想像して期待を膨らませてしまう二人。

「だいたいあれだ。まるで探検部の集まりみたいになったら、逆に九条のほうが居心地悪いんじゃねーか？」

「……うん、そだね。わかった」




　それから数十分、したたかに車道の熱を浴びまくり───

　汗ばみ張りつくタンクトップにほむらが閉口しはじめたころ、ようやく本馬技研の敷地が見えてきました。

　学校の何倍もある土地に、高くて白い壁の工場施設が延々と続いています。

　正門脇の警備員の詰め所で了解を取り、敷地内に入ります。

　すぐにでも建物のなかに飛び込みたかったほむらでしたが、案内板を見ると目的の開発室はさらに敷地の奥まった場所にありました。苦しいおあずけをくらい、エアコンの冷気を求めてふらふらと進みます。

　工場はひっそりとしていて従業員の姿もあまり見かけることはなく、これまた広い駐車場もがらんとしています。

　やがて到着した開発室は、部室棟よりも二回りは大きい四階建ての建物で、工場の敷地内でありながら、またその周囲に高いフェンスがめぐらされている物々しい雰囲気でした。

「ちょっと部室棟の見た目にも似てるね」

「そうだな。でもこっちはリアルに産業スパイとか警戒しなきゃいけない場所だろうし。そう考えるとちょっとドキドキするな」

　無機質な無人の受け付けロビー。

　インターホンに到着を告げてしばらく待機していると、ようやくほむらたちに関心を示してくれる人間が登場しました。

　ＨＯＮＢＡのロゴ入りの明るいみかん色のツナギを着た、若い女性です。

　といっても、本日ほむらたちを招待した人物は男性のはず。

「青藍高校の探検部のお二人だね。早かったねー。もしかして直接来た？」

「そうなんです。すみません、ご迷惑でしたでしょうか」と頭を下げる東野。「おい、日ノ岡？」

「ふぁっ!?」

　冷房の効いたロビーで、ひんやりとした革のソファに張りついて陶然としていたほむらが飛び起きます。

「ふふっ。ううん、全然」ツナギの女性が首を振ります。

「はじめまして……あの、自動車工場って、もっと騒がしいところなのかと。なんだか随分静かなんですね」疑問を素直に口に出すほむら。

「あ、それはね。稼働中のラインもあるけど、ほとんどは夏期休業で清掃とか定期点検に入ってるのが多いせいかな。この開発室も一応はそう」

「えっ、じゃあ。あの、お姉さんも休日出勤なんですか？　ますますスミマセン……」

　恐縮するほむら。

　父親のボヤキを普段から耳にしているせいか、出勤のオンオフの話題には敏感に反応してしまいます。

「いいっていいって。たまたま日時が重なっただけで、べつに二人に合わせたわけじゃないから。そうも言ってられない事情もあるし」

　あけすけというか、ざっくばらんというか。

　最先端のロボットの開発室ということで、てっきり白衣を着た研究員風の人物を想像していたほむらは、あてが外れました。

　ヘアピンで綺麗にまとめられた後ろ髪。からっと明るい笑顔。

　年齢は藤森先生と同じか、すこし上くらいでしょうか。

　直前まで工具をいじっていたらしい黒ずんだ軍手を尻ポケットに押しこんで、二人と握手をします。

「自己紹介が遅れました。本馬技研ロボット研究室の赤あか土どです。よろしく。あ、これＵＮＰＩＥＰ発行の機密取り扱い許可証。一応確認して」

　差し出されたのは、一般探検部部員と同等の情報を共有するというＵＮＰＩＥＰ日本支部発行の登録カードです。

　───入部した頃は知りもしなかったことですが、藤森顧問のような管理官の他にも、こういった密接な立場に立って探検部をフォローしてくれる大人たちは、各分野に大勢いるのだと、先のＳＡや探検部の日常の訓練でまた再認識させられました。

　ほむらたちもまた、自分たちのカードを呈示します。

「東野巧くんに、日ノ岡穂群さん───うん。なんだか二人は、しょっちゅう話を聞いたり写真を見せてもらったりしてるせいか、初めて会った気がしなくって」

「話って、雨乃からですか？」

「そうね。あとモリちゃんも……おっとっと藤森先生からもね。雨乃からは私のこと、聞いてない？」

「あ、確か……アメちゃんの水着を選んでくれた？」

「そうそう。どうだったかなあ。意外と苦悩しましたよ、お姉さんは」

「とっても似合ってました！　ねえ、東野くん」

「あいつ、もう機内から着てましたよ」

　嬉しそうに顔をほころばせる赤土。

　そんな彼女の鼻筋と頰に、ひそかにそばかすを見つけてしまうほむら。化粧の下地で隠してはいますが、もともと色白な肌のせいか、どうしても目立ってしまうようで、そこだけが少し不自然です。

　ほむらの脳内ファイルでは秋田美人系の顔立ちに分類される、そんな彼女の価値をそばかすはむしろ損なわすことなく、キュートな魅力を付加してくれそうに思えました。

　ただそれよりほむらが違和感をおぼえたのは、なで肩でいかにも細身な彼女が、がさつな雰囲気のツナギ姿に身を包んでいる着こなしのバランスの悪さでした。工具を使った作業をするにも他に格好がありそうなものです。

　水着のチョイスはともかく、雨乃のボーイッシュなスタイルについては、もしかするとこの人の影響もあるのではないか……と勘ぐりだしてしまうほむらでした。

「───たしかにちょっと時間があるわね」

　時計から顔をあげた赤土が手招きしました。建物内をかるく案内してくれるようです。




「私は本馬技研本社からの出向社員なの。初めからこの、虚惑星探査機のプロジェクトに関わっていたわけじゃなくて、もっと開発が本格化してからの合流組。多忙になった舎人とねり主任の補佐役としてね。元はソフト畑でデザインツールの自社モジュールの開発とかやってたんだけど、ハハハ」

「じゃあプログラマーさんですか」と東野。

「なんだけど……今はもっぱら何でもアリの雑用であります」

　ツナギの袖をめくって、力仕事のポーズをしてみせる赤土。表情は自信満々ですが、残念ながらそこまで力強いイメージではありません。

　お客らしくすこし控えめに開発室内を眺める東野とほむら。

　ガラス張りの廊下の向こう、スタジオふうの大部屋には、介護ロボットのための実験用とおぼしきモデルルームが撮影セットのように並んでいました。

　雨乃とはまた異なる、ディフォルメされたのっぺりとした外見の介護ロボットが、壁際で休憩姿勢を取る、いかにも開発室らしい光景も目に入ります。

「…………」

　東野はロボット開発の現場に興味津々で見入っていましたが、ほむらは別のことを考えていました。

　ほむらにもこの訪問での一つの目的がありました。

　雨乃の部屋です。藤森のマンションに同居を始めるまでは、この施設に雨乃個人の部屋もあったはずです。

　「生活」や「寝泊まり」という表現は正確ではないかもしれませんが、ここは彼女が生まれ育った我が家なのですから。

　そういえば雨乃本人はまだ顔を見せてはいませんが。

　そんな事を思っていたところを赤土にあらためて確認されます。

「───さてと。今日面会する、舎人主任については、モリちゃんから何か聞いてる？　つまり、二人をご招待した張本人についてだけれども」

　距離をさぐるような赤土の問いに、東野も神妙な様子で答えます。

「舎人さんは……元は藤森顧問と一緒にパーティを組んで虚惑星を探検していた、いわば僕ら調査官の大先輩にあたる人、ですよね。しかもクラスは『魔法使い』だった、って言うじゃないですか。俺なんかもう、それだけで結構興奮してるんですけど」

「───けど？」赤土が促します。

「なんか先生はテンション低くて……相当な変人だから、あいつの言うことは話十分の一くらいに聞いておけよって」

「さすがだ。よろしい。だったら私からの忠告はありません」

　苦笑いで応じる赤土。

「むむむ……どんな人なのやら」

　ほむらと雨乃との雑談のなかで、すでに変態認定されていることは黙っておきました。

「あ。一つだけ。日ノ岡さん？」

　と言って、ほむらに向き直る赤土。

「はい？」

「藤森先生の言葉をリピートすることにもなるけど───舎人主任に、自分を否定されるようなことを言われても気にしちゃいけません。傷ついたりムカッとさせられたとしても、相手は子供と思ってスルーして。気にしてたらこっちが損だから」

「スルー、ですか？　でもそれじゃさすがに大センパイに対して失礼かなあと」

　ずいぶんと脅してきます。それもわざわざ、ほむら個人に対象を絞って。

　雨乃はそこまで辛辣に糾弾していたおぼえは無いのですが。やはり自分の生みの親ともなると、見方が変わってしまうのでしょうか。

「それでももし我慢できなかったら、遠慮無く私にチクってください。そういう対処も私の仕事の範はん疇ちゅうですから」

「は……はあ、がんばります」

　仕事の範疇と請け合いながら、赤土が見せたのは生きた鶏の首をしめるような不穏なジェスチャー。何を意味するのやら。

「ま、これ以上先入観を持たせるのはフェアじゃないかな」




　ざっと建物を案内されたのちに、最上階フロアに通された二人。

　一般人立ち入り禁止の警告もものものしく、ここから先のエリアは極秘研究の中枢という雰囲気がひしひしとただよいます。

　まず向かったのは、壁の二面が窓となっている大きな角部屋。

　広いデスクには、見たことのない大型のワークマシンが──といっても四十九鍵のキーボードくらいの薄型ノートですが──載っています。職員室の藤森先生の雑然とした机とは大違い。

　そして部屋の中央では、デスクに平行に向けたデザインチェアをリクライニングさせて、一人の男性が仮眠していました。他に部屋には誰もいません。

　よれよれのジーンズに、色柄のドレスシャツというラフないでたち。

　上に羽織っている白衣と、だらんと首にかかったネクタイでかろうじて主任という肩書きを支えているような。

　窓のブラインドから漏れ入る陽光のストライプに、淡い色の金髪が輝いています。

　ナルシストの世界大会に出場するためにプロモーション映像を撮ろうと思ったら、きっとこんなふうだろうかという、そんなわざとらしいカット。なのに困ったことにそれが結構絵になってしまっていて。

　戸惑い気味のほむらが赤土を横目にみると、さも呆れた渋い表情をしているのかと思いきや、浮かべられていたのは、うっすら挑戦的な微笑でした。

「Buon Giornoボンジョルノ! Signoreシニョーレ!」仮眠中の相手に確認もしないまま、赤土が呼びかけます。「青藍高校の調査官のお二人をお連れしました。例のファーストコンタクトの中心人物ですよ」

　顔の上に載せられていた、ややグロテスクなぬいぐるみがずり落ちると、鮮やかなグリーンの瞳が現れます。

「………………」

　眠たげな両瞼がゆっくりと一度閉じられ、そして次に開いた時には大層愛嬌のある笑顔に変わっていました。

「…………っ……」

　不覚にも息を吞んでしまったほむら。

　藤森も赤土も、そして雨乃も、誰一人としてここまで教えてはくれませんでしたが、問題の人物である舎人主任は、目の覚めるような美形でした。

　あまりほむらの趣味ではない顎の無精髭も、エキゾチックなアクセントに感じてしまったくらいの。

「──────」

　舎人は、無言のまま、机にあった軽食のトレーに手を伸ばすと、すっと目線の位置に掲げました。

「このパストラミサンドは黒胡椒の比率が間違っている。細かく挽きすぎだし、鮮度もいまいちだ。ホンバには新鮮な胡椒を仕入れる金も無いんだな」

「平然とお客さんゲストを無視しないでください。あなたが今日の招ホ待ス主トなんですからね、舎人主任」

「───招ホ待ス主ト？」

　けげんそうに首をかしげてみせる男性。長く伸びた金髪は頭の後ろで結ばれています。みるからにハリウッド映画に出てくるハッカーといった風貌なんですが、その特徴だけは。

「いーや、俺は呼んでないね。例の事件について、一つ二つ把握しておきたい要素があるからデータ取りをさせろ、って言っただけだ」

「それを招待したっていうんです。まあ指定の時間通りに部屋に居てくれただけ助かりましたけど」

　赤土もまた一歩も引かない構えです。

　チェアの背もたれを前傾させて、膝の上にひじをつきながら背を丸めて赤土をにらむ舎人。あいかわらず、ほむらと東野は無視されているようです。

「……貴様はいつになったら、研究者の補佐らしい格好をするんだ、アカド」

「もう……どういう格好ですそれ」

「知的で清楚かつ恭順が反映された好ましいスタイル。貧弱な貴様の体型でもなんとか俺の目を喜ばせるだけの、プラダかフェレッティあたりのスーツが望ましいな」

「ボンドガールか？　どっかの悪の幹部のお色気秘書か？　スカイ君、あのねえ、私は確かに補佐ですけど、別に直属の部下ってわけじゃないんだから。あんたが日伊ハーフのイケメンじゃなかったらとっくに転属願い出してるっての」

　あ、やっぱりその点は認めているのか、と妙な納得をするほむら。

　ともすると以前は違う状況だったのか、それとも感じるままの事実を無理に隠すのも面倒になったのか、赤土女史ならではの割り切った妥協でした。

「所詮、貴様もうわべを掠かすめるばかりの、浅はかなメスバビルーサだな」

　メスバビルーサて……と、いきなりの修羅場展開に面食らっているのは東野も同様。

　身振りを交えた猛烈な抗議にかかる赤土。

「だから、そういう乱暴な言葉を平気で口にするあなたのそばで我が社の大切な資産である雨乃がよからぬ影響を受けたり成長を誤らないために、私がここにいるんです」

「思い違いするな、アカド。たしかに雨乃は幼いけど、我々の子供じゃない。人間の尺度ではかるな。雨乃のためにもならない」

「……っ……ふぅ……」

　怒気をふくらませた赤土は、結局、肩から力を抜いてほむらたちに頭を下げます。

「ごめんねーほんともう。なんかこのままだと暴力沙汰になっちゃいそうだから、一時退散。冷たい飲み物でもお持ちします」

「カッフェ。アメリカーノ」

　遠慮のない舎人の注文に、部屋の隅にある半ば壊れかけのエスプレッソマシンを、びしっと指差す赤土。

「うぇoops」

「いいですか、主任。任せましたから。二人を放置して遊びに行ったりしたら、ご報告しますからね」

「おいやめろ。俺だって命は惜しいんだぞ」

　赤土が部屋から去ると、舎人は大きく溜息をつきます。




「チアの教え子だろ」

　藤森顧問をチアと呼ぶ人間に会ったのは二人目です。

「はい。藤森先生にはお世話になってます」と東野。

「今日はよろしくお願いします」

　東野とほむらもまた舎人に名乗ります。舎人はそんな二人をじっと見つめて、

「礼儀正しい子はいい」

　誰に対しての皮肉かは瞭然です。

　さきほどまでの険悪な雰囲気は抜けて、急に幼くなったようにも見えます。

　藤森先生よりは数歳年上と聞きましたが、あまり落ち着きがあるとはいえない身ごなしと、乱暴な言葉づかいのせいか、そんなふうには見えません。

「魔法使いＯＢとお聞き及びしまして、実は、こんなもの持ってきてみたんですが」

　おずおずとほむらが取り出したそれは、ＳＡでの魔法使いたちのディスカッションでもらった白いルービックキューブでした。

「ＯＢと言われても別にな……俺は青藍高校とは無関係なんだが。で、それはルービックパズルか？　探検部はまだこんなものを？」

「こんなものを……って、それすらも全然活用できてないんですけど……」と恐縮するほむら。

「俺もほんの一時期は使っていたが、かえってパターン形成の効率が悪いだろ？」

　舎人はおみやげには特に関心を示さず、ぽいと、ほむらに返します。

　テーブルには一切引き出しが無く、その脇のゴミ箱と思っていた網状のバスケットはどうやら舎人のモノ入れだったようです。色とりどり、種々雑多な雑貨が、めいいっぱい詰め込まれています。

「確かこのへんに……」

　舎人がそのなかに深々と手を突っ込んでかきまわすと、大小のルービックキューブが三つ、転がり出てきました。

「それって、舎人さんも虚惑星の魔法の研究用途で使われて？」

「まさか。単に暇つぶし用だ───よっと」

　舎人は、次々とキューブを放り上げ、曲芸のジャグリングを始めました。

　ジャグリングを続けたまま、淡々と喋りはじめます。

「要点から言う。日吉坂高ヒロんとこの上カミ狛コマの記録は読ませてもらった。虚惑星人との戦闘で使われたパターンをもう一度再現してほしい。準位は劣るが精霊石も用意してある」

「……パターン？」

　大道芸人を思わせる舎人の器用さに感心しつつ、つぶやくほむら。

「虚惑星人は巨大な火球の魔法を使ったそうだが。それはどうでもいい。そんなのは俺だって可能だ。それよりも、相手の火球を受け止めて押し返したという、多元ファイヤーボールのパターンが知りたい」

「多元、ファイヤーボールぅ？」初めて聞かされる言葉に面食らうほむら。

「どうなんだ？　───少年」

　え、少年？　と首をかしげるほむら。

　顔を見合わせた東野が、さぐりさぐり切り出しました。

「それは日ノ岡です。俺じゃなくて」

「………………」

　ずいぶんと失望した表情の舎人は、ぱたりと手をおろし、両腕で挟んで受け止めたキューブをぞんざいに机に放りだしました。

「……なんだ、女のほうか。じゃあヒノオカはそっちか」

「そうです、けど」

　名乗ったときに気付いて欲しいものですが、まるで気にしていない様子。

（そっちか、だなんて随分失礼な人だけど……って…………えっ？）

　ほむらは驚きに目を見開きました。

　さっきまでは完全にばらばらの配色だったキューブ。その三個それぞれの十八の面が、いつのまにか完全に色を揃えられているのでした。ほむらたちと会話しながらの曲芸、リズミカルに宙へと舞いあげられていた一分足らずの間に───

「では、きみは何も関与も貢献もしていない？　トウヤ」

「そうです。俺は……その時は気絶していて」

「そうか。まあいいか」

　舎人と言葉を交わす東野は、そんな裏の出来事には気付いていなさげ。

　また落ち着き無くバスケットをまさぐって取り出されたのはダーツの矢のホルダーで、壁にかかった円形の的ダーツボードに向かって投げています。

　しかしこちらは、あまり上手とは言えない模様。

　他にもいろいろ変わった暇つぶしグッズが放り込まれているようです。

　なんだかその様子は、いつもどこからか変わったグッズを取り出して手品を披露してみせる雨乃の趣味を思い起こさせました。

　そんな間に、赤土女史が飲み物のポットとグラスを持参して部屋に現れます。なぜかもう一方の手には重たい工具箱を提げながら。舎人の様子を見て呆れかえりつつも、彼女はまた忙しげに戻って行きました。なにかの整備中なんでしょうか？

　的に向けて投じた矢ダーツを、ぜんぶ器用に外したところで、ようやく元魔法使いはチェアから立ち上がります。

「ふん。ではヒノオカ。実験室ラボに移って、脳波スキャナでデータを取らせて貰おう───と、その前に」

「前に？」

　便利なバスケットからは、今度はワインボトルとコルク抜きが出てきました。

「夜食だよな。パストラミの報復リベンジだ。つきあえよ」

「いや、夜食って。お昼過ぎですってば───？」

「なんだお前ら、ワインも吞めないのか？」

「昼間からワインをたしなむ高校生は、日本では珍しいほうですよ」と東野。

「探検部が堅いこと言うな」

「探検部を無法者の巣窟みたいに言うのはやめてほしいんですが……」

「つまらない」

　そんなふうに言い捨て、足早に部屋を出て行こうとしかけた舎人は、ぴたりと止まって戻ってきます。

「……気が変わった」

　ほむらを見おろしながら、まじまじと覗き込んでくる舎人の緑の瞳。

「よく考えてみれば、おまえにも記憶力はあるわけだ」

「はぁ」

　そりゃあ、ありますよね一応。お店ごとに異なる特製ケーキの並ぶ曜日ですとか、ネットのドラマ番組が更新される日ですとかでしたら、かなり憶えているほうです。

「聞けばいいんじゃないか。本人に」

「え───え？」

　最初からそのつもりだった筈……では？　という至極当然なる疑問がもたげるほむらでしたが、どうやら相手はふざけているわけでは無い様子。

　座りなおした舎人が、チェアをぐるっと旋回させながら机上のキューブをかすめ取ると、ほむらの胸元に押しつけるように突きつけました。

「原理を言えよ。多元ファイヤーボールを創そう発はつさせたパターンはなんだ？」

「えっ…………」

「正多面体ループの複合か？　それともあえて多次元回転操作は避けたのか？　転送環と精霊石のブースト対象は？　どうなんだ？」

　次々と問いかけ、詰め寄ってくる舎人。

　弱ったほむらが、思わず東野に助けを求める視線を向けると、東野はついと後ろを向いて離れていってしまいます。

「ちょ───」

　けれどもすぐ部屋の隅からとって返すと、依然として迫る舎人に東野は、

「舎人さん」

「なんだい」

「日ノ岡の記憶は本当にいい加減なんですから、もっと丁寧に扱わないと、狙った答えは出てきませんよ」

　結局、舎人からは勧められることのなかった椅子を引っ張りだし、戸惑い顔のほむらのそばに運んできます。片手で持ち上げた椅子をきびきびと運ぶ姿は、ベテランのウェイターのよう。

「あ、ありがと……」

　しかし、これみよがしな東野の配慮にも、舎人はつっけんどんな態度のまま。

「言われたことにそのまま答えればいいんだ。それとも俺の日本語の発音はおかしいか？　これでも俺は日本の生まれだがな」

　どうりでお上手な。

　対して日本の生まれながら日本語が得意なほうでもないほむら。まくしたてられた舎人の質問の意図も意味もまったくわからず───

　とはいえ、正直なところ相手の乱暴な言葉遣いは、口から出てくるとあたかも映画かドラマのセリフのようで、あまり腹が立たなかったり。同じセリフが妹の月から出ていたら相当腹を立てていたかもですが。

「──────」

　やれやれと腰に手をおいてほむらを横目で見た東野。

　力の抜けたその笑みが、童顔をさらに子供っぽく見せ、そんな準備動作で舎人に向き合った東野はむしろ凄みを増していて、静かに怒りだすんじゃないかと、身構えてしまったほむらでしたが、その予想は外れました。

「舎人さん、いや、舎人先輩？」

「別にきみらの先輩じゃない。青藍高校とも関係はない」

「それでもです。舎人さんは僕ら探検部員の大先輩で、比べものにならないほど虚惑星にも詳しいんですよね。なにより雨乃の開発者です。その他のいろんな装備のことでも間接的に助けてもらっています。だから怒りませんよ」

「怒る？」

　きょとんとする舎人。

「きみたちの機嫌を損ねるような事をした憶えはないんだが……なにに怒ってるんだ？」

　皮肉ではなく、心底から理解しかねている顔です。このあたりが藤森先生の言っていた話十分の一でしょうか。東野は驚き成分多めの呆れ顔に戻ります。

　舎人はお構いなしに話を続けます。

「無駄なことを聞いて時間を費やしても仕方が無い。そんなのは犯罪だ。

　───魔法の天才なんだろ？　ヒノオカ・ホムラ」

　アイスクリームが好きなんだろホムラ？　とでも尋ねるように、さも当然といった調子で言い切る舎人。

「天才だなんて、まさか、そんな滅相も───」目を見開いて首をふるほむら。

　舎人はげんなり顔をゆがめます。

「それだ。そういうやりとりが無駄だって言ってるんだ。別に天才なんて珍しくもない。どこにだっている。ここにも、そこにもいる。隣りの実験室ラボにだっているぜ」

　ほむらにとっては、まったく極端で分不相応な評価です。ただし手放しで褒められているわけではないらしく……

「天才なんざ一定の確率で生まれる珍獣だ。ありふれてるぜ。運命の靴を履いてる奴の前ではかなわない。そう、お前たちのところのチアみたいな奴の前ではな。あんな女の前では、天才だろうと何だろうと、せいぜい道行きを照らすたいまつの一本程度に過ぎない」

　今度はまたずいぶんと藤森を持ち上げる舎人。

　ひねくれた舎人の諦観は、ほむらにも東野にも全然ピンとは来ないのですが、相手のそれがお世辞でないのだけははっきりわかりました。

「あの……天才じゃないですけど、座っても……いいですか？」

　実はまだ座るタイミングをはかりかねて棒立ちだったほむら。

「ご自由に。直立歩行できるのが自慢ならそのまま立っていればいい」

　とまあ、変わらぬ調子の舎人。

　見かねて東野が持ってきてくれた椅子に、ぎごちなくかけるほむら。

「えっと……ですね、舎人さん……」

　自分のペースを崩そうとしない厄介な相手に、ほむらと東野は一応の説明を試みました。ようするに日ノ岡穂群は、魔法使いとしては入門者ノービス同然、虚惑星の魔法の原理についてもほとんど知識が無いのだと。確かにＩＥ適性だけは過去の一時期、好成績だったものの、今では人並みな数値に戻ってしまったと……。

　けれども、そこまで語り尽くしても舎人は半信半疑といったふう。

「信じがたいな。トウヤ、きみのほうは多少は齧かじったのか？」

「魔法の理論をですか？　理解はまだ初歩レベルです。調査官向けの手引き書マニュアルに一通り目を通したくらいで、実践はまだまだです」

「ふうん」

　確かに……。

　本来は魔法専門ではない魔法戦士クラスの御陵先輩でもとても鮮やかな魔法を使ってみせるのに、さらに数段熟達した技をみせる魔法使い───魔術師ウィザードの異名を持つ府立南雲の大嵐先輩、兵庫灘浜の花はな屋や敷しき先輩、〝ソングバード〟愛媛鷺谷の古町先輩といった錚そう々そうたる面々を知ってしまった今ではなおさらです。

「その……私、あの時のことは、とにかく恐ろしさが先に立ってしまって、あまり思い出せないんです」

　舎人はあきらかに意表を突かれて、おやおや許可もしていないのにいきなりしゃべり出したぞこの生き物は、という不思議そうな顔をしましたが、なんとかほむらは最後まで言葉をつなげることが出来ました。

「…………なら、無意識に魔法のパターンを確立したということか？　あり得ないことじゃないな。化学構造式を夢の中で発見した研究者だっている」

「いやいや、そんなインスピなんとかがスピコーン！　って感じじゃなくてですね───」

　どう説明したものやら。ほむらにとっては、いまだに思い返すと震えの走るあの体験を───

　上狛先輩の報告書を読み返しても、他ひ人と事ごとのような感触がぬぐえない、あの記憶を。

「───あの時は……御陵先輩から教わった、火球のパターンをいっしょうけんめいイメージしてました。限定ヘキサモデル六面体を」

「１‐８‐15‐12───Ｈｉハイドラ、Ｏｘオクスィ、Ｐｈフォスファ、Ｍｇマグナ───火口箱ティンダーボックスの呪文か。しかしそれだけでは説明がつかないところがある───」

　あの時にほむらが思い描いたはずの呪文をそらんじる舎人。

「複数の火球───五百個を超える火球群クラスタを展開し、操作したそうだが？　それくらいはさすがに憶えているんだろ？」

「……は、はい」

　たしかに上狛先輩の報告ではその通りです。

　すばる姫と対峙していた時に、おそらく唯一あの場で客観的にほむらの姿を目撃していた上狛の言う通りだったはずです。

　遠慮がちにほむらは頷きました。

「でも、そんなふうに、たくさんの火球を作ろうとかは考えてなかったと……方法も知りませんし……」

「だろうな。実際不可能だから」

　思うように言葉を紡げないでいるほむらに、舎人はさして注意を払わず、自分の椅子に背をもたれさせました。

　さきほどまでしていた、だらしない仮眠の姿勢で、天井を見上げます。

「大雑把に分類すれば、虚惑星で火球を実現する魔法は二種類知られている。

　一つは虚惑星の大気を圧縮流動させ、有機物と反応させる方法。これは地球の通常の燃焼と同じだ。木炭にふいごで空気を送り込むのと変わらない。限定イコサモデル正二十面体と限定ヘキサモデル正六面体の二つのモデルを併用する。

　もう一つは熱量を創造する方法。限定ヘキサモデル正六面体でも可能だが、火球に複雑な動作をさせようとするならルービックモデルが適している。今の探検部ではどっちがメジャーなんだろうな」

　なにやらすごく脱線した話がはじまった気配───！　こうなると椅子を勧めてくれた東野に感謝です。

「あの、御陵先輩からは、魔力を直接、熱に変換する、って教わりました」

「そうだな。つまり熱量の創造だ。その乱暴で無駄の多い方法が主流になっている。そもそも火球の魔法なんて、探検中に使う場面は無い。あるとしたら暴力しかない」

「暴力……ですか？」

　ほむらは心に重いものを感じながら尋ねました。

「そう、暴力。虚惑星文明は過去に大きな戦乱を経験している。それは間違いない。今までに発見されてきた遺跡が証明している。火球のパターンはそういった空間で、攻撃手段として定着したものだろう。地球人の調査官はそれを再発見したにすぎない」

「再発見……定着って、どういう意味です？」東野は自然と浮かんだ疑問を口にしました。「それに暴力っていっても、ダイナマイトだって建築現場やトンネル工事で使ったりするじゃないですか。俺たちですら実現出来るような火球の魔法がある世界で、争いが成り立ちますか？　子供がみんな銃を持っているみたいなものなんじゃ？」

「虚惑星人の全員が魔法を駆使していたとは思えないがね。我々にだってＩＥ適性の差はあるわけだ。それでも俺たちが、パターンをこねくりまわして考案しているような魔法の類たぐいは、ほぼすべて虚惑星人たちが培ってきた技術発展の一ひと枝えだに過ぎない───そして、定着というのは、魔法言語の伝播のことだ」

「魔法って……言語なんですか？　英語やフランス語みたいな？」ほむらの問いはそう的外れではなかったようです。舎人が彼女を見返します。

「当たり前だ。言語以外のなんだっていうんだ」

「今、日本の探検部で使われている魔法は、舎人さんが作ったって聞いてますけど」

「何度でも繰り返すがね、それは違う。魔法を再発見して、探検に適した体系を再構築したにすぎない。規模はぜんぜん違うが、虚惑星を発見したチャンドラー博士と変わらない。巨大な図書館を発見して、玄関先に転がっていた書物を一、二冊翻訳してみたというところだ。俺はその先までは進めなかった」

　わずかにひそめられた眉。それは、尊大にふるまう舎人がみせた謙虚さと、そんな珍しい態度に隠された口惜しさでした。

「魔法のパターン───探検部ふうに言うなら呪文だが、虚惑星の魔法は元来人工的なものだと俺は考えている。確立されたパターンは、洗練された公式フォーミュラであり、化ばけ学がくふうに言うなら様々な魔法由来の反応の触媒となる。過去にも虚惑星で多様な魔法は使われていた。俺がやったのはそれら先人の魔法の痕跡を辿り、端からラベルを張り直したくらいだ」

　言葉の意味をつかみかねている東野。

「よくわからないんですが……虚惑星で最初に魔法を使った調査官は、誰かから教わったんですか？　それとも虚惑星人から継承したってことなんでしょうか？」

「呪文の書でも見つけちゃったとか？　アハハ」と笑うほむら。

「…………」

　馬鹿にする言葉が返るかと思いきや、舎人は無言です。

「……あれ？」

　冗談めかしたほむらの言葉を、舎人は真に受けたようでした。

「ある意味では……そうだ。虚惑星は巨大な呪文の体系だ。今、生存してる地球人のなかで最初に魔法を使ったのは誰かってことなら、それはもちろん俺なんかじゃない。当然、チャンドラーの爺さんってことになる。チャンドラー自身は虚惑星には行けなかったが、虚軸望遠鏡衛星を打ち上げて、虚惑星の不完全な索引を作ることには成功したんだからな」

　きょとんとするほむらに舎人は続けて語ります。

「魔法は伝播するものだ。俺は分子記録説の立場をとっている。虚惑星の分子に魔法が記録されているってことだ。他の研究者のなかには、まだ観測できていない未知の波動やら、宇宙背景放射やらという説を唱えているのもいるが───」

「ブンシ？」

「もしかして、空気とか水とかですか」

　そうだＳｉ、とうなずく舎人。

「それって、あの水に感謝すると美味しくなるっていう、あれですか」

「それは疑似科学のオカルトだろ」と突っ込む東野。

「そう言われるのは仕方ない」と苦笑する舎人。「感染呪術なんてのはオカルトの基本中の基本だしな。どうにかして虚惑星で原子レベルの調査が可能になるまではオカルトのそしりを免れない」

　自分なりにかみくだいた東野が尋ね直します。

「魔法は……空気で拡散する？」

「それが俺の持論だ。呼吸、それと惑星規模の気象現象によって。接触性伝達によって魔法は伝播する」

　手近な（紙の）ノートパッドを手に取り、（本物の）サインペンで、大きな丸を描いてみせる舎人。おそろしく正確な真円を。

　そして、その内側にぽつぽつと点を打ちます。

「地球を例に取るなら、一年前に地球の誰かが吐いた空気を、今きみは必ず吸っているはずだ。米国大統領が吐いた空気も、ローマ教皇パーパが吐いた空気も、インドの物乞いが吐いた空気も、統計学上は、いまきみが吸った息に必ず含まれている。逆もまたしかり」

「……っ……!?」

　そう断言されて、思わず口を覆うほむら。

「今？　今ですか？」

「そう、たった今。過去に吸ったことがある、という話ではない」

　一回の呼吸に含まれる気体分子の数と体積、一年間の平均的な呼吸の回数、そして地球全体の気体の総体積、それらの関係をさっとノートに書きつける舎人。

　数式の内容は当然チンプンカンプンですが、たった一回の呼吸であっても分子の数は膨大な数であり、それが生命活動としての絶え間ない呼吸で一年間蓄積されることによって、確率的には十分すぎる値になるということが、ノートには具体的な数字で示されていました。

「虚惑星は地球よりも圧倒的に巨大だが、それでも地上にいる人間一人に接触した気体分子が虚惑星全体に拡散するには三年とかからないよ」

　ノートをぱたんと机に伏せて続ける舎人。

「───さて、それらの枠組みから、ヒノオカ、きみが見せた魔法は逸脱してしまっている可能性がある。これは危険なことだ。だからここに呼んだ」

「危険……なんですか？　私」

「大いに」

　舎人は真剣でした。

「考え得る可能性としては、持続性を持つ魔法のパターンを発見したという線なんだがな」

「持続性を持つ……パターン？」東野は首をかしげました。

「触媒パターンとも呼んでいる。循環サイクルを形成し、なんらかの反応を促進する。あるいは遅らせる。そういう魔法だ。兵ヒョー庫ゴ灘ナダ浜ハマの連中なんかは、そういった触媒パターンの発見に入れ込んで、今も血ち道みちをあげている。ハッ」

　馬鹿にしたような舎人の口ぶりが気にかかり、ほむらは口を挟みました。

「兵庫灘浜の人たち、すっごく真面目でしたよ？　そんな道楽って感じじゃ……私なんかもう、ＳＡでも全然ついていけなくって」

「どうだかな。天才なんかありふれてるって言ったろ。馬鹿で愚かな女はもっとありふれてるが───おい。まあそう卑下するな」

　気落ちしたほむらの前で舎人は、手に持つペンで空中に小さな円を何個も描きだしました。

「火球の反発力で、巨大火球を捕捉するアイデアはすばらしい。だが、五百個を超える火球を個別に操作するような、そんなふざけた記号処理を実現させる並列分散思考は不可能だ。これは絶対だ。人間が人間でいられなくなるからな」

「はぁ───でも『ながら思考』って言いません？」

　ほむらの言葉に、今度は舎人がガクッと頭を倒しました。

「あのな……俺はルービックパズルを三個同時に扱うくらいはわけないが、それはアタマの中で順番に切り替えているからだ。厳密には同時に思考しているわけじゃない。

　───仮に、同時に二個の思考が可能であるなら、それは五百個でも、五百億個でも、まったく同じ事だ。パターンを形成するための場所も時間も消費していないんだからな」

（ごひゃく……おく……）

　ごくりと唾をのむほむら。

　東野もまた懸念の色を浮かべて尋ねます。

「じゃあ、五百個で済んだのは、幸運だったってことですか？　それが、舎人さんが日ノ岡を危険だっていう理由だと？」

「そうだ。あるいは、必然か───誤った公式は証明全体を殺してしまう。矛盾した魔法は危険な副作用を生み出す。つまり虚惑星の自然に反している魔法は、使用者を殺す、ってことだ。にもかかわらず、きみは死んでいない。なぜだ？　それを俺は知りたい」

　そこまで一気に語りきると、舎人は目をつぶり沈黙しました。ナルシスト開始。

（……そんなこと言われても）

　もし自分があの場で焼け死んでいたら、この人は「なるほど」とか頷いて納得していたのかしら、と憮然とするほむら。

　やがて、またぽつりと舎人は語り出します。

「───持続性のある魔法というのは一つの夢でね」

　こんどはまた別の脱線ですか？

「なにが出来るようになるんです？」と素直に聞き返すほむら。

「なんでも。さしあたっては空中の飛行が可能になる。これは魅力的だろ？」

（空を───飛べる！）

　それは確かに！　大きく頷くほむら。

「だが、重ねて言うが、とても危険だ───たとえば、永遠に燃え続ける火球のパターンを発見したとしようか。しかし、その火を止められなくなったら？　これはやがて困ったことになる。メルトダウンの恐怖が虚惑星でも、というのはぞっとしない。また仮に──元ネタは荒唐無稽なＳＦだが──常温でも凍結し続けるような氷の結晶パターンを創造してしまったら、虚惑星は一晩で氷漬けになって環境が激変してしまう。虚惑星の全生物は死滅するだろう……」

　舎人はおもわせぶりに言葉を切ります。

「きみはそういった脅威に一歩近づいた……のかも、しれない。俺の思い過ごしかもしれないがな」

「そう願いたいんですけど……」

「まあ一つの達成例なら、もう俺にもあるがね。虚惑星人はどうだか知らないが、これはチャンドラーの爺さんにも負けてないと思うよ」

「……っ……持続性のある魔法ですか!?」

「いまのところはこれが最大の作品だな。最高傑作かどうかは、だいぶ怪しいがなぁ」

　あれぇ、違うんですか？

「………………」

　腕組みして見当をつける東野。

　けれど、それより先に答えに到達したのは彼女のほうでした。

「それって……アメちゃん……？」

　その名前を耳にして、きょとんとしている舎人に、ほむらは言い添えます。

「えっと、雨乃ちゃん───つまり、藤森雨乃ってことですか？」

　意気込んで尋ねるほむら。

「スィＳｉ」

　舎人は微笑を浮かべ、しっかりと頷きました。

　元魔法使いが創造した最大の魔法───それは、考えるロボット、雨乃でした。




　───実験室ラボで脳波をサンプリングする前に見せたいものがある。

　そう言って、舎人は二人を自室から連れ出しました。

　廊下に移動しながら、東野は舎人に尋ねました。

「虚惑星用の通信機を作ってくださったのって、舎人さんでしたよね」

「青藍で頼まれたアレか。作ったのは御陵のお姫様だろ。部品類の調達はぜんぶアカドに丸投げだ。俺はべつにたいしたことはしてない」

「それでもすげえじゃないっすか」

「東野くん、そんなことより！」

　東野を押しのけ、期待顔で舎人をのぞきこむほむら。

「あの、舎人さん？　この建物って、雨乃ちゃんが育ったお部屋があるんですよね？」

「スィＳｉ。そこへ連れて行くところだ」

「わ、ホントですか？」

「ただ今はもう、雨乃の部屋じゃない」平然と言う舎人。

「ん？　どういうことです？　藤森先生のマンションに移ったからですか」

　行けばわかるとばかりに、向かった先はまたもや別種のセキュリティで隔てられた、２ＬＤＫのマンションほどのエリアでした。

　内装は階下で見学したモデルルーム区画とよく似た造りです。片側はガラス壁で開放され、外から見通せるリビングです。奥まったもう一室は、プライバシーの確保できる造りになっているようです。

　ただ家具や調度品は最低限しか見あたりません。

　照明が落とされたままの薄暗い室内のせいで、引っ越し後のような閑散としたイメージすらあります。

　ひっそりとした室内。

　小さくカタタタとなめらかにキーを打つ音だけが聞こえてきます。

　窓脇に置かれた文机に向かっていた人影に、舎人は声をかけました。

「今日も来てると思ったよ」

　ぶしつけな舎人の口調に、多少の親しみが混じります。

「気付いてたんだろ？　こっちに顔くらい出せよ。青藍の部員だったら顔見知りだろ」

　椅子に浅く腰掛けた一人の少女。

「……鼎さん？」

　少女は鼎結理でした。日吉坂高校の探検部の一年生。

　小さな文机に置かれたノートＰＣに向かっていた鼎がゆっくりと顔を上げました。

「どうして鼎さんがここに？」

　じいっと、東野とほむらを順に見つめる二枚のレンズの奥の瞳。

「……いたらいけない……？」

　興味薄そうに手元の作業に戻ってしまう鼎。

　そんな彼女から目を離せずほむらは目を丸くします。

「鼎さんって、ロボットだったの……!?」

「…………」

　カタ……とキーを叩く音が止まります。

　ＰＣに向かって無言のまま、かすかに眉をひそめる鼎……。

　静寂の後、舎人が盛大に吹き出しました。

「うぁっはは──────」

「ちょ───舎人さん───!?」

　腹をかかえて身を折り、壁で自分を支えている舎人の、そのあまりの爆笑ぶりに、また自分が恥ずかしい思い違いをしたと気付いたほむらは、みるみると赤くなりました。

「……ご、ごめんなさい……私、てっきり」

　小さくなるほむら。対して東野はマイペースです。

「ロボットじゃなくても、こんな薄暗い場所でＰＣいじってると目に悪いぜ」

「……視力を決定する要因はほとんど遺伝でしょ。そこまで酷使してるわけじゃないもの」

　だから、余計なお世話……と。

　そういえば、人前では裸眼のままでいる鼎ですが、スクリーンを見つめる時には作業用の眼鏡が登場するようです。まあ考えてみるまでもなく、眼鏡をかけるロボットというのも変な話。

　虚惑星でもやはり彼女は裸眼でした。東野と同じように、視力が向上していたのでしょうか。ただそれを詳しく尋ねられるような雰囲気ではないようで。

「俺も常々、ユリのことは神の被造物からかけ離れた存在だと思っていた」

「黙っていてよマエストロ」

　細かく肩を震わせてまだ笑いをひきずっている舎人を、辛辣な口調で鼎が一喝します。

「マエストロ？　なんだそれ」

　と東野。言葉の意味は彼もなんとなく知っています。

　マエストロとはイタリア語で「巨匠」や「名手」を意味する呼称で、中世ヨーロッパでは職工ギルドの「親方」も指した言葉です。

　もうこれでは作業にならないと判断したのか、鼎はノートＰＣをたたみ、嘆息しながら膝に手を置きました。かけていた眼鏡も外し、ノート脇に置きます。

「そう呼べって、この人が。それがこの部屋を使わせてもらうための条件だから」

「へえ、だったら、鼎は舎人親方の弟子ってことか───じゃあ魔法使いの弟子だな。ディズニーアニメだっけ」

　素直に感心してみせる東野。

「別にうまくない。あとゲーテだから。ディズニーじゃないわ」

　先ほどのほむらのロボット発言よりも、いっそう強烈に心外で不快そうな顔になる鼎。

　東野はあれっと首をかしげ、かたや両者の顔色をうかがいながら力関係をはかるほむら。張本人の親方だけがニヤニヤと。

「聞いてもいい？　何してるの？」とほむら。

「…………呪文の合成とか」ぽつりと呟く鼎。「休日はこの施設の計算資源に余剰があるから……」

「俺が使ってるだろうが。少しは遠慮しろ。主計算機メインフレームに優先度の低い要求キューリストが山積みになってて鬱陶しいったらないんだが。まったく、ちょっと軒先を貸してやったら、ベッドルームまでのっとられる勢いだ」

「探検部の活動範囲なら構わないっていったじゃない、マエストロ」

　至極不満そうな舎人に、さらりと反論する鼎。

「呪文の合成？　オリジナル呪文のデザインってことか。すげえな」

　置いてけぼり気味のほむらに比べて、東野は食いつきがよいです。

　ほむらもなんとか会話に加わろうとします。

「ほんとに魔法をコンピューターで作っちゃうんだね……あっ……あれでしょう、あれ。えーと……」

「───ん？」

　なりゆきまかせで気をひいて、また奇妙なことを言うほむら。

「高度に煮込まれたはんぺんは蒲カマ鉾ボコと見分けがつかない───だっけ？」

「おまえ静岡県民に喧嘩売ってんのか？」

　やれやれと溜息をつきながら、東野は何かを思いだしたらしく、はっと顔をあげます。

「もしかして……なあ、鼎？　俺さ、こないだのＳＡで兵庫灘浜の先輩から聞いたんだけど、いま使われてる探検部有志で作ったコラボツールって、今年度から大幅アップデートしてたんだって？　去年と比べものにならないほどよくなったって言うじゃん。実際、評判いいし」

　鼎は特に反応を示さずに東野の言葉を聞いています。

「匿名アノニマスの参加者に、すごいのがいるって言ってた。それって、おまえがやったんじゃ？」

「……そうよ」

　東野の推測を鼎はあっさりと認めました。

「東野くんは誰に向かっても、おまえって言うの」

「───あ。わりぃ」

「東野くんはねぇ、そういうとこが粗そ忽こつなの。先輩にはバリバリ敬語だってのに」

「おめぇだって俺のことは、裏でこいつあいつメガネ呼ばわりだろーが」

「また言った。もう～」

　むくれるほむらを横目で見つつ、ノートＰＣに視線を落としつつ鼎は呟きます。

「コラボツールはセミオープンな開発環境だったし、少し目につくところがあったからいじったわ。日ノ岡さんが使いこなせるくらい直感的な使い勝手ＧＵＩにするのが目標だったんだけど、達成できなかったわね」

「たはー。すいません」

　冗談めかして頭をさげるほむら。

　東野は腕組みをして、

「赤土さんがプログラマーと聞いて、もしかしたらあの人かな？　と思ったんだけど違ったな。……そっか、赤土さんじゃなく、鼎の仕し業わざだったのか───でもさ、自分自身ではコラボツール殆ど活用してないよな、鼎」

「…………」

「なんか変じゃね？」

　鼎は沈黙したまま。

「ヘン？　なにが？　匿名のプログラマーなんてカッコよくていいじゃない？」

　首をかしげる東野に、ほむらが突っ込みます。

「カッコイイって、オイ……探検部内部のコミュニティにアクセスできる人間なんて限られてるし、現役の探検部員で、有志のプロジェクトならふつう自分の利用しやすいように積極的に関わってくるもんだろ？」

　赤土女史が探検部内の機密に近い場所にいることは、先ほど知ったばかりですが。

「まあ、そんなにイジメてやるなよ、トウヤ。それは単なる口実だ。おおかた単に冗長なソースコードに我慢がならなかっただけだろう」と舎人。

「アカドと一緒にごちゃごちゃやってたのは知ってるが。たしか、記録写真を画像処理して地形図を自動生成マッピングするツールなんかは、メイド・イン・アカドだ」

「そ、それ、私も使わせてもらってます」とほむら。

「俺に言わせれば、まだまだ改良の余地ありだが、それはどうでもいい。その時は、ユリのほうがアカドを手伝っていたよな」と舎人。

「……じゃあ、鼎は結構以前からここに通ってたんだな。全然知らなかった」

「えっ……てことは、中学時代からプログラムのお仕事してたの？」

「別に仕事ってわけじゃ……ここに来たのは中二の時」

「なんか、御陵先輩みたいだな。先輩はレンジャー訓練だったけど」

「…………」

　御陵先輩の名前が出たとき、ほむらの目には、ふっと彼女の表情が沈んだように映りました。年相応の弱気な少女のように。それはすぐに淡い苛立ちの表情のなかに埋もれてしまい、ほむらも他のことに関心を奪われてしまったのですが。

　本人わかっているのかいないのか、東野の挑発的な質問が続きます。絶対わかってなさそうですけれども。

「それだけ出来るのに、鼎は魔法使いってわけじゃないとか？」

「登録制のクラスなんかに意味は無いでしょ」

「反抗的じゃん」

　なんだかちょっと嬉しそうな東野。

「ま、実践の場所がなきゃしょうがねぇよな。それで呪文のデザインってさ───」

　東野の言葉をさえぎって前に出るほむら。ほむらの関心はそこではなく、

「じゃ、じゃあ雨乃ちゃんとも以前から知り合いだったの？　中二の時から？」

「……一応」と肯定する鼎。

「くぅぅぅっ」

「なんでそんな悔しそうなんだよ」

「だって……」

「安心しろ、ヒノオカ。ユリがご執心なのは雨乃じゃない。お預けはこのくらいにして、そろそろお披露目しとこうか───なあ、沙さ毬まり」

「彼女はずっと聴いていたわ」

　思わせぶりな本馬関係者の言葉に、戸惑いを隠せない部外者二人。

「え」「彼女……って……？」

　舎人と鼎の視線を追って、ほむらたちも奥の部屋に目をやりました。

　がらんとした部屋の中央。

　ぽつんと置かれた椅子に───誰か───います。

　鼎とほむらたちが会話している間じゅう、そこにいたのだと知って、あらためて冷房がひんやりと感じられました。

「路ろ灯と　沙さ毬まり。沙毬は雨乃に続いて、虚惑星由来の精霊石回路を導入した機体だ───つまりは雨乃の妹だ。俺はそういう関係性を持ち込むのは嫌いなんだが。他に簡単な紹介の仕方もないしな」

「沙さ毬まり……お客様よ」

　そう静かに呼びかけながら、ほの暗い部屋へと鼎が歩み寄ります。

　窓際に立った舎人は電子スクリーンを操作して窓の透明度を上げ、外光を取り入れました。

　編んだ籐椅子に腰掛けた少女の姿があらわになります。

　それは雨乃よりもまだずっと幼い外見の、七、八歳ほどの少女でした。

　脚の上で軽く交叉する白い指先。ほとんど着崩れた様子の無いゴシック調のドレス。

　明るさを増した室内にも、周囲に集まってきた人間たちにも反応を示しません。

　その姿は、まさに精巧な人形そのものでした。

　少し伏せた瞼の下から、ざくろ石ガーネットの輝きを持つ赤い瞳が、おぼろげに部屋の床を見つめています。

「…………ねむっているの……？」

「いいえ。ちゃんと私達を見てるし、聴いてる」

　声をひそめてほむらが尋ねると、鼎はしっかりと首を振りました。

「雨乃の待機サスペンドモードみたいな状態なのか……？」

「いいえ。ちゃんと生きて、思考している」

　東野の問いにもまた首を振ります。

　ほのかなバッテリーの体温を帯び、人間と見紛うほどの精巧な造形が生む不思議な存在感。

　そんな生命に近しい存在が、身じろぎもせず、呼吸もまばたきもせずに、ただ静止している───
















　相反する生と死の感覚が、見ているこちらを落ち着かない気分にさせます。

「………………」

　息を吞み、少女を間近で見ようと近づいたほむら。

　体の影が窓からの光をさえぎり沙毬の頰にかかると、かすかに瞼が動き、ほんのわずかに睫毛がふるえました。

「……っ……」

　ただそれだけの、仕草ともいえない、かすかな身じろぎだけで感動を覚えたほどです。

「やっぱり……沙毬はあまり明るいのが好きではないんだわ」と鼎。

「そんなはずは無いと思うがね。光量変化に対する通常の反射動作だよ」

　舎人は、みずからの被造物を誇らしげに、しかしあくまで一定の距離を置いて披露してみせました。

「沙毬の精神の深い部分で、思考が行われているのは確かだ。ただ、外にそれが言葉や身振りのリアクションとなってあらわれたことはこれまで無かった。

　この体は沙毬にとっては第二段階のボディにあたる。

　思考の形跡を確認してから、精霊石を移植したが、自発的なアクションを起こしたことはない。雨乃と比較してしまえば、ずっと成長が遅い」

　舎人は椅子の脇に身をかがませ、沙毬の手を自分の掌の上にみちびくと、その小さな指に触れながら一本一本曲げてみせました。

　すると、沙毬はわずかに顔を傾けて、自分の掌を向きます。

　ただそれだけです。

　世界のありさまのすべてを受け入れて。

　変化の風の指先に触らるるがままに。積もりゆく時の粉雪に降らるるがままに。

　それまではストレートな喜怒哀楽の表情をみせていた舎人の横顔が、複雑な憂いを帯びます。

「雨乃は運良く自意識を確立できたが、その結果を俺たち研究者も確信していたわけじゃない。プロジェクトとしても大きな賭けだった。人間を摸した成長過程には倫理的な反発もあった。それでも精霊石を導入したロボット開発では、国外を見渡しても初の成功例となった。

　虚惑星探査機の展望を切り開いただけじゃない。ホンバの本業の一つである、家庭用介護ロボットのテストパイロットとしても、これ以上ないくらいに貢献してくれた。なにせ口頭の命令をすぐさま理解して、積極的にフィードバックしてくれるんだからな。当のロボット自身が。そのテストで収穫のあったソフトハード様々な技術流用スピンオフのおかげで、俺のこの道楽みたいな研究にも予算が廻ってくる」

「雨乃ちゃんってすごいんですね……！」

「いまだにあいつを虚惑星に同行させてやれなくてすまないな」

　そんな殊勝なセリフが出てくるなんて、びっくりです。

　舎人は沙毬に向き直りました。

「沙毬のボディは二段階目だ。当然ながらこのボディは地球専用だ。虚惑星での活動に適応できるボディは開発費が軽く一桁あがる。費用面もあるが、沙毬自身がこのままの状態では……そういう意味では、実験機としても運用できていない。まだ未完成なロボットだ」

「………………」

　舎人の言葉に口を挟みたそうにしながらも鼎は沈黙しています。

「沙毬に変化が無い限り、ずっとこのままですか？」と東野。

「そういうことになる」

「未完成……」

　静かに沙毬を見守る舎人と鼎。その懸念に、ほむらなりに共感をおぼえます。

「じゃあですよ……たとえば……」比較対象を探して記憶のページをめくるほむら。「サッポロ一番塩ラーメンの完成度を百としたら……今どのくらい……？」

「サッポロ!?」

　ぎょっと目を見開いて舎人が振り返りました。

「あー、日ノ岡の宇宙語はお気になさらず」と東野。

「真面目に聞いてるのに」

「おまえにはそうかもだけど……」

　あきれかえる舎人。

「俺の研究成果にジャンクフードを引き合いに出してきた奴は、おまえが最初で最後だろうな。せめてパスタの出来映えにしてくれ」

「───ぷっ」

　と少し遅れたタイミングで吹き出したのは鼎でした。実は笑いをこらえていたのか、そむけた顔がほんの少しだけ赤くなっています。

　それはほむらが初めて見た彼女の笑顔でした。




　鼎一人を残して、ほむらたちは沙毬の部屋を離れました。

　やはり休日で人のいないラウンジで、それぞれ飲み物を喫する三人。

「名前を呼んでも応えないって……ことですか？」

「それはいい質問だな」

　深刻な雰囲気を少しひきずりながら舎人に尋ねた東野。

「雨乃は稀有な成功例だった。成果も大きかった。だから沙毬は、雨乃とは異なるアプローチを試みた。今の不均衡アンバランスな状態はその過程にある……と分析している」

　舎人は給茶機の珈琲をすすり顔をしかめました。

「なぜ呼びかけに応えないのか───？

　それは沙毬は、この宇宙には意識を持った存在は自分だけ、自分たった一人しかいないと思っているからだ。だから呼びかけられた名前にも応えないし、そもそも名前自体に意味が無い」

「それでも、周囲で起きていることを見たり、聴いたりはしてるんですか……？」

　ほむらが首をかしげます。

「そう。そうして集積され、内部に構築された情報世界を、自分の見ている夢だと思っている。明晰夢とでも言い換えようか。なんでも自分の望んだ通りになる夢だ」

「私たち、沙毬ちゃんの見てる夢なんですか!?」

「かもな」

　少し身を乗り出し、真顔でほむらに応じる舎人。

「本気にしますよ？　日ノ岡は」

　苦笑する東野。

「フッ。そういう俺の推測を聞くと、いつもユリは怒る。沙毬は理解してる。わたしたちの呼びかけにだって応えてくれている。わたしたちがそれに気付かないだけだ───ってな」

　その気持ちはほむらにもわかりました。

　これまで、つかみ所の無かった鼎結理の性格でしたが、今日はほんのすこしその輪郭がみえてきたように思えます。

「精霊石のスキャンで、内部に論理的な回路が生じているのはわかってる。だからといって外なる世界のありさまを理解しているかどうかはなんともいえないし、立証もできていない。精霊石を使った例はまだ少ない。雨乃のケースがむしろ特殊だったという可能性もある。

　もしかすると……こう願ってしまうのは俺のエゴなんだろうが……ユリの言うように、沙毬は俺たちの知らない、新しい知性の形質の顕あらわれなのかもしれない」

　舎人がゆっくりと言葉を切ったのを待ち、少し話の方向を変えて、東野が尋ねました。

「沙毬ってどういう意味です？　フルネームが……路灯沙毬でしたか」

「名付け親は俺じゃない。ユリにゆずった。ついでに言えば雨乃を名付けたのもチアの奴だ。どうも名前をつけるのは苦手だ」

「そうなんですか？　じゃあいったい？」

「コンピューター用語のサマリーsummaryにちなんでるんだと思ったが、綴りが違うとさ───路灯沙毬lot samari。いずれ何なに某がしかのアナグラムだろ。時々あいつもガキっぽくなるな。まあそんなことは、謎のままに残しておいていい」

「……そのぶんだと、藤森先生がつけた雨乃の名前の由来も知らないんですか？」

「どうでもいいことは耳に入れないようにしている」

　こともなげに頷く舎人。

　この人物のこだわるポイントはどうもよくわかりません。

「ユリをそばに置いておくのも、沙毬が活性化する刺激になるかもしれないからだ。チアの例もあるし」

「モリちゃんが……？　それって？」

　がぜん興味を示すほむら。

「見たいか？　面白いぞ」

　えー。面白くないですからっ。

「ぜひ見たいです！」

　よしまかせろとばかりに舎人は、手元の端末を操作して、ラウンジのスクリーンに映像のライブラリを呼び出します。

　東野は気後れした様子で少し身を引きました。

「それって……プライバシーの侵害なんじゃ……？」

　まったくです。……でも結局見るんですね？

「このファイルだな。もう二年も前になるのか」

　検索しながら、ライブラリの中の一つの記録映像に行き当たります。

　東野の控えめな制止ももちろん耳に入らず、舎人とほむらの二人はスクリーンの前に陣取りました。

「沙毬ほど徹底したお人形じゃなかったが、雨乃にも似たような時期があった───」

　ドキュメンタリー番組よろしく、映像に舎人が解説を入れます。

　番組主役の雨乃は、藤森と出かける午前中の用事が長引き、本場技研には戻れそうも無い……という残念な連絡が先ほどあったばかりです。でもそれはお互い都合がよかったかもしれません。

　固定カメラに映ったのは、ほむらたちが、先ほどまで居た部屋です。

　むろん部屋の主は沙毬ではありません。

　部屋の敷物の中央に、初めて目にする少女がとんび座りで、ぺたりと座り込んでいます。

「おおう……小さいアメちゃん……」

　さらに前方に椅子を寄せるほむら。

　映像の中の雨乃は、沙毬と変わらない幼い姿でした。

　それは、中枢である精霊石をのぞけば、筐きょう体たいとしては現在の雨乃とはまったく異なるボディです。しかし、一定の人間らしい成長のモデルとして、現在の完成形と共通する面立ちでデザインされていました。

「まだ第二段階ボディの雨乃だ」

「かわいいですねぇ」

　感慨深げにほむらがつぶやきます。

　Ａラインのシンプルなワンピース。前に手をついて、カーペットの上の何かを熱心に覗き込んでいます。その表情には、笑みは無く硬い印象です。

「可愛い……ねえ……」と舎人。

　幼い雨乃を見つめるほむらは、なにか漠然と心に穴があいたような感触に落ち着かなくなりました。けれども、それを埋めるものが何なのか……今は思い出せません。

「雨乃ちゃんが、人間みたいに少しずつ大きく育っていくようにはからってくださったのって、舎人さんだったんですね。少し見直しました」

「……何を勘違いしているのか知らないが、俺はそのせいで、あらゆる方面から、残酷だの変態的だの人形偏愛性人格障害だのなんだのと糾弾されたんだからな。虚惑星探査機としてはその工程がもっとも大切だったんだ。それと評価はもうすこし待ったほうがいいだろうな」とスクリーンを向きます。

「あの手前にあるの……ゲームですか？」と東野。

「そう」

　東野の指摘通り、床上の雨乃が前のめりに凝視しているのは携帯ゲーム機でした。

　少女の周囲には各種様々なゲーム機が点々と散らばっているのです。

　それに気付くと、雑多な玩具に囲まれた子供部屋のように見えた光景がすこし、異なる印象を持って迫ってきました。

　なぜなら、その場にある全てのゲーム機は、異なるゲーム画面を映し出していたからです。

　舎人が音声ボリュームを上げると、典型的な電子音から、勇壮なＢＧＭ、格闘ゲームの打撃やリアルな叫び声まで、それらが混沌としたオーケストラとなって、室内を満たしていました。

　裏返しに置かれているゲーム機も含めてすべてのゲームが動作進行しているのだと嫌でも察せられます。

　そしてそのどれか一つにも、幼い雨乃は触れてはいないのです。

「アメちゃんって、時々ゲーム機とかカメラとかいろんな機械を遠隔操作しますけど……もしかして……これも？」

　おそるおそる尋ねたほむらに、舎人は無言で頷きます。

　そう───つまり幼い雨乃は、部屋に置かれている十五個は超える携帯ゲーム機すべてを、同時並行で遊んでいるのです。

「ゲーム機の無線の規格だと混線しませんか……？」と東野。

　その問いが本質ではない、と彼は直感してはいたのですが、まだ映像の中で起きている事態への理解が追いつきません。

「そこは当時の雨乃のボディのチャンネル数に合わせて環境をいじってある。それぞれの映像も信号化して返している。確か二十四回線まで行けたはずだ。雨乃が自分の視覚で見ているのは、その改造が間に合わなかったゲーム機だけだ」

「将棋の名人が多面指しをしたりしますけど……そういう試み、ですか？」

「その通り。実に素晴らしい成果だった」

　そんな自画自賛の言葉とは裏腹に、舎人は浮かない顔です。

「俺は雨乃の能力を限界まで試してみたいと思った。物理的な制約を受けるあんな方法ではなく、別の方法で───もちろん雨乃の存在は機密扱いだったが、俺はネットのゲームフォーラムを対象に、匿名で雨乃を参加させてみようと準備をしていた。精霊石の受光モジュールの原理的には、単純に千回線程度は余裕でいける。それは今でもそうだが───」

　───何をしてるんだよ！

　映像の部屋の外部から、激しい怒声が割り込んできました。

　ほむらも東野も驚いて椅子から飛び上がります。

　舎人はしかめ面になり音声ボリュームを落としました。

　画面フレーム外から入室してきたのは藤森でした。

　藤森は、雨乃の目前に飛び込むように正座すると、その顔を両手で挟み、自分に向けさせました。

　ぼんやりと藤森を見返す雨乃の反応は薄く、その緑の瞳もうつろな光を返すばかりです。

　それでも幾度も呼びかける藤森。

　そんな二人の様子を、現在の舎人はぼんやりと見つめています。

「……この時のチアは本気で怒っていたな。ものすごく怖かったよ」

「今でも普通に怖いんですけど……」

　そこでいきなり身振りを交えて物真似をはじめるほむら。

「ぴ、ピコピコやめなさい！　宿題は!?　みたいな？」

「おかんかよ……」

　ほむらの勝手なアテレコに、肩を落としながら尋ねる東野。

「この頃の雨乃は、もう言葉は喋れたんですか？」

「必要最低限のことだけはね。自発的に会話を始めるケースはほぼ無かった。本当ならコミュニケーション可能になったそっちの感動的なシーンを見せるべきなんだろうが……なんでだかな」

　視線を戻した画面の中の藤森は、呼びかけても完全に無視を決め込んでいる雨乃の無反応ぶりに業を煮やしたようでした。

　立ち上がると、ゲーム機を拾い上げ、一つ一つバッテリーを取り外してしまいます。今にも叩き壊しかねない雰囲気でした。

　───!?

　そこで初めて、ぴくっと雨乃が首をもたげ、呆然と藤森に向き直りました。

　事態を悟ると雨乃は藤森の手に取りついて素早くゲーム機を奪い去ります。

　それをさらに力任せにひったくり返す藤森。

　──────!!

　シャアアアと威嚇する猫のごとく猛烈な怒りをあらわにした雨乃は、がぶ───と藤森の足に嚙みつきました。

　藤森は一瞬無表情でそれを見下ろし、注意深く観察しながら無造作に首根っこを摑んで引きはがします。

　そして再びおもむろにバッテリーを奪う作業に戻ります。と今度はその腕に嚙みついてくる雨乃。

「あわわわわわ」

　始まった修羅場にほむらは震えあがりながらも目が離せません。

　藤森はともかく、あの誰にでも親切で人懐こい雨乃が……

　東野も同じく雨乃の行状を目で追いながらも顔をしかめます。

「うわ……開発者の人に聞きたいんですが……ロボット三原則っていうのがあって……」

「そんな不自然なものは元々備わってない」と舎人。

「───え」

　残った一台を同時に摑んで、ぎりぎりと引っ張り合う二人。

　互いに顔を手で押しのけながら、雨乃が全体重をかけてすがりついてくると、それを藤森が無理矢理に振り回して引きはがし、後ろへ放り出されて尻餅をついたところを後方へ蹴り転がす、という追い打ちまで。

　ごろごろと部屋の端まで後転しながらすっ飛んでいく雨乃。

「どうしよう……と、止められないのかな……？」

「うん。無理だな」

　二年前の出来事ですから。

「モリちゃんも完全に容赦なしだね……ああ痛そう……」

「まったくだ。10式戦車より値の張る機体を、よくもああポンポン蹴り飛ばしてくれる」

「はぁ。戦車ですか」

　途中から画面の端には、舎人の体の一部が映り込んでいました。

　猫背で椅子に座り、ぼさぼさの無精髭で、部屋で起きていることを淡々と眺めています。

　さらに白衣のポケットからライターを取り出すと煙草まで吸い始めました。自宅のソファでサッカーでも見ているかのようです。

　しばらくすると藤森が舎人の前に戻ってきて大いにどやしつけ、煙草を取り上げます。もちろん研究室内は禁煙です。

　かたや雨乃は、腕力では藤森にかなわないことを思い知らされ、部屋の隅で顔を覆ってうずくまっています。

　哀れな姿にほむらは胸が痛みました。

「うん。リアルだな」と感心する舎人。「試行錯誤トライ・アンド・エラーが全て無駄になると、動物的な自己防衛反応にまで後退する」

　やがて、騒ぎを聞きつけたのか、他の研究員たちが次々と部屋に入ってきました。

　舎人はどうやら、あえて人を呼ばなかった節があります。

「この頃はまだアカドもいなかったな」

　映像記録はまだ続くようでしたが、舎人はそこで中断しました。

「───まあ、というわけだ。最高だったろ？」

「…………」

「…………」

　他人の家庭の内情を暴露されたようで、だいぶショックを受けた高校生二人。

「俺も考えるところがあってな。この出来事のあと、計測用テレメトリをのぞいて雨乃からの自発的な無線機能は停止した。しばらくはゲームにも触らせなかったが……」

「……藤森先生は？　どうしてあんなふうに取り上げたんです？」とほむら。

「わからないか？」

「だって、今ではアメちゃんは普通にゲームで遊んでますよ。大好きみたいです」

「そう。俺にはわからなかった───」

　頷く舎人。

「あの頃の雨乃には、好きなゲームなんか無かった。与えられたものなら何でもよかった。チアは雨乃の精霊石の提供者だったが、しばらく研究室には出入り禁止になったな」

　舎人の思い出話は、それほど昔のことではないはずなのに、雨乃の成長が早いせいで、何年も前の話をしているように聞こえます。

「雨乃のほうは人間で言うなら無気力な状態が続いた。ちょうど今の沙毬に似ていた。その後ゲーム機は戻してやることにしたが、無線機能を持たないゲーム機を一つだけにした。それも無線ではなく、視覚聴覚でレスポンスを得られる仕様のものを。物理的なボタンや身振り、発声で操作するものだけにした」

　つまり、ふつうの人間ができる範囲の自由を与えられたということですね。

「そんなことがあったとは……まるで子育てですね」

「こんな筈じゃなかったと思ったもんだよ。あ、一応言っておくが、この映像が流出したら、ホンバはつぶれるからな。黙っとけよ」

「……は……はい。気をつけます」

「それから数ヶ月後だったな。雨乃の理解力や感情移入が劇的に成長したのは。それまでは自意識を模倣していただけだったのかもしれない。それでようやくボディのメジャーチェンジの目処も立ったんだ」

「この大喧嘩が成長のきっかけだったんですか？」と東野。

「さあな。情けないがそれは俺にもわからない。ただ雨乃が落ち着いてきた頃に、部屋から外に出すようにしてみた。秘密裏に」

「あ……それってまさか、藤森先生の……」

「わかるか。チアの家でホームステイさせてもらうことにしたのがその頃だ。あいつも忙しい頃で迷惑だったろうが、他に候補もなかったしな」

「それで、藤森雨乃、ですか」




　夕刻になり開発室の外に出ると───

　すでに暑気は去り、虫の音が聞こえるようになっていました。

　夕映えに空は美しく染まっています。今日は一日本当にいい天気でした。ずっと室内にいたことが悔やまれるほどです。

　依然としてあまり人ひと気けの無い駐車場脇に一台のスクーターが止められ、その脇の土手に誰かが座り込んでいるのが目に付きました。

　社員とは異なる雰囲気で、何者だろうと目を凝らすと、知った顔でした。

　何か読んでいるのか、手元に掌サイズのタブレット端末を置き、時折顔を上げて空をぼんやりと眺めています。その人がなんだか普段とは別人のように感じられて、気安く声をかけるのはためらわれました。

　つい自分もオレンジ色の駐車場に立ち尽くし、彼の姿に見入ってしまいました。

　そうするうちに相手のほうが、こちらに気付きます。

「日ノ岡さんじゃん」

　手を振って呼びかけてきたのは、早瀬です。日吉坂の二年生。

　手前のスクーターを避けて近寄るほむら。

「───ゲームですか？　早瀬先輩」

「そんなとこ」

「どんなゲームです？」普段なら尋ねないことが口から出てしまい、ほむらは我ながら失礼だったと思い直しました。「……ってすいません。なんか今日、ゲームの話がたくさん出たので」

　妙な間がうまれるよりもはやく、早瀬はくすりと笑うと、

「シャセイに励んでた」

「───っ」

　などとのたまって、ほむらをかたまらせます。

　ここはさらりと流すのが正解の一手ですが、ついついほむらは相手の罠にはまって表情で反応してしまいました。

「スケッチって言おうか？」

「…………」

「ひとりシコシコと力強いストロークで青春のアイボリーホワイトをね───」

「はいはい、写生ですね。写生！」

　これでいいんかいとばかりに、仕方なくリピートしてやるほむら。

　してやったり、とばかりに先輩はニヤリと笑います。

　ついつい油断していました。この人もまた秋穂少年と並んで、そういうチャンスを逃さない人なのです。コマ先輩の苦労が忍ばれます。

　ただ、こうして二人だけで対面するのは初めてで───

　ですが、不思議とさほど苦手な感じがしないのは、相手の振る舞いが自然体に見えるからでしょうか。けっこうＴＰＯを気にするタイプの東野とちょっと比較してしまいます。

　ただ、さきほど目にした彼は、どこへ行ってしまったのやら。

「へぇ……こう言ったらなんですけど、絵を描かれるなんてちょっと意外」

「おっと、それ心外。心外です」

　ぱっと、ひっくり返して見せたタブレットの画面には、水彩画アプリが起動していました。小さなキャンバスに夏の空が淡い色調で描かれています。

　すぐに背後に引き戻そうとする早瀬でしたが、下品なキーワードを連呼させたお返しとばかりに、タブレットの端をにぎってしげしげと画面を鑑賞してやるほむら。

　でもそれは本当に、気持ちがほんのりと軽くなるような───

（……ふうん……こういう絵を描く人なんだ……）

　優しい、とても優しい絵でした。

　早瀬がほむらに尋ねます。

「今日は東野くんと来てたんだろ。探検部の用事で」

「あ、はい。知ってたんですね」頷くほむら。「早瀬先輩は？」

「俺は結理の迎えでーす」

「……じゃあそれ、もしかして先輩のスクーター？」

　駐車場に細い影を落としている電動スクーター。二人乗り用のやや大型のもの。

　鼎と連れ添っている場面の多い早瀬の持ち物なら、納得がいきます。しかしそんなほむらの予想は外れました。

「いや？　それは結理のスクーター。あいつ免許とったばかりでさ。楽しいらしくて、あちこち乗りまわしてんの」

「鼎さんの？」思いもつかなかった答えにほむらは驚き、そしてちょっとワクワクしてきました。「……そっか、もう私たちの学年から二輪の免許とれる人っているんだ。すごいアクティブなんですね、彼女」

「見かけによらず、って言っちゃっていいよ？」

　茶化してくる早瀬をほむらは不機嫌そうににらみ返して、

「先輩は見かけによらず、絵なんか描いちゃって……よかったら、もう一度見せてください」

「ごめん。消しちゃった」

「えっ……？」すくなからず自分の心を動かされた絵をそんな簡単に。「勿体ない。もしかして、他のスケッチも残してないんですか？」

「暇つぶしだからいいじゃん。そういうの残しとくの、なんか違う気しない？」

「んー……そうかなあ？　やっぱり勿体ないですよ。それに、さっきのすごい素敵な絵だったのに。風景画が好きなんですか？」

「まあわりと」

　早瀬は、すこし照れくさそうに頷きました。

「じゃあ虚惑星だったら絶景ポイントたくさんあって、描き放題ですね」

「そう。写生描き放題」

「鼎さん遅いですね。呼んできますね」

「おっとやめて悪かった悪かった。日ノ岡さんには現場を目撃されちゃったから仕方ないけど、他の探検部の連中には言わないでくれるといいなあ」

「……了解」

　早瀬の秘められた趣味に妙な感銘を受けたほむら。さらりと請こわれたけれど、きっとそれは、彼の本心なのだろうと素直に受け止めました。

　ゆっくり頷き、夕焼け空に向き直ります。

「そっか……スケッチっていう手もあるか。リアルな写真ばかりが、虚惑星のことを伝える手段じゃないですね」

「そうかも」

　なんだか透明で摑みにくかった早瀬の印象が、少し変わりました。

　結局、今日来た本来の目的だったはずの、ほむらの脳波データのサンプリングはすぐに終わってしまいました。舎人主任のつまらなそうな顔を見るかぎりでは、どうも望む結果は得られなかったようでした。

　サンプリング中、身のあいた東野は、ラウンジで虚惑星の魔法について赤土と話し込んでいたらしく。ところがそこへ、サンプリングしたデータを解析しなければいけないはずの舎人が加わり、あげくのはてには通りがかった鼎結理までが引きずりこまれて、専門的な会話が繰り広げられる始末。

　ほむらは蚊帳の外に追いやられてしまいました。

　この早瀬にしても、涼しい室内で待っていればいいのに、わざわざこんな場所で暇を潰しているのは、あの専門会話が日常で苦痛だからなのかもしれません。

　早瀬がスケッチを再開してくれることをちょっぴり期待しながら、またなにげなく夕映えの空を見上げるほむら。

「もう見えないくらい、薄くなっちゃいましたね」

「……うん？」

　夕焼け雲が途切れ、ぽつぽつと明るい星が覗きはじめた西の空の一角を、二人は共に見上げます。ほとんど夜の領域へと歩み寄っている濃い蒼空を。

「ほら、赤いぽわっとした───」と、まだ空を探し続けているほむら。

「ああ、あれ？　とっくに沈んでるって、今の季節じゃ」

　そう言って地平線の下を指差す早瀬。

「あれっ、そうでした？　あれ？」

「見られるとしたら……だいたい春までくらいか。来年はどうだかわかんないけど」

　さすが早瀬はよく空を観察している、と思いながらも、単に自分がぼんやりしてるだけなのかも……と自己嫌悪するほむら。

　確かにほむらは、春以前の西の空に見つけた印象で話題にしてしまいました。

　よく気をつけていないと見過ごしてしまう、小さくぼんやりとした赤色の染み。それは、ささやかに空に飾られた手向けの花のようでもあり、零れた血の雫のようでもあり。

　ついつい空のその場所を見上げて探してしまったのは、そんな夜空のアクセントが、いずれ遠くないうちに消えてしまうとわかっているから。

「あれって、昔は星座だったんですよ？」

　ちょっと偉そうに早瀬に語りかけるほむら。

「知ってんよ」ぽつりとつぶやく早瀬。「教科書に載ってるし？」

「そうでした」

「日ノ岡さんは、あれがご臨終された時どうしてた？」

「実は……よく覚えてないんです」

「俺はここにいたんだ」

　なんと。

「へえ。じゃあよく見えたんじゃ？」

「ん……いやでもね、ちょうどトイレ行ってたわけ。そんで、なんか窓の方がぱーって明るくなって、まわりが騒がしくなってくるじゃん？　出られないじゃん？　もう、すっげー焦った」

　聞きようによってはまた随分と恥ずかしい思い出を披露してくれる早瀬に、けらけらと笑うほむら。その焦る演技があまりに迫真で、涙が出るほどおかしくて。

「はぁはぁ……もうその頃から、鼎さんと一緒だったんですね」

「うん、そーよ。つーか、腐れ縁？　幼馴染みっつーの？　そういうのだ」

　ざっくばらんに語る早瀬。でもきっとそれはとても大切なことで。だからこそ、身近すぎてよく見えないのかもしれなくて。消えてしまってから、はじめて気付くような。

「あいつ、頭いいし、集中力も半端ねーけど、身の回りのことは全く駄目でさ。放っとくとずーっと同じもん着て、ずーっと同じもん食べてんだぜ。誰かついててやんねえと」そう一気に語ってから、はたと早瀬は空を仰ぎました。「キモいよな、俺。ごめん」

　ほむらはまじめに首を振ります。

「いえ、そんなこと。鼎さん、羨ましいな。面白くて頼れるお兄さん役がいて」

「はあ？　別に……」むっ、と真剣そうな顔で向き直る早瀬。「……日ノ岡さんアレよ？　べつに結理に遠慮しないで、俺にアタックしてくれていいんだぜ？」

「そんなおっかないこと出来ませんって」

「おっかないって何。そういう日ノ岡さんはどうなの。東野くんは」

　ほむらには分の悪い切り返し。でも、それはほむらも予想してたのです。

「マイペースですねえ、早瀬先輩は」

「そう？」

　マイペース……？

　……いいえ。本当はいろんな気持ちを他人にあずけてしまった他人のペース。

　それはほむらもよく知っている、とても気楽で、すこし寂しい、害の無い生き方。

　もうずっと心の底に隠したままにしておこうかと思った記憶でしたが、だったら、この男ひとがどんな顔をするのか知りたくて、馬鹿だなぁ私と思いつつも、つい尋ねてしまいました。

「あの……ごめんなさい。私、Ｓサマー・Ａアセンブリの夜に、聞いてしまったんです。その、悪気は無かったんですけど偶然……あ、いえやっぱり好奇心で……」

「ＳＡで？」

　表情の読めない早瀬の微笑。

「言いつけ……って、どういう……？」おずおずと尋ねるほむら。

「あー。聞かれてたか」

　動揺した様子もみせず、肩をすくめる早瀬。すると───

「……？」

　ついと、指差した先に、こちらに向かってくる人影がありました。

　そろそろ見分けるのが難しくなってきた明るさでしたが、早瀬にはすぐにわかったようです。

　赤土と一緒に現れたのは、東野、そして鼎です。

　さきほどまで早瀬と交わしていた話題は一時中断……と思いきや、彼はなんとそれをさらりと鼎に明かしてしまいました。

（…………！）

　脇で恐々と聞いていたほむらを、鼎はじろりと見据え、淡々と、責める様子も悪びれる様子もなく言いました。

「……べつに隠すようなことじゃないから。部長から教えてもらってないの？」

「部長って……日ひ吉よ坂こ高ーのコマ先輩……じゃなくて、うちの御陵先輩ってこと？」

　こく、とうなずく鼎。

「御陵部長から。上狛部長も知ってはいることだけれど。でもべつに、言いつけだなんて……ああ、面倒ね……」

　嘆息した鼎は、いきなり核心から打ち明けました。

「天竜は、あたしの兄。だからそういうこと」

「は？」「えっ」

　突然の告白に、ほむらと東野は虚を突かれてかたまります。

　なにがそういうことなのやら、おそるべき飛躍。早瀬は小さく肩をすくめただけ。

　そしてさらに見つめるほむらたちに、まだ不満があるの？　とばかりに鼎は無表情にたたみかけます。

「御み陵ささぎ真ま世よは、天てん竜りゅう主かず馬まの許いい嫁なずけよ」

「いい……なず……け？」

　とても重大なことを続けざまに明かされた気がします。

　ただ、ほむらはまだ把握しかねていて───

「い、いいなずけ……ってなに？　お漬け物……じゃないよね……」

　苦しいおふざけにも、反応を示さず、完全にぽかんとしている東野。

「日ノ岡さん……許嫁って聞いたことはない？　別におかしくはないけど」と赤土。

　どうやら赤土も事情に通じてはいたらしく、さして動じずに意味を教えてくれます。

「許嫁は、親同士が将来の結婚を約束した間柄のこと。婚約者。フィアンセってこと」

　ようやく話がのみこめてきたほむら。

　それはつまり、と鼎の言葉を繰り返します。

「……天竜代表と、御陵部長がフィアンセ？」

「ええ。御陵真世はいずれ、あたしの義あ姉ねになる女ひと」

　それだけを告げると、鼎はスクーターからヘルメットを取り出し、一つを早瀬に渡します。すこし申し訳なさそうな顔の早瀬を後部シートにまたがらせると、そのままほむらたちを振り返りもせずに走って行ってしまいました。

「…………行っちゃった、ね」

「…………………………」

　薄暗い駐車場には、スクーターの走りっぷりに満足気な赤土と、ほむらたち二人だけが取り残されました。

「ちょっと……東野くん？　生きてる？　息してる？」

　少年の肩を揺らすほむら。

　東野は真っ白になっています。

　ほむらは彼に相談事があったのですが、これはどうもしばらくおあずけのようです。




　実験室ラボでのサンプリングの終わり際に。

　たいした成果も得られなかったのか、驚きも失望もなく、淡々と会話に応じる舎人。

「───ヒノオカ・ホムラ」

　その彼が、ほむらを呼び止めて、やぶからぼうに尋ねました。

「サンデュリャークの名に覚えはあるか？」

「……はい？　サンデュ……？」

「サンデュリャーク」

　サンデュリャーク。どこの国の言葉でしょう。

　名前、と舎人は言いました。でしたら、人の名前でしょうか。

　どちらにしてもそれは、ほむらにとり、間違いなくはじめて耳にする単語でした。

　舎人はそれ以上のヒントを与えてくれることはなく、思い当たるところの無いほむらが首を振ると、彼はただ、

「そうか。ならいい」

　と勝手に納得して、それ以上の追及はしませんでした。








つづく。
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　なんとか続巻にこぎつけました（ほっ）。

　口からでまかせ×かけるいきあたりばったりに展開中の本作ですが、すこしでも退屈をまぎらせ、活字を読みたい欲を満足させるお役に立てましたならこれ幸いです。

　え、上巻だけじゃまだなんとも言えない？　あ、はい、ごもっとも。

　本書の舞台は南国の島でしたが下巻では冬の虚惑星が冒険のステージとなる予定です。

　そしてついに雨あめ乃のも虚惑星へと出発します。武内崇さんとの「ロボ子とかいいよね～」という与太話から始まった本作、肝心のロボ子が本格始動するのが四冊目になろうとは……ほとほと先が思いやられます（うそばっかり）。




　登場人物もぐっと増えました。

　元部員の稲荷いなり直すなおから、お隣り日ひ吉よし坂ざか高校の探検部員たち、その他おおぜいエトセトラ。主人公・日ひノの岡おかほむらをとりまく顔ぶれも段々と判明し、学園モノらしい雰囲気も出てきましたでしょうか。

　挿絵およびキャラクターデザインのＢＵＮＢＵＮさんには、「続巻は一気に五十人くらい増えますよろしく」と冗談を申しましたが、放っておくと百人くらい揃えてしまいかねない勢いで、デザインをばんばん投下され嬉しい悲鳴でした。この作品の、変身したり探検服に着替えたりと、物量もバリエーションも過剰なイメージを、本当によく描きおこし創造してくださっているなぁと、感激を新たにしております。

　そして、再び口絵を担当してくださいました浪人さん。力作ありがとうございます。

　しかし異世界冒険とうたいつつ、どちらかというと野山ばかりでなかなかそれらしい風景が出てこなかった本作。次巻こそはお得意なジャンルで筆をふるっていただけると思います。どうぞご期待ください。なにより僕自身が今から楽しみです。




　下巻は（舞台に合わせて？）冬にはお届けしたく。どうかしばしお待ちください。

　二冊同時の発刊だった前回では、上巻と下巻を取り違えたーというお話を耳に挟みました。今回こそは間違えないはず。たぶん。夏の表紙が上巻、冬の表紙が下巻です。

　さて、そろそろこの苦痛に満ちた現実と向き合う時が来たようだな……くっ、しずまれ俺の奥歯よ……！
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